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茅野市の位置する八ヶ岳西山麓一帯は、国特別史跡尖石遺跡、国史跡上之段遺跡を

始め、多くの縄文時代の遺跡が発見、調査されています。ここに報告する阿久尻遺豚

も、縄文時代前期を代表する茅野市の遺跡として上げられるものです。

平成 2年、この阿久尻遺跡の地が県営工業団地 として造成されることとなり、茅野

市教育委員会で分布調査を行ったところ、遺跡地として確認され、調査を行 うことと

なりました。

阿久尻遺跡は、原村地籍内にある国史跡阿久遺跡に隣接することから、調査開始当

初から注目され、阿久遺跡との関係が注目されていました。 2年度にわたる調査の結

果、阿久遺跡と阿久尻遺跡との間には、約300mに わたって遺構や遺物の検出されない

箇所のあることが確認されたものの、本遺跡からも阿久遺跡で検出された縄文時代前

期前半の住居l■や方形柱穴列が多数検出され、阿久尻遺跡と阿久遺跡とが密接な関係

にあったことが実証されています。

その様な中で、事業者である県商工部振興課・県土地開発公社を始め、東洋バルヴ

株式会社には遺跡の重要性に御理解を示され、造成工事の設計変更を行って頂き、阿

久遺跡に近いA区4,000m2を 保存して頂 くこととなりました。関係機関の皆様に厚 く御

礼申し上げます。

阿久尻遺跡の調査 と同時に行われた下原山茂佐久保遺跡の調査では、長野県埋蔵文

化財センターから、多忙な中 2名 の調査研究員を lヶ 月間にわたり派遣頂いています。

また、研究会「阿久尻集落の方形注穴列をめ ぐって」の開催にあたっては、地元の

宮坂光昭氏を始め、石井 寛氏、秋元信夫氏、南 久和氏、小杉 康氏の各氏には、

御多忙中にもかかわらず、快 く講師の依頼を引き受けて頂き、遠路茅野市へおいで頂

きました。また、コーディネーターを務めていただいた戸沢充則明治大学教授には、

調査における指導など、多大な御協力を頂いています。合せて感謝いたします。

平成 5年 3月

茅野市教育長

両角 昭二
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1.本書は、県営金沢工業団地建設に伴う、造成工事に係る阿久尻 (あ きゅうじり)遺跡と下原山茂佐久保

(し もはらやまもさくば)遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、長野県土地開発会社の委託により、委託金を得て茅野市教育委員会が実施した。

3.阿久尻遺跡の試掘調査は、平成 2年 8月 1日 から同12日 までと■月16日 から同19日 まで行った。発掘調

査は、平成 2年度が 9月 19日 から■月22日 まで、平成 3年度が 4月 12日 から8月 9日 まで茅野市教育委

員会が行った。

茂佐久保遺跡の試掘調査は、平成 2年 8月 1～ 3日 、10月 29。 31日 、11月 19・ 21日 に長野県教育委員会

によって行われ、発掘調査は、平成 3年 7月 8日 から8月 3日 まで長野県埋蔵文化財センター調査研究

員の派遣を受け、茅野市教育委員会が行った。

整理作業は、平成 4年 5月 20日 から平成 5年 3月 31日 まで行った。

4.出土品の整理及び報告書の作成は、尖石考古館で実施 した。整理作業にあたっては、尖石考古館の小平

恭館長を始め、職員の協力を得た。

本報告書に係る出土品 。諸記録は、茅野市文化財調査室に保管されている。

5。 本調査において、航空測量を中央航業株式会社に、土壌分析をパ リノ・サーヴェイ株式会社に、断層調

査を松島信幸・寺平 宏氏に、広域テフラの分析を町田 洋氏に委託した。

6。 本報告書の執筆は、第V章を上田典男と町田勝則、第Ⅵ章をパ リノ・サーヴェイ株式会社、第Ⅶ章を松

島信幸 。寺平 宏、その他を小林深志が行い、全体の編集を小林深志が行った。

7.本報告の記述中、外部に委託した文章の中に、例えばC7号方形柱穴列をC7柱穴列などと略称を用い

ている箇所 もあるが、レイアウトの関係で内容のわかるものについては、そのまま訂正を加えていない。

また、区名のCを省略してある箇所もある。

8。 発掘調査から本書作成に至る過程で、下記の方々に指導・助言を得た。

会田 進   秋元信夫   井口慶久   石井 寛   市沢英利   今泉俊文   岩崎孝治

上田典男   小坂英文   小池 孝   小池幸夫   小池春夫   小島正裕   小杉 康

児玉卓文   小林公明   五味一郎   五味裕史   佐藤信之   寒川 旭   渋谷昌彦

島田哲夫   白沢勝彦   関 孝一   高見俊樹   武居幸重   田中 琢   土屋 積

勅使河原彰  寺平 宏   戸沢充則   永峯光一   林 茂樹   樋口昇一   樋日誠司

平出一治   平林 とし美  細川光貞   増沢一徳   町田勝則   町田 洋   宮坂 清

松島信幸   南 久和   宮坂光昭   百頼長秀   森島 稔   武藤雄六   矢崎勝郎

矢崎澪子

この他、同僚の文化財調査室の諸氏には、各自の調査の合間をぬっての平面図作成等の他、報告書の

作成に多くの助言・協力があった。



9。 調査の体制

本調査は茅野市教育委員会文化財調査室が実施 した。組織は以下の通 りである。

調査主体者  両角昭二 (茅野市教育委員会教育長 )

事 務 局  原  充 (茅野市教育委員会教育次長 )

調 査 担 当

長田 篤 (茅野市教育委員会文化財調査室長)平成 3年度まで

永田光弘 (茅野市教育委員会文化財調査室長)平成 4年度から

金子 強 (茅野市教育委員会文化財調査室次長)平成 2年度まで

鵜飼幸雄 (茅野市教育委員会文化財調査室係長)平成 2年度調査担当

両角一夫 (茅野市教育委員会文化財調査室主任)

大月二千代 (茅野市教育委員会文化財調査室主事補)平成 4年度から

守矢昌文 (茅野市教育委員会文化財調査室主任)平成 2年度調査担当

小林深志 (茅野市教育委員会文化財調査室指導主事)平成 2・ 3年度調査担当

小池岳史 (茅野市教育委員会文化財調査室主事)平成 3年度調査担当

功刀 司 (茅野市教育委員会文化財調査室主事)平成 2年度調査担当

百瀬一郎 (茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

小林健治 (茅野市教育委員会文化財調査室主事)

山崎貴弘 (茅野市教育委員会文化財調査室嘱託)

五味みゆき (茅野市教育委員会文化財調査室嘱託)平成 2年度調査担当

上田典男 (長野県埋蔵文化財センター派遣調査研究員)平成 3年 7月 8日 からlヶ 月間

町田勝則 (長野県埋蔵文化財センター派遣調査研究員)平成 3年 7月 8日 からlヶ 月間

赤堀彰子  伊藤千代美  牛山市弥   牛山徳博   占部美恵   小松とよみ

関 喜子  武居八千代  原 敏江   堀内 渾   矢崎つな子  矢鳴恵美子

調査補助員

発掘調査・整理作業協力者

青木久子   伊藤京子  牛山明久   牛山静子   牛山豊子   遠藤角治郎  大島央子

大島邦子   大宮和美  小川アサ   小沢一二   小沢けさし  小澤貞美   折井智保香

片岡久男   金子清春  唐木秀明   菊原参之輔  工藤保男   小池真志   小池千恵子

小平 健   小林作衛  小林久子   小林吉也   小松紀代子  小松光子   五味ふみ

坂口浩司   佐藤 啓  繁野瑞穂   繁野陽介   清水園恵   下園義之   白旗スエ子

菅野 トモコ  相場一子  相場忠雄   立岩貴江子  田中洋子   田中洋二郎  出羽秀雄

中島ふさえ  長田 尚  長田フジ子  長田 真   中村一人   名取つた江  名取房子

林 初男   原口秀之  藤森藤平   古川 務   堀田桜子   本間千恵   村上末太郎

目黒恵子   守屋真光  守屋春彦   山田規矩   和国佐一

発掘調査の作業員募集にあたり、地元金沢地区の各区区長、茅野市シルバー人材センター、東洋バル

ヴ株式会社、宮川建設株式会社、協和建設株式会社に協力を得た。
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第 I章 遺跡の位置 と環境

阿久尻遺跡 (231)は茅野市金沢木舟に所在する。 JR茅野駅からは南東へ 4 km、 青柳駅からは北西へ 3 km

ほどの位置にある。茅野市域では南にあたり、諏訪郡原村との境界にも近い。蓼科や 自樺湖 といった観光ル

ー トから離れていたため、開発の手から免れていたが、中央自動車道西ノ宮線の建設に伴い、本遺跡から南

西 4 kmの所に諏訪南インターチェンジが開設されたため、諏訪南インター林間工業団地など工業国地の造

成・進出が多く、開発の進んできた地域である。

八ケ岳の泥流や火砕流によって形成された入ケ岳西南麓は、宮川に合流する弓振川、前沢川、小早川、大

早川、阿久川、金山沢川などの河川の浸食によって区切られているが、その山麓は糸魚川―静岡構造線によ

る断層崖で断ち切ら紀ている。

阿久尻遺跡のある台地の南には、阿久川が東から西へと流れているが、本遺跡のほぼ中央で最も台地に近

付き、この後かなりな比高差をもって台地の西側を巻 くようにして宮川と合流し、茅野市内を北上して諏訪

湖に至っている。西には宮川を挟んで赤石山脈が迄なっている。中央本線と国道20号線は、この八ケ岳山麓

と赤石山脈に挟まれたところを宮川に沿って建設されている。中央自動車道西ノ宮線は l kmほ ど東へ離れた

山麓側をほぼ平行して走り、茅野市街に入る手前でこれを横切 り、赤石山脈の北端である守屋山系側に移る。

阿久尻遺跡と下原山茂佐久保遺跡は、この八ケ岳山麓が断層崖 と宮川によって断ち切られる先端に位置して

いる。遺跡内の標高は860m程で、遺跡からは東に入ケ岳、北西方向に諏訪湖が望める景色の良いところであ

る。

中央自動車道西ノ宮線の建設に伴って調査され、後に国の史跡となった原村の阿久遺跡は、本遺跡の東端

から東へ直線距離で300mの 距離に有 り、同一台地上に有る。阿久遺跡からは尾根が 3ヵ 所に分れているが、

中央の痩せた尾根に阿久尻遺跡が有る。この尾根には、ほぼ直交する形で幾つかの小さな谷が北へ、あるい

は南へ と入っており、阿久遺跡からは何個所か くびれて途切れる個所も有る。阿久尻遺跡はその狭い台地の

中でも比較的広い場所を選んで占有している。

阿久尻遺跡のある尾根の先端に近い南側斜面は、かなりの急斜面となっているが、阿久川の氾濫などで削

平されていったもので、当時はもっと緩やかな傾斜をもっていたものと思われる。特に B′区とした地点は、

阿久川の氾濫に伴う改良工事のため、人為的な削平が行われているとの話も調査中に耕作者よりお聞きして

いる。また、阿久尻遺跡のある尾根 と阿久川の間の低地にある水田部分の試掘調査も行ったが、かなり大き

な礫が耕上の下から出土し、阿久川が現在よりも尾根に近い場所を流れていた時期のあったことも確認して

いる。

下原山茂佐久保遺跡 (232)は 、阿久遺跡の西に隣接し、阿久尻遺跡のある尾根の一つ北側の尾根の南斜面

にある。尾根の中央にある農道が市村境となっており、北側が原村となっている。尾根の北側に宮川の支流

である大早川があるが、かなりの比高差をもっている。

阿久尻遺跡 。下原山茂佐久保遺跡の周辺には、前述の阿久遺跡の他にも柏木南遺跡、居沢尾根遺跡、大石

遺跡、上前尾根遺跡を始め、多くの大小の遺跡があり、阿久遺跡群を形成しており、その幾つかは中央自動

車道西ノ宮線の建設に伴って調査されている。
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第 1図 阿久尻遺跡 (231)・ 下原山茂佐久保遺跡 (232)の位置 (1/25,000)
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第H章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至るまでの経過

諏訪広域市町村圏は、テクノハイランド信州構想の諏訪テクノレイクサイ ド圏域 として、中核都市ゾーン、

ハイテクイングス トリアルパークゾーン等 4つのゾーンとその中に諏訪南ハイテクイングス トリアルパーク

エリア、レイクサイド・エリア等 6つのコアを設定し、ハイテク高度技術都市圏の形成を目指している。

諏訪南ハイテクイングス トリアルパーク・エリアには、諏訪南インター林間工業国地、諏訪南インター原

村工業団地を始め、幾つかの企業により工業集積が進んでおり、このエリアに、より工業集積を推進させる

ための事業の一環として、県営により工業団地を整備することとなった。

こうした状況の中で、平成元年 9月 、金沢木舟字茂佐久保他の当地19.lhaが、県営金沢工業団地の用地と

して選定された。

平成 2年 1月 6日 開催された、県工業立地研究会において、文化課では、当地が国史跡阿久遺跡の隣接地

であること、及び、埋蔵文化財の存在の可能性のあることから好ましい地ではないことを意見している。こ

の研究会により、文化課から市教育委員会、原村教育委員会へ連絡があり、意見聴取が行われている。市教

育委員会が今回の県営工業国地の造成を知ったのはこの時点であった。

当地は、茅野市の遺跡地図に載っておらず、遺跡としては登録されていなかった。しかし、阿久遺跡の隣

接地であり、同じ台地上であることから、遺跡が広がっている可能性が十分考えられたため、市教育委員会

では、平成 2年 4月 24日 、開発予定地内の遺跡分布調査を行い、23地点よりそれぞれ数点の遺物の散布を見、

新発見の遺跡として阿久尻遺跡、下原山茂佐久保遺跡を県に届け出ている。

平成 2年 5月 17日 には長野県教育委員会文化課、長野県商工部振興課、長野県土地開発公社、茅野市工業

振興課 と、本遺跡と隣接する国史跡阿久遺跡を持つ原村教育委員会を交え、保護協議を行なった。協議では、

今まで調査されたことがない地域なので、試掘調査を行い、遺跡の性格を見ることとなった。

試掘調査は8月 1日 から同12日 まで、県教育委員会文化課の指導の下に行なわれた。調査は、地形にそっ

て25m毎に設定された測量杭をもとに、 2m幅の トレンチを井桁状にあけ、遺物包含層の確認と、遺構の有

無を確認する方法をとった。

試掘調査の結果、調査区の東側からは住居l■が15軒検出され、西側からは 3軒の住居址が検出された。な

お、調査区の東側については、試掘調査終了後、引続き調査区内の全面の表土層を祭Uぎ、遺構の検出を行な

った。その結果をもとに、 8月 29日 、再度協議を行い、進入路建設等で早 く造成を行わなければならない東

側については発掘調査を本年度に行い、西側については来年度調査を行 うこととなった。なお、調査を進め

ていく中で、西側についても出来るだけ調査をしてほしいとの要望が出、一部を調査 している。

第 2節 調査の方法 と経過

阿久尻遺跡は、阿久遺跡から続く東西に痩せた尾根上にあるが、この台地のほぼ中央を、南北に切る道路

が横切っている。この箇所で尾根が「く」の字状に折れ曲っており、地形測量のために打った杭の軸線方向

もずれていた他、 8月 の初めに行った試掘調査の結果、ちょうどこの場所に南と北に延びる2つの谷が入っ

ていたため、調査にあたっては、この道路を境に阿久遺跡に近い東側をA区、西側をB区 と呼称した。調査
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の結果も、A区の西端に有るA区第14号住居址とB区の東端に有るA区第 1号住居上の間が約80m離れてお

り、その間には遺構のまったく検出されない箇所が有ったため、阿久尻遺跡が 2つの集落に分れていること

が確認されている。また、A区 とB区の境に有 り、一段下がった南側に有る個所をB′区とした。なお、B区

の西側にあり、次年度調査を行った個所が約7、 000m2あ るが、これをC区 と呼んでいる。

遺構の番号を付す時には、A区・B区それぞれ 1号から呼称した。C区の名称については、保護協議を行

なう中でB区西側の次年度調査箇所について用いられ、本報告書でも用いているが、調査年度が異なるだけ

で、集落的にはB区 とつながりが見られるため、遺構番号についてはB区からの連番 とし、単に遺跡内にお

ける位置関係と調査年度を示す意味で、C区 を用いている。

本報告の中で、B区やC区の他にB・ C区の名称を用いることが有るが、B区やC区 としたときには、単

第2図 地形と発掘区域 (1/5,000)
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に遺跡に於ける位置関係 と、調査年度の違いを示 し、B・ C区 としたときにはA区の集落に対するもう一方

の集落を指す意味で用いている。

平成 2年度の調査

発掘調査は 9月 19日 から行った。

9月 19日 (水)曇 り後雨

昼 までで、上見遺跡の 1次調査 を終了し、機材を現地へ搬入する。午後 よりさっそ く試掘調査で検出されて

いたA区東端の 2・ 15号住居 l■の掘 り下げに入る。

3時過 ぎ、台風の影響で雨 とな り、中止。

9月 20日 (木)晴れ

前 日に引き続き、A区 2・ 15号住居址の掘 り下げ。調査区南端の農道沿いで、平安時代の住居 l■ を検出する。

9月 21日 (金 )

A区 2・ 15号住居址の完掘 と写真撮影。 9号住居址 (平安時代)の完掘 と写真撮影。 1・ 11号住居址の掘 り

下げ開始。

9月 25日 (火 )

A区 7・ 11号住居址の掘 り下げ。

9月 27日 (木)晴れ

A区 1。 ■号住居址写真撮影。A区 8号住居址の掘 り下げ。

9月 28日 (金)曇 り

A区 7号住居址写真撮影。A区 3号住居址掘 り下げ。

9月 29日 (上)曇 り後雨

遺構の掘 り下げを行 うが、雨のため 2時に解散 となる。

10月 1日 (月 )晴れ

遺構の掘 り下げ。

10月 2日 (火)曇 り

A区 4号住居上のロームブロック埋設状態の写真撮影。A区 12号住居址完掘写真。 6号住居ldL掘 り下げ。

10月 3日 (水 )

A区 4・ 5。 14号住居 l■掘 り下げ。

10月 4日 (木)曇 り

A区 5号住居址掘 り下げ。各土坑の掘 り下げ。

10月 5日 (金)曇 り

A区各土坑掘 り下げと土層観察。

10月 9日 (火)                     .

県埋蔵文化財センター白沢勝彦調査研究員来跡。A区 3号住居址の炭化材の保存について、指導を受ける。

本 日よりB区の遺構掘 り下げに入る。

10月 11日 (木)晴れ

B区 2・ 3・ 4・ 5・ 6号住居址の掘 り下げ。 B区の方形柱穴列の検 出は、 3基 となる。

10月 12日 (金)
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B区 1・ 2。 3・ 4・ 5号住居址の床面精査 と写真撮影。 6号住居l■掘 り下げ。測量用の杭打ち作業。

県教育委員会文化課市沢指導主事来跡。

10月 16日 (火)B区 6号住居J■完掘写真撮影。B区 1・ 2・ 3・ 4・ 5'7号土坑の半我 と断面図作成。B

区 1・ 2・ 3号方形柱穴列半裁開始。

10月 17日 (水 )

B区 5・ 6号土坑の完掘と写真撮影。 7号土坑の完掘。 1・ 2・ 3号方形柱穴列の掘 り下げ。

原村平出一治氏、平林 とし美氏来跡。方形柱穴列の調査方法について、指導を受ける。

10月 18日 (木)晴れ

B区 1・ 2・ 3号方形柱穴列の掘 り下げ。新たにB4号方形柱穴列を検出。B区南斜面の栗林に 2本の トレ

ンチを入れ、遺構の有無を確認することにする。

10月 19日 (金)

B区 1・ 2。 3号方形柱穴列完掘写真撮影。 1号土坑完掘写真撮影。B区 4号方形柱穴列の調査開始。B区

南斜面の栗林からは、新しそうな落込みが検出されただけであった。

宮坂光昭氏、平出一治氏来跡。金沢小学校 4～ 6年生見学。

10月 20日 (上)晴れ

B区 4号方形柱穴列の土層断面図作成 と完掘。エレベーション図作成。B区南東の、一段低い畑の調査に入

る(B′区)。 撚糸文土器、押型文土器が出土。尖石友の会藤森栄子氏、藤森美和氏、田中洋二郎氏発掘調査に

参加。

平出一治氏、富士見町小林公明氏、樋口誠司氏来跡9

10月 22日 (月 )晴れ

B区 4号方形柱穴列の写真撮影。 B′区の掘 り下げ。

10月 23日 (火 )

A区各住居址のセクションポイント・炉の範囲を平面図に図化。A区南に張り出す水田部分を一部掘 り下げ、

遺構の有無を確認するが、検出できなかった。A区から航空測量の準備に入る。

この日、保護協議が行われ、下原山茂佐久保遺跡にかかる工事計画に基づき、試掘確認調査を県教育委員会

が主体 となって行 うことになる。なお、本調査については、平成 3年度に行 うこととなった。

宮坂光昭氏、原村平出一治氏、平林 とし美氏、諏訪市五味裕史氏来跡。県教育委員会文化課、県商工部振興

課来跡。南信 日日新聞社取材。

10月 24日 (水)

航空測量の準備のため、A区から清掃に入る。

市文化財審議委員北原昭氏、県埋蔵文化財センター中沢道彦氏、原村五味一郎氏来跡。

10月 25日 (木)晴れ

A・ B区の清掃を行 う中で、掘 り足 りない箇所が数箇所見つかり、図面再実測等を行 う。

LCV9チ ャンネル取材。

10月 26日 (金)雨のため、年後 4時に終了。

B′区掘 り下げ。

この日、県教育委員会 と県考古学会の懇談があり、阿久尻遺跡の保護措置について、県考古学会から要請が

あった。
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勅使河原彰氏、平出一治氏、平林 とし美氏、細川光貞氏、井口慶久氏来跡。

10月 28日 (日 )

県考古学会、明治大学教授戸沢充則教授による合同現地視察があ り、重要な遺跡であるので、遺跡の保存方

法については「長野県遺跡調査指導委員会」の判断を受けるように決定した。

10月 29日  (月 )

B′区掘 り下げ。県教育委員会文化課市沢指導主事下原山・茂佐久保遺跡の試掘調査。

平出一治氏、平林とし美氏来跡。

10月 31日 (水)

B′区掘 り下げ。A区 3号住居址の炭化柱穴の保存処理。県埋蔵文化財センター白沢勝彦調査研究員指導のた

め来跡。

県教育委員会文化課百瀬長秀指導主事下原山・茂佐久保遺跡の調査。

■月 1日 (木 )

B′区掘 り下げ。A区 3号住居址の炭化柱穴の保存処理。県埋蔵文化財センター自沢勝彦氏指導のため来跡。

B区の航空測量のための清掃。

■月2日 (金)

B/区掘 り下げ。平出一治氏、平林 とし美氏、長野市博物館山口明氏来跡。

■月5日 (月 )晴れ

航空測量のための清掃を行 う。A3号住居址の炭化材を尖石収蔵庫へ搬出。

長野県文化財保護指導委員会樋口昇一氏、林茂樹氏、宮坂光昭氏、森島稔氏、県教育委員会文化課関孝一係

長、児玉卓文指導主事、市教育委員会両角教育長、原教育次長、長田課長、鵜飼係長、両角主任、守矢主任

現地視察の後、市役所で協議を行 う。その中で、阿久尻遺跡は阿久遺跡を解明する上で貴重な遺跡であると

判断されるため、保存方法としては、記録保存を改め、現状保存をされたい。阿久尻遺跡の未調査部分の調

査を早急に行い、遺跡の全容を明らかにする。遺跡保存の最終的な結論は、遺跡の全容が明らかになった時

点で改めて協議する等の判聯が下された。

平出一治氏、平林とし美氏来跡。

11月 6日 (火)快晴

航空測量を実地する。B区 5号住居址北に新たに土坑が検出される (B8号土坑)。 B′区掘 り下げ。

金沢村史編纂委員会視察。信濃毎 日新聞、南信 日々新聞社取材。八ケ岳総合博物館田村館長視察。

11月 7日 (水 )

A区、B区、 B′区の再精査。

■月 8日 (木)

B区東側谷の上層断面図作成。 B′区掘 り下げ。

平出一治氏、平林 とし美氏来跡。

11月 11日 (日 )快晴。

午後、遺跡見学会。 140名 参加。

11月 13日 (火)快晴

A区 3号住居址炉周辺ピットの調査。 B′区調査。

11月 14日 (水)快晴



B′ 区の調査をほぼ終了する。本 日から遺構の埋め戻 しに入る。

武居幸重氏来跡。

11月 15日 (木)晴れ

B′区写真撮影。B区の埋め戻 しを終了し、A区の埋め戻しに入る。

11月 16日 (金 )

A区埋め戻し作業。

県教育委員会文化課市沢指導主事 C区の試掘調査に入る。 2m幅の トレンチを4m間隔で広げていく。数軒

の住居l■が検出される。

県商工部振興課、市助役、工業振興課長来跡。

11月 17日 (土)晴れ

埋め戻し作業を中断し、県教育委員会文化課市沢指導主事の行 う、C区試掘調査の遺構確認の手伝いを行 う。

B区北側斜面で、新たに上坑 2基 を検出する。

岡谷市会田進氏、小坂英文氏、原村平出一治氏、山梨文化財研究所櫛原功一氏、甲府市信藤祐仁氏来跡。

11月 19日  (月 )

A区埋め戻 し作業。B区土坑掘 り下げ。県教育委員会文化課市沢指導主事、C区の試掘調査。総計 7軒の住

居址を確認。県教育委員会文化課児玉指導主事、下原山 。茂佐久保遺跡の トレンチ調査。

11月 21日 (水 )

A区埋め戻し作業とシー ト推卜け。 B区 9。 10号土坑の掘 り下げと実測・写真撮影。

11月 22日 (木)

B区埋め戻し作業。午前中に作業を終了し、上見遺跡と尖石収蔵庫へ機材の搬出を行 う。本年度の調査を終

了する。

平成 2年度の調査終了後、阿久尻遺跡に関して、以下の動向 。活動があった。

12月 2日 (日 )

井戸尻考古館で長野県考古学会諏訪地区会主催による阿久尻遺跡、阿久遺跡などを中心とした縄文時代前期

前半の勉強会があった。

12月 18日 (火 )

長野県考古学会より茅野市長・茅野市教育長宛に「茅野市金沢地籍県営工業団地建設に係る阿久尻遺跡の保

護についての要望書」提出される。

12月 27日 (木 )

遺跡の保護について、県教育委員会 と協議。

平成 3年 1月 9日 (水 )

県教育委員会文化課、商工部振興課 とA区保存地域の線引 。杭打ちを行なう。

1月 20日 (日 )

茅野市郷土研究会で阿久尻遺跡の調査のついて発表。

3月 18日 付けで県教育委員会より阿久尻遺跡のA区4,000m2の 保存が決定した旨、通知がある。
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平成 3年度の調査

作業は4月 10日 から始められた。前年度に試掘調査を行ない、遺構の分布範囲、耕作上の厚さなどの把握

を行なっていたため、重機による表土黒Uぎ を開始する。表上剰ぎはB区隣の北東隅から開始した。

バックフォーだけでは廃上の処理がはかどらないため、ブル ドーザーを入れることとする。

4月 12日 (金)

本 日よリブル ドーザーが入 り、バックフォーと2台 で作業を行なう。住居址の可能性のある箇所が 2ヵ 所ほ

ど検出される。

4月 15日 (月 )

本 日より作業員が入る。本 日は 5名。

4月 16日 (火 )

B区 3号方形柱穴列の北西約 6mの箇所に、新たに方形柱穴列が検出される。

4月 17日 (水 )

方形柱穴列が新たに 2基検出され、 3基 となる。また、規模の小さいものも認め られ、その性格に興味がも

たれる。

4月 18日 (木 )

雨のため、作業を中止する。表土刹 ぎはバ 、ノクフオ~のみ作業を行なう。

4月 19日 (金)晴れ、午前中は北風で寒い                     、

人数が少なくはかどらない。

市工業振興課藤森課長、大蔵係長来跡。

4月 20日 (土 )

重機による表土崇Jぎ、作業員による遺構検出作業を行なう。遺構の検出なし。             ,
4月 22日 (月 )晴れ、暖か

重機による表上崇Jぎ、作業員による遺構検出作業を行なう。遺構は土坑が 3基検出された。

4月 23日 (火)晴れ

作業員全員休み。重機による表土剖ぎのみを行なう。

4月 24日 (水)刻 雨ヽ、寒い

重機による表土制ぎ、作業員による遺構検出作業を行なう。C区ほぼ中央で、方形柱穴列を1基検出する。

4月 25日 (木)河 雨ヽ後晴れ、寒い

重機による表土劉ぎは、本 日で終了。作業員による遺構検出作業。

4月 26日 (金)晴れ、暖か

遺構検出作業。住居址 1基を検出する。                      .      |
4月 30日 (火)晴れ、風強 く寒い

作業員17名 。遺構検出作業。台地先端の50m程は遺構がなさそうなので、北側斜面の遺構検出を先に行なう

こととし、西側から精査に入る。方形柱穴列 1基を確認する。県教育委員会文化課市沢指導主事、小池指導

主事が来跡する。

5月 1日 (水 )

遺構検出作業。方形柱穴列は本 日だけで 4基確認され、C区だけで 9基 となる。住居l■ も8軒確認されてい

るが、住居址は主に北斜面に環状に並び、その内側に方形柱穴列がやはり環状に並びそうである。中央に何
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も検出されない空間があ り、広場 となるか。土坑 も検出されない。

5月 2日 (木))F常に寒 く、あられが降る

小規模な方形柱穴列が北斜面で検出され、計10基 となる。

C区中央濤の北側で、黒曜石の集中するところがあり、精査を行なう。

5月 7日 (火 )

遺構検出作業。方形柱穴列 を 1基検出。計11基 となる。

5月 8日 (水)

遺構検出作業。

5月 9日 (木)雨

遺構検出作業。方形柱穴列 を 1基検出。計12基 となる。雨が次第に強 くなったため、年前中で作業を中止す

る。

5月 10日 (金 )

遺構検出作業。本 日より遺構の掘 り下げに入る。

掘 り下げはB区 6号住居上に隣接する2基の住居l■から行なうこととする。遺構名はB区と同一の台地上に

あり、遺跡もつながると考えられるため、地区名はC区 を用いるが遺構番号はB区の続きとしC区 7・ 8号

住居址と命名する。

5月 13日 (月 )晴れ

遺構検出作業及び 7・ 8・ 9号住居l■の掘 り下げ。

7号住居l■は南壁際の周濤の内側にもう1本が検出され、建て変えの可能性がある。 3基の住居址とも掘 り

込みが深 く、立派な住居址である。

5月 14日 (火)晴れ

本 日より方形柱穴列の掘 り下げを始める。

宮坂光昭氏来跡。南信 日日新聞社取材。

5月 15日 (水)曇 リタ方雨

遺構掘 り下げ。雨のため 4時で作業中止。

5月 16日 (木)曇 り

長野県文化財保護委員会委員長、田中 薮奈良国立文化財研究所文化財センター所長来跡。県教育委員会文

化課関孝一係長、市沢指導主事同伴。

5月 17日 (金)晴れ

遺構掘 り下げ。

5月 18日 (土)晴れ

遺構掘 り下げ。 7・ 8号住居l■の上層断面図作成。鴨田遺跡調査作業員見学。

5月 20日 (月 )

10号方形柱穴列の掘 り下げ中、昨年夏の試掘時に検出された濤 との重複が確認される。濤はかなり深 く、完

掘できなかった。

5月 21日 (火)晴れ、強風

10号方形柱穴列の北辺は、昨日の調査では濤と重複している様子であったが、本日の調査の結果、断層とな

っていることが判明した。柱穴の1ヒ半分が、下がっていることから、方形柱穴列の時期よりも新しいことが
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確認される。

14号住居上のプラン確認を行なった後掘 り下げに入る。遺構確認の段階から黒曜石のli lJ片や砕片が多く出土

したため、覆土をすべて持ち帰 リフルイにかけることとする。

5月 22日 (水)曇 り

10号方形柱穴列の北辺が断層によって切られていることは、昨日の調査によって確認されたが、試掘時に縄

文時代の濤としてとらえられた遺構はその北側に東西に平行するように走っているため、その濤が遺構であ

るのかあるいは断層になるのかを確認するため、掘 り下げを行なう。その結果、断層であることが確認され

る。調査範囲内には、同じ様に東西に延びる断層が、 3～ 4本確認されているが、現在確認されている遺構

と切 り合う遺構がほとんどであるので、その調査の結果を見て、その後の調査方法を検討することにする。

同じ様な断層の跡が、14号住居址でも確認されているが、規模は小さい。

14号住居址では、遺構内の覆上をすべて持ち帰 り、フルイにかけて遺物の出土状況を調べることとしたが、

遺構の掘 り込みが以外 と浅い他、断層によって切断されていることがほぼ間違いない状況となった。本遺跡

に残されている住居址と考えられる遺構は13号住居llLと 、調査範囲の南側にある15号住居址 (現時点で住居

l■ として命名を行なっていない)だけであるが、この内、13号住居址の調査方法について、作業終了後、調

査員の功刀 。小池と話合 う。

5月 23日 (木)晴れ、風がなく暑い

住居址の掘 り下げ (9。 14号住居址)、 方形柱穴列 (14・ 15。 16号方形柱穴列)の半裁掘 り下げ作業を行な

う。16号方形柱穴列は耕作による攪乱が激しく、覆上の観察が出来そうにないため、柱穴を半我することな

く、掘 り下げを行なうこととする。

本日より方形柱穴列 (7号方形柱穴列)の上層断面図作成に入る。土層の観察からは、柱痕の検出できたも

のの方が少ないが、今後覆上のスライスを繰返すことによって、確認できる柱穴が増えるものと思われる。

県教育委員会市沢・小池両指導主事来跡。

5月 24日 (金)晴れ、強風

14号住居址掘 り下げ。本住居址は断層によって切られているものの、柱穴はほぼ予測した位置にあり、断層

が維断層であることが分る。ここでも尾根の中央の方が下がっているようである。

17・ 18号方形柱穴列掘 り下げ。ttNα 3(断層)掘 り下げ。

5号方形柱穴列北側 。東側土層断面図作成。

県遺跡調査指導委員会が午前■時から現地で開かれる。森島稔県考古学会会長、樋口昇一氏、宮坂光昭氏、

関孝一県教育委員会文化課係長、児玉卓文指導主事参集。

午後、戸沢充則明治大学教授、宮坂光昭氏来跡。今後の調査について、全国の方形柱穴列を調査したことの

ある方々に集っていただき、調査方法や、性格などを話合う機会を設けたらどうかと助言をいただく。

夕方、岩崎孝治氏来跡。

5月 27日 (月 )曇時々雨、風強 く非常に寒い

7・ 8・ 9号住居上の清掃 と写真撮影 (北から撮影)。

炉址の検出ができていなかった 8号住居址で、炉址が確認される。

18号方形柱穴列の掘 り下げ。

5。 10号方形柱穴列の土層断面の観察。

中日新聞取材。
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5月 28日 (火)晴れ

18号方形柱穴列完掘。

7。 17号方形柱穴列の柱痕の検出できなかった柱穴について、スライスを継続して行なう。ほとんどの柱穴

で柱痕が検出できず、引続き完掘を行なう。

5。 12号方形柱穴列で土層断面図作成。

C区北斜面に検出されていた、小形の方形柱穴列の掘 り下げを行なう。底面が凹凸が激しく柱穴とは言い難

いものとなった。覆土はどれも暗褐色上で、ローム粒子の非常に多く含まれる土層。粒子は細か く、粘性も

比較的強い。炭化物などの混入は見られなかった。

信濃毎 日新聞取材。

5月 29日 (水)曇後晴れ

7。 17号方形柱穴列の半裁。 7号方形柱穴列は、土層のスライスにより、 2ヵ 所で柱痕が検出できた。

12号方形柱穴列は柱痕が確認できないまま、礫の出上した柱穴を除き完掘。

5号方形柱穴列の上層説明。

6号方形柱穴列の土層説明 (d・ e)。 当初 1辺に 3本 しか柱穴がなく、柱穴自体 も細かったため、方形柱穴

列 となるか憂わしかったが、柱穴はしっか りしており、方形柱穴列 としてよいと思われる。北辺の柱穴には、

断層が絡みそうである。柱穴 aか らは、黒曜石製の石匙が出上している。

11号方形柱穴列の上層断面図作成と、土層説明。 8。 10号方形柱穴列は、土層断面図作成のための清掃。i

午後両角教育長、断層を見学に来るざ

県土地開発公社 3名見学。

5月 30日 (木)

5。 16。 17号方形柱穴列の覆土スライスによる柱痕検出作業。

5号方形柱穴列は、東辺でスライスを継続するが、柱痕は検出できなかった。また、半裁時で各柱穴の間が

つながっており、数個の柱穴が同時に掘られた様な土層堆積状態であったが、完掘 していくと、内側 (西側)

部分では各柱穴間に張 り出しがあり、それぞれが意識して区切られていたと理解される。

16号方形柱穴列は、北辺、東辺の清掃を行なう。北辺では柱痕らしき痕跡が認められたため、そのまま土層

断面図の作成を行なうこととし、東辺は柱痕らしい痕跡が認められないため、もう10clnほ ど内側 (西側)に

スライスすることとする。

9号方形柱穴列の上層断面図作成のための清掃。東辺の一番北側の柱穴で、柱痕の痕跡を検出するが、他に

は見当らない。

6号方形柱穴列は土層断面図作成・土層説明の後、完掘作業に入る。各辺 3本の柱穴があるが、東西の柱穴

が張 り出している。

富士見町小林公明氏、樋口誠司氏見学。

5月 31日 (金)曇後雨

5号方形柱穴列 (k～ O)柱痕検出作業。

14号方形柱穴列 (a～ g)柱痕検出作業。 b・ Cで柱痕 と思われる痕跡が確認された。

16号方形柱穴列柱痕検出作業。

6号方形柱穴列掘 り下げ。完掘。

15号方形柱穴列 b・ e上層観察。 C・ d・ 三・ 1で柱痕が検出されている。
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午前10時頃から小雨が降り始めたが、仕事は継続する。午後作業開始直後から雨が激しく降 り始めたが、今

までの好天続きで地面の乾燥が激しいため、遺構の乾燥を防 ぐために掛けていたシー トを取外 し、雨に濡ら

すこととする。シー トを外し終わった午後 1時半過ぎ作業を中止する。

午後は方形柱穴列の土層観察表のまとめと、コンピューター入力。月末のための賃金の整理などを行なう。

6月 1日 (土)晴れ

各方形柱穴列の半裁 と土層断面図の作成。

5号方形柱穴列は各辺をスライスしながら柱痕の検出に努めたが、確認できないまま完掘することとする。

北辺に亀裂または断層が走り、各柱穴を区切るブリッジが壊されていることが確認された。また、各辺の柱

穴は 3個単位で連結されているようだが、各隅にやや内側に入る独立した柱穴がある。

13号方形柱穴列の半裁、清掃。

15号方形柱穴列土層断面図作成。

16号方形柱穴列土層観察と線引。

17号方形柱穴列は柱痕を検出しながらのスライス。西辺は半栽時に検出された f以外に柱痕は検出されず、

完掘することとする。

島田市渋谷昌彦氏、坂巻隆一氏、太田直樹氏、群馬県埋蔵文化財調査事業団谷藤保彦氏、下諏訪町宮坂清氏、

山本千秋氏来跡。

玉川小学校小池春夫氏来跡。断層について。

6月 3日 (月 )雨

雨のため作業中止。八ケ岳総合博物館で上器洗い作業、図面整理 を行なう。

午後松島信幸氏と阿久尻遺跡の断層の調査。

6月 4日 (火)曇 り後晴れ

通産省地質研究所寒川 旭氏来跡。諏訪市教育委員会高見俊樹氏同伴。

6月 5日 (水 )

長野県遺跡調査指導委員永峯光一国学院大学教授、長野県埋蔵文化財センター上屋 積氏、富士見町教育委

員会小林公明氏、原村教育委員会平出一治氏、県教育委員会文化課児玉・市沢両指導主事 と今後の阿久尻遺

跡の調査の方法について指導を受ける。鵜飼係長・小林が出席。

6月 22日 (土)河 雨ヽ

午後 2時 より阿久尻遺跡見学会。約200名参加。

6月 24日 (月 )雨

文化庁岡村道雄調査官来跡。原村平出一治氏来跡。

6月 25日 (火)雨

教育委員会視察。長田課長同伴。

6月 27日 (木)雨後晴れ

文化庁原田昌幸文部技官来跡。富士見町小林公明・樋 口誠司氏来跡。

6月 28日 (金)晴れ

通産省地質研究所寒川 旭氏、山梨大学今泉俊文氏来跡 し、断層視察。

原村平出一治氏、平林 とし美氏、諏訪市高見俊樹氏来跡。

6月 29日 (土 )
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翌 日の研究会講師、現地視察。

6月 30日 (日 )

研究会「阿久尻集落の方形柱穴列をめ ぐって」開催。

7月 1日 (月 )

県埋蔵文化財センター月ヽ林秀夫氏・臼田武正氏、県埋蔵文化財センター職員の派遣の件で来跡。

7月 5日 (金)雨後晴れ

午前、県教育委員会文化課市沢・小池指導主事来跡。

午後、県教育委員会文化課、商工部振興課、県土地開発会社、市工業振興課視察。

7月 8日 (月 )

本 日より県埋蔵文化財センター上田典男・町田勝則両調査研究員が 1ケ 月の予定で派遣される。下原山 。茂

佐久保遺跡調査開始。

7月 14日 (日 )曇 り

長野県考古学会諏訪地区会主催による阿久尻遺跡の勉強会があり、小林が出席。

7月 26日 (金 )

A・ B区の間について、再度遺構確認を行なう。建物跡を検出したが、柱痕跡から祗石・釘が出上しており、

新 しい時期のものと考えられる。

7月 29日 (月 )晴れ

航空測量のため、遺跡内の草刈作業を行なう。

方形柱穴列のエレベーション図作成のためのレベル計測を行なう (6・ 8・ 10・ 12号方形柱穴列)。

7月 30日 (火 )

航空測量入本と。中央航業が落札。 8月 6日 (火)に実施予定とする。また、断層調査は 7日 とする。雨の場

合はそれぞれ 1日 遅れ。

各遺構のシー トを象Jがす作業を行なう。雨のため半日で作業を中止する。

8月 3日 (金)

下原山茂佐久保遺跡の調査終了。

8月 5日 (月 )

翌日の航空測量に備え、遺跡内の清掃・草刈 りを実施する。

8月 6日 (火 )

朝方より天気が悪 く航空測量を翌 日に延期する。

14号住居址の覆土をフルイにかけ、黒曜石チップを探す。

8月 7日 (水)

諏訪地方は曇りで、晴れ間も見える状況であったが、関東地方の雲が低 く、航空測量を延期する。

14号住居址の覆土をフルイにかけ、黒曜石チップを探す。

県埋蔵文化財センター派遣上田典男 。町田勝則調査研究員は本日まで。

8月 8日 (木)晴れ

現地は朝から良い天気であったが、関東地方が雲が低 く、ヘ リコプターが飛べず、航空測量の実施が危ぶま

れる。年後12時30分現地を出発したとの連絡があり、遺跡内に水の散布を行 う。年後 1時30分から約30分か

けて航空測量を実施する。
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14号住居址の覆土をフルイにかけ、黒曜石チップを探す。

8月 9日 (金)晴れ

前 日の航空測量の写真撮影が成功 したとの連絡が中央航業より入る。

断層の断ち割を行 う。松島信幸氏、寺平 宏氏、山梨大学今泉俊文氏調査。断層および開口割れ日は予想以

上に深 く入 り込んでお り、ローム面下3.5m以上 となる。

本 日で発掘調査 を終了し、業者に引き渡す。

武居幸重氏、富士見町小林公明氏、樋 口誠司氏来跡する。

第 3節 遺跡の保護

本遺跡は、調査開始当初より、国史跡阿久遺跡に隣接することから、その関係が注目されていた。原村教

育委員会で4子った阿久遺跡の範囲確認調査 も、この地が茅野市に含まれることから調査が及んでおらず、更

に範囲の拡大する可能性も残されていた。

調査の結果、阿久遺跡と本遺跡との間には、約300mに わたって遺構や遺物の検出されない箇所のあること

が確認されたものの、本遺跡からも阿久遺跡で検出された縄文時代前期前半の住居址や方形柱穴列が多数検

出されるに至 り、本遺跡と阿久遺跡とが密接な関係にあったことが実証されている。また、阿久遺跡の調査

範囲のほとんどが縄文時代前期後半の遺構検出面で調査を終わっているため、阿久遺跡の縄文時代前期前半

を理解する上にも、本遺跡の重要性は高 く評価された。

その様な中で、遺跡の全面保存とまでは至らなかったが、事業関係者の理解のもと、阿久遺跡に近いA区

4,000m2を 保存して頂 くこととなった。A区の保存にあたっては、事業者である県商二部振興課・県土地開発

会社を始め、東洋バルヴ株式会社に御理解頂き、設計の変更を行って頂いた。特に記して感謝したい。なお、

保存のための盛土工事は、平成3年 9月 に行われた。

その間、長野県教育委員会文化課には、事業者と調査を行 う市教育委員会の間に入 り、精力的に保護協議

を繰 り返し行って頂いた。また、長野県考古学会は、本遺跡の重要性を早 くから取 り上げ、部分的な保存に

なってしまったものの、A区の保存に大いに貢献頂いている。
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第Ⅲ章 遺跡の層序

本遺跡の層序は、台地平坦面ではほとんどが耕作上である表上の下が直ちにローム漸移層あるいはローム

層となっている。その表土も20cm以下の所が多く、ローム漸移層やローム層にまで耕作の影響が及んでいる。

図示した土層断面図は、B区東側の北へ広がる谷のものである。

1層は、表土 (耕作主)で、黒褐色土。一部ロームが横位に層になって堆積する。耕作を行う際に、徐々に

谷を埋め、平坦面を広くしていったものと考えられる。

2層 は、黒褐色土で、以下に述べる3層に 1層が混じったもの。

3層 は黒色上で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性に乏しい。微細な焼土粒子、ローム粒子を稀に含

む。

4層は、やや赤味を帯ヴた暗褐色上で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性に乏しい。微細なローム粒

第 3図 遺跡の層序 (1/60)
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子を稀に含む。

5層 は、ローム漸移層で、明褐色上。

3層の黒色土は、本遺跡の住屋址覆上に多くみられる黒色土と同じ土層ではないかと考えられる。この土

層が谷に入り込んでいることから、本遺跡の集落が営まれた時期には、この谷は埋 りかけてはいるものの、

まだ大きく台地をえぐった状態になっていたと考えられる。
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

第 1節 縄文時代

縄文時代の遺構には、住居l■、方形柱穴列、土坑、集石土坑、集石がある。

(1)住居址

縄文時代の住居址は、A区に15軒、 B・ C区に24軒の、計39軒が検出された。A区で検出された縄文時代

の住居l■は、すべてが前期前半のものと考えられるものである。 B・ C区で検出された住居 l■Lは 、早期 と考

えられる住居址が 1軒、前期前半と考えられる住居址が16軒、中期 と考えられる住居址が 7軒である。

I AI号住居llL(第 5図、図版 3-2)

本住居址は、台地の平坦部から南の斜面に掛かる所に位置している。南のコーナー付近の壁を流失してい

るが、平面形態は円形を呈するものと考えられる。規模は長径388cm、 短径383cm、 壁高32cmを 測る。長軸方

向はN-29°一Wを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが43cm、 bが55cm、 Cが

24cm、 dが50cmを 測る。 a・ b間のやや外側に e、 c・ d間のやや外側に fがあり、棟持ち柱になるのでは

ないかと考えられる。床面からの深さは Cが33cln、 fが50cmを 測る。 g.hは それぞれ a・ bの補助または

⑭
引

る
11
ロ

Oキ

γ 7口 |

水糸レベルは88700m

0              2m

第 5図 Al号 住居址
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立春えと考えられる。床面からの深さはgが
40clll、 hが37clllを 測る。他に西壁際と北壁に 1・ jがあるO床

面からの深さは iが 23cln、  jが21cmを測る。炉は中央に位置すると思われ、やや凹んでいるが、焼土は見ら

れない。周濤は北東隅にだけ見られる。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は黒色上で、ローム粒子が混入する。 2層 は暗褐色土で、 5 mmほ どのロー

ムブロックが混入する。

主な遺物には石匙があり、 3点が出上している。掘 り下げを開始して直ちに出土したが、覆土の浅い箇所

であり、床面からも近い。

2 A2号 住居址 (第 6図、図版 4-1)

本住居址は、東から西に延びる台地の北側にあり、台地に直交し北へ開 く谷に掛かる所に位置する。南側

に東西方向にクラックが走っている他、南壁が崩れているのか段差をもって張 り出している。平面形態はや

や南北に長い円形を呈する。規模は長径423cln、 短径368cm、 壁高34cmを 測る。長軸方向はN-19°一Eを指

す。柱穴イよa～ ェの 9本が検出されている。床面からの深さは、 aが43cm、  bが42cm、  Cが53cm、 dが47cm、

eが62cm、  fが21cm、 gが
74clla、 hが 32cln、  三が50cnIを 測る。入口は北になると考えられる。炉は地床炉で、

中央よりやや南側に寄っている。床面は皿状になっている。周濤は北側の一部が切れている他は全周してい

る。

A

B

A ∩
|

水糸 レベルは887.00m

!                 21m

第6図 A2号住居址 (1/60)
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覆土は 4層 に分層できる。 1層は黒色上で、ローム粒子の混入がある。 2層 は暗褐色上で、 2～ 3 mmの ロ

ーム粒子、 l cal以下のロームブロックを多量に含む。 3層 は暗黄褐色上で、ローム粒子の混入は更に多い。

4層 は黄褐色上で、ロームの崩れによると思われる。

遺物はかなりの上器片が出上しているが、一括土器は北側に集中している。平石は北側に 1あ る。

3 A3号 住居址 (第 7図、図版 5)

本住居址は台地の平坦部に位置しており、掘 り込みも深 く、プランもしっか りしている。平面形態は南北

に長い隅丸長方形を呈する。規模は長径525cal、 短径445cln、 壁高42calを 測る。長軸方向はN-35°一Eを指

す。主柱穴は 4本 と考えられる。それぞれ 2本ずつあるが、炭化した柱が夕酷Jの柱穴に見られたところから、

一度内側の柱穴を用いて建てられた住居llLを 、外側の柱穴を用いて建て直し、その後焼失したものと考えら

れる。炉は地床炉で、中央にある。周濤は全周していたものと思われる。

覆土は 3層 に分層できる。 1層は黒色上で、ローム粒子と炭化物粒子及び焼土を稀に含む。 2層は暗褐色

土で、ローム粒子とl cal以 下の球状のロームブロックを多量に含み、炭化物粒子・焼土を稀に含む。また、

小炭化材をごく稀に含む。 3層 との境界で焼けた礫が数点出上している。 3層 は黒褐色上で、ローム粒子・
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第7図 A3号住居址 (1/60)
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1.5cmの ロームブロックを多量に含む。ロームブロックは集中する傾向にある。炭化物粒子・炭化材を多量に

含み、炭化材は形状が分るものも多い。焼土粒子を多く含み、焼土塊は床面まで達する。床面に焼土塊が多

いことから焼失住居と考えられる。柱穴に炭化材が残っていたことから、樹種の鑑定のため保存処置を行っ

たが、分析結果についてはまだ明らかにされておらず、今回の本報告に間に合わなかった。いずれ何等かの

方法で公表 していきたいと考えている。

遺物は、南壁際に一括土器が 3点出上している。平石は北側に 2あ る。

4 A4号 住居址 (第 8図、図版 6)

本住居址は台地の平坦面の北側に位置している。平面形態は円形を呈する。規模は長径415cHl、 短径400clll、

壁高25cmを 測る。長軸方向はN-57°一Eを指す。床面はやや荒れており、一段低 くなっている。主柱穴は a

～dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが36cm、  bが64cm、 Cが 25cm、  dが36clllを 測る。支柱穴は 2

本あり、東壁と柱穴 Cの間の eは 18cm、 柱穴 Cと dの間の fは 15omを測る。炉は地床炉で、中央よりやや西

に寄っている。周濤は全周している。

覆上は 5層に分層できる。 1層は黒褐色土、 2層 は暗褐色上で、他の住居ldLの 上層と変 りない。 3層 は明

水糸 レベルは886.80m

9                2:m

第8図 A4号住居址 (1/60)
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褐色上、 4層 は黄褐色上で、季大のロームブロックが入る。ロームブロックの混入の分さから若千含んでい

る3層 と多量に含む 4層に分けたが、どちらも人為的な投げ込みと考えられる。 5層は暗褐色上で、 1層 と

ほとんど変 りない。図中に示した以外にも大礫がかなり出土している。

遺物は一括土器が 2個体出上している。南西から出土した土器は床面から12cmほ ど高い位置から出上して

おり、南西隅から出上した上器は床面に密着し、柱穴の中に落込むような形で出上している。このことから

2つの土器の間には若干の時期差があると考えられるが、覆土が人為的な投込みと考えられることから、そ

の差はそんなに考えなくてもよいと考えられる。他に石皿が出土している。平石は北東隅、北西隅及び西壁

際中央に各1個ある。

5 A5号 住居l■ (第 9図、図版 7)

本住居址は、台地の平坦部に位置する。平面形態はやや東西に長い円形を呈する。規模は長径445cln、 短径

403cm、 壁高32cmを 測る。長軸方向はN-58° 一Wを指す。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深

さは aが43clll、  bが44cm、 Cが 53clll、  dが47clnを 測る。支オ主穴は】ゆk壁際に 2本あり、深さは床面からeが

ミ

水糸レベルは886.80m

0               2m

第9図 A5号住居址 (1/60)
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37ctl、  fが31cmと 主柱穴よりも若干浅 くなっている。入日は北東になるものと考えられるが、この 2本の支

柱穴がそれに伴うと考えられる。また、北西の壁際に土坑状の掘 り込みがある。別の上坑とも考えられるが、

新旧関係は明らかでない。炉は地床炉で、中央にある。周濤は東側1/3に 見られる。

覆土は 4層 に分層できる。 1層は暗褐色上で、 5 cmほ どのロームブロックを多量に含む他、大礫が混じっ

ている。人為的な投込みと考えられる。 2層 は黒色上で、 1～ 2 cmの ロームブロックを稀に含む。南側下層

の方が漆黒に近い。本層の上面に一括土器が出上している。また、本層最下部、床面直上からも一括土器が

出土している。 3層 は暗褐色上で、 5 cmほ どのロームブロックを多量に混入する。 1層 とほとんど同じであ

るが、間層があることから、僅かな時間差があると考えられる。 4層 は黒褐色土で、粒子は細か く、よく締

っている。微細なローム粒子が混入しており、粘性もある。覆上の中層に大礫、北西隅の柱穴 eに傑が数個

入る。南西の柱穴 dと 壁との間にも大礫が数点見られた。

遺物は、中層と床面直上に一括土器が出上している。床面に密着しているものから、壁から崩れ落ちた感

じで傾斜 しているものまであるが、本住居址を埋める際に同時に投込まれたものもあると考えられる。床面

に密着しているものの中には石皿もあった。
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第10図  A6号 住居址 (1/60)
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6 A6号 住居址 (第 10図、図版 8)

本住居址は、台地の平坦部に位置する。クラックが東西に走るが、平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈

する。規模は長径480cm、 短径438cm、 壁高32cnlを 測る。長軸方向はN-27°一Eを指す。主柱穴は a～ dの 4

本が考えられる。床面からの深さはaが 59clll、  bが 71cm、  Cが30cm、 dが57cmを測る。支オ主穴は 4本あり、

南側に集中している。南壁東側の柱穴 eは 34cm、 南壁西側の fは 42cmを測る。他の 2本は主柱穴 dの南北に

あり、南にあるgは 22cm、 北にあるhは 24cmと 、他の柱穴より浅い。入口は南になると考えられる。炉は地

床炉で、中央にある。周濤は南壁を除く各壁にある。

覆土は 2層に分層できる。 1層は黒色土で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。ローム粒子、 1

cm以下のロームブロックを含む。下層の暗褐色上が斑状に入るが、黒色上の割合が多い。 2層 は暗褐色土で、

粒子は細か く、よく締っており、粘性も強い。全体にローム粒子を多く含み、褐色味が強い。

主な遺物には、南東隅柱穴 Cと eの間から伏奏が出上したほか、西壁北寄 りに黒曜石の集中する箇所が見

られた。

A

2

水糸レベルは88680m

0               2m

第11図 A7号 住居址 (1/60)
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7 A7号 住居址 (第■図、図版 9-1)

本住居址は、台地平坦面の中央に位置する。掘 り込みも深 く、プランもはっきりしている。平面形態はや

や南北に長い隅九方形を呈する。規模は長径 447cm、 短径 415cm、 壁高47cmを測る。長軸方向はN-24° 一Eを

指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが50cm、 bが 53cm、 Cが37cm、 dが33cmを

測る。炉は地床炉で、中央よりやや南に寄っている。炉の南側に深さ12cmの小ピットがある。周濤は北東隅

と東壁を除 く各壁にある。

覆土は 2層 に分層できる。 1層 は黒色上で、締 りはない。ローム粒子を僅かに含む。 2層は暗褐色上で、

粒子は細か く、締っている。 2～ 3 mmの ローム粒子を全体に含んでいる。確認面から20cm程で黒色土から暗

褐色上に変るが、その面で黒曜石ヨアが数′点出上 している。

水糸レベルは886.60m

0               2m

第12図 A8号住居址 (1/60)
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8 A8号 住居址 (第 12図、図版10)

本住居l■は、台地平坦面の南側に位置する。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は長径528

cm、 短径470cm、 壁高50clnを測る。長軸方向はN-23°一Eを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面

からの深さはaが56cm、 bが 28cm、  Cが 40clll、  dが50cmを 測る。支柱穴は e～ jの 6本ある。 eは ,庄穴 aの

東にあり、床面からの深さは21cm、  fは柱穴bと 炉の間にあり、深さ32cm、 gは柱穴 Cの北側にあり、深さ

36cm、 hは柱穴 dの東側にあり、深さ22cm、  三は柱穴 aと dの間にあり、深さ86cm、 jは北壁際やや西寄 り

にあり、深さ20clnを 測る。炉は地床炉で、中央にある。床面は皿状 となるが、外周は平坦で高い。周濤は南

壁東側が切れている他は、ほぼ全周している。

覆土は攪乱を除き、 2層 に分層できる。 1層は黒色上で、締 りはない。 1～ 3 mmの ローム粒子を僅かに含

む。 2層は暗褐色土で、床面から10ctlほ ど上までは、踏み固めたように硬 く締っている。 1～ 5 mmの ローム

粒子を多く含む他、 l clnほ どのロームブロックを稀に含む。

主な遺物には扶入部のある両尖ヒ首が 2本、周濤上周濤の底から■cm、 床面から3 cmの高さの所から出土

している。平石は南東隅に 1あ る。

Ol 口
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9 A10号住居llL(第 13図、図版 9-2)

本住居址は、台地平坦面の南側斜面に掛かる所に位置する。南西側が斜面で流失 しているが、平面形態は

長円形を呈す るものと考えられる。そのため長径は不明であるが、短径357cln、 壁高は最 も遺存の良いところ

で23cmを 測 る。長軸方向はN-5°一Eを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さは aが35

cm、 bが 34cln、 Cが51cln、 dが47cmを測る。支柱穴は長軸の軸線から少 し外れるが、主柱穴を短軸方向に結

んだ外側 にある。 eは 55cm、 fは 27clllを 測る。この 2本が棟持ち柱になると考えられる。炉は地床炉で、中

央よりやや南西に寄っている。床面は皿状 となるが、外周は平坦で高い。周濤は見られないが、壁際におヽ ピ

ッ トが並ぶ。

覆土は、黒褐色上の単一層である。

10 AH号住居址 (第 14図、図版12-1)

本住居址は、台地の平坦面から北側斜面に掛かる所に位置 している。本遺跡A区の住屋址中、最 も東端で

検出されている。東西にクラックが 2本走ってお り、平面形態は明らかでないが、円形を呈するもの と考 え

られる。規模 は長径 430cm、 短径 410cm、 壁高27cmを測 る。長軸方向はN-13°一Eを指す。床面は中央が一段

低 くなっている。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さは aが22cln、  bが34cm、  Cが42cm、

∩
|

水糸レベルは887.40m
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dが54cmを 測る。支柱穴は主柱穴の aと dを結んだ線の外側に深さ17cmの eがある。炉は地床炉で、中央に

ある。周濤は見 られない。遺物の出土は少ない。

H A 12号住居址 (第 15図、図版12-2)

本住居址は、台地平坦面から北側斜面に掛かる所に位置している。南東から北西に向かってクラックが走

っており、斜面の低い方に向かう北側が逆に高 くなっている。平面形態は明らかでないが、円形を呈するも

のと考えられる。規模は長径は不明であるが、短径 405clrl、 壁高28cmを 測る。長軸方向はN-48°一Eを指す。

主柱穴は 4本あったと考えられるが、クラックにより1本が消滅している。床面からの深さはaが22cm、 b

が28cm、 Cが48cmを測る。炉は地床炉で、中央よりかなり南西にあり、柱穴 b・ C間の軸線近 くにまで寄っ

ている。周濤は斜面によって流失している北西側を除き見られることから、全周していたものと考えられる。

覆土は 2層 に分層できる。 1層 は黒色上で、締っている。ローム粒子と炭化物粒子を若千含む。 2層は暗

褐色土で、よく締っている。 2～ 3 mmの ローム粒子、炭化物粒子を若千含む。

12 A13号住居址 (第16図、図版13)

本住居址は、平坦面から北側斜面に掛かる所に位置している。斜面のためほとんどが流失している他、ク

ラックが走っているため、形状ははっきりしないが、円形を呈していたと思われる。規模 も明らかでない。

長軸方向も不明。柱穴は 3本が検出されているが、 1本は支柱穴あるいは立替えた痕跡かと思われる。床面

B′
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からの深さはaが22cm、  bが45cm、  Cが32cmを 測る。

炉は地床炉で、南西壁から1.2mの箇所に 2ケ所に別

れてある。ピットの位置からすると、かなり南西側

に寄っていると考えられる。周濤は南西隅に一部見

られるが、クラックの可能性もある。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は黒色上で、ロー

ム粒子や炭化物粒子を含み、遺物の出土 も多い。炉

址の上部は焼土粒子の混入も多い。 2層は責褐色土

で、ローム粒子が多く黄味が強い。

遺物は遺構の遺存状態の割に多い。

主な遺物には黒曜石の原石 。手J片等の集積がある。

遺存している範囲は少ないが、炉になると考えられ

る焼上と、幾つかの柱穴、黒曜石を40点集積 してあ

るピットなどから、住居址と考えて差 し支えないも

のと考えた。黒曜石を集積 したピットの深さは、■

A

Э
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cmであるが、床面からの深さを推測すると20cnlほ どとなる。

13 A14号住居址 (第 17図、図版14)

本住居址は、台地平坦面にある。本遺跡A区で検出された住居址の中では最も西に位置し、B区の東端に

位置するBl号住居址との間には、80m以上の距離がある。掘 り込みは浅いものの、プランはしっか りして

いる。平面形態は円形を呈する。規模は長径426cm、 短径382clll、 壁高24cmを測る。長軸方向はN-44° 一Eを

指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが47cln、 bが 43cm、 Cが58cln、 dが51clnを

測る。炉は地床炉で、中央にある。周濤は見られない。

覆土は 2層に分層できる。 1層は黒色土で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。ローム粒子、1.5

om以下のロームブロック、炭化物粒子を多量に含む他、炭化材を少量含む。 2層 は暗褐色上で、粒子は細か

く、よく締っており、粘性も強い。全体にローム粒子を多く含み、床面及び壁際にロームブロックが多い。

炭化物粒子も多く含まれている。焼土塊も本層に見られる。焼失住居と考えられ、覆土全体に焼土・炭化物

が多い。

主な遺物には北東隅に一括土器がある。他に大礫が 1あ るが、床面からはかなり浮いており、傾斜 もして

いるため、住居址が埋没する過程で投込まれたものと考えられる。
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14 A15号住居址 (第 18図、図版15-1)

本住居l■は、台地平坦面から南へ傾斜している所に位置している。斜面のため南側を流失しており、平面

形態は不整形を呈する。規模は不明であるが、壁高は最も遺存の良い所で24cmを測る。長軸方向は不明。床

面は、中央が一段低 くなっている。床面上に数点の礫が見られた。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床

面からの深さはaが29cm、 bが 47cm、  Cが 30cm、 dが25cmを測る。支柱穴は e～ iの 5本がある。床面から

の深さはCが 7 cal、 fが 13cln、 gが 12cln、 hが■cm、 iが 18clllを 測る。炉は地床炉で、 4本の主柱穴の中央

よりやや西側に寄っている。周濤は見られない。

覆上は 2層 に分層できる。1層は黒色土。2層は暗褐色上で、粒子の細かいローム粒子が混入する。2～ 5

mmの ロームブロックも全体に見られるが、量は少ない。炉の上部には焼土粒子が僅かに混じる。

遺物は、出土は有るものの、一括での出土はない。30cmほ どの礫が、柱穴 aに隣接してある。

1田 |>
1田 性○
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第19図  A16号住居址 (1/60)

i5 A16号住居址 (第19図、図版15-2)

台地の北へ向かう斜面にあるためほとんどが流失している他、南東から北西に向かってクラックが走って

いる。平面形態ははっきりしないが、円形を呈していたと思われる。長径・短径 とも不明であるが、壁高は

■clllを 測る。長軸方向は不明。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが33cm、 bが28cm、

Cが28cm、 dが43cmを測る。支柱穴は e～ gの 3本がある。床面からの深さは eが15cln、  fが 18cln、 gが24

cmを 測る。炉は地床炉で、 4本の主柱穴の中央よりかなり南側に寄っている。焼土範囲も径10cmほ どと小さ

いが、流失している可能性が強い。周濤は見られない。

16 BI号住居址 (第20図、図版16-1)

本住居址は、台地平坦面に位置する。また、本址はB区の東端にあたる。平面形態は南壁がやや張る隅九

方形を呈する。規模は長径388cln、 短径350clll、 壁高1lcmを測る。長軸方向はN-43°一Eを指す。主柱穴はa

ｄ
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第20図  Bl号住居址 (1/60)

～dの 4本が考えられる。床面からの深さは、 aが73cm、 bが 41cm、 Cが56cln、 dが40cmである。支柱穴は

柱穴 aの内側に eがあり、床面からの深さ68cmを測る。柱穴はどれも中央側に傾斜している。炉は地床炉で、

中央にある。周濤は全周している。壁際は周濤とともに壁柱穴が連続する。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は暗褐色上で、ローム粒子を多く含む他、 1～ 2 cmの ロームブロックも散

見される。 2層は明褐色土で、 2～ 3 mmの ローム粒子、0.5～ l clllの ロームブロックを多く含む。

主な遺物には四石がある。

17 B2号住居址 (第21図、図版16-2)

本住居址は、東西に延びる台地に直交する北へ開く二つの谷の間に張 り出した平坦になったところにある。

平面形態はやや南北に長い隅丸方形を呈する。規模は長径428cm、 短径394cm、 壁高35cmを 測る。長軸方向は

N-17°一Wを指す。床面は凹凸が激しく、小ピットが多数有る。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面

からの深さはaが29cm、 bが36cm、 Cが52cm、 dが52cmを測る。東南の柱穴 Cは、内側にロームを詰めた痕

跡が有る。柱の径は柱穴の径の半分ほどである。炉は地床炉で、中央にある。周濤は全周している。

覆土は 2層に分層が可能である。 1層は黒色上で、 1～ 5 mmの ローム粒子を多く含む。 2層 は暗褐色上で、

ローム粒子を多く含む。また、特に壁際には l cmほ どのロームブロックを含む。

遺物は、北壁際中央に一括土器がある。東壁際にも一括土器があるが、床面から5 cmほ ど浮いている。南

口
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第21図  B2号住居址 (1/60)

壁際西寄 り床面から凹石が出土している。また、南西の柱穴 d内から花蘭岩が出土した。  .
18 B3号住居址 (第22図、図版17-1)

本住居址は、東西に延びる台地の平坦面から南の斜面に掛かる所に位置している。掘 り込みは浅かったが、

プランははっきりとしており、容易に検出が出来た。平面形態はやや南北に長い隅九方形を呈する。規模は

長径 478cm、 短径447om、 壁高24cmを 測る。長軸方向はN-17° 一Eを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられ

る。床面からの深さはaが45cm、 bが47cm、 Cが41cm、 dが46cmを測る。この他に各柱穴の内側に 4本の柱

穴がある。これは柱穴 eの上に礫が乗っていた事から支柱穴というよりは建て直しが行われる以前の主柱穴

と考えられる。床面からの深さは、 eが33cm、  fが47cm、 gが
37clll、 hが26cmを 測る。炉は地床炉で、中央

のやや南寄 りに位置する。周濤は全周している。

覆土は 2層に分層が可能である。 1層は黒色土で、ローム粒子や 5～ 10maの ロームブロックを少量含む他、

焼土 。炭化物粒子を稀に含む。締 り。粘性は共に弱 く、粒子は細かい。 2層 は暗褐色土で、ローム粒子 。5

～10mmの ロームブロックを多く含み、焼土粒子・炭化物粒子を稀に含む。結 り・粘性は共に強 く、粒子は細

かい。 2層の下部は、ロームブロックが多く、極めて硬 く締っている。

―-35-―
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遺物は上層の黒色土と下層の暗褐色

上の境から黒曜石が出上している。ま

た、中央床から約10cm上から黒曜石石

匙が出上している。南壁際の床から5

cm上に礫が10点出上した。柱穴 eの上

に径40clnほ どの礫が置かれていた。

19 B4号住居址 (第23図、図版172)

本住居址は、B3号住居址の西にあ

り、台地平坦面から南斜面に掛かる所

に位置している。平面形態は円形を呈

すると考えられるが、西壁側を流失 し

ている。規模は長径457cll、 短径は不

明、壁高は16cmを 測る。長軸方向は不

A′
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第22図 B3号住居l■ (1/60)

|>

に 水糸レベルは883.40m  にヒーーーーーーーーーーー亀
m

第23図 B4号住居l■ (1/60)

一-36-―

B′

∩
|

◎ a



明。柱穴は図示したa～ jの 10本が検出された。比較的深いものであるが、他にも10cm未満のピットは多数

認められる。各柱穴の床面からの深さは、 aが22cra、 bが20cm、 Cが21cm、 dが14clll、 eが10cm、 fが12cm、

gが13cm、 hが21cm、 Iが 26cln、 jが20clllを測る。炉は検出出来なかったが、流失しているのではなく、最

初からなかった可能性もある。また、周濤も見られない。

覆土は暗褐色の単一層である。 l cln以 下のロームブロック・微細なローム粒子を全体に含む。粒子は細か

く、良く締っているが、粘性に乏しい。

主な遺物には押型文土器があるが、量は少ない。

20 B5号住居址 (第24図、図版18-1)

本仁居J■は緩やかな南斜面に位置する。これより斜面の傾斜は急となっている。南壁を流失しているが、

平面形態は隅丸方形を呈するものと考えられる。規模は長径380cln、 短径380cm、 壁高10clllを 測る。長軸方向

はN-39°一Eを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが43cm、 bが 75cm、 Cが42

cm、  dが31cmを測る。支オ主穴は e～ iの 5本がある。床面からの深さは eが25cm、  fが20cm、  gが 35cm、  h
が56cm、  iが31omを 測る。炉は地床炉で、中央のやや南寄 りにある。周濤は見られない。

覆土は 2層に分層が可能である。 1層 は 5～ 10mmの ロームブロックを多く含む。また、ローム粒子や炭化

物粒子、焼土粒子を稀に含む。 2層は黄褐色上で、壁際に認められる。 1層に比してロームブロックが多く、
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硬 く締っている。

21 B6号住居址 (第 25図、図版18-2)

本住居l■ は、台地平坦面から北斜面に掛かる所に位置している。斜面の低い方にあたる北側は掘 り込みが

浅いが、プランはしっかりしており、容易に検出できた。平面形態は隅九方形を呈する。規模は長径547cm、

短径 515cm、 壁高40cmを測る。長軸方向はN-34° 一Eを指す。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面から

の深さはaが22cm、 bが 33cm、  Cが48cm、 dが66cmを 測る。また、柱穴 bに隣接して柱穴 eがぁるが、床面

からの深さは20cmを測る。支柱穴は壁際に 9本検出された。床面からの深さは fが51cm、 gが 38cm、 hが50

cm、 iが34cm、  jが24om、 kが 15cm、  1が56cln、 mが46cm、 nが60cmを測る。入回は北になると考えられる。

水糸 レベルは882.80m

9                21m

第25図 B6号 住居址 (1/60)
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炉は地床炉で、中央にある。周濤は全周している。

覆土は 2層に分層が可能である。 1層は黒色上で、上層ほどローム粒子の混入が少なく、漆黒に近い。下

層にいくにしたがって l cll以 下のロームブロックやローム粒子が多く混じるようになる。下層の暗褐色土に

漸次変っていくが、黒色上の混じっているまでを 1層 とした。 2層は暗褐色上で、硬 くよく締っている。 1

～ 2 clllの ロームブロックを多く混入する。 1・ 2層 を通じて焼土や炭化物の混入はまったく認められない。

柱穴内の覆土は、ローム粒子の混入は認められるものの、ロームブロックの混入は少ない。 2層 との分層は

難しく、同一層として扱った。また、未焼成の粘土塊が南壁周濤の西寄 りに認められた。

22 C7号住居址 (第26図、図版19-1)

本住居址は、台地平坦面から北斜面に掛かる所に位置している。斜面の低い方にあたる北側は掘 り込みが

浅 く北壁が流失している。南壁で土坑と重複するが、土層断面の観察から本住居址の方が新しいことが理解

される。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は長径507cm、 短径430cln、 壁高57cmを測る。長軸

方向はN-25°一Eを指す。床面は主柱穴に囲まれた内側が周辺より硬 くなっている。主柱穴はa～ dの 4本

が考えられる。床面からの深さはaが 51clll、 bが 69clll、 Cが35cm、 dが49cmを測る。支柱穴は主柱穴 aと b

の間、 Cと dの間にある他、各壁際の中央にある。床面からの深さはCが26cll、  fが34cm、 gが61om、 hが

35cm、  iが42cln、  jが70cmを測る。入回は北になると考えられる。炉は地床炉で、中央やや南寄 りにある。

周濤は北西I品が流失しているが、全周していたものと考えられる。

覆土は 3層 に分層される。 1層は黄褐色上で、粒子は細か く、締 りも有るが、粘性はない。 l mm以 下のロ

ーム粒子を少量含む。 2 cmほ どの礫が混じる他、炭化物を少量含む。 2層 は黒褐色上で、粒子は細か く、締

りも有 り、粘性も強い。 l mm以下のローム粒子を少量、 5 mmほ どのロームブロックを稀に含む。 5 mm以下の

炭化物を稀に含む。 3層 は暗褐色上で、粒子は細か く、締 りも有 り、粘性も強い。 l mmほ どのローム粒子を

多量に含む他、 5 mmほ どのロームブロックを少量含む。

主な遺物には黒曜石製の石匙、チャー ト製の石匙などがある。

23 C8号住居址 (第27図、図版19-2)

本住居址は、台地平坦面から北斜面に掛かる所に位置している。斜面の低い方にあたる北側は掘 り込みが

浅いが、プランはしっかりしており、容易に検出できた。平面形態は南北に長い長方形を呈する。規模は長

径509cm、 短径415cln、 壁高58cmを測る。長軸方向はN-17°一Eを指す。床面は主柱穴に囲まれた内側が周辺

より硬 くなっている。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが 38clll、 bが 44cln、 Cが63

cm、 dが40cmを測る。支柱穴は壁際に 8本検出された。床面からの深さはeが42c■ l、 fが 64cal、
gが54cal、

hが30cm、 iが44cln、  jが73cm、 kが42cm、  1が41cmを測る。入口は北になると考えられる。炉は地床炉で、

中央にある。周濤は北東隅で僅かに切れている他は、全周している。

覆土は 4層 に分層できる。 1層は黒褐色上で、粒子は細か く、締 りも有 り、粘性も強い。 l mm以 下のロー

ム粒子、 5 mmほ どのロームブロックを少量含む。 3 mmほ どの炭化物も少量含む。 2層 は暗褐色土で、粒子は

細か く、締っており、粘性も強い。同じ2層 中でも北側ほどローム粒子の混入が多く、明るく感じる。 3層

は黄褐色土で、粒子は細かく、締っており、粘性も強い。 l mm以 下のローム粒子、 5 mm以下のロームブロッ

クを多量に含む。 4層 は暗褐色土で、粒子は細か く、締っており、粘性も強い。 l lnln以 下のローム粒子、 5

mm以下のロームブロックを多量に含む。

主な遺物には磨石がある他、平石が北に 2あ る。住居址の東側隅からは黒曜石の象J片 の集中する箇所もみ

られた。
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24 C9号住居址 (第28図、図版20-1)

本住居址は、台地平坦面から北斜面に掛かる所に位置している。斜面の低い方にあたる北側は掘 り込みが

浅いが、プランはしっか りしてお り、容易に検出できた。平面形態はやや南北に長い隅丸方形を呈する。現

模は長径535cln、 短径493cm、 壁高45clllを 測る。長軸方向はN-23°一Eを指す。床面は主柱穴に囲まれた内側

が周辺より硬くなっている。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが61cln、 bが 73cll、
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Cが92cllt、 dが61cmを測る。支柱穴は主柱穴 aと bの 内側にそれぞれ 1本の柱穴がある他、各壁際の中央に

1本ずつ認められる。床面からの深さはeが31cm、 fが32cm、 gが28om、 hが 37om、 三が75cm、 jが36clllを

測る。入日は北になると考えられる。炉は地床炉で、中央やや西寄 りにある。周濤は東壁と南壁及び北壁の

東半分に見られる。

覆土は 3層 に分層できる。 1層は黒褐色上で、粒子は細か く、締っており、粘性も強い。 l mm以 下のロー

ム粒子、 3 mmほ どのロームブロックを少量含む。 2層は暗褐色土で、粒子は細か く、締っており、粘性も強

い。 l mm以 下のローム粒子、 5 mmか ら l omの ロームブロックを少量含む。 3層は責褐色上で、粒子は細か く、

締っており、粘性も強い。ローム粒子やロームブロックを多量に含む他、炭化物も稀に見受けられる。

主な遺物は、北壁際中央に平石が 1あ る。

25 C10号住居址 (第29図、図版21)

本住居址は、台地平坦面から北斜面に掛かる所に位置している。北側1/3は流失しており、周濤と柱穴が残

るだけである。平面形態は長方形を呈する。規模は長径590cm、 短径460cm、 壁高32cllを 測る。長軸方向はN―

10° 一Eを指す。床面は、主柱穴に囲まれた内側が周辺より硬 くなっている。主柱穴はa～ dの 4本が考えら

れる。床面からの深さはaが42cm、 bが50cm、  Cが62cln、 dが68cmを測る。支柱穴は壁際に 8本検出された。

床面からの深さは eが42cm、 fが47clll、
gが33cm、 hが 27ctl、  iが42cm、  jが 39cIIl、 kが30c41、  1が39cmを

測る。入口は北になると考えられる。炉は地床炉で、中央にある。周濤は北側の掘 り込みが浅 く、北壁の東

半と西壁の北側で切れているが、全周していたと思われる。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は黒褐色上で、粒子は細か く、締っており、粘性も強い。 l mm以 下のロー

ム粒子、 3 mmほ どのロームブロックを少量含む他、炭化物を少量含む。 2層は暗褐色上で、粒子は細かく、

締っており、粘性も強い。 l lnm以下のローム粒子、 3 mmか ら l cllaの ロームブロックを多量に含む。また、 2

mmほ どの炭化物を多く含む。

遺物は、床面直上南壁寄 りに一括土器が出上した。

26 CII号住居址 (第30図、図版22)

台地の平坦面の先端近 くに位置する。平面形態は隅丸方形を呈するが、南壁の西半分が張 り出すように膨

らんでいる。規模は長径460om、 短径435clll、 壁高40cmを測る。長軸方向はN-15°一Eを指す。床面は、中央

がやや凹んでいる。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが45cm、 bが 50cm、 Cが51cm、

dが33cmを測る。この他、支柱穴ではないが、北東隅にピットが 4あ る。炉は地床炉で、中央にある。周濤

は見られない。住居l■の中央を東西方向にクラックが入っており、焼土や遺物が落込んでいる。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は黒褐色上で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。 l mm以 下のロ

ーム粒子、 5 mmほ どのロームブロックを少量含む。 2層は暗褐色土で、粒子は細かく、締っているが、粘性

は弱い。 l mm以 下のローム粒子、 5 mmほ どのロームブロックを多量に含む。また、炭化物を少量含む。

平石は北西柱穴脇に 1あ る。

27 C12号住居l■ (第31図、図版23)

台地の平坦面の先端近 くにあり、C ll号住居址の南に位置する。平面形態はやや南北に長い隅九方形を呈

する。規模は長径398cln、 短径368cln、 壁高40cmを測る。長軸方向はN-27°一Eを指す。東西方向に 2本のク

ラックが入っている。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。床面からの深さはaが45cm、  bが49cm、  Cが59

cm、 dが65cmを測る。この他、北西隅に柱穴が重複してあり、床面からの深さは共に26cmを測る。炉は地床

炉で、中央にある。周濤は北 。東・南壁のすべてと西壁の南半に見られる。

L
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覆土は 3層に分層できる。焼失住屋で、下層に行 くにしたがって炭化物や焼上の混入が多くなっている。

1層は漆黒上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱い。 2 mm以下のローム粒子、 l clll以下のロームブロ

ックを少量含む他、炭化物を少量含む。 2層は黒褐色上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱い。焼土

粒子と炭化物を多く含む。 3層 も黒褐色上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱い。焼土粒子・ブロッ

ク・炭化物を多量に含む。

主な遺物に一括土器があるが、地文に縄文を施したものが認められる。平石は南北に各 1あ る。

28 C i3号住居址 (第32図、図版20-2)

台地の平坦面の先端近 くにあり、C12号住居址の西に位置する。本遺跡の住居址中、最も西端にある住居

である。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は長径427clm、 短径397cm、 壁高35cmを測る。長軸

方向はN-03°一Eを指す。北壁近 くを断層が東西に走っている。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面

からの深さはaが49cm、 bが 50cm、 Cが63cln、 dが64cmを 測る。支柱穴は東壁 。南壁・西壁の各辺の壁際中

央にある他、北西隅と北東隅にも各 1本認められる。各柱穴の床面からの深さは eが42cm、  fが 18clla、 gが

34cm、 hが71cm、  三が31cmを測る。また、 hに 隣接して浅いピットがあり、幽石が出土している。炉は地床
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炉で、中央やや西寄 りにある。周濤は北壁 と東西壁の北半にある。

覆土は 3層に分層できる。 1層は暗褐色上で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。 l lntll以下のロ

ーム粒子、 3 mm以下のロームブロックを少量含む他、炭化物を稀に含む。 2層 は黒褐色上で、粒子は細かい

が締 りはなく、粘性も弱い。 l mm以下のローム粒子、 2 mmほ どのロームブロックを少量含む。また、 l mmほ

どの炭化物を稀に含む。 3層 は暗褐色土で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。 3 mm以下の炭化物

を少量含む。

主な遺物には凹石がある。

29 C i4号 住居址 (第33図、図版24)

台地の平坦面から南斜面に掛かる所に位置している。南壁側が流失しており、全体の形状は不明であるが、

5m前後の隅丸方形になるものと考えられる。規模は長径495cllt、 短径は不明、壁高は30cmを 測る。長軸方向

はN-32°一Eを指す。床面は、北側の主柱穴に囲まれた内側が一段低 くなっている。また、東西に 2本の断

層が走っており、斜面の下側である南側の方が、若干高くなっている。主柱穴はa～ dの 4本が考えられる。
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床面からの深さはaが56cm、 bが49cln、 Cが42cm、 dが43cmを測る。この他、主柱穴の内側、炉の近 くに 2

本のピットが見られる。床面からの深さはeが31cm、  fが43calを 測る。他に周濤内にも月ヽピットが見受けら

れる。また、柱穴 dに 隣接して長径85cln、 短径75clll、 床面からの深さ19clnの土坑がある。炉は安山岩の板状

になったもの (当地方では鉄平石 と呼んでいる)で囲んだ小さな石囲炉で、中央やや北寄 りにある。周濤は

北壁及び東西壁の北側にある。

覆土は 3層 に分層できる。 1層は漆黒上で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性も弱い。 l mm以 下のロー

ム粒子、 5 mm以下のロームブロックを少量含む。 2層 は黒褐色上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱

い。 l mm以 下のローム粒子を多く含むが、 3 clll以 下のロームブロックは稀に含まれるだけである。炭化物も

若千見受けられる。 3層 は暗褐色上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱い。 l mm以 下のローム粒子、

2 cm以下のロームブロックを多量に含む。炭化物も若千含む。

主な遺物には縄文施文土器・磨石がある。

第33図 C14号住居址 (1/60)
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30 C i5号住居址 (第34図、図版25-1)

本住居址は、台地平坦面から南斜面に掛かる所に位置している。平面形態はやや東西に長い隅九方形を呈

する。南東隅がやや広がっているが、掘 りすぎの可能性がある。規模は長径455cln、 短径420clll、 壁高47cmを

測る。長軸方向はN-68°一Wを指す。床面は傾斜 しており、北と南では25craほ どの差が認められる。南西隅

で、焼土の多量に入る土坑が重複するが、その焼土の分布から土坑が新 しいと考えられる。主柱穴は a～ d

の 4本が考えられる。床面からの深さはaが47cm、  bが 45clla、  Cが 60clll、  dが61(� を測る。主1主穴と考えら

れる以外に 8本のピットが検出されている。床面からの深さは eが31cm、  fが24cm、 gが49cm、 hが 21cal、

iが22cm、 jが33cm、 kが24cmを 測る。炉は地床炉で、中央にある。周薄は見られない。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は黒褐色土で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱い。 2 mm以下のロー

ム粒子、 2 cln以 下のロームブロックを少量含む。 2層は暗褐色上で、粒子は細かいが締 りはなく、粘性も弱

い。 2 mm以 下のローム粒子、 3 cln以下のロームブロックを少量含む。 1層 と2層の間に焼土層が認められる。

主な遺物には磨石がある。
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31 C16号住居址 (第35図、図版25-2)

本住居址は、台地平坦面の南側に位置する。本址の東側は、C■号方形柱穴列 と重複 している。土層断面

によっての新旧関係は確認できていないが、方形柱穴列の西辺の確認状況から、本址の方が新しいものと考

えられる。平面形態はやや東西に長い隅九方形を呈する。規模は長径489clll、 短径457cHl、 壁高33cmを 測る。

長軸方向はN-58°一Wを指す。主柱穴は a～ dの 4本が考えられる。床面からの深さは aが71clll、 bが54

cal、 Cが37cll、 dが54clnを 測る。この他、東壁際の中央よりやや北側に eがあり、床面からの深さは22cmを

測る。炉は他の住居址例からほぼ中央にあったと考えられるが、C■方形柱穴列の掘 り下げを先に行ってし

まっていたため、検出できなかった。周濤はない。

覆土は 2層 に分層できる。 1層は暗黄褐色土で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性は弱い。 l mm以 下の

ローム粒子を少量、 2 cHl以下のロームブロックを多量に含む。 2層は暗褐色土で、粒子は細かいが、締 りは

なく、粘性も弱い。 l mm以下のローム粒子、 l cllほ どのロームブロックを少量含む。

主な遺物にミニチュア土器があり、柱穴 aか ら出上している。
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32 C17号住居址 (第36図、図版26)

本住居l■は、台地の南斜面に位置している。平面形態は円形を呈するものと考えられるが、南側の半分以

上を流失している。規模は長径450cm、 短径は不明、壁高は60cmを測る。長軸方向は不明。柱穴は主柱穴・支

柱穴を含め、多数の柱穴が検出されている。炉は流失してしまったと考えられる。周濤はない。

覆上の仁居西半の床面に密着して焼土と炭化物が出土している。東半には焼土や炭は検出されない。北壁

は高く、壁際には余大のロームブロックが堆積していた。また、東壁際に黒曜石の集中している箇所があっ

た。

33 C18号住居址

台地の南斜面に位置し、C17号住居l■ とC19・ 20号住居址の間にある。平面形態は不整形を呈する。規模は

不明である。長軸方向も不明。当初、住居址と考えたが、柱穴らしいピットはあるものの、他の住居址に比

してそれぞれの大きさがまばらで、位置も一定しないことから、抜根の際の木の根の痕跡と考えた方が良い

と思われ、欠番 とした。遺物の出土もなかった。

34 C19号住居址 (第37図、図版27)

本住居址は、台地の南斜面に位置している。平面形態は円形を呈するものと考えられるが、南半を流失し

ている。C型号住居l■ と重複するが、新旧関係は不明である。規模は長径260cal、 短径は不明、壁高は58omを

測る。長軸方向も不明。柱穴は主柱穴・支柱穴を含め、2本が確認できた。床面からの深さはaが 17clla、 bが

21cmを測る。炉は地床炉で、中央にある。周濤は見られない。

覆土は 4層 に分層できる。 1層は暗褐色上で、粒子は粗 く、締 りはなく、粘性も弱い。 1～ 5 mmの ローム

粒子、 1～ 3 cmの ロームブロックを多く含む。また、 1～ 5 mmの炭化物を多く含む。 2層 は暗褐色上で、粒

子は細か く、締 りもあるが、粘性は弱い。 1～ 5 mmの ローム粒子を多量に含む他、 2～ 3 clllの ロームブロッ

クを少量含む。また、5～ 20mmの炭化物を多く含む。3層は黒褐色土で、締 りはあるが、粘性は弱い。1～ 3

mmの ローム粒子を少量含む。また、 2～ 3 mmの炭化物を多量に含む。 4層 は暗褐色上で、締 りはあるが、粘

性は弱い。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。また、 5 mm以 下

の炭化物を少量含む。
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35 C20号住居址 (第37図、図版27)

本住居址は台地の南斜面に位置している。平面形態は円形を呈するものと考えられるが、南半を流失して

いる。 C19号住居址 。土坑と重複する。住居址との新旧関係は不明であるが、土坑との新旧関係については

土坑に落込んだ礫の状況から土坑の方が新しいものと考えられる。規模は長径300cln、 短径は不明、壁高は30

cmを 測る。長軸方向は不明。柱穴は主柱穴・支柱穴を含め、 1本が確認できた。床面からの深さは41cmを測

る。炉は未検出であるが、流失した中央部にあったものと考えられる。周濤は見られない。

覆土は 3層 に分層できる。 1層は黄褐色上で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。 1～ 3 1nlllの ロ

ーム粒子、 1～ 4 cmの ロームブロックを少量含む。 2層は暗褐色上で、締 りはあるが、粘性は弱い。 1～ 2

mmの ローム粒子、 5 mlm以下のロームブロックを少量含む。 3層 は 2層 よりやや明るい暗褐色上で、締 りはあ

るが、粘性は弱い。 1～ 4 111tlの ローム粒子、 l cm以 下のロームブロックを多量に含む。また、 2～ 3 mmの炭

化物を少量含む。

36 C21号住居址 (第38図、図版28)

本住居址は、台地の南斜面に位置して

いる。平面形態は円形を呈するものと考

えられるが、南半が流失している。規模

は長径357cal、 短径は不明、壁高は35claを

測る。長軸方向は不明。柱穴は主柱穴・

支柱穴を含め、 5本が確認できた。床面

からの深さはaが 12cal、  bが35cm、 Cが

54clll、  dが 69clll、  eが51claを 測る。 Cの

壁面は直かやや袋状になっており、貯蔵

穴になるものと思われる。炉は未検出で

あるが、流失した中央部にあったものと

考えられる。周濤は見られない。

覆土は 4層 に分層が可能である。 1層

ωdヒ___≦ m

第38図 C21号住居址 (1/60)
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は黒褐色土で、締 りはなく、粘性も弱い。 1～ 2 mmの ローム粒子を多く含む。また、 3 mm以下の炭化物を少

量含む。 2層 は暗褐色上で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性も弱い。 1～ 3 mmの ローム粒子、 3 cm以 上

のロームブロックを夕量に含む。また、 1～ 3 mmの炭化物を多量に含む。 3層は暗褐色上で、粒子はやや粗

く、締 りもない。 1～ 2 mmの ローム粒子、 3 cm以上のロームブロックを少量含む。また、 3 cmほ どの炭化物

を少量と5～ 10mmの焼土粒子をやや多めに含む。 4層は責褐色上で、粒子は粗いが、締っており、粘性は弱

い。 3～ 10mmの ローム粒子、 3 cm以上のロームブロックを多量に含む。また、 5 mmほ どの炭化物を少量含む。

主な遺物には磨石があり、床面よりHcm上で出上している。

37 C22号住居址 (第39図、図版29)

本住居」lLは、台地の南斜面に位置している。平面形態は円形を呈するものと考えられるが、南半を流失し

ている。C23号住居l■ と重複 しており、本址の方が新 しい。規模は長径277cm、 短径は不明、壁高は27cmを測

る。長軸方向は不明。柱穴は主柱穴・支柱穴を含め、 3本が確認できた。床面からの深さはaが27cm、 bが

14cm、 Cが15cmを 測る。炉は地床炉で、中央にある。

覆土は 5層 に分層できる。 1層は暗褐色土で、粒子は細か く、締っているが、粘性は弱い。 1～ 3 mmの ロ

ーム粒子を少量含む他、 3～ 5 cmの ロームブロックを多量に含む。また、 5 mmほ どの炭化物を少量含む。 2
層は暗褐色上で、粒子は粗 く、締 りもなく、粘性も弱い。 1～ 3 mmの ローム粒子を少量含む他、 3～ 5 cmの

ロームブロックを多量に含む。ロームが主体で、壁の崩落と考えられる。 3層は暗褐色上で、粒子は細か く、

締っているが、粘性は弱い。 2～ 3 mmの ローム粒子を少量含む。 4層は焼土層で、赤褐色を呈する。粒子は

粗 く、締 りもなく、粘性も弱い。 1～ 3 mmの ローム粒子、 l cm以 下のロームブロックを少量含む。また、 1
～ 3 mmの 炭化物を夕量に含む。 5層 も焼土層で、赤褐色を呈する◎粒子は細かいが、締 りはなく、粘性は弱

い。 1～ 3 mmの ローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。また、 1～ 3 mmの炭化

物を少量含む。

38 C23号住居址 (第 39図、図版29)

本住居址は、台地の南斜面に位置している。平面形態は円形を呈するものと考えられるが、南半を流失し

ている。C22号住居址と重複 してお り、本址の方が古い。規模は長径271cm、 短径は不明、壁高は20cmを 測

る。長軸方向は不明。柱穴は主柱穴・支柱穴を含め、 1本が確認できた。床面からの深さは35cmを 測る。炉

は地床炉で、中央にある。周濤は見られない。

覆土は 3層 に分層できる。 1層は暗褐色土

で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性は弱

い。 1～ 3 mmの ローム粒子を多量に含む他、

5 mmほ どのロームブロックを少量含む。また、

1～ 3 mmの炭化物を少量含む。 2層 は暗褐色

上で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性は

弱い。 1～ 3 mmの ローム粒子、 5 mm以下のロ

ームブロックを多量に含む。また、 5 cmほ ど

の炭化物を少量含むが、炭化物粒子は多く含

まれている。 3層 は淡い褐色土で、粒子は細

か く、締っているが、粘′性は弱い。 l mmほ ど

のローム粒子を多量に含む。
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39 B24号住居址 (第40図、図版30-1)

本住居址は、 B区の南西隅に

あ り、斜面になるため一部の ト

レンチ調査により遺構確認を行

っただけで残っていた箇所であ

る。 C区の南斜面で遺構が確認

されたことにより、 トレンチの

周辺を拡張 し検出された。平面

形態は不整形を呈する。規模は

長径380cln、 短径 310om、 壁高28

cmを 測る。長軸方向は不明。床

面は、凹凸が激しく荒れている。

主柱穴は a～ dの 4本が考えら

れる。床面からの深さは aが21

cm、  bが31cln、  Cが 19cln、  dが

22clllを 測 る。炉は地床炉で、中

央にある。周濤は北壁 と南東隅

に認められる。

覆土は 3層 に分層できる。 1

ックが入っている。規模は長

径 325clll、 短径は不明、壁高は

46cmを 測 る。長軸方向は不明。

柱穴は主柱穴・支柱穴を含め、

6本が確認できた。床面から

の深さは aが37cln、  bが 35cln、

Cが43cm、 dが 65cm、 eが69cm、

fが66cmを 測 る。炉は未検 出

である。周濤 も見られない。

覆土は 3層 に分層できる。

1層 は黒褐色上で、粒子は細

く1  式  く
|

di!`:}C

第41図  B25号住居l■
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層は黒褐色上で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性 も弱い。 l mm以 下のローム粒子、 l cm以下のロームブ

ロックを少量含む。また、中央付近では、焼上粒子も若千混入する。 2層は暗褐色上で、粒子は細かいが、

締 りはなく、粘性も弱い。 l mm以 下のローム粒子、 l cm以下のロームブロックを少量含む。 3層は黄褐色土

で、粒子は細かいが、締 りはなく、粘性も弱い。 2 mm以下のローム粒子、 3 clla以下のロームブロックを多量

に含む。

40 B25号住居址 (第41図、図版30-2)

本住居址は、台地の南斜面にあり、前年に調査を行ったB区 とB′ 区の間に位置する。平面形態は円形を呈

するものと考えられるが、南半を流失している。上坑 と重複 し、土坑が新しいと思われる。東西方向にクラ
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か く、締 りもあるが、粘性は弱い。 l mm以下のローム粒子、 5 mm以下のロームブロックを少量含む。 2層は

暗褐色土で、粒子は細か く、締っており、粘性も強い。 l mm以下のローム粒子を多く含む他、 2 cm以下のロ

ームブロックを少量含む。 3層は暗黄褐色土。

は)方形柱穴列

方形柱穴列は、A区で 1棟、BoC区で19棟の、計20棟が検出されている。検出されたのは、台地のほぼ

平坦になっている箇所で、その外側である、台地の平坦面から斜面にかかる位置に住居l■がある。

本文及び表における、記述の仕方については、以下の基準によった。

規 模

柱穴数の多い辺を長軸とし、左右の短辺の柱穴中央までの長さを計測している。同じ様に柱穴数の少ない

方を短軸とし、左右の長辺の柱穴中央までの長さを計預1し ている。計測した数値によっては、長軸 と短軸の

長さが逆転 している例もある。計測場所については、柱穴の底面中央を基準としている。柱穴によっては柱

痕の検出されたものもあるので、柱痕の中心から中心までを計測すればよいが、柱痕の検出されない柱穴も

あるので、統一するため同じ計測方法を取っている。壁が大幅に崩れていることが明らかな場合は、推定の

数値を示 してある。

なお、方形柱穴列の形態や規模は、地割れによって変ってしまったと考えられるものも多いが、特に考慮

をせずそのまま計測している。

柱穴数

柱穴の数を長軸、短軸について掲載している。建物跡の規模をいう場合に、柱から柱までを 1間 として□

間×□間とする言い方もあるが、本遺跡の場合平行する2辺の間の辺が外側に張 り出しているため、柱穴の

本数で表現している。

各桂穴の形態

平面形・断面形は、発掘調査でのメモによっており、図示 した平面図及び断面図と必ずしも一致していな

い 。

本遺跡で検出された方形柱穴列すべてのものについて、北西隅を基点として柱穴にabc順に番号を付け

ており、特に長辺から、あるいは短辺からとなっていない。

甲久尻遺跡で検出された方形柱穴列について、次の様な調査方法を取った。

①平面で各ピットに柱痕が有るかを確認する。

②柱痕が確認されたら、その平面形を図化した後、ピットを柱痕の中央が通るように半戦し断面を図化する。

また、この段階で柱痕が確認できなかった時には、ピットの覆上を縦に5～ 10ctFo間 隔でスライスし、柱痕

が確認できた段階で断面図を作成する。

特に平面で柱痕を確認できないものについて、覆上のスライスという方法で柱痕の確認を行ったが、平成

2年度の調査では、断面で柱痕が確認できた時をミで断面図を作成し、残りを全掘するという方法をとった。

しかし、柱痕が二つ存在するピットがあることで分かるように、その後もスライスを継続していけば、違う

ピットが検出された可能性がある。そのため、平成3年度の調査では柱痕が確認された後もスライスを継続

して行なっている。

―-55-―



I Al号方形柱穴列 (第42図、図版31-1)

A区の平坦面はほぼ中央にある。A区唯―の方形柱穴列である。長辺 3本、短辺 2本の柱穴からなる。規

模は、長軸300cm、 短軸320cmを 測る。長軸方向は、N-8°一Wを指す。当初、土坑として扱っており、それ

ぞれに土坑番号を付 していたが、B区の調査で方形柱穴列が検出されたことにより、土坑の配置を再検討し、

存在が明かとなった。

a柱穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。底面は平でなく、先細 りとなっている。規模は平面長径48

cHl、 平面短径48cm、 底面長径30cm、 底面短径23ctl、 深さ52cmを 測る。覆土は暗褐色上の単一層。 5 cm程のロ

ームブロックが混入する他、ローム粒子が均―に入る。良 く締っているが、粘性に乏しい。調査開始当初は

A34号土坑として扱っていた。

b柱穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。底面は北側に寄ってお り、北壁が直立する。規模は平面長

径38cm、 平面短径34cm、 底面長径20cm、 底面短径18cm、 深さ33cmを 測る。調査開始当初はA35号土坑 として

扱っていた。

C柱穴 東辺にある。平面形態は 2つが重複 しており、ハー ト型を呈する。西側が新 しく、東側が古い。西

側の新しい柱穴の方が一段低 くなっている。規模は平面長径60cm、 平面短径54cm、 底面長径42cm、 底面短径

35cm、 深さ20cmを 測る。覆土は、東側は暗褐色土、西側は黒色上の単一層。調査開始当初はA36号土坑とし

て扱っていた。

d柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。南北の壁の傾斜は緩い。規模は平面長径43cm、 平面短径

30cm、 底面長径 17cln、 底面短径 16cln、 深さ40cnlを 測る。覆土は黒色上の単一層。調査開始当初はA37号土坑

として扱っていた。

水糸 レベルは886.90m
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e柱穴 東辺にある。平面形態は円形を呈する。底面は中央にある。規模は平面長径49cm、 平面短径47cm、

底面長径31cm、 底面短径26cm、 深さ42cmを 測る。覆土は黒色上の単一層。調査開始当初はA38号土坑として

扱っていた。

f柱穴 南辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。規模は平面長径38cm、 平面短径33cm、 底面長径28cm、

底面短径24cln、 深さ25cmを 測る。覆土は暗褐色上の単一層。ローム粒子の混入多い。良 く締っており、粘性

も有る。調査開始当初はA39号土坑として扱っていた。

g柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。規模は平面長径55cal、 平面短径41cm、 底面長径27cm、 底

面短径23cm、 深さ57clnを 測る。覆土は暗褐色上の単一層。微細なローム粒子を混入する。硬 く、良く締って

いる。中層にロームブロックが入るが、単一な層と理解される。調査開始当初はA3号土坑 として扱ってい

た。

h柱穴 西辺にある。平面形態は楕円形を呈する。内側の中段に稜があり、広がっている。規模は平面長径

92cm、 平面短径62cm、 底面長径35om、 底面短径29cln、 深さ72cmを 測る。覆土は暗褐色土の単一層。微細なロ

ーム粒子が均―に入る他、 3～ 10cmの ロームブロックを含む。調査開始当初はA4号土坑 として扱っていた。

i柱穴 西辺にある。平面形態は楕円形を呈する。規模は平面長径80cm、 平面短径62cm、 底面長径47cm、 底

面短径32cm、 深さ56ctlを 測る。覆土は黒褐色土の単一層。下層はやや褐色味が強 くなり、暗褐色となるが、

徐々に変化しており、分層は難しい。調査開始当初はA5号土坑として扱っていた。北側で ,と 連結する。

」柱穴 西辺にある。平面形態は円形を呈する。規模は平面長径76cm、 平面短径 72clll、 底面長径31clla、 底面

短径30cm、 深さ63calを 測る。覆土は暗褐色土。微細なローム粒子が均―に入る他、 5 cm程のロームブロック

が中層から下層にかけて入る。分層は難しく、単一層と理解される。調査開始当初はA6号土坑として扱っ

ていた。南側で 1と 連結する。

2 BI号 方形柱穴列 (第43図、図版31-2、 32・ 33)

東西に延びる台地の平坦面の南側に位置する。長辺 4本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸510c14、

短軸470cmを 測る。長軸方向は、N-15°一Eを指す。表中ではBl号方形柱穴列の長辺が 4と なっているが、

片側は 5つの柱穴が存在する。 1つの柱穴内に柱が 2本あった可能性 もある。柱痕の数が同じとなる可能性

もあるが、確認できていない。

a柱穴 北辺にある。平面形態は方形を呈する。底面は二段になってお り、内側が深い。壁はほぼ直立して

おり、特に内側である南壁は垂直に近い。規模は平面長径100cm、 平面短径90cm、 底面長径64cm、 底面短径32

cm、 深さ82calを 測る。覆土は 5層 に分層が可能である。①柱痕 と考えられる。暗褐色土～黒褐色土。②暗褐

色土。③暗褐色上。④明褐色土。⑤暗褐色土。柱痕は 2個が東西の壁際にある。覆土は締 りがなく、中央の

硬 く良 く締った土と明確に区別できる。

b柱穴 北辺にある。平面形態は方形を呈する?規模は平画長径94cm、 平面短径92cm、 底面長径53cm、 底面

短径30cm、 深さ84cmを 測る。覆土は 2層に分層が可能である。①柱痕。黒褐色土。②暗褐色土。柱痕は 2個

が南北壁際に寄る。

C柱穴 北辺にある。平面形態は方形を呈する。規模は平面長径80cm、 平面短径80clll、 底面長径64cHl、 底面

短径28cm、 深さ73cmを 測る。覆土は 2層 に分層が可能である。①暗褐色土。②暗褐色土。柱痕か切 り合いか

は不明。

d桂穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。断面は西壁と北壁が直立する。規模は平面長径104cm、

平面短径56clll、 底面長径74cm、 底面短径33cal、 深さ84cmを測る。覆土は 1～ 5 clnの ロームブロックが全体に
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入る。明確な柱痕は検出できなかったが、掘 り下げ途中では中央の西壁寄 りにいくなん黒褐色～黒色でロー

ムブロックのない個所が見受けられた。線引きは出来なかったが、柱痕のあった可能性がある。

e柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。壁はほIF直立する。規模は平面長径92cm、 平面短径 75

cm、 底面長径56cm、 底面短径50cm、 深さ86omを測る。覆土は 3層に分層が可能である。①柱痕 と考えられる。

暗褐色土。②柱痕 と考えられる。暗褐色土。③暗褐色上。柱痕は 2個が南北壁際にある。

f柱穴 東辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。壁は内側である西壁が特に直立する。規模は平面長径

94cm、 平面短径62cln、 底面長径66cm、 底面短径46cm、 深さ80cmを 測る。覆土は2層 に分層が可能である。①

柱痕と考えられる。暗褐色土。②暗褐色土。柱痕は西壁際に寄る。

g柱穴 東辺にある。平面形態は南北に長い長円形、底面は円形を呈する。壁は西壁と南壁が直立する。規

模は平面長径 92cll、 平面短径72cm、 底面長径62cm、 底面短径52cm、 深さ84cmを 測る。覆土は 2層 に分層が可

能である。①柱痕 と考えられる。暗褐色土。炭化物が混入する。②暗褐色土。

h柱穴 南辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。内側の北壁に張 り出しがあるが、底面までは

至っていない。規模は平面長径95cm、 平面短径94cm、 底面長径86cm、 底面短径62cm、 深さ98cmを測る。覆土

は 5層 に分層が可能である。①柱痕 と考えられる。黒褐色上。②暗褐色上。③黒褐色土。④暗褐色土。③明

褐色上。①③は焼土ブロック・炭化物が混入する。柱痕は北壁際に寄る。径30cllaの柱痕がある。

i柱穴 南辺にある。平面形態は、北側が張り出す隅九三角形を呈する。底面は東西壁が張り出してお り、

東西に長い隅丸長方形の穴と、北側にある円形の穴が重複 している感 じ。規模は平面長径92cm、 平面短径92

cm、 底面長径82cm、 底面短径72cm、 深さ88cmを 測る。覆土は 3層に分層が可能である。①柱痕 と考えられる。

黒褐色土②柱痕と考えられる。暗褐色土～黒褐色上。③暗褐色土。覆土全体に焼土ブロックが入る。柱痕は

2個が南北壁際に寄る。

i柱穴 南辺にある。平面形態はやや南北が長い長円形を呈する。壁は内側である北壁が直立する。規模は

平面長径100cm、 平面短径98cal、 底面長径78cm、 底面短径59cm、 深さ78wを 測る。覆土は観察した面により、

3～ 4層に分層が可能である。 1:①柱痕と考えられる。黒褐色上。②暗褐色土。③明褐色土。 2:①注痕

と考えられる。黒褐色土。②柱痕と考えられる。暗褐色土。③暗褐色土。④暗褐色土。

k柱穴 西辺にある。平面形態は南北に長い長円形。底面は円形を呈する。西壁、北壁の中程に段を有する。

東壁はほぼ直立する。規模は平面長径90cm、 平面短径76om、 底面長径52cm、 底面短径51cm、 深さ92clnを 測るも

覆土は 2層 に分層が可能である。①暗褐色土。炭化物が混入する。②暗褐色土。            :
I柱穴 西辺にある。平面形態は方形を呈する。底面は東半分が一段低 くなっている。規模は平面長径64cm、

平面短径56cm、 底面長径56cm、 底面短径42cm、 深さ57cmを 測る。覆土は 3層 に分層が可能である。③柱痕 と

考えられる。黒褐色土。④暗褐色土。⑤黒褐色土。径22cmの柱痕が、東壁から6 om離れて立つ。北側でmと

連結する。

m柱穴 西辺にある。平面形態は方形を呈する。底面は南側が一段低 くなる。一段高くなっている個所は、

ほぼ同一レベルでnの底面と繋がっている。規模は平面長径68cm、 平面短径58cm、 底面長径58cm、 底面短径

60cal、 深さ53cmを測る。覆土は2層 に分層が可能である。②柱痕と考えられる。黒褐色土。④暗褐色土。径

18cmの柱痕が、東壁から 7 clt離れて立つ。南が 1、 北がnと 連結する。

n柱穴 西辺にある。平面形態は円形を呈する。外側である西壁はゆるい傾斜で底面に至るが、北壁、東壁

は直立する。規模は平面長径110cln、 平面短径86cm、 底面長径80cm、 底面短径62cm、 深さ65cmを測る。覆土は

2層 に分層が可能である。①柱痕と考えられる。黒褐色土。④暗褐色土。径30cmの 柱痕が、東に寄って立つ。
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南がmと 連結する。

0桂穴 西辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。西壁がやや傾斜する他は直立 している。規模は平面

長径 97cm、 平面短径 94cm、 底面長径 74cm、 底面短径 68cm、 深さ86cmを測る。覆土は 2層 に分層が可能である。

①柱痕 と考えられる。暗褐色土。②暗褐色土。径17cmの柱痕が、東壁中央に寄 る。

C区の調査において、東西に延びるクラックが検出されたが、本上の柱穴に見られた段差のい くつかは、

建て替えなどではなく断層によるものの可能性 もある。

3 B2号 方形柱穴列 (第44図、図版34)

東西に延びる台地の平坦面に位置し、Bl号方形柱穴列の北側にある。長辺 4本、短辺 3本の柱穴からな

る。規模は、長軸420cm、 短軸370cmを測る。長軸方向は、N-20°一Eを指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。壁は西壁、南壁が直立する。規模は平面長径

84cm、 平面短径80cm、 底面長径70cm、 底面短径52cm、 深さ42cmを測る。覆土は黒褐色土。上層はやや暗褐色

気味であるが、漸次変化し、分層は難しい。 1～ 2 cmの ロームブロックが全体に入る。壁際に l cm前後の炭

が幾つか見られる。柱痕は検出されなかった。 bと 連結する。

b柱穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。底面はaょ リー段低い。西壁はaと 連結する。それ以外の

壁は直立する。規模は平面長径69cm、 平面短径57cm、 底面長径43cm、 底面短径31cm、 深さ56cmを 測る。覆土

は黒褐色土。上層はやや暗褐色気味であるが、漸次変化 し、分層は難しい。 1～ 2 clnの ロームブロックが全

体に入る。壁際に l cm前後の炭が幾つか見られる。柱痕は検出されなかった。

C桂穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。規模は平面長径83cm、 平面短径75cm、 底面長径 60cm、 底面

短径54onI、 深さ33clnを 測る。覆土は 2 cm程のロームが混入する。また、上面にロームを貼ったようにローム

ブロックの多い層があるが、分層は難しい。柱痕は検出されなかった。

d柱穴 東辺にある。平面形態は西壁が東壁よりも長い隅丸の台形を呈する。西壁がほぼ直立する。規模は

平面長径92cm、 平面短径81cm、 底面長径65cm、 底面短径49cm、 深さ55cmを測る。覆土は黒褐色土。 l cm前後

のロームブロックが稀に入る。遺物は黒曜石チップ数十点が出上している。柱痕は検出されなかった。南で

eと 連結するが、境界は明確である。

e柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。壁は 4面 とも直立する。規模は平面長径 73cm、 平面

短径58cln、 底面長径58cm、 底面短径40clll、 深さ55cmを 測る。覆土は黒褐色土。 l cm以 下のロームブロックが

稀に入る。柱痕は検出されなかった。北壁が d、 南壁が fと 進結するが、境界は明確である。

f柱穴 東辺にある。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。壁は 4面 とも直立する。規模は平面長径

82ctl、 平面短径64cm、 底面長径63cm、 底面短径50cm、 深さ61cmを測る。覆土は黒褐色土。 l cm以下のローム

ブロックが稀に入る。柱痕は検出されなかった。北壁が e、 南壁がgと 連結するが、境界は明確である。

g柱穴 東辺にある。平面形態は円形、底面は西壁側が一段低 くなっており、南北に長い長円形 を呈する。

西壁が直立する。規模は平面長径100cm、 平面短径90cm、 底面長径68cm、 底面短径66cm、 深さ50cmを 測る。覆

土は黒褐色土。覆土上層北側は10cm以上にわたってロームを貼った感じでロームブロックが多い。柱痕は中

央にある。確認面で、柱を支えるように礫が斜に立つ。

h桂穴 南辺にある。平面形態は南北に長い長円形を呈する。底面は北側がやや低 くなっており、 2つが重

なった感じである。規模は平面長径100cnI、 平面短径85cm、 底面長径83cm、 底面短径60cm、 深さ37clnを 測る。

覆土は黒褐色土。 l cm以 下のロームブロックが稀に入る。柱痕は検出されなかった。

i柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。西壁中央に張 り出しがあり、南北に 2つあるようにも
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見える。内側である北壁は直立する。規模は平面長径75cm、 平面短径72cm、 底面長径48cm、 底面短径45cm、

深さ37cmを 測る。覆土は黒褐色土。 l cm以 下のロームブロックが稀に入る。柱痕は検出されなかった。

j柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。底面は二段 となっており、外側である南側が深い。

規模は平面長径95cm、 平面短径75cm、 底面長径75cm、 底面短径60cm、 深さ40cHlを 測る。覆土は黒褐色上。 1
cm以下のロームブロックが稀に入る。柱痕は検出されなかった。

k柱穴 西辺にある。平面形態は隅丸長方形から長円形を呈する。壁はほぼ直立するが、特に東壁 と西壁が

直立。規模は平面長径103cm、 平面短径62cm、 底面長径83cm、 底面短径43cm、 深さ64cmを測る。覆土は 3～ 5

cmの ロームブロックの混入が多い。柱痕は南壁際にある。

1柱穴 西辺にある。平面形態は隅九三角形を呈する。壁は内側である東壁が直立気味である。規模は平面

長径103cm、 平面短径72cm、 底面長径48cm、 底面短径45cm、 深さ70cmを 測る。覆土は12～ 13cm程の厚さで、ロ

ームブロックの多い層、ローム粒子の多い層と交互に見られるが、特に叩き固めた感じはない。柱痕は南壁

際にある。

m柱穴 西辺にある。平面形態は長円形を呈する。南壁は直立する。規模は平面長径 78cll、 平面短径 52cm、

底面長径51cm、 底面短径35cm、 深さ78cmを 測る。柱痕部にはロームブロックは入らない。柱痕は南壁際にあ

る。

n柱穴 西辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。東壁 と南壁は直立する。規模は平面長径60cm、 平面短

径54cm、 底面長径47cm、 底面短径41cul、 深さ82cmを 測る。
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4 B3号 方形柱穴列 (第45図、図版35)

東西に延びる台地の平坦面中央に位置し、B2号方形柱穴列 とB6号住居l■の間にある。長辺 3本、短辺

2本の柱穴からなる。規模は、長軸320cm、 短軸290cmを 測る。長軸方向は、N-16°一Eを指す。

a桂穴 北辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。底面は北壁と東壁及び南壁の一部が一段高 く

なっており、南西隅が長円形で一段低 くなっている。東壁は傾斜 して bと 連結するが、他の 3壁は直立。規

模は平面長径106cln、 平面短径65cm、 底面長径33cm、 底面短径23cln、 深さ60cmを 測る。覆土は、3層 に分層が

可能である。①柱痕 と考えられる。暗褐色上で、 2 cmほ どのロームブロック、 5 mm以下のローム粒子を含む

が、量は少ない。②柱痕 と考えられる。暗褐色上で、 2 cm以下のロームブロックを混入するが、量は少ない。

4層 は暗褐色土で、 3 cm以下のロームブロックの混入が多い。柱痕は 2個検出されている。

b柱穴 北辺にある。平面形態は方形を呈する。西壁は傾斜しており、上部でaと 連結する。北 。東 。南の

3壁は直立する。規模は平面長径62cln、 平面短径58cm、 底面長径35cm、 底面短径33cm、 深さ64cれ を測る。覆

土は 2層 に分層が可能である。③柱痕と考えられる。黒褐色上で、 5 mlnか らl cm以下のロームブロックを含

むが、量は少ない。⑤黒褐色上で、 l clllほ どのロームブロックの混入が多く、 3層 と区別される。柱痕は東

壁際にある。

C柱穴 東辺にある。平面形態は北西側が張り出す卵形を呈する。底面に小ピットが 3個見られる。規模は

平面長径106cm、 平面短径72cm、 底面長径61cln、 底面短径47cm、 深さ50clnを 測る。覆土は 2～ 3 mmの ロームブ

ロックを混入する他、数mmの ローム粒子を混入する。全体に黒褐色であるが、ローム粒子の混入が多く、明
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るく感じる。

d桂穴 東辺にある。平面形態は円形、底面形は隅九方形を呈する。壁はほぼ直立する。規模は平面長径83

cm、 平面短径76cm、 底面長径52cm、 底面短径47cm、 深さ91cmを 測る。覆土は 2～ 3 mmの ロームブロックを混

入する他、数mmの ローム粒子を混入する。全体に黒褐色であるが、ローム粒子の混入が多く、明るく感じる。

e柱穴 東辺にある。平面形態は円形、底面形は隅丸方形を呈する。底面におヽピット4個 を有する。規模は

平面長径93cm、 平面短径87cm、 底面長径70cm、 底面短径46cm、 深さ50cmを 測る。覆土は 2～ 3 mmの ロームブ

ロックを混入する他、数mmの ローム粒子を混入する。全体に黒褐色であるが、ローム粒子の混入が多く、明

るく感じる。

f桂穴 南辺にある。平面形態はやや東西が長い長円形を呈する。北壁は直立するが、南壁は傾斜をもつ。

南壁上面の広が りは、崩れによるものか。規模は平面長径80cm、 平面短径62伽、底面長径40cm、 底面短径31

cm、 深さ68cmを 測る。覆土は暗褐色土。 3 cm程のロームブロックを全体に混入するが、量は少ない。遺物は

土器片が 1点出土している。

g柱穴 南辺にある。平面形態は円形を呈する。底面も円形で、西に寄っている。北壁 。東壁の広が りは、

崩れによるものか。規模は平面長径78cm、 平面短径76cm、 底面長径49cm、 底面短径28cm、 深さ62cmを測る。

覆土は暗褐色土。 5 mm～ l cm大のロームブロックが全体に混入するが、量は多くない。

h柱穴 西辺にある。平面形態は北東部が崩れており、不整形である。東壁・南壁は直立するが、北壁は上

方でなだらかに傾斜し、 1と 連結する。南北 2個のピットの合わさったものか。規模は平面長径85cm、 平面

短径65c/m、 底面長径60cm、 底面短径28cm、 深さ75cmを測る。柱痕は南壁際にある。

i柱穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。底面は南東に寄っており、円形を呈する。北壁は緩や

かに傾斜し、 jと 連結する。南壁も直立した後、hと 連結する。規模は平面長径73cm、 平面短径68cm、 底面

長径38cm、 底面短径37cm、 深さ35cmを測る。柱痕は東壁際に寄る。

j柱穴 西辺にある。平面形態は円形を呈する。底面は北側に寄ってお り、円形を呈する。南壁が傾斜して、

iと 連結する。他の 3壁は直立する。規模は平面長径84cm、 平面短径72cm、 底面長径38cm、 底面短径33cm、

深さ77cmを 測る。覆土は暗褐色土で、下方にいくにしたがって黒色土となる。ロームブロックの混入は l cm

程のものが見られ、上層がやや大きいが、量は他の穴に比して僅かである。

5 B4号 方形柱穴列 (第 46図、図版37)

B区の中央に位置する。長辺 4本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸390cm、 短軸380cmを 測る。長

軸方向は、N-17°一Eを指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は平面形・底面形とも円形を呈する。東壁が bと 連結する。規模は平面長径

80cm、 平面短径78cm、 底面長径45cm、 底面短径42cm、 深さ82cmを 測る。

b柱穴 北辺にある。平面形態は平面形 。底面形とも方形を呈する。南壁がほぼ直立する。西壁がaと 連結

する。規模は平面長径80cm、 平面短径76cm、 底面長径47ctl、 底面短径47cm、 深さ90cmを 測る。

C柱穴 北辺にある。平面形態は平面形・底面形とも長方形を呈する。壁は 4面 とも直立する。規模は平面

長径94cm、 平面短径80cm、 底面長径68cm、 底面短径52cm、 深さ75帥 を測る。柱痕の下と思われる箇所の底面

に赤化した礫が存する。

d柱穴 東辺にある。平面形態は平面形・底面形とも方形を呈する。底面は段があり、三段 となっている。

西壁はほぼ直立する。東壁側が浅 く、西壁際が深い。南壁が eと 連結する。規模は平面長径85cm、 平面短径

85cm、 底面長径60cm、 底面短径40cm、 深さ81軸 を測る。
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e柱穴 東辺にある。平面形態は平面形・底面形とも長方形を呈する。西壁はほぼ直立する。北壁が d、 南

壁が fと 連結する。規模は平面長径106ctl、 平面短径66cln、 底面長径60cm、 底面短径44cll、 深さ78cmを 測る。

f柱穴 東辺にある。平面形態は平面形・底面形とも方形を呈する。西壁がやや短 く、台形に近い。北壁が

eと 連結する。規模は平面長径81clll、 平面短径73cm、 底面長径 60cln、 底面短径54clll、 深さ70cmを測る。

g柱穴 東辺にある。平面形態は平面形・底面形とも隅九三角形を呈する。壁はほぼ直立する。規模は平面

長径80cm、 平面短径74cln、 底面長径57cm、 底面短径47cm、 深さ80clnを 測る。

¬
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h柱穴 南辺にある。平面形態は北壁は直線的であるが、平面形・底面形 とも円形を呈する。北壁はほ↓F直

立する。規模は平面長径 85cm、 平面短径 78cm、 底面長径 50cm、 底面短径 40cm、 深さ88cmを 測る。覆土は暗褐

色土。ローム粒子の混入が多い。下層は 5 cm大のロームブロックが多 く混入するが、上下に分層は難 しい。

i桂穴 南辺にある。平面形態は平面形・底面形 とも隅丸長方形を呈する。北壁はほぼ直立する。規模 は平

面長径 95cm、 平面短径 68cm、 底面長径 60cm、 底面短径 37cm、 深 さ92cmを 測る。黒褐色土。 1～ 2 cm大 のロー

ムブロックが全体に入る。ローム粒子の混入は、全体に少ない。断面のスライスを繰返したが、柱痕は検 出

できなかった。

i柱穴 南辺にある。平面形態は平面形・底面形 とも隅丸方形 を呈する。北壁はほぼ直立する。規模は平面

長径88cm、 平面短径 72cm、 底面長径55cm、 底面短径 37cm、 深 さ70cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l cm大のロー

ムブロックが全体に入る。稀に 5 cm大のロームブロックも見 られる。柱痕は検出できなかった。

k柱穴 西辺にある。平面形態は平面形・底面形 とも隅九方形 を呈する。壁はほぼ直立する。北壁の上部は

1と 連結する。規模は平面長径81帥、平面短径 76cm、 底面長径 64cm、 底面短径 49cm、 深さ71cmを 測る。覆土

は暗褐色土。 1～ 2 cm大のロームブロックが全体に入る。ローム粒子の混入 も多い。柱痕は検出できなかっ

た。

1柱穴 西辺にある。平面形態は長方形、底面形は台形を呈す る。南壁が k、 北壁がmと 連結する。規模 は

平面長径 86cm、 平面短径 82cm、 底面長径 55cm、 底面短径 45cm、 深さ76cmを 測る。覆土は暗褐色上。

m桂穴 西辺にある。平面形態は不明であるが、底面形は方形を呈する。南壁が 1、 北壁が nと 連結す る。

規模は平面長径 65cm、 平面短径 60cm、 底面長径52cm、 底面短径 50cm、 深さ85cmを 測る。

n柱穴 西辺にある。平面形態は不明であるが、底面形は長方形を呈する。南壁がmと 連結する。規模 は平

面長径 82cm、 平面短径 80cm、 底面長径 57cm、 底面短径43cm、 深さ83cmを 測る。

6 C5号 方形柱穴列 (第47図、図版38-1)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸560cm、 短軸530伽 を測る。長軸方向は、N-22° 一Eを

指す。 a・ bの間にはブ リッジがあるが、 b・ Cは つながっている。 b・ Cは 断面で 2個の柱穴 と考えたが、

壁面を観察すると、 4本の柱穴があったようにも見受けられる。北辺に5本の柱穴が同時にあったと考える

よりは、boCの柱穴が立替えられていると考えた方が良いと思われる。東辺のd～ hはつながっている。

e・ f間および f・ g間は、土層断面観察時にはブリッジが認められなかったが、残りを掘り下げてブリッ

ジの痕跡を確認できた。 fと hに は底面から約25cmの 高さに平石が置かれていたが、そのレベルで柱穴の深

さは内側が浅く、外側が深くなっていた。おそらく内側の柱穴が新しく、その柱穴の底部に礫を置いたので

はないかと考えられる。南辺の I～ kはつながっており、ブリッジの痕跡が内側に僅かに残る。また、いず

れも内側が 1段浅 くなっており、東辺と同じく立て春えられたものと考えられる。西辺は 1・ m間 とm.n

間はブリッジが残る。 n・ 0,pは壁面に僅かにブリッジの痕跡が見られるがつながっている。底面に僅か

に高低差が見られる。 pは 2つ に分れる可能性もある。

a桂穴 北辺にある。覆土は①暗褐色土。 5 mm以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 5 mm以下のロー

ム粒子を多量に含む他、 3 cm以 上のロームブロックを少量含む。

boC柱穴 北辺にある。 b・ Cはつながっている。覆上は①黒褐色土。 5 mm以下のローム粒子を少量含む

他、 6 cm大の礫を稀に含む。②暗褐色上。 5 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 上のロームブロック

を稀に含む。③暗褐色上。 5 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以上のロームブロックを稀に含む。

④黄褐色土。 l cmほ どのローム粒子を多量に含む他、 5 cm以上のロームブロックを多量に含む。
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d柱穴 東辺にある。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を夕量に含む他、 3 cm以上のロームブロッ

クを多量に含む。また、 2 cm程の炭化物を稀に含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、

5 cm以上のロームブロックを多量に含む。

e柱穴 東辺にある。平面形態は不明である。西壁は直立する。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子

を少量含む他、 7 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、

3 cm以上のロームブロックを少量含む。

f桂穴 東辺にある。 e・ f間には内側にわずかにブリッジが残るが、つながっている。覆土は①暗褐色土。

l mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以上のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のロー

ム粒子を多量に含む他、 5 om以下のロームブロックを多量に含む。

g柱穴 東辺にある。底面から25cmの所に平石をおいている。 f・ g間には内側にわずかにブリッジが残る

がつながっている。覆土は①黒褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム

粒子を少量含む他、 4 cm以下のロームブロックを稀に含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含

む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

h桂穴 東辺にある。覆土は①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のロー

ム粒子を分量に含む。③暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以 上のロームプロックを多

量に含む。

i柱穴 南辺にある。内側と夕帥!で25clll程 の段差がある。外側の深い方に平石がおかれるが、そのレベルが

浅い内側のレベルと同じであることから、重複している内側の方が新しいと考えられる。覆土は①暗褐色土。

2 mm以下のローム粒子を少量含む他、4cm以上のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。2 mm以下のローム

粒子を多量に含む他、 4 cm以上のロームブロックを多量に含む。また、 l cm以 下の炭化物を少量含む。③責

褐色上。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、10cm以上のロームブロックを多量に含む。④暗褐色土。 1

mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。⑤責褐色土。 l mm以 下のローム

粒子を多量に含む他、 5 cm以上のロームブロックを多量に含む。

j桂穴 南辺にある。内側である北側が浅い。 i～ kの間にはブリッジの痕跡が内側にわずかに残る。覆土

は①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。

2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 4 cm以下のロームブロックを稀に含む。③暗褐色上。 l mm以下のロー

ム粒子を多量に含む他、 5 cm以上のロームブロックを少量含む。④暗褐色上。 l mln以下のローム粒子を少量

含む。

k柱穴 南辺にある。内側である北側が浅い。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 5

cm以上のロームブロックを少量含む。②暗褐色±。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以上のロー

ムブロックを多量に含む。

I柱穴 西辺にある。内側である北側に中場が 2ヵ 所あり、建て替えが 2度行われた可能性もある。覆土は

①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm

以上のロームブロックを少量含む。

m柱穴 西辺にある。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロッ

クを多量に含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む。③灰責色土。 l mm以 下のローム粒子を

稀に含む。④責褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、10cm以上のロームブロックを多量に含む。

n柱穴 西辺にある。覆土は①黒褐色土。 l mm以 上のローム粒子を多量に含む。②暗褐色土。 l mm以下のロ
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―ム粒子を多量に含む他、 5 cal以 下のロームブロックを少量含む。また、 6 cm以上の礫を含む。

O柱穴 西辺にある。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のロー

ム粒子を多量に含む他、 5 clll以 下のロームブロックを少量含む。③暗褐色上。 l mm以下のローム粒子を少量

含む他、 3 cm以下のロームブロックを稀に含む。

p柱穴 西辺にある。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロック

を少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cln以下のロームブロックを多量に含む。

2個に別れるか。

7 C6号 方形柱穴列 (第 48図、図版38-2)

C5号方形柱穴列の北に位置する。本遺跡で検出された方形柱穴列の中で最 も柱穴数が少なく、規模 も河ヽ

さい。長辺 3本、短辺 1本の柱穴か らなる。規模は、長軸220cm、 短軸210cmを 測る。長軸方向は、N-61°一

Wを指す。北辺の a・ b・ cは、東西に断層が走 り、切 られている。 Cは 2個の柱穴の並びか。東辺には 1

個の柱穴がある(d)。 底面には段差があり、夕帥」が浅い。 eも 柱穴が 2個の可能性がある。

a柱穴 北辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。クラックが入る。規模は平面長径83cm、 平面短径64cm、

底面長径50cln、 底面短径37cm、 深さ69cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、

5 mmほ どのロームブロックを少量含む。3cmほ どの大きさの、暗褐色の濁ったロームが斑状に入る。②黒褐色

土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 7 mmほ どのロームブロックを少量含む。

b柱穴 北辺にある。クラックが入る。北壁は直立。規模は平面長径57cm、 平面短径45cm、 底面長径34cm、
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底面短径15cm、 深さ73omを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 5 mmほ どのロー

ムブロックを少量含む。

C柱穴 北辺にある。平面形態は不明であるが、底面は長方形を呈する。クラックが入る。柱穴 2個の並び

か。規模は平面長径62cln、 平面短径45cm、 底面長径43cm、 底面短径36cm、 深さ44cmを 測る。覆土は①暗褐色

土。 l lllln以 下のローム粒子を多量に含む他、 5 mmほ どのロームブロックを少量含む。断層に入り込んだ上で、

柱穴とは関係ない。②黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 5 mmほ どのロームブロックを少量含

む。

d柱穴 東辺にある。平面形態は不明であるが、底面は不整形を呈する。底面に段差があり、東側が浅い。

規模は平面長径 63clll、 平面短径 39cm、 底面長径 52cm、 底面短径 30cm、 深 さ51cmを 測る。 また、西側の柱穴の

規模は、平面短径50cm、 底面短径33cal、 深さ46cmを測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量

含む他、 3 1ntllほ どのロームブロックを少量含む。また、 3 mmほ どの炭化物を稀に含む。 Cの②に比して、ロ

ームブロックが若千小さく、明るい。

e桂穴 南辺にある。平面形態は長楕円形を呈する。柱穴 2個か。東壁は直立。規模は平面長径61cm、 平面

短径45cra、 底面長径40clll、 底面短径20cm、 深さ66cmを測る。覆土は①黒褐色上。 l mm以下のローム粒子を少

量含む他、 2 mmほ どのロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 l nlm以 下のローム粒子を多量に含む他、 7
～10mmの ロームブロックを多量に含む。

f桂穴 南辺にある。平面形態は不明であるが、底面は長方形に近い。規模は平面長径51cal、 平面短径46cm、

底面長径41cm、 底面短径36cm、 深さ47cmを 測る。また、南側の浅い柱穴の規模は平面長径67ctl、 底面長径45

ctl、 深さ32cmを 測る。覆土は①暗褐色土。下層にいくにしたがって、粘性は強くなるが、分層は難しい。 1

mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 mm以上のロームブロックを多量に含む。特に上層に多く含まれるが、

分層は難しい。

g柱穴 南辺にある。平面形態は円形もしくは隅九方形を呈する。内側である北壁が直立。規模は平面長径

57cm、 平面短径54cm、 底面長径37cll、 底面短径30cm、 深さ68cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 1■m以下のロー

ム粒子、 5 mmほ どのロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 mm以

上のロームブロックを多量に含む。柱穴 f① と同一層。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、

l cm以上のロームブロックを多量に含む。本遺構では他の柱穴に見られない土層。

h柱穴 西辺にある。平面形態は不明であるが、底面は円形を呈する。内側である東壁が直立気味。規模は

平面長径57cm、 平面短径45clll、 底面長径40cm、 底面短径37cm、 深さ48cmを測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以

下のローム粒子、 5 mm以下のロームブロックを少量含む。また、稀に炭化物を混入する。

8 C7号方形柱穴列 (第49図、図版39・ 40-1～ 4)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸570cln、 短軸560cmを 測る。長軸方向は、N-56°一Wを

指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。内側である南壁と西壁が直立気味、北壁は緩く傾斜し

ている。規模は平面長径■Ocm、 平面短径95cm、 底面長径64cm、 底面短径55cm、 深さ82cmを 測る。覆土は①黒

色土。ローム粒子を少量含む他、 l cm以 下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。微細なローム粒子を

少量含む他、 l cul以 下の礫を含む。③暗褐色土。②層より明るい。微細なローム粒子を多量に含む他、 3 cm

以下の礫を含む。中央に径25clnの柱痕が検出されている。

b桂穴 北辺にある。平面形態は円形に近い。底面中央がやや低い。内側である南壁が直立気味、北壁は緩
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く傾斜している。規模は平面長径102cm、 平面短径90cm、 底面長径67cm、 底面短径53cm、 深さ78omを 測る。覆

土は①暗褐色土。微細なローム粒子を少量含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 1

mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以 下のロームブロックを少量含む。内側に径40cmの 柱痕が検出され

ている。

C柱穴 北辺にある。北辺の中ではすこし外側にはみ出している。内側である南壁 と東壁が直立気味、北壁

は緩 く傾斜 している。規模は平面長径■5cm、 平面短径 81cm、 底面長径 72cm、 底面短径 58cln、 深 さ80cmを測

る。覆土は①黒色土。ローム粒子を少量含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。微細

なローム粒子を少量含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を

少量含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。④暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、

3 cln以 下のロームブロックを多量に含む。径40cmの柱痕が東南壁際に寄る。

d柱穴 北辺にある。平面形態は南に広がる台形を呈する。内側である南壁が直立気味、北壁は緩く傾斜し

ている。規模は平面長径110cm、 平面短径87cm、 底面長径82cm、 底面短径76cm、 深さ84clnを 測る。覆土は①黒

色土。ローム粒子を少量含む他、 l cm以 下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。微細なローム粒子を

多量に含む他、 2 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、

2 clll以下のロームブロックを少量含む。④暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロ

ームブロックを多量に含む。径35～ 45cmの柱痕が東南際に寄る。

e柱穴 北辺にある。底面が二段となっており、内側である南側が浅い。内側である南壁が直立気味、北壁

は緩く傾斜している。規模は平面長径104cm、 平面短径103cm、 底面長径70cm、 底面短径65cal、 深さ95cmを 測

る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗

褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 1

mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以 下のロームブロックを少量含む。径40cmの柱痕が、内側である南

壁際に寄る。

f柱穴 東辺にある。軸線から底面がはずれる。壁面は直立気味。規模は平面長径125cnI、 平面短径95clla、 底

面長径86cm、 底面短径57cm、 深さ102cmを測る。覆土は①暗褐色土。微細なローム粒子を少量含む他、 4 cm以

下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブ

ロックを多量に含む。柱反は検出できなかった。

g柱穴 東辺にある。平面形態は不明であるが、底面は隅丸方形を呈する。本址の中で最も月ヽ規模。断面形

は招り鉢状を呈する。壁面はどれも緩く傾斜している。規模は平面長径135cm、 平面短径107cln、 底面長径50

cm、 底面短径44cm、 深さ108cmを 測る。覆土は①暗褐色土。微細なローム粒子を少量含む他、 l cln以 下のロー

ムブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以 下のロームブロックを少

量含む。また、 2 cal以 下の炭化物を少量含む。炭化物は中央部に集中する。③暗褐色土。 l lllm以 下のローム

粒子を多量に含む他、 3 clll以 下のロームブロックを多量に含む。また、 l cnI以下の炭化物を多量に含む。炭

化物は中央部に集中する。④暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 l cm以 下のロームブロック

を少量含む。柱痕は検出できなかった。

h柱穴 東辺にある。クラックが入り、横ズレしている。壁面は直立気味。規模は平面長径94cm、 平面短径

87cm、 底面長径52cm、 底面短径46cm、 深さ89cmを 測ると覆土は①暗褐色土。 l mln以下のローム粒子を少量含

む他、10cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。微細なローム粒子を多量に含む他、 2 cm以下の

ロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。微細なローム粒子を多量に含む他、 5 cm以 下のロームブロック

―-70-―



一′Ｖ　
怠隅）
　
一′Ｖ

響o
m

C

水糸レベルは382.60m

9      ィ         ?:中

第49図 C7号方形柱穴列 (1/60)

-71-



を少量含む。柱痕は検出できなかった。

i桂穴 南辺にある。内側中央を向く。内側である北壁が直立気味であるが、他とそれほど差はない。規模

は平面長径115cm、 平面短径96cm、 底面長径70cm、 底面短径50clla、 深さ85cmを 測る。覆土は①暗褐色上。 l mm

以下のローム粒子を少量含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒

子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径20cmの柱痕が中央にある。

j柱穴 南辺にある。平面形態は内側が広がる隅丸台形を呈する。内側である北壁が直立気味であるが、他

とそれほど差はない。規模は平面長径■2cm、 平面短径91cm、 底面長径77cm、 底面短径66cm、 深さ76cmを 測

る。覆土は①暗褐色上。ローム粒子を少量含む。ローム粒子は散在している。 l cm以下のロームブロックを

少量含む。②暗褐色土。ローム粒子を多量に含む。ローム粒子は散在している。 5 om以下のロームブロック

を少量含む。径30clnの柱痕が北東に寄る。

k柱穴 南辺にある。平面形態は不明であるが、底面は南北に長い隅丸長方形を呈する。内側である北壁が

直立気味であるが、他 とそれほど差はない。規模は平面長径95cm、 平面短径88cm、 底面長径84cm、 底面短径

70clll、 深さ68cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 l cm以下のロームブロッ

クを少量含む。また、0.5cm以 下の炭化物を少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、

5 cln以 下のロームブロックを多量に含む。径40cmの柱痕が、内側である北壁際に寄る。

I柱穴 南辺にある。平面形態は不明であるが、底面形は隅九長方形を呈する。内側である北壁が直立気味

であるが、他 とそれほど差はない。南壁は底面から緩やかに立ち上がり、上方で直立する。規模は平面長径

105cm、 平面短径100cm、 底面長径81cm、 底面短径75cm、 深さ77cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のロ

ーム粒子を多量に含む他、 l cmか ら5 cmの ロームブロックを多量に含む。柱痕は検出できなかった。

m柱穴 南辺にある。平面形態は不明であるが、底面形は円形を呈する。内側である北壁が直立気味である

が、他 とそれほど差はない。規模は平面長径100cm、 平面短径96cm、 底面長径54cm、 底面短径51cm、 深さ106

clnを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 l cmか ら5 cmの ロームブロックを多

量に含む。また、 l mm以 下の炭化物を少量含む。柱痕は検出できなかった。

n柱穴 西辺にある。平面形態は不明であるが、底面形は内側に広がる隅九台形を呈する。内側である東壁

が直立気味。上方はやや崩れている。規模は平面長径■9cm、 平面短径116cm、 底面長径77cm、 底面短径73cm、

深さ98cmを 測る。覆土は①暗褐色土。微細なローム粒子を多量に含む他、 l cmか ら3 cmの ロームブロックを

多量に含む。②黒褐色上。微細なローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。径50

cmの柱痕が、内側である東壁際に寄る。

O柱穴 西辺にある。平面形態は長楕円形を呈す る。東南隅には径25cmの 凹みがある。内側である東壁が直

立気味。上方はやや崩れている。規模は平面長径 127cm、 平面短径 109cm、 底面長径 82cm、 底面短径 55cm、 深

さ93cHlを 測る。覆土は①暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 3 clnか ら5 cmの ロームブロックを

少量含む。また、 l clla以 下の炭化物を稀に含む。②責褐色土。微細なローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下

のロームブロックを多量に含む。径40～ 50cmの柱痕が、内側である東壁際に寄る。

p柱穴 西辺にある。内側である東壁が直立気味。上方はやや崩れている。規模は平面長径128cal、 平面短径

124cm、 底面長径84cm、 底面短径36cm、 深さ108clnを 測る。覆土は①暗褐色土。 l lllal以下のローム粒子を少量

含む他、 l cm以下のロームブロックを少量含む。また、 5 mm以下の炭化物を少量含む。②暗褐色土。 l mm以

下のローム粒子を多量に含む他、 3 clla以 下のロームブロックを多量に含む。覆土は縦方向に分層できたが、

他の柱穴に見られた柱痕と考えられる土層と異なっており、どちらも柱痕とは考えられない。
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9 C8号 方形柱穴列 (第50図、図版40-5)

長辺 3本、短辺 2本の柱穴からなる。規模は、長軸380cm、 短軸340cmを 測る。長軸方向は、N-42° 一Eを

指す。当初、 j・ aobを 北辺とし、以下 C・ dが東辺、 e・ f・ gが南辺、hoiを東辺とし、長軸規模

3.5m、 短軸規模3.9mで、長軸方向がN-57° 一Wと なる方形柱穴列を考えていたが、整理作業に入 り、写真

や図面を検討の結果、上記の様な規模 と長軸方向を持つものとの考えに至 り、改めた。

a柱穴 北辺にある。底面は隅九長方形を呈する。壁は底面から壁半ばまでは直立する。壁面はどれも崩れ

ている。規模は平面長径 100om、 平面短径84cm、 底面長径64cm、 底面短径48cm、 深さ64cmを測る。覆土は 2層

に分層が可能である。①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少

量含む。②暗責褐色上。 2 mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを少量含む。

b柱穴 北辺にある。平面形・底面形とも隅丸方形を呈する。壁面はほぼ直立する。規模は平面長径84om、

平面短径77cm、 底面長径42ctl、 底面短径36cm、 深さ77cmを 測る。覆土は①黒褐色土。②黒褐色上。 2 mm以下

のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を

少量含む他、 2 cln以 下のロームブロックを少量含む。

C柱穴 東辺にある。平面径は不整形を呈する。壁面はどれも崩れている。西壁はほぼ直立するが、他の壁

は半ばまで直立し、上方は広がる。規模は平面長径1000m、 平面短径77cln、 底面長径61cm、 底面短径50cm、 深

さ70cmを測る。覆土は①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 clll以 下のロームブロックを少量

含む。

d桂穴 東辺にある。平面形は楕円形、底面形は長方形を呈する。壁面はどれも崩れており、上方で広がっ

ている。規模は平面長径95cm、 平面短径85cm、 底面長径45clll、 底面短径34cm、 深さ61clllを測る。覆土は①黒

褐色上。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以

下のローム粒子を少量含む他、 2 clll以下のロームブロックを少量含む。③灰黄色土。ロームブロックの中に

砂が混じっている。

e柱穴 東辺にある。クラックが東西に走る。 eof間の内側に別の柱穴がある。底面形は楕円形を呈する。

規模は平面長径98cm、 平面短径71cm、 底面長径69cm、 底面短径33cm、 深さ65cmを測る。覆土は①暗褐色上。

2 mm以下のローム粒子を多量に含む。②責褐色土。 2 mm以下のローム粒子を含み、10cm以上のロームブロッ

クを多量に含む。西壁でgと 連結する。

f柱穴 南辺にある。クラックが東西に走る。 f・ g間の内側に別の柱穴がある。底面は楕円形を呈する。

北壁が直立気味。規模は平面長径75cm、 平面短径66cm、 底面長径48cm、 底面短径39cm、 深さ85cmを 測る。覆

土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色

土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cra以上のロームブロックを多量に含む。③暗黄褐色土。 2 mm

以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。東壁でe、 西壁でgと 連結する。
g柱穴 南辺にある。底面形は半円形を呈する。 クラックが東西に走る。西側に別の柱穴がある。北壁が直

立気味。規模は平面長径 75cm、 平面短径 55cna、 底面長径 65cm、 底面短径 39cm、 深さ58cmを測る。覆土は 1:

①暗褐色土。 2 mlll以 下のローム粒子を少量含む他、 2 cnl以 下のロームブロックを少量含む。②暗黄褐色土。

2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。 2:①黒褐色土。 2 1nal以下

のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 clll以 下のロ

ームブロックを多量に含む。径30cIIlの柱痕が、内側である北壁際に寄る。東壁でgと 連結する。

h柱穴 西辺にある。平面形は楕円形、底面形は円形を呈する。壁面はローム中は直立、漸移層になって広
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がるが、崩れや掘りすぎもあるか。規模は平面長径■Ocm、 平面短径88cm、 底面長径63cm、 底面短径54cllt、 深

さ61cmを測る。覆土は1:①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを

少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。③

暗褐色土。 2 mlll以 下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。 2:①黒褐色土。

2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm

以下のロームブロックを少量含む。

i桂穴 西辺にある。平面形は不整形、底面形は隅丸方形を呈する。壁面はローム中は直立、漸移層になっ

て広がるが、崩れや掘りすぎもあるか。規模は平面長径95cm、 平面短径74cln、 底面長径52cm、 底面短径39cm、

深さ58cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量ふくむ。②暗褐色土。 2 mm以下のローム

粒子を少量含む。

i桂穴 西辺にある。平面形態は隅丸長方形、底面は長円形を呈する。底面から壁半ばまでは直立し、上方
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は広がる。壁面はどれも崩れている。規模は平面長径116cm、 平面短径81cm、 底面長径73c/m、 底面短径45cm、

深さ51cmを 測る。覆上は①暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを

少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含

む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以

下のロームブロックを少量含む。

10 C9号方形桂穴列 (第 51図、図版41)

長辺 5本、短辺 4本の柱穴からなる。規模は、長軸590cm、 短軸600cmを 測る。長軸方向は、N-68°一Wを

指す。本遺跡で検出された方形柱穴列の中で最も柱穴数が多く、規模も大きい。北辺に東西に断層が走る。

a柱穴 北辺にある。平面形は不整形を呈する。ほぼ中央に東西にクラックが走る。段差はほとんどないが、

横ズレが20cm以 上ある。南壁はほぼ直立、北壁は傾斜し上方で大きく広がっている。東壁と西壁にはクラッ

クが入りはっきりしないが、ほぼ直立している。規模は平面長径160cm、 平面短径130cm、 底面長径80cm、 底

面短径53cm、 深さ145cmを 測る。覆土は①暗褐色土。3 mm以下のローム粒子を分量に含む他、5 cm以下のロー

ムブロックを多量に含む。②責褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロック

を多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含む。

b柱穴 北辺にある。クラックが中央よりやや北側を東西に走る。横ズレが認められるが、段差はほとんど

ない。南壁・東壁は直立、北壁と西壁は傾斜している。北壁は上方で大きく広がっている。規模は平面長径

125cm、 平面短径100cm、 底面長径85cm、 底面短径70cm、 深さ151cmを 測る。覆土は1:①黒褐色土。 2 mm以下

のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を

多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗鵜色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、

3 cm以下のロームブロックを少量含む。 2:①黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と4 cm以下のロームブロッ

クを少量含む。全体に炭化物を含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少

量含む。また、 5 mm以下の炭化物を少量含む。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下

のロームブロックを多量に含む。径50cmの柱痕がある。

C柱穴 北辺にある。内側である南壁側は直線的で、北壁側は曲線的。南壁はやや袋状となるがほぼ直立、

東壁・西壁もほぼ直立するが、北壁は傾斜している。規模は平面長径123cm、 平面短径95cm、 底面長径100cm、

底面短径95cm、 深さ136cmを 測る。覆土は1:①黒褐色土。2 mm以下のローム粒子を少量含む他、2 cm以下の

ロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含む他、 3 cln以 下のロームブロック

を多量に含む。③黄褐色土。 3 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含

む。 2:①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。また、稀に炭化物を

含む。②暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径30cmほ どの柱痕が、

底面中央にある。

d柱穴 北辺にある。底面は東西に長い隅九長方形を呈するが、北壁側は丸みを帯びる。南東隅から北東隅

へのクラックが走り、南側が10cm程低い。また、底面の北壁よりにもクラックが入り、南側が10cm程低い。

どちらも若千の横ズレが認められる。南壁は直立しており、やや袋状となる。他はやや傾斜している。規模

は平面長径■3cm、 平面短径108cm、 底面長径80cm、 底面短径72cm、 深さ133cmを 測る。覆土は1:①暗褐色

土。 2 mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 2 mm以 下のローム粒子と

5 cm以下のロームブロックを多量に含む。③黄褐色上。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロック

を多量に含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む。 2:①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と
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3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子と10cm以下のロームブロックを

多量に含む。径40cmほ どの柱痕が、南東壁寄りにある。

e柱穴 北辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。クラックが中央よりやや北側を東西に走る。南壁は直

立、東壁は直立した後やや広がる。西壁は傾斜しており、北壁は内湾気味に立ち上がる。規模は平面長径103

cm、 平面短径103cm、 底面長径83cm、 底面短径77cm、 深さ141cmを 測る。覆土は1:①暗褐色土。 2 mm以下の

ローム粒子を少量含む他、 3 ctl以下のロームブロックを多量に含む。②暗黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子

と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cln以 下のロームブロッ

クを多量に含む。 2:①黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と3 cIIl以下のロームブロックを少量含む。②暗褐

色土。 l mm以下のローム粒子と5 cln以 下のロームブロックを多量に含む。径30cmの柱痕が、底面中央よりや

や東寄りにある。

一-77-―



f柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。クラックが北側を東西に走る。西壁・北壁 。東壁は直立

よりも袋状に近い。南壁は傾斜している。規模は平面長径118cm、 平面短径93cm、 底面長径105cm、 底面短径

63cm、 深さ132omを 測る。覆土は①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cnI以下のロームブロックを少量含

む。②黒褐色上。 2 mm以下のローム粒子とl om以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 2 mln以下の

ローム粒子と7 clla以下のロームブロックを多量に含む。④責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cal以 下のロ

ームブロックを多量に含む。

g柱穴 東辺にある。平面形態は長椿円形を呈する。西壁は直立した後やや広がる。北壁・南壁はほぼ直立、

東壁は傾斜している。規模は平面長径107cm、 平面短径85clll、 底面長径70cm、 底面短径50cm、 深さ122cmを 測

る。覆土は①黒褐色上。 l mm以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm

以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。③黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下

のロームブロックを多量に含む。

h桂穴 東辺にある。クラックが底面と南壁の間に入る。東西の壁面上半にかなり開いており、壁面は崩れ

ている。それぞれの生面は直立しているが、東壁は上面で広がっている。規模は平面長径85cm、 平面短径80

cm、 底面長径68cm、 底面短径55cm、 深さ■2cmを 測る。覆土は①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と3 cm以下

のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以下のロームブロッ

クを多量に含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。

i柱穴 東辺にある。平面形は不整形を呈する。クラックが東西に走り、東壁で約25cm、 西壁で約50cm開 い

ている。南半分はクラックによりかなり崩れている。西壁は直立よりも袋状に近い。他は傾斜しており、上

方で広がる。規模は平面長径130誌、平面短径115cal、 底面長径32clll、 底面短径27cm、 深さ143cmを 測る。覆土

は①黒褐色上。 2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 2 mm以下のロ

ーム粒子と3 clll以下のロームブロックを多量に含む。③責褐色上。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロー

ムブロックを多量に含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを多量に含む。

⑤暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。

i柱穴 南辺にある。平面形は楕円形、底面形は隅丸方形を呈する。クラックが東西に走る。壁はどれも直

立に近い。規模は平面長径92cm、 平面短径82cm、 底面長径72cm、 底面短径61cm、 深さ119cmを 測る。覆土は①

暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム

粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

k柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。北壁はやや袋状となるがほぼ直立、東壁と西壁もほぼ直

立する。規模は平面長径120cm、 平面短径105cm、 底面長径90cm、 底面短径88clll、 深さ110omを 測る。覆土は1:

①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm以下のロ

ーム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、

3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色上。 2 mm以下のローム粒子と、 5 cm以下のロームブロッ

クを多量に含む。径50cmほ どの柱痕が、内側である東壁寄りにある。

I柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。クラックにより南北に広がる。北壁はやや袋状となるが

ほぼ直立、
‐
他の壁は緩やかに広がる。規模は平面長径130cm、 平面短径100cm、 底面長径75cm、 底面短径72cm、

深さ135clnを測る。覆土は①暗褐色上。2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、3 cm以下のロームブロックを

少量含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③黄褐色土。 2

mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。
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m桂穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。北東壁と南西壁コーナーが袋状となる。規模は平面長

径125cm、 平面短径106cm、 底面長径72cm、 底面短径67cm、 深さ138cmを 測る。覆土は1:①暗褐色上。 2 mm以

下のローム粒子と、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②責褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以

下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量

に含む。④責褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①暗褐色土。

2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm以下のロ

ーム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径30cmの柱痕が、内側である東壁寄りにある。

n柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。南壁を除いて直立または袋状となる。規模は平面長径135

cm、 平面短径94cm、 底面長径95cm、 底面短径70cII、 深さ124cmを 測る。覆土は1:①暗褐色土。 2 mm以下のロ

ーム粒子と、 7 cm以 下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以 下のロ

ームブロックを多量に含む。 2:①暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロ

ックを多量に含む。②黄褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。径40cm

の柱痕が南壁寄りにある。

O柱穴 西辺にある。クラックによる横ズレと段差が認められる。底面形は不整円形で北壁側は直線に近い。

底面東よりに径15cmの 凹み。北壁 。東壁・南壁が袋状で、西壁が直立した後広がっている。規模は平面長径

11lcm、 平面短径98cm、 底面長径85cm、 底面短径75cm、 深さ120cmを 測る。覆土は1:①黄褐色上。 2 mm以下

のローム粒子と、 2 cm以 下のロームブロックを多量に含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と3 cm以下

のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以上のロームブロックを多量に

含む。 2:①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と4 cm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を少

量含む。②暗褐色上。 l cm以 下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径40

cmの柱痕が南壁寄りにある。

p柱穴 西辺にある。底面は西から中央に向かい傾斜している。クラックにより横ズレ。東壁は直立、南壁

は直立気味。規模は平面長径120cm、 平面短径■Ocm、 底面長径65cm、 底面短径54cm、 深さ■3cmを 測る。覆土

は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。②責褐色上。 l mm以下の

ローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

q柱穴 西辺にある。クラックが入り、かなりの段差と横ズレが認められる。底面の段差は北が低 く、25cm

ほどある。東壁は直立。規模は平面長径132cm、 平面短径130cm、 底面長径100cm、 底面短径54cm、 深さ141cm

を測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。

②責褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3 om以下のロームブロックを少量含む。

r桂穴 西辺にある。クラックが入る。東壁から南壁にかけては袋状になった後直立している。規模は平面

長径170cm、 平面短径122cm、 底面長径78cm、 底面短径62cm、 深さ134cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 im以下

のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。②暗褐色上。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下の

ロームブロックを多量に含む。

II C 10号方形柱穴列 (第53図、図版42)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸540cm、 短軸490cmを 測る。長軸方向は、N-20°一Eを

指す。北辺に東西に大きな断層が走る。西辺はどの壁も耕作による畝で上半が削られている。 a～ dは大き

な断層にかかっていたため、九掘りしている。

a柱穴 北辺にある。クラックにより北側が大きく落込む。南壁はほぼ直立。規模は平面長径は計測不可能、
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平面短径105cm、 底面長径も計測不可能、底面短径83cm、 深さ93cmを 測る。

b桂穴 北辺にある。クラックにより北側が大きく落込む。南壁はほぼ直立。規模は平面長径は計測不可能、

平面短径95cm、 底面長径も計測不可能、底面短径77cm、 深さ87cmを 測る。

C柱穴 北辺にある。クラックにより北側が大きく落込む。南壁はほぼ直立。規模は平面長径は計測不可能、

平面短径99伽、底面長径も計測不可能、底面短径70cm、 深さ81cmを 測る。

d柱穴 東辺にある。クラックにより北側が大きく落込む。西壁は直立、南壁は傾斜している。北壁ははっ

きりしない。規模は平面長径・辺面短径・底面長径とも計測不可能、底面短径55cm、 深さ92cmを測る。

e柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。西壁・北壁・東壁はほぼ直立、南壁はわずかに傾斜し

ている。規模は平面長径85cm、 平面短径55cm、 底面長径84c/m、 底面短径47cm、 深さ115cmを測る。覆土は①暗

褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 2 mm以 下のローム粒

子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロ

ックを分量に含む。④暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。径45cm

の柱痕が、内側である西壁際に寄る。

f柱穴 東辺にある。平面形態はやや東西に長い隅九方形を呈する。西壁は直立、東壁は直立した後わずか

に広がる。規模は平面長径77cm、 平面短径64cm、 底面長径70cm、 底面短径45cm、 深さ113cmを測る。覆土は①

暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 2 mm以下のローム

粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブ

ロックを少量含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径45cm

の柱痕が、内側である西壁際に寄る。

g桂穴 東辺にある。平面形は西壁は直線的で、東壁は九みを帯びる。西壁は直立して上方でわずかに広が

る。他の壁はわずかに傾斜する。東壁上方は掘りすぎか。規模は平面長径87cm、 平面短径70clll、 底面長径83

crp、 底面短径65cm、 深さ128cmを 測る。覆土は①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロッ

クを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径40cmの 柱

痕が、内側である西壁際に寄る。

h柱穴 東辺にある。平面形態は南北に長い隅九長方形を呈する。クラックにより南北に10～ 15cm開 く。西

壁は直立、他は直立した後広がる。規模は平面長径104cm、 平面短径85cm、 底面長径70cm、 底面短径56cm、 深

さ105cmを測る。覆土は①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐

色上。 2 mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子

と2 cm以下のロームブロックを多量に含む。④暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロッ

クを多量に含む。⑤黄褐色土。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを僅かに含む。径27cmの

柱痕が、内側である西壁際に寄る。

i桂穴 南辺にある。平面形態は隅九長方形を呈する。北壁は直線的、南壁は丸みを帯びる。内側中央を向

く。北壁は直立する。規模は平面長径105cm、 平面短径57cm、 底面長径89cm、 底面短径47cm、 深さ95cmを 測

る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②黄褐色上。 2 mm

以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

j柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。北壁は直線的、南壁は丸みを帯びる。北壁は直立す

る。規模は平面長径90cm、 平面短径70cm、 底面長径87cm、 底面短径50cm、 深さ80cmを 測る。覆土は①暗褐色

土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを
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多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。④暗褐色土。 2

mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。

k柱穴 南辺にある。平面形態はほぼ円形を呈する。西壁は耕作の畝で検出できない。北壁は直立する。規

模は平面長径94cm、 平面短径55cm、 底面長径86cm、 底面短径47cm、 深さ80cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2

mm以下のローム粒子と2 mm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と2 cm以

下のロームブロックを多量に含む。径45cmの柱痕が、内側である北壁際に寄る。

1柱穴 西辺にある。内側中央を向く。中央にクラックが入るが形状は変らない。東壁は直立、南壁もほぼ

直立、北壁。西壁は傾斜している。規模は平面長径110cm、 平面短径90cm、 底面長径93cm、 底面短径63cm、 深

さ100cmを測る。覆土は1:①暗褐色上。2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、5 cm以下のロームブロック

を少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と3帥以下のロームブロックを多量に含む。③責褐色上。

2 mm以下のローム粒子と5帥以下のロームブロックを隻量に含む。 2:①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子

を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを少量含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以 下の

ロームブロックを多量に含む。

m柱穴 西辺にある。クラックが走る。底面は二段となっており、内側である東側が深い。北壁 。東壁は直

立、南壁もほぼ直立、西壁は内湾気味に立ち上がる。西壁上半は畝によって削られている。規模は平面長径

89cm、 平面短径68cm、 底面長径80伽、底面短径60cm、 深さ121cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のロー

ム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブ

ロックを分量に含む。③黄褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。④暗褐

色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含むほか、20cmも のローム免も認められた。⑤暗責褐色土。 2 mm以下の

ローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。⑥黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以 下のロ

ームブロックを多量に含む。径42cmの柱痕が、内側である東壁際に寄る。

n柱穴 西辺にある。底面は二段となっており、内側である東側が深い。東壁はほぼ直立、西壁上半は畝で

削られている。規模は平面長径90om、 平面短径71cm、 底面長径77cm、 底面短径60cm、 深さ135cmを 測る。覆土

は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②黄褐色土。 2 mm以下のロ

ーム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径36cmの 柱痕が、内側である東壁際に寄る。

O柱穴 西辺にある。クラックが走る。南側が高いのはクラックの所為か。15cmの段差がある。南壁は直立、

西壁は緩やかに傾斜している。規模は平面長径100cm、 平面短径65cm、 底面長径95cm、 底面短径63cm、 深さ135

cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。

2 mm以下のローム粒子と3 cal以 下のロームブロックを多量に含む。③責褐色上。 2 mm以下のローム粒子と3

cm以下のロームブロックを多量に含む。④責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 mm以下のロームブロックを

多量に含む。径45cmの柱痕が、内側である東壁際に寄る。

p柱穴 西辺にある。クラックが走るが、段差は少ない。東壁上半と西壁上半は畝により削られている。北

壁・東壁。南壁は直立、西壁は傾斜している。規模は平面長径103cm、 平面短径68cm、 底面長径95cm、 底面短

径55cm、 深さ■lcmを 測る。覆土は①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に

含む。②黄褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。径33cmの 柱痕が、内

側である東壁際に寄る。

12 CH号方形柱穴列 (第54図、図版43)

長辺 4本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸450cm、 短軸480cmを 測る。長軸方向は、N-37° 一Eを
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指す。C16号住居l■ と重複する。本址検出時において、南辺及び西辺が検出できず、北辺と東辺よりも一段

低い高さで検出したこと、検出時に縄文土器が他の方形柱穴列に比して多い割合で出上していることなどか

ら、南辺と西辺の上にはC16号仁居址の覆上が覆っていたと考えられ、検出状況からではあるが、住居l■ よ

りも古いと考えられる。

a桂穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。いずれの壁も緩やかに傾斜しており、直立した壁がない。

規模は平面長径98cm、 平面短径82cm、 底面長径50cm、 底面短径45cm、 深さ73cmを測る。覆土は①畝攪舌し。②

暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3c/m以下のロームブロックを稀に含む。③暗褐色土。 2 mm

以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。

b桂穴 北辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。いずれの壁も緩やかに傾斜しており、直立し

た壁がない。規模は平面長径103cm、 平面短径86cm、 底面長径65cm、 底面短径22cm、 深さ83cmを 測る。覆土は

①畝攪乱。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む。③暗褐色土。 3 mm以下のローム粒子を少量含む

他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下の

ロームブロックを少量含む。

C柱穴 北辺にある。いずれの壁も緩やかに傾斜しており、直立した壁がない。規模は平面長径100cm、 平面

短径94cm、 底面長径85cm、 底面短径55cm、 深さ81cmを 測る。覆上は①畝攪乱。②暗褐色土。 2 mm以下のロー

ム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含

む他、 3 cm以下のロームブロックを稀に含む。④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 4 cm以

下のロームブロックを多量に含む。

d柱穴 東辺にある。平面形態は三角形を呈する。クラックが走るが、段差は少ない。西壁・北壁は直立、

東壁と南壁は傾斜している。規模は平面長径96cm、 平面短径75cm、 底面長径59cm、 底面短径55cm、 深さ75c7m

を測る。覆土は①畝攪乱。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以 下のロームブロック

を少量含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多く含む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

④暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。

e柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。クラックが入り、段差は 5 clnほ ど。東壁・西壁は直立、

北壁・南壁は傾斜している。規模は平面長径71cm、 平面短径65cm、 底面長径63cm、 底面短径57cm、 深さ78cm

を測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を分量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを少量含む。

②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 7 cm以下のロームブロックを分量に含む。

f桂穴 東辺にある。底面は不整形を呈する。クラックの所為か。元は隅丸方形を呈していたものと思われ

る。規模は平面長径93om、 平面短径80cm、 底面長径80cm、 底面短径70cm、 深さ86cmを測る。覆土は①畝攪乱。

②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。③黄褐色上。

2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5 cm以 下のロームブロックを多量に含む。

g桂穴 東辺にある。平面形態は南北に長い長円形を呈する。西壁は直立、南壁は内湾気味に立ち上がる。

東壁は傾斜している。北壁は fと のブリッジが低 く、 5 cmほ ど。規模は平面長径93cm、 平面短径75cm、 底面

長径34cm、 底面短径38cm、 深さ68clnを 測る。覆土は①暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 5

cm以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 7 cm以下のロ

ームブロックを多量に含む。

h柱穴 南辺にある。平面形態は東西に長い楕円形を呈する。壁はすべてほぼ直立している。規模は平面長

径80cm、 平面短径79c741、 底面長径66cm、 底面短径50cm、 深さ60cmを 測る。覆土は①畝攪乱。②暗褐色土。 2
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mm以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以下のロームブロックを稀に含む。③黄褐色土。 2 mm以下のローム

粒子を多量に含む他、 5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は東西に長い楕円形を呈する。北壁は直立、南壁は傾斜、東壁・西壁は耕作

による攪乱の為、壁の検出は出来ない。規模は平面長径93cm、 平面短径71cm、 底面長径78cm、 底面短径53crn、

深さ48cnIを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cln以 下のロームブロックを少

量含む。

i柱穴 南辺にある。特に小さく浅い。北壁と東壁が直立気味、他は傾斜している。規模は平面長径52cm、
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平面算径48cm、 底面長径47cm、 底面短径41cm、 深さ27cmを 測る。覆土は①責褐色土。 2 mm以 下のローム粒子

を少量含む他、 2 cm以下のロームブロックを少量含む。

k柱穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。東壁 と南壁は直立、北壁はわずかに傾斜

する。西壁はわずかに傾斜 した後上方で広がる。規模は平面長径92cm、 平面短径66cm、 底面長径66cm、 底面

短径48cm、 深さ88cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以 下のロームブ

ロックを少量含む。

1柱穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅九長方形を呈する。東壁は直立、他は傾斜している。規模は

平面長径89cm、 平面短径85cm、 底面長径61cm、 底面短径45cm、 深さ87cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以

下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以 上のロームブロックを多量に含む。

m桂穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。東壁は直立、北壁・南壁はわずかに傾斜、

西壁は緩やかに傾斜 している。規模は平面長径81cm、 平面短径64cm、 底面長径56cm、 底面短径36cm、 深さ74

cmを 測る。

n柱穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。底面は二段 となっており、内側である東

側が深い。高い方の西側の高さは k・ 1・ mと ほぼ同じ。北壁 。東壁はほぼ直立、南壁はわずかに傾斜。西

壁は中段から下は内湾気味に立ち上が り、上方は直立。規模は平面長径98cm、 平面短径84cm、 底面長径 56cm、

底面短径31cm、 深さ150cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロー

ムブロックを少量含む。

13 C12号方形桂穴列 (第55図、図版44-1)

長辺 3本、短辺 2本の柱穴からなる。規模は、長軸300cm、 短軸290cmを 測る。長軸方向は、N-63° 一Wを

指す。

a桂穴 北辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。南壁は直立、東壁・西壁は傾斜、北壁は傾斜

して立ち上が り、中ほどで大きく広がる。規模は平面長径86cm、 平面短径57cm、 底面長径55cm、 底面短径35

cm、 深さ90cmを 測る。覆土は①暗褐色土。微細なローム粒子を少量含む他、 1伽以下のロームブロックを少

量含む。②暗褐色土。 l cm以 下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以上のロームブロックを多量に含む。

b柱穴 北辺にある。平面形態は不整形。小さく、浅い。北壁は中ほどで大きく広がる。規模は平面長径60

cm、 平面短径55cm、 底面長径38cm、 底面短径35cm、 深さ53ctlを 測る。覆土は①暗褐色上。 l mm以 下のローム

粒子を多量に含む他、 l cm以 上のロームブロックを少量含む。

C桂穴 北辺にある。平面形態は隅丸方形。確認面で、礫 2個が出土している。南壁は直立、東壁もほ,F直

立する。西壁は傾斜 しており、北壁は中ほどから広がる。規模は平面長径87cm、 平面短径65cm、 底面長径63

cm、 底面短径48cm、 深さ75cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以上

のロームブロックを多量に含む。

d柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。壁はいずれもしっかりしておらず、浅い。規模は平面長

径75cm、 平面短径73cm、 底面長径50cm、 底面短径40cm、 深さ45clnを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のロ

ーム粒子を少量含む他、 3 cm以 上のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量

含む。③黄褐色土。10cm以上のロームブロックを多く含む。

e柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。北壁は直立し、他はわずかに傾斜している。規模は平面

長径73cm、 平面短径58cm、 底面長径57cm、 底面短径37cm、 深さ41cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下の

ローム粒子を少量含む。②責褐色土。10cm以上のロームブロックを多量に含む。
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f柱穴 南辺にある。平面形態は東西に長い長円形を呈する。底面は段になってお り、東が深 く、西が浅い。

北壁 と東壁は直立、西壁は傾斜 してお り、西に大 きく広がる。規模は平面長径 95cnI、 平面短径 63cm、 底面長

径42cm、 底面短径40oHl、 深さ79cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以

上のロームブロックを少量含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以 上のロームブ

ロックを多量に含む。

g柱穴 南辺にある。平面形態は平面・底面とも円形を呈する。北壁と南壁は直立し、しっかりしているが、

南壁は上方で広がる。東壁・西壁はわずかに傾斜している。 f・ hに比して深い。規模は平面長径65cm、 平

面短径59cm、 底面長径39cm、 底面短径37cm、 深さ107cmを測る。覆土は①暗褐色上。2 mm以下のローム粒子を

少量含む他、 l cln以上のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 1

cm以上のロームブロックを少量含む。

h柱穴 南辺にある。平面形態は円形、底面形は隅丸方形を呈する。北壁と南壁は直立し、しっかりしてい

る。東壁・西壁はわずかに傾斜している。規模は平面長径75cm、 平面短径64cm、 底面長径51cm、 底面短径43

cm、 深さ83cmを測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以上のロームブロック

を少量含む。②黄褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 4 cm以上のロームブロックを少量含む。

i柱穴 西辺にある。平面形態は長円形を呈する。壁は東壁の南から南壁にかけてほぼ直立するが、他は傾

斜しながら立ち上がり、上方で広がる。規模は平面長径78cm、 平面短径55cll、 底面長径48cm、 底面短径40cm、

|∪
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深さ59cmを測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を多量に含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム

粒子を少量含む他、 5 cm以上のロームブロックを多量に含む。

i柱穴 西辺にある。平面形態はほぼ円形を呈する。壁はいずれもしっか りしていない。浅 く、底面も凹凸

が激しい。規模は平面長径87cm、 平面短径78cm、 底面長径69cm、 底面短径 56cm、 深さ32cmを 測る。覆土は①

暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以 下のロームブロックを少量含む。②黄褐色土。 2 mm

以下のローム粒子を少量含む他、 5 cm以上のロームブロックを多量に含む。

14 C13号 方形柱穴列 (第56図、図版44-2)

長辺 4本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸380cm、 短軸380cmを 測る。長軸方向は、N-50°一Wを

指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は不整形、底面は隅丸長方形を呈する。北壁はわずかに傾斜するが、ほぼ直

立、他の壁はクラックが入 り、しっか りしていない。規模は平面長径73cm、 平面短径68cm、 底面長径49cm、

底面短径38cm、 深さ48cmを 測る。覆土は暗褐色上。 l mm以下のローム粒子 と5 cm以下のロームブロックを少

量含む。稀に炭化物を混入する。

b柱穴 北辺にある。クラックが東西に走る。 b・ Cはつながっており、さらに別の柱穴があるのか間が一

段低い。底面はbが Cよ リー段低い。北壁は直立、西壁は傾斜 している。南壁はクラックの為 しっか りして

いない。東壁の上方は大きく崩れる規模は平面長径98cm、 平面短径61cm、 底面長径42cm、 底面短径29cm、 深

さ65cmを測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。

C柱穴 北辺にある。クラックが東西に走る。北壁 。西壁はほぼ直立、南壁は内湾気味に立ち上がる。規模

は平面長径83cm、 平面短径57cm、 底面長径59cm、 底面短径45cm、 深さ62cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l mm以

下のローム粒子と5伽以下のロームブロックを少量含む。

d柱穴 北辺にある。クラックが東西に走る。東壁と北壁は傾斜している。東壁と南壁はクラックの所為か

しっか りしていない。規模は平面長径107cm、 平面短径94cm、 底面長径55cm、 底面短径37cm、 深さ59cmを 測

る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。

e桂穴 東辺にある。底面が二段 となっており、内側である西側が30cmほ ど低い。西壁は直立、東壁はどち

らも傾斜している。規模は平面長径118cm、 平面短径90om、 底面長径61cm、 底面短径30cm、 深さ66cmを測る。

覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。

f柱穴 東辺にある。底面が三段 となっており、内側である西側が30cmほ ど低い。西壁は直立、東壁はどち

らも傾斜している。規模は平面長径92cm、 平面短径79cm、 底面長径37cm、 底面短径26cm、 深さ67cmを測る。

覆土は黄褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 2 cm以 下のロームブロックを多量に含む。

g桂穴 東辺にある。東壁上方が広がるのは崩れによるものか。西壁は直立、他は傾斜している。規模は平

面長径100cm、 平面短径92cm、 底面長径42cm、 底面短径32cm、 深さ75cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下の

ローム粒子と4 cm以下のロームブロックを少量含む。

h柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。内側中央を向く。底面は二段 となっており、北側が低い。

北壁は直立、他の壁は傾斜している。規模は平面長径132cm、 平面短径 108cm、 底面長径67cm、 底面短径52cm、

深さ98cmを測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形で、
1外

側である南側がやや張 り出す。壁はすべてほぼ直立する。

規模は平面長径84cm、 平面短径80cm、 底面長径60cm、 底面短径55cm、 深さ84cmを 測る。覆土は暗褐色土◎下

部は、底面から50cmほ ど締 りがなくなるが、分層は難しい。 l mm以 下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下
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のロームプロックを多量に含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。底面内側に張 り出しがあり、たいらでない。壁はすべ

てほぼ直立する。規模は平面長径79cm、 平面短径65cm、 底面長径52cm、 底面短径43cm、 深さ72cmを 測る。覆

土は暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 om以下のロームブロックを少量含む。

k柱穴 南辺にある。内側中央を向く。上方はいずれも大きく崩れている。中央にはクラックが入る。南壁・

北壁は直立、東壁・西壁は緩 く傾斜 している。規模は平面長径 109cm、 平面短径96cll、 底面長径48cm、 底面短

径38cm、 深さ79cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。

I柱穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。浅い。壁はすべて緩 く傾斜 している。規模は平面長径

71cm、 平面短径62cll、 底面長径42cm、 底面短径41cm、 深さ47cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム

粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。

m柱穴 西辺にある。内側が直線的で、外側が九みを持つ。東壁はほぼ直立するが、上方で広がる。他の壁

は緩 く傾斜している。規模は平面長径84cm、 平面短径70cln、 底面長径45cm、 底面短径38cln、 深さ57cmを 測 る。

覆土は黒褐色上。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。また、稀に炭化物を含む。

―-88-―



n柱穴 西辺にある。平面形態は北側にクラックが東西に走るが元は南北に長い隅丸長方形か。浅い。規模

は平面長径90cm、 平面短径48cm、 底面長径73cm、 底面短径34cm、 深さ36cmを 測る。覆土は暗褐色土。 l mm以

下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。

15 C14号 方形桂穴列 (第57図、図版45)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸550cm、 短軸620cmを 測る。長軸方向は、N-44°一Wを

手旨す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。内側中央を向く。壁はほぼ直立する。規模は平面長

径98cm、 平面短径83cm、 底面長径70cm、 底面短径50cm、 深さ98cmを 測る。覆土は 1:暗褐色土。 l mm以下の

ローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子と3 mm以下

のロームブロックを少量含む。②責褐色上。 2 mm以 下のローム粒子と10cm以下のロームブロックを多量に含

む。

b柱穴 北辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。東西に刻ヽ さなクラックが走る。南壁は直立するが、】ヒ

壁は内湾気味に大 きく傾斜する。東壁 。西壁は中ほどで袋状 となる。南壁際が 4 cmほ ど高 くなっているのは、

クラックによるものか。規模は平面長径 76cm、 平面短径88cm、 底面長径 72cm、 底面短径 47cm、 深さ119cmを 測

る。覆土は①暗褐色土。 3 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 3 mm

以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

C柱穴 北辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。中央を東西にクラックが走る。壁はすべてほぼ直立す

る。規模は平面長径91cm、 平面短径90cm、 底面長径70cm、 底面短径59cm、 深さ123cmを 測る。覆土は①暗褐色

土。 3 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 3 mm以 下のローム粒子と

5 cm以下のロームブロックを多量に含む。③黄褐色土。 3 mm以下のローム粒子と10cm以下のロームブロック

を多量に含む。

d桂穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。中央を東西にクラックが走る。南壁 。東壁及び西壁はほ

ぼ直立するが、ゴヒ壁は緩く傾斜している。規模は平面長径105cm、 平面短径77cm、 底面長径68cm、 底面短径53

cm、 深さ93cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 3 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

②責褐色土。 5 mm以下のローム粒子と10cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 2 mm以 下のロ

ーム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。

e桂穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。中央を東西にクラックが走る。壁はすべてほぼ直立する。

規模は平面長径110cm、 平面短径96cm、 底面長径76cm、 底面短径65cm、 深さ105cmを 測る。覆土は①黒褐色上。

2 mm以下のローム粒子と3 clll以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 5 mm以下のローム粒子と3 cm

以下のロームブロックを少量含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量

に含む。

f柱穴 東辺にある。南側にクラックが入り、上面で80cm、 底面で25cmほ ど広がっているため平面形は不明

である。西壁と北壁は直立しているが、上方で広がっている。東壁と南壁は傾斜している。規模は平面は歪

が大きく計測が不可能であるが、底面長径80cm、 底面短径53cm、 深さ99cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 3 mm

以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以 下のロームブロックを少量含む。②責褐色上。 l cm以 下のローム

粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。

g柱穴 東辺にある。中央を東西にクラックが走り、平面形は不明である。北側にクラックがあるためか、

北壁は袋状となる。西壁は直立、東壁・南壁は傾斜している。規模は平面は歪が大きく計測は不可能である
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が、底面長径95cm、 底面短径61cm、 深さ106cmを測る。覆土は①黒褐色土。2 mm以下のローム粒子と2 cm以下

のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を夕量に含む他、 l cm以 下のロームブロ

ックを少量含む。③責褐色土。 5 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。

h柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸長方形を呈する。中央にクラックが入り、底面で15cmほ どひらいてい

るが、段差はない。西壁と北壁は直立、東壁と南壁は直立した後広がる。規模は平面長径130cm、 平面短径87

cm、 底面長径95cm、 底面短径52cm、 深さ■9cmを 測る。覆土は①暗褐色土。3 mm以下のローム粒子と5 cm以下

のロームブロックを少量含む。②責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含

む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。南壁際にクラックが走る。北壁は直立、東壁と西壁も直

立気味であるが、南壁は傾斜している。規模は平面長径■5cm、 平面短径100cm、 底面長径71cm、 底面短径59

cm、 深さ■2cmを測る。覆土は1:①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含

む。 2:①黒褐色土。 2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm

以下のローム粒子と10cm以 下のロームブロックを夕量に含む。 3:①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子を少

量含む他、5 cm以下のロームブロックを多量に含む。②暗褐色土。lmm以下のローム粒子を少量含む他、7 cm

以下のロームブロックを分量に含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と10cm以下のロームブロックを多

量に含む。④責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。

j柱穴 南辺にある。平面形態は隅九長方形を呈する。南壁にクラックが入る。北壁は直立、東壁・西壁も

直立気味、南壁は傾斜している。規模は平面長径120cm、 平面短径95cm、 底面長径60cm、 底面短径58cm、 深さ

112cmを 測る。覆土は1:①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子と4 cm以下のロームブロックを多量に含む。②

責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①黒褐色土。 2 mm以下の

ローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロー

ムブロックを多量に含む。

k柱穴 南辺にある。平面形態は長円形、底面は隅丸長方形を呈する。南側は一段高くなっているが、クラ

ックによるものか。北壁は直立、他は傾斜している。規模は平面長径125cm、 平面短径95cm、 底面長径94cm、

底面短径50cm、 深さ84cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを

少量含む。②暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。③黄褐色上。 2 mm

以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。④責褐色上。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以

下のロームブロックを多量に含む。

I柱穴 南辺にある。平面形態は不整形を呈する。中央にクラックが入り、北が深い。段差は大きく22cmほ

ど。北壁は直立、他の壁は傾斜している。規模は平面長径134cm、 平面短径95cm、 底面長径63cm、 底面短径60

cm、 深さ84帥 を測る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下の口,ム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。

②暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。③黄褐色土。 2 mm以下のロ

ーム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。

m柱穴 南辺にある。平面形態は不整形を呈する。クラックによる段差は大きく24cmほ ど。北壁と西壁は直

立、他は傾斜している。規模は平面長径110cm、 平面短径106cm、 底面長径80cm、 底面短径80cm、 深さ133cmを

測る。覆土は1:①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②責褐色

土。 2 mm以 下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①暗褐色土。 2 mm以下のローム

粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。②責褐色上。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブ
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ロックを分量に含む。 3:①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子を少量含む他、 7 cm以下のロームブロックを

夕量に含む。②責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と15cm以下のロームブロックを多量に含む。

n柱穴 西辺にある。平面形態は長円形を呈する。東壁は直立、他は傾斜 している。規模は平面長径120cm、

平面短径98cm、 底面長径90cm、 底面短径65cm、 深さ99cmを測る。覆土は①暗褐色上。 2 mm以下のローム粒子

と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②責褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロック

を多量に含む。

O桂穴 西辺にある。クラックが東西に走る。南側は大きく開口してお り、壁面観察が出来ない。他は傾斜

している。規模は平面は歪が大 きく計測は不可能であるが、底面長径 125cm、 底面短径55cm、 深さ89cmを 測

る。覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②黒褐色土。 2 mm

以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。③責褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以

下のロームブロックを分量に含む。

p桂穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅九方形を呈する。東壁は直立、北壁・南壁も直立気味、西壁

は傾斜している。規模は平面長径■3cm、 平面短径88cm、 底面長径98cm、 底面短径50cm、 深さ104cmを測る。

覆土は①暗褐色土。 2 mm以下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。②責褐色土。 2 cm以

下のローム粒子と7 cm以下のロームブロックを多量に含む。 2:①暗褐色土。 2 mm以 下のローム粒子と3 cm

以下のロームブロックを多量に含む。②黄褐色土。 2 mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックをタ

量に含む。

16 C15号 方形柱穴列 (第58図、図版46-1)

長辺 4本、短辺 2本の柱穴からなる。規模は、長軸360cm、 短軸350cmを 測る。長軸方向は、N-37°一Eを

指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。中央にクラックが東西に走る。壁面はいずれも緩 く傾斜

している。規模は平面長径 110cm、 平面短径92cm、 底面長径64cm、 底面短径30cm、 深さ50cmを測る。覆土は①

黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を稀に含む。②暗

褐色上。 l mm以下のローム粒子と l cm以下のロームブロックを少量含む。

b桂穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。南側にクラックが入る。東側に浅い掘 り込みが重複して

いる。壁面はいずれも傾斜している。規模は平面長径82cm、 平面短径75cm、 底面長径73cm、 底面短径42cm、

深さ59cmを測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。また、

炭化物を稀に含む。

C柱穴 東辺にある。平面形態は隅九長方形を呈する。クラックが東西に2本入る。壁面はいずれも傾斜して

いる。西壁がやや直立気味か。規模は平面長径106cm、 平面短径77cm、 底面長径82cm、 底面短径50cm、 深さ54

cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 clll以下のロームブロックを少量含む。また、炭化

物を稀に含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを少量含む。

d柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。クラックが東西に 2本走る。 C・ dにかかる浅い掘 り

込みがある。西壁・北壁・南壁は直立、東壁は傾斜している。規模は平面長径 70cm、 平面短径66cm、 底面長

径38cm、 底面短径32cm、 深さ57cmを 測る。覆土は①暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブ

ロックを少量含む。また、炭化物を少量含む。

e柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形、底面形は隅九長方形を呈する。西壁は直立気味、他は傾斜してい

る。規模は平面長径86cm、 平面短径73cm、 底面長径45cm、 底面短径37cm、 深さ59cmを 測る。覆土は暗褐色土。
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l mm以下のローム粒子と3 cln以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を少量含む。

f柱穴 東辺にある。平面形態は長円形を呈する。クラックが東西に走る。壁はいずれも直立した後広がる。

規模は平面長径■lcm、 平面短径76cm、 底面長径69cm、 底面短径40cm、 深さ52cmを 測る。覆土は暗褐色上。 1

mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を少量含む。

g桂穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。クラックが東西に走る。北壁と西壁は直立した後広がる。

東壁と南壁は傾斜している。規模は平面長径92cm、 平面短径77cln、 底面長径57cln、 底面短径35cm、 深さ51cm

を測る。覆土は黒褐色土。分層は出来なかったが、西側はローム粒子が少なく、ロームブロックは 2 mm以下、

東側はローム粒子が大きく多い。

h柱穴 南辺にある。平面形態は円形を呈する。クラックが入る。壁はいずれも傾斜している。規模は平面

長径79cm、 平面短径74cm、 底面長径36cm、 底面短径33cm、 深さ45clnを 測る。覆上は①暗褐色土。 l mm以下の

ローム粒子と5 mm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を稀に含む。②黒褐色土。 l mm以 下のロ

ーム粒子と5 mm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を少量含む。

i桂穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。東壁は直立、他は傾斜 している。西壁 と南側はクラッ

クで掘 りすぎ。規模は平面長径95om、 平面短径63cm、 底面長径55cm、 底面短径53cm、 深さ68cmを 測る。覆土

は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。また、炭化物を少量含む。
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②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と5 mm以下のロームブロックを多量に含む。また、炭化物を少量含む。

j桂穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。東壁 と北壁は直立、南壁と西壁は傾斜 している。西に

大きく広がるが掘 りすぎか。規模は平面長径66cm、 平面短径63cm、 底面長径50cm、 底面短径40cm、 深さ59cm

を測る。覆土は暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を少量含む。

k柱穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。東壁は直立、他は傾斜 している。西に広がるが掘 りす

ぎか。規模は平面長径76cm、 平面短径71cm、 底面長径55cm、 底面短径50cm、 深さ71cmを 測る。覆土は①暗褐

色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 2 cm以 下のロームブロックを少量含む。②黒褐色土。 l mm以

下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。③黄褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下の

ロームブロックを多量に含む。

1柱穴 西辺にある。平面形態は隅九三角形を呈する。底面の南にクラックが入る。東壁と北壁は直立気味、

西壁と南壁は傾斜している。規模は平面長径73cm、 平面短径56c7m、 底面長径48cm、 底面短径42cm、 深さ55cm

を測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と l cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。

l mm以下のローム粒子と5 mm以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm

以下のロームブロックを多量に含む。

17 C16号 方形桂穴列 (第 59図、図版46-2)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸490cm、 短軸450cmを 測る。長軸方向は、N-30°一Eを

指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。底面で27cmほ どのクラックが東西に走る。北壁と西壁は

傾斜、東壁は直立した後広がる。内側である南壁が大きく傾斜するが、クラックの所為か。底面は北が平で

南に傾斜している。規模は平面長径119cm、 平面短径90cm、 底面長径83cm、 底面短径58cm、 深さ■7cmを測る。

覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②黒褐色土。 l mm以 下

のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。

b柱穴 北辺にある。平面形態は楕円形を呈する。東西にクラックが走る他、横ズレも認められる。クラッ

クによる段差は10～ 15cm、 幅は30cmほ ど。北壁と西壁は直立した後広がる。東壁と南壁は傾斜している。規

模は平面長径130cm、 平面短径113cm、 底面長径85cm、 底面短径63cm、 深さ104cmを 測る。覆土は①黒褐色土。

l mm以下のローム粒子と l cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と4 cm

以下のロームブロックを多量に含む。

C柱穴 北辺にある。東西にクラックが走る他、横ズレも認められる。クラックによる段差は大きく、10cm

以上。底面は南が直線的で、北が曲線的。北壁・東壁及び西壁は直立気味、南壁は傾斜している。規模は平

面長径105c/m、 平面短径98cm、 底面長径62cm、 底面短径59cm、 深さ90cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下

のローム粒子と l cm以下のロームブロックを少量含む。②黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロ

ームブロックを少量含む。

d柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。北壁と西壁は直立した後広がる。東壁と南壁は傾斜 して

いる。規模は平面長径 107cm、 平面短径100cm、 底面長径57cm、 底面短径47cm、 深さ106cmを測る。覆土は①暗

褐色土。 8 mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l cm以下のローム粒

子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

e柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。北壁と西壁は直立、東壁と南壁は傾斜している。規模

は平面長径80cm、 平面短径72cm、 底面長径52cm、 底面短径47cm、 深さ130cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm
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第59図  C16号方形柱穴列 (1/60)

以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と4 cm以下のロームブロックを少量含む。

③責褐色土。 l nm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

f柱穴 東辺にある。平面形態は隅九方形を呈する。クラックが入る。底面に少ピット2がある。北壁と西

壁は直立、東壁と南壁は傾斜している。規模は平面長径97cm、 平面短径95cm、 底面長径60cm、 底面短径55cm、

深さ135cmを 測る。覆土は①暗褐色土。l mm以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含蛍。②暗

褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを多量に含む。③黄褐色土。 l mm以下のローム

粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

g桂穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。西壁は直立、他は傾斜している。規模は平面長径102cm、

平面短径84cm、 底面長径43cm、 底面短径35cm、 深さ141cmを 測る。覆土は①暗褐色土。2 mm以下のローム粒子

を多量に含む他、 3 cm以下のロームブロックを少量含む。②責褐色上。 2 ma以下のローム粒子と5 cm以下の

ロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。
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④責褐色土。10cm以上のロームブロックの層。

h柱穴 東辺にある。平面形態は長円形を呈する。西壁は直立、他は傾斜している。規模は平面長径103cm、

平面短径90cm、 底面長径61cm、 底面短径46cm、 深さ125cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子

と4 cm以下のロームブロックを少量含む。②責褐色上。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以下の

ロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多量に含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。東西壁北側にクラックが入る。底面にピット1がある。

北壁は直立の後広がる。他の壁は傾斜している。底面北東角が一段低いが、クラックによるものか。規模は

平面長径■5cm、 平面短径93cm、 底面長径55cm、 底面短径55cm、 深さ101卿 を測る。覆土は①暗褐色土。 l mm

以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む

他、 3 cm以下のロームブロックを分量に含む。

i桂穴 南辺にある。平面形態は楕円形を呈する。クラックが北側に入るが小さい。北壁は直立の後広がる。

他の壁は傾斜している。規模は平面長径90cm、 平面短径90cm、 底面長径59cm、 底面短径45cm、 深さ114cmを 測

る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm

以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。③黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と1卿以下

のロームブロックを少量含む。④黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。

また、炭化物を少量含む。

k桂穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。北壁 。東壁及び西壁は直立の後広がる。特に東壁は袋

状となっている。南壁は傾斜している。規模は平面長径100釦、平面短径100cm、 底面長径73cm、 底面短径60

cm、 深さ102cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のロー

ム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm

以下のロームブロックを少量含む。

I柱穴 西辺にある。平面形態は楕円形を呈する。中央にクラックと段差があり、北が10cmほ ど低 い。東側

上部が広がるのはクラックによる掘 りすぎか。東壁は直立、南北壁 も直立気味で、西壁は傾斜 している。規

模は平面長径108cm、 平面短径106cm、 底面長径70cm、 底面短径55cm、 深さ11lcmを測る。覆土は①暗褐色土。

2 mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm

以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と、 3卿以下のロームブロックを多

量に含む。

m柱穴 西辺にある。平面形態は円形、底面は隅九長方形を呈する。いずれの壁も直立の後広がる。規模は

平面長径85cm、 平面短径82cm、 底面長径52cm、 底面短径40cm、 深さ114cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以

下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以 下の

P―ムブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3 cm以 下のロームブロッ

クを少量含む。

n柱穴 西辺にある。平面形態は不整形を呈する。クラックが入る。東壁は直立の後広がる。南壁は傾斜し

ている。北壁から西壁にかけては直立気味で、特に北壁は袋状となっている。クラックの所為か。規模は平

面長径123cm、 平面短径90cm、 底面長径75c/m、 底面短径52cm、 深さ129cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以

下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2側以下の

ロームブロックを多量に含む。

O柱穴 西辺にある。平面形態は不整形、底面はハー ト型を呈する。小さいクラックが入っており、その為
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にズレた可能性 もある。東壁は直立、北壁は袋状、南壁 と西壁は傾斜 している。規模は平面長径 103cm、 平面

短径85cm、 底面長径64cm、 底面短径44cm、 深さ116cmを 測る。覆土は①暗褐色上。 l mm以下のローム粒子と 1

cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多

量に含む。

p桂穴 西辺にある。平面形態は平面 。底面とも隅丸長方形を呈する。北側にクラックが入るが、底面への

影響はなさそう。北壁 と東壁は直立の後広がる。南壁 と西壁は傾斜している。規模は平面長径115cm、 平面短

径113cm、 底面長径70cm、 底面短径60cm、 深さ106cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と 1

cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 l mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを多

量に含む。

18 C17号 方形柱穴列 (第60図、図版47)

長辺 4本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸510cm、 短軸450cmを 測る。長軸方向は、N-40°一Eを

指す。

a桂穴 北辺にある。平面形態は不整形だが、下半は円形を呈する。底面北壁際にクラックが走る。南壁は

直立、他の壁は直立した後広がる。規模は平面長径70cm、 平面短径66cm、 底面長径53cm、 底面短径 46cm、 深

さ99cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。また、

炭化物を稀に含む。②黒褐色土。 l mm以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。また、炭

化物を稀に含む。③暗褐色土。 l mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを分量に含む。 ロームブ

ロックは50%以上。また、稀に炭化物を含む。④黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子とl cm以下のロームブロ

ックを少量含む。⑤暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を多量に含む他、 l cm以 下のロームブロックを少量含

む。また、稀に炭化物を含む。

b柱穴 北辺にある。平面形態は長円形を呈する。中央にクラックが東西に走る。南壁は直立、他の壁は直

立した後広がる。規模は平面長径90cm、 平面短径67cm、 底面長径68cm、 底面短径44cm、 深さ86cmを 測る。覆

土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを多量に含む。②黒褐色土。 l mm以下

のローム粒子を少量含む他、 l cm以 下のロームブロックを多量に含む。③黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子

と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。④責褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロッ

クを分量に含む。また、炭化物を少量含む。

C柱穴 北辺にある。平面形態は隅九長方形を呈する。中央にクラックが東西に走る。西側に一段高い箇所

がある。東側の広がりは崩落によるものか。規模は平面長径86cm、 平面短径72cm、 底面長径92cm、 底面短径

67伽、深さ86cmを 測る。覆土はbに まとめて記載した。

d柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。西壁は直立、南北壁は直立気味に立ち上がった後広がる。

東壁は傾斜 して広がった後、さらに中段を持って広がる。規模は平面長径 123cm、 平面短径97cm、 底面長径78

cm、 底面短径54c/m、 深さ99cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と4 cm以下のロームブロッ

クを多量に含む。②黒褐色上。 l mm以下のローム粒子と2 cul以下のロームブロックを少量含む。ロームブロ

ックは北側に集中するが、分層は難しい。

e柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。北壁と西壁の北2/3は直立、南1/3は クラックのためかし

っかりしていない。東壁は逆に北2/3が傾斜を持ち、南1/3は直立気味である。南壁は直立する。規模は平面

長径133cm、 平面短径108cm、 底面長径117cm、 底面短径51cm、 深さ81cmを 測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下

のローム粒子と4 cm以下のロームブロックを少量含む。②黒褐色上。 l mm以 下のローム粒子と5 cm以下のロ
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―ムブロックを少量含む。②層の中央にロームブロックを含まない間層が見られたが、分層は難しい。

f桂穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。クラックが東西に走っているが、形状を変えるほどで

はない。西壁は直立、他は傾斜しているが、特に東壁は上方でさらに広がっている。規模は平面長径107cm、

平面短径100cm、 底面長径53cm、 底面短径27cm、 深さ102cmを測る。覆土は①暗褐色土。 l mm以下のローム粒

子を多く含む他、 4 cm以 下のロームブロックを少量含む。②黒褐色土。 l lnln以 下のローム粒子と3 cm以下の

ロームブロックを少量含む。②層の南壁際から底面にかけてはロームブロックの入らない層があるが、分層

は難しい。

g柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。中央と南の 2ヵ 所にクラックが東西に走る。西壁と南壁

は直立しているが、北壁と東壁は傾斜している。底面の東側が深くなっているが、クラックによるもの。規

模は平面長径120cm、 平面短径90cm、 底面長径70cln、 底面短径57cm、 深さ88cmを 測る。覆土は①暗褐色上。 1

mm以下のローム粒子と5 cm以下のロームブロックを少量含む。下部は若千黒味を帯びるが、分層は難しい。
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h柱穴 南辺にある。平面形態は不整形を呈する。中央にクラックが東西に走り、わずかに横ズレしている。

北壁にかかるように大きなクラックが入る。壁はいずれもしっかりしておらず、傾斜している。南壁は中段

に中場を持つ。規模は平面長径106cm、 平面短径96cm、 底面長径50cm、 底面短径35cm、 深さ74cmを 測る。覆土

は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のロ

ーム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子を多量に含む他、 3
cm以下のロームブロックを少量含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は隅九長方形を呈する。中央と北壁にかかるようにクラックが走る。北壁は

ほぼ直立、他は傾斜している。規模は平面長径94cm、 平面短径78cm、 底面長径60cm、 底面短径41cm、 深さ59

cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。

l mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色上。 l mm以下のローム粒子と3

cm以下のロームブロックを少量含む。また、稀に炭化物を含む。

i柱穴 南辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。 h・ iで底面中央を走っていたクラックは北側による。

北壁はクラックが入り、検出できない。他の壁は傾斜している。規模は平面長径98cm、 平面短径85cm、 底面

長径64cm、 底面短径59cm、 深さ61cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のローム

ブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗

褐色土。 l mm以 下のローム粒子と7cm以下のロームブロックを少量含む。

k柱穴 西辺にある。平面形態は楕円形を呈する。遺構確認面で東壁南で70cm、 西壁南で50cmの クラックが

入り、形状を大きく変えている。北壁 。東壁・南壁が傾斜、西壁は途中まで傾斜した後広がっている。規模

は平面長径144帥、平面短径118cm、 底面長径52cm、 底面短径50cm、 深さ112cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 1

mm以下のローム粒子とl cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色上。 l mm以 下のローム粒子と3 cm以

下のロームブロックを少量含む。③暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含

む。④暗褐色土。 l mm以 下のローム粒子と5 mm以下のロームブロックを多量に含む。

1桂穴 西辺にある。底面にクラックが入る。東で2本のクラックであったものが、中央で交わり、 1本の

クラックとなって西へ抜けている。底面西側が一段低くなっている。東壁 。南壁は直立、北壁と西壁は直立

気味でわずかに傾斜している。規模は平面長径94cm、 平面短径86cm、 底面長径65cm、 底面短径56cm、 深さ119

cmを 測る。覆土は①黒褐色土。 l mm以下のローム粒子と3 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。

l mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロックを多量に含む。③暗褐色土。 l mm以 下のロ

ーム粒子と4 cm以下のロームブロックを多量に含む。

m桂穴 西辺にある。平面形態は不整形を呈する。 nと っながっている。東壁と南壁は直立、西壁は直立気

味に立ち上がった後広がる。規模は平面は不明であるが、底面長径99cm、 底面短径66cm、 深さ105cmを測る。

覆土は①暗褐色上。 l mm以下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。②暗褐色土。 l mm以 下

のローム粒子を少量含む他、 4 cm以 下のロームブロックを多量に含む。掘り下げ当初はmと nは ロームのブ

リッジで別れていたが、埋められたロームであり、つながってしまった。建て替えが行われた可能性もある。

n桂穴 西辺にある。平面形態は不整形を呈する。mと はっながっているが、底面は一段低 くなっている。

東壁はほぼ直立、北壁は直立した後上方で広がる。北壁は内湾気味に外へ広がる。規模は平面長径は不明、

平面短径103伽、底面長径75cm、 底面短径61cm、 深さ124cmを測る。覆土は①責褐色土。 l mm以下のローム粒

子と3c/m以下のロームブロックを多量に含む。②黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロ

ックを少量含む。③黒褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以下のロームブロックを少量含む。また、稀に
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炭化物を含む。④暗褐色土。 l mm以下のローム粒子を少量含む他、 3 cm以下のロームブロックを分量に含む。

ロームブロックは上部に集中する。⑤責褐色土。 l mm以 下のローム粒子と2 cm以 下のロームブロックを多量

に含む。

19 C18号 方形柱穴列 (第61図、図版48-1)

長辺 5本、短辺 3本の柱穴からなる。規模は、長軸510cm、 短軸470cmを 測る。長軸方向は、N-41°一Eを

指す。遺構検出時に耕作による攪乱が激しく、土層の堆積状態の観察が不可能 と考えられたため、半我する

ことなく全掘した。隣接する17号住居址や周辺から考えても、40～ 50cm高い位置に掘 り込み面があったもの

と考えられる。本文及び表中の深さは現確認面からのものである。

a柱穴 北辺にある。平面形態は円形を呈する。南壁及び西壁はほぼ直立する。北壁は直立した後広がる。

東壁はクラックが入 りはっきりしないが、かなり傾斜 している。また、上方で広がるが、耕作により壁が削

られ、崩れたもの。規模は平面長径95cm、 平面短径92cm、 底面長径79cm、 底面短径74cm、 深さ69cmを 測る。

中央やや南にクラックが東西に走る。

b柱穴 北辺にある。平面形態は不整形を呈する。辺にそって長い。 2個の柱穴に別れる可能性もあるが、

対する南辺の柱穴が 3個であるので、一応 1個の柱穴としておく。東壁はなく、 Cと つながっている。底面

はCよ りも一段高い。南壁及び北壁はほぼ直立するが、西側はやや傾斜する。西壁は内湾しながら立ち上が

る。規模は平面長径148cm、 平面短径 59c/m、 底面長径116cm、 底面短径40cm、 深さ55cmを 浪1る 。底面東側から

円礫が 1個出土している。

C柱穴 北辺にある。平面形態は楕円形を呈する。南壁は直立、北壁と東壁は直立した後わずかに広がる。

西壁はなく、bと つながるが、 bの底面とCと の間にわずかに残る西壁上場 との間に、緩 く傾斜する中場が

ある。規模は平面長径125帥、平面短径83cm、 底面長径66cm、 底面短径56cm、 深さ81cmを 測る。

d柱穴 東辺にある。平面形態は平面形 。底面形とも楕円形を呈する。 2個の重複か。ほぼすべての壁面が

直立している。南壁及び北壁はわずかに内湾気味。規模は平面長径 126cm、 平面短径101cm、 底面長径75cm、

底面短径48cm、 深さ88cmを 測る。

e柱穴 東辺にある。平面形態は平面形・底面形と隅丸方形を呈する。底面南に刻ヽさなクラックが入るが、

形状には影響を与えていない。西壁は直立で、他の壁もほぼ直立している。規模は平面長径90cm、 平面短径

74cm、 底面長径76cm、 底面短径58cm、 深さ91cmを 測る。

f柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。南北に段差が認められるのはクラックによるもの。底面

の北東に一段高い中場がある。西壁は直立、南壁もほぼ直立するが、北壁及び東壁は傾斜している。東西に

クラックが走り南北に20cm程広が り、段差も20cmほ どある。また、横ズレも認められる。段差は北が高く、

南が低い。規模は平面長径112cm、 平面短径106cm、 底面は不明であるが、深さ83cmを 測る。

g柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。西壁は直立、北壁は内湾気味に立ち上がり、中程より上

でやや袋状となっている。東壁から南壁にかけてクラックが入っており、壁の状態は悪い。規模は平面長径

94cm、 平面短径85cm、 底面長径66cm、 底面短径50cm、 深さ98cmを測る。

h柱穴 東辺にある。平面形態は楕円形を呈する。北壁はクラックが入 リズレている。西壁と東壁は直立、

南壁は内湾気味に直立する。南壁際にも小さいクラックが入るが、形状を変えるほどではない。規模は平面

長径92cm、 平面短径70cm、 底面長径69cm、 底面短径49cm、 深さ81cmを 測る。

i柱穴 南辺にある。北側にクラックが東西に走り、底面を大きく広げている。北壁は内湾気味に直立する。

他の壁は内湾気味に直立している。規模は平面長径94cm、 平面短径84cm、 底面長径は不明であるが、底面短
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第61図 C18号方形柱穴列 (1/60)

径59cm、 深さ68cmを測る。

i柱穴 南辺にある。平面形態は平面形・底面形とも隅丸方形を呈する。北側にクラックが15～ 20cmの 幅で

走っている。北壁は直立、東西の壁も直立気味で、南壁はわずかに傾斜 している。規模は平面長径90cm、 平

面短径70cm、 底面長径64om、 底面短径59cm、 深さ58cmを測る。

k柱穴 南辺にある。内面である北壁側が直線的で、夕帥Jの南壁側が曲線的。北側に20～ 25cm幅 でクラック

が走っている。大きく形状を変えてお り、不整形を呈する。北壁は直立、他はわずかに傾斜 している。規模

は平面長径77cm、 平面短径73om、 底面長径は不明であるが、底面短径57cm、 深さ60cmを 測る。

I柱穴 西辺にある。平面形態は南北に長い隅丸長方形を呈する。南側にクラックが走る。東壁 。北壁・南

壁は直立、西壁は直立した後広がるが、クラックによるものか。規模は平面長径■4cm、 平面短径74cln、 底面

長径91cm、 底面短径59clll、 深さ76clnを 測る。
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m柱穴 西辺にある。平面形態はやや東西に長い隅九方形を呈する。壁はすべて直立。規模は平面長径96cm、

平面短径 84cm、 底面長径 85cm、 底面短径 76cm、 深さ72omを 測る。

n柱穴 西辺にある。平面形態はI品丸方形を呈する。クラックにより多少横ズレが認められる。規模は平面・

底面 とも不明であるが、深さは78cmを 測る。

O柱穴 西辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。壁はすべて直立。北壁はわずかに袋状 となる。規模は

平面長径 104cm、 平面短径87cm、 底面長径73cm、 底面短径66cln、 深さ96clllを 測る。

p桂穴 西辺にある。平面形態はやや南北に長い隅丸方形を呈する。壁はすべて直立。規模は平面長径114

cm、 平面短径84o41、 底面長径78cm、 底面短径66cm、 深さ89cmを 測る。

20 C19号 方形柱穴列 (第62図、図版48-1)

長辺 3本、短辺 2本の柱穴からなる。規模は、長軸270cln、 短軸250cmを 測る。長軸方向は、N-68° 一Wを

指す。

a柱穴 北辺にある。平面形態は不整形を呈する。壁の状態は良くない。規模は平面長径56cm、 平面短径36

cm、 底面長径37cm、 底面短径21cm、 深さ33cmを 測る。

b柱穴 北辺にある。平面形態は平面形、底面形とも楕円形を呈する。南壁は直立し、他は傾斜 している。

規模は平面長径55cm、 平面短径42cm、 底面長径36cm、 底面短径29cm、 深さ41cmを測る。

C柱穴 北辺にある。平面形態は不整形を呈する。壁の状態は良 くない。規模は平面長径55cm、 平面短径40

cm、 底面長径39cm、 底面短径23om、 深さ34cllaを測る。中央にクラックが入る。

d柱穴 東辺にある。平面形態は隅丸方形を呈する。壁はいずれも傾斜している規模は平面長径61cm、 平面

短径40cnl、 底面長径14cm、 底面短径1lom、 深さ60cmを 測る。クラックが入る。
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e柱穴 東辺にある。平面形態は不整形を呈する。浅い。規模は平面長径47cm、 平面短径41cm、 底面長径30

cm、 底面短径25cm、 深さ28omを測る。クラックが入る。

f柱穴 南辺にある。平面形態は円形を呈する。底面はクラックが入り、凹凸が激しい。壁は1ヒ西側が直立

している。規模は平面長径47cm、 平面短径47cln、 底面長径32cm、 底面短径28cm、 深さ31cmを 測る。

g柱穴 南辺にある。平面形態は不整形を呈する。壁は北壁が直立で、他は傾斜している。規模は平面長径

50cm、 平面短径42cm、 底面長径28cm、 底面短径22cm、 深さ44cmを 測る。クラックが入る。

h柱穴 南辺にある。平面形態は不整形を呈する。やや深いが、クラックの所為か。規模は平面長径44伽、

平面短径39cm、 底面長径23cm、 底面短径 15clll、 深さ53cmを 測る。

i柱穴 西辺にある。平面形態は円形を呈する。浅 く、壁もしっかりしていない。規模は平面長径41cm、 平

面短径33cm、 底面長径29cm、 底面短径22cm、 深さ27cmを 測る。

i柱穴 西辺にある。平面形態は円形を呈する。底面はクラックが入 り、凹凸が激しい。壁は北壁が直立で、

他はわずかに傾斜している。規模は平面長径52cm、 平面短径48cm、 底面長径34clll、 底面短径30cln、 深さ52cm

を測る。

(働 土坑・集石土坑・集石 (図版49～ 51)

今回の報告に掲載できなかったが、この他に検出された遺構に土坑 と集石土坑・集石がある。

土坑は57基が検出されている。A区では29基の上坑が検出されている。当初、Al号方形柱穴列の各柱穴

を上坑として扱っていたが、A区には柱穴状の上坑 と、皿状の上坑がある。皿状の上坑は、平面形は不整形

で、非常に浅いものが多い。Al号土坑の様に一括土器を出上したものでも、深さは遺構確認面から20cmを

僅かに超えるにすぎない。Al号土坑の他に遺物を出上した土坑には、A3号土坑があり、黒曜石製のスク

レイパーを出上している。しかし、ほとんどの土坑からは、遺物は何 も出上していない。

BoC区からは28基の上坑が検出されている。その内の 5基は陥し穴と考えられる。その他の B・ C区で

検出された土坑は、A区に比してやや深いものの、浅いものが多い。本遺跡における土坑の分布は、 3～ 4

基の上坑がまとまる例はあるものの、全体 として数 も少なく、集落内に土坑群を形成している様子も見られ

ない。

時期については土器を出土したAl号土坑は縄文時代前期前半と考えられる。南斜面の縄文時代中期 と考

えられる住居址と重複している土坑も幾つか検出されているが、それらの上坑は土層断面、あるいは土坑に

落ち込んだ礫の出土状態から住居址よりも新 しいことが、確認されている。それ以外のものについては不明

といわざるを得ないが、その多くは住居l■や方形柱穴列に近い時期なのではないかと推測される。陥し穴の

時期については、その内の 1基がB6号住居llLと 重複 しており、住居址に貼 り床がなされていたと考えられ

ることから、縄文時代前期前半よりも古い時期のものと考えられる。

なお、集石土坑と集石は、一段低いB′区で各 1基が検出されている。B′区からは、量は少ないものの、撚

糸文土器を始め、押型文土器、中期の土器など様々な時期の上器が出上しており、時期については不明と言

わざるを得ない。
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第 2節 平安時代―

平安時代と考えられるJのに
'ユ

、蜘 がある。

(1)住居雄

住居工は、A区で1-軒が検出されている。

l .A9号注唐址 (第63図、図版4)

本住居雄は―台出薦斜画の中段にあり、今回の調査区の南端に位1置する。平面形態―は方形を皇するものと

考えら―れるが、南側が斜商となっており、角蠅界へ続.(ため、土寺を残しての調査となりⅢ南整輯 畿!は出

来なかった。規模は東西的 、1薦北は不引、壁高は60emを測る。長軸方向|はN―ば―Eを指す。主注穴と考

えられるものは見られなかったが,9～ 45cmのぜットが7と 、深さ6tlcmの上坑状の落込みが東壁躊にある●

カマドは1石触カマドで,北壁中央より'やや東に寄ちた所にある。周濤Ⅲ北壁倒と西壁alJで検出さ―れたが,東

整側には鼻られない。南壁側は不明と

AF

水糸レベルは885160m

第630 A9号住居址 l1/60J
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第V章 下原山茂佐久保遺跡の調査

本文は、調査終了後、調査を担当された県埋蔵文化財センター派遣の上田典男、町田勝員J両調査研究員に

よって提出された文書を元に、編者が一部を改変した後再録した。遺構の検出状況、遺物の出土状態の図版

等を省略したことにより、文意が伝わらなかったとすれば、編者の責任である。

第 1節 調査の方法 と経過

調査は、文化課の指導による 4地点 (A～ D地点)の面的な調査 と、文化課の試掘 トレンチNα 5～ 7の 間

を補足す る トレンチ調査 を実施 した。手順 としては、A・ D地点の面的調査及び補 足の トレンチ調査

(No23～ 25)と 、 B・ C地′ミの面的調査の二手に分れ着手した。なお、C地点については落葉松林 という現

況にあったため、No13ト レンチで検出されていた土器集中を精査 したのち、伐採・抜根、そして面的調査へ

と進めた。調査にあたっては、試掘 トレンチの断面観察後、バックフォーを使用し、表土及びローム層への

新移層を除去し、人力により遺構検出するという方法をとった。また、状況に応じてブル トーザーを使用し、

表土の除去を行った。

調査期間中に造成工事が開始され、当初「緩衝地帯」として造成工事が行われないA地点の東側部分が、

重機の侵入路 となった。その結果、重機の轍がローム層上面にまで達し、この部分の斜面部がほとんどロー

ム面を露出する事態となり、この地区についても発掘調査することを余儀なくされた (A′地点)。 したがっ

て、調査総面積は18,000m2と 膨大な面積 となり、伐採・抜根作業の遅れも加わり、調査期間が予定を上回る

こととなった。なお、調査期間は平成 3年 7月 8日 から同年 8月 3日 までである。

測量方法は、平板測量を基本に、部分的に簡易遣 り方測量を用いた。標高は、阿久尻遺跡C区のB.M

(882.000m)を 基準とし、C地点にB.M.C(892.965m)、 D地′ミにB.Mo D(884.365m)を 設けた。

調査日誌抄

7月 8日  C地点 :文化課試掘 トレンチ (No12～ 15)の 断面図作成。No13ト レンチ内で検出されていた土器

集中の精査及び平面図作成。

D地点 :Nα lと Nα 2ト レンチの間を重機により表上の除去。

7月 9日  C地点 :伐採作業。

D地点 :Nα lト レンチの断面図作成。Nα 2と No 5ト レンチの間を重機により表土及び漸移層の除去。

7月 10日  B地点 :重機による表土除去。No 5と Nα 6ト レンチの間に、尾根の傾斜に沿う形でNα23ト レンチ

を入れる。

7月 11日  A地点 :重機による表土除去。

7月 15日  D地点 :調査終了。

7月 17日  A地点 :調査終了。

B地点 :調査終了。

C地点 :重機による抜根と表土除去。

7月 22日  C地点 :1号土坑検出。

7月 23日  C地点 :2号土坑検出。 1号遺物集中の精査。

7月 25日  C地点 :1号遺物集中より押型文土器 と石鏃等出上。
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7月 26日  A′地点 :

7月 29日  C地点 :

8月 1日  C地点 :

8月 3日  C地点 :

第 2節

重機による表土除去 と遺構検出。調査終了。

3号土坑検出。Nα 6と Nα 7ト レンチの間にNα24・ 25ト レンチを傾斜に沿った形で入れる。

2号遺物集中精査。

1・ 2号遺物集中とも農道側等に調査区を拡張する。調査終了。

調査概要

A地点 :ロ ーム層の上に表上がのる。地主の話では、水田造成の際に肖U平 し、埋まった部分は畠地として

利用したとのこと。また、A地点西端部からC地点に通ずる農道のあたりに、かつて堤があったそうである。

A地′くを削平した上が利用されたことも考えられる。この話を聞いた時点で、人力による遺構検出を中止し、

調査終了とした。なお、遺存するローム面は平坦であり、遺構・遺物 とも何等検出されなかった。

A′地ッ点 :A地点同様ローム層の上に表土がのる。地主の話では削平はA地点からとのことであるが、土層

の堆積状況からすればこの地点もそれが及んでいるだろう。遺存するローム面では、農道の北側 4～ 8mの

ところが尾根頂部 となっており、そこから北へはやや傾斜がきつ くなってお り、南へは緩やかな傾斜となる。

断層による濤状の落ち込みが尾根方向を斜めに走っている。土器の小破片が 1点、この落ち込みから出上し

た。

B地点 :A地′ミ同様ローム層の上に表上がのる。この部分 も、水田造成等の際に削平が行われたとのこと。

当時の「ムロ」が斜面部で検出されている。遺存するローム面には機械耕作の痕跡が生々しい。ここでも断

層による濤状の落ち込みが検出された。遺構・遺物とも皆無である。

C地点 :保存状況が良い地′点であり、縄文後期の一括土器、遺物集中箇所、縄文中期の遺物集中箇所、縄

文早期 (押型文期)の遺物集中箇所、時期不明の土坑 3基、遺物集中箇所が検出された。遺物では、当該時

期の上器片と石鏃・特殊磨石・黒J片類などが出上した。幾らか斜面部に移行 しており、農道において遺物が

数多く表採されることなどからも、しっか りとした生活の痕跡は平坦面の広がる原村分にあるものと思われ

る。

D地点 :部分的に暗褐色上の遺物包含層が残る (No 4～ Nα 5ト レンチの間の農道際)が、他はローム漸移

層の上に表土がのる。この地点についても農地等の造成のために削平があったことが土層の堆積状況から知

ることができた。遺物は表土中から縄文中期の上器片が 2′ミ出土したのみで、ローム層を掘 り込むような遺

構は検出されなかった。生活の痕跡があるとすれば、Nα 4～ No 5ト レンチの間でも農道際の原村分にあると

予想される。

Nα23～ 25ト レンチ :Nα23ト レンチの東半部で暗褐色上の遺物包含層がみられたが、遺物・遺構 とも検出さ

れなかった。No24。 25ト レンチを入れた地区は、地形図上比較的平坦で遺構の存在等が予想されたが、土層

の堆積状況から後世の人為的な地形改変により、原地形をとどめていないものと判断した。

茂佐久保遺跡では、縄文早期 。中期・後期 と微弱ではあるが生活の痕跡が捉えられた。しかし遺跡の立地

環境は、阿久尻遺跡よりもさらに平坦面の面積が狭い痩せ尾根であり、湧水や大早川が北側にあるものの、

集団が長期にわたって生活を営む上では不都合であったものと考えられる。今回の調査区 (茅野市分)は、

斜面部が多く、また、結果的に農地造成のために削平を受けている地′ミの調査 となってしまったため、遺跡

の性格を知る上で満足のいく調査成果を上げられなかった。また、阿久尻遺跡との関係や両遺跡に挟まれる

谷部の古環境なども不明である。
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第Ⅵ章 方形柱穴列柱痕の土壌化学分析報告

第 1節 はじめに

阿久尻遺跡 (長野県茅野市金沢木舟所在)は、八ヶ岳西南麓から延びる台地の先端部 (標高860m)に 立地

する。同じ台地上には国指定史跡の阿久遺跡が隣接している。

今回の発掘調査により、縄文時代早期から平安時代にわたる遺構・遺物が検出されている。とくに縄文時

代前期前半の方形柱穴列 と集落が確認された。発掘調査において方形柱穴列の断ち割 り調査が行われ、柱穴

の土層断面観察が詳細に行われた。その結果、柱穴内に柱痕を示唆する断面構造が確認された。しかし、柱

穴に柱自体は残存しておらず、柱が立てられたまま自然に朽ちたものなのか、あるいは人為的に抜き取られ

たものなのか発掘調査の課題 とされた。この調査課題は、方形柱穴列がどのような目的で構築されたものか

を考える上で最も重要であり、集落の形成・廃絶を論じるために解決しなければならない課題でもある。

今回、茅野市教育委員会より上記課題の自然科学的方法による分析調査が当社に依頼された。当社では本

遺跡の現地踏査を行った上で分析調査内容について協議し、土壌理化学分析を中心とする自然科学分析調査

を実施することとした。なお、分析項目および分析点数は、土壌理化学分析IIIが126点 である。

第 2節 分析調査課題の設定

柱の分析調査は、一般的に柱穴覆上中に遺存している炭化材・炭化物の種類を同定し、柱材として使用さ

れた木材の種類を推定する方法が多い。しかし、今回は柱材の一部と推定される炭化材はほとんど遺存して

おらず、その種類を知ることは不可能と判断した。次に問題 となったのは、柱痕 とみられる覆土は、柱を抜

き取った後に周辺と土壌が流入したものか、柱が自然に朽ちて形成された土壌なのかという点であった。

ところで、柱穴内で柱材がそのまま朽ちた場合には、柱材を構成する有機物などが分解 した成分が覆土申

に残存すると予想される。また、人為的に柱を抜き取った場合には、他の要因による何らかの汚染がないか

ぎりは、その後に覆土中に周囲の上壌と同様な成分が含有されていると予想される。両者の判別には、土壌

化学性の違いを明らかにすることが有効 と考えられる。

そこで、今回の分析調査では、上記の仮定に基づいて柱穴の覆土と周囲の土壌の上壌化学性の違いを比較 =

検討することで、柱材の痕跡の有無、すなわち柱穴の覆上の形成過程を推定する。なお、今回は土壌化学性

の中でも特に生物 (植物)に関連の深い腐植 とリンに関する分析項目を選択した。

a.高植分析

柱材、つまり木材成分のほとんどは有機物である。土壌中に埋積 した柱材は、土壌微生物の分解活動が充

分な条件 (酸化的条件)で分解が進み、最終的には炭酸ガスと水になる。その分解過程で比較的分解されに

くいものが土壌腐植 として残存する。つまり、柱穴内で柱材が朽ちた場合には従来の上壌よりも腐植含量が

高 くなると考えられる。本分析では、柱痕内外の覆上で土壌腐植含量および組成の違いがあるか否かを確認

する。
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b.リ ン分析

木材には有機物だけでなく、 リン・石灰・力りなどの無機成分 も含まれる。腐植同様に柱穴内で柱材が朽

ちた場合には、覆土中にこれら成分が蓄積すると予想される。このうち、 リンは土壌中を移動しにくく、 し

かも土壌本来の含有量が比較的少ない。したがって、外的要因による差異が明確に現れる。本分析では、注

痕内外の覆上にリン含量の違いがあるか否かを確認する。

第 3節 試  料

今回の分析調査では、茅野市教育委員会より採取されたC区の 7号方形柱穴列、 9号方形柱穴列の 2基を

分析対象 とした。試料は、それぞれの柱穴列に設けられた覆土層観察用の断面から採取された。その際、柱

穴覆土中の腐植および リンの濃集を平面的・層位的に検討するために、層厚 5 cm程度の層位試料採取場所が

数列設定された。採取された試料の中から、 7号方形柱穴列では 8点 (ピ ットO-2で 4点、ピットn-3

で 4点 )、 9号方形柱穴列では118点 (ピ ットe-2で 30点、ピットm-2で 20点、ピットC-2で 26点、 ピ

ットO-2で 19点、 ピットd-2で 23点)を選択 して各分析に供 した (図 64・ 65)。 したがって、分析総点数

は合計126点 である。

第 4節 分析項目と方法

分析は、土壌標準分析・測定法 (上壌標準分析・測定法委員会編,1986)、 土壌養分測定法 (土壌養分測定

法委員会編,1981)、 農芸化学実験書 (京都大学農学部農芸化学教室,1957)、 標準土色帖 (農林省農林水産

技術会議事務局,1967)、 土壌調査ハンドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)、 分析化学便覧 (日 本分析

化学会編,1991)、 熊田・太田法 (熊田・太日,1963)、 弘法・大羽法 (大羽,1964)な どを参考にした。以

下に各項目の操作行程を示す。

(1)分析試料の調製

試料を風乾後、軽 く粉砕して2.00mmの 舗を通過させる (風乾細土試料)。 この一部を細か く粉砕し、0.5mm

の舗を全通させる (微粉砕試料)。 風乾細土試料の水分を加熱減量法 (105℃ 、 5時間)に より測定する。

9)炭 素含量、窒素含量およびC/N比 (炭素率)の測定

微粉砕試料100～ 1,000mgを 正確にはかり、助燃剤 (酸化コバル ト)5gと 混合する。これをサンプルボー

ドに乗せて、CNコ ーダー (柳本制作所製)に挿入する。挿入された試料をキャリアガス(He)気流中で950℃

に加熱燃焼する。発生 した燃焼ガスを純化させ、C02及びN2の 組成にする。次いで希釈、分取の工程 を経

て、TCD検 出器により炭素及び窒素の濃度を測定する。測定値 と加熱減量法で求めた試料中の水分から、

乾土あたりの炭素含量 (T― C%)と 窒素含量 (T一 N%)を 求める。また、求められた炭素含量と窒素含

量の比からC/N比 (炭素率 :以下、C/N比 とする)を算出する。

●)腐オ直分析

a.浸出法

有機炭素量約100mgに 相当する重量の微粉砕試料 を100ml三 角フラスコに正確に汗 りとる。これに0。 lN水酸

化ナ トリウム溶液30mlを加え、沸騰湯浴中に浸積 して30分間加熱する。冷却後、硫酸ナ トリウム飽和水溶液
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第64図 G7.号方形柱穴列の分析試料採取層位
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を2.5ml加 えて攪拌 し、遠心分離によって透明な腐植溶液を得 る。また、抽出液 と同じ濃度の溶液20mlで残遭

を洗浄・遠心分離 し、抽出液に合わせて100mlに 定容する (抽出腐植液)。

b.腐植酸・フルボ酸の分別

抽出腐植溶液20mlを 200ml容三角フラスコにとり、濃硫酸0.2ml(抽出腐植溶液に対 して1/10量 )を加えて

小ガラス棒を用いて約30秒間激しく攪はんし、一夜放置する。これを小型のロー トと乾燥ろ紙を用いて100ml

メスフラスコにろ別する (フ ルボ酸液)。 なお、ろ紙上の沈澱物は硫酸 (1+100)で洗浄する。その際の洗

液はろ波と合わせて100mlに定容する。ろ紙上の沈澱物 とロー トを250mlメ スフラスコ上に移 し、0。 lN水酸化

ナ トリウム溶液で沈澱物を溶解 し、同溶液で250mlに 定容する (腐植酸液)。

C.腐植酸の吸光度測定

腐植酸液の一定量を採取して0.lN水酸化ナ トリウム溶液で正確に希釈 し、600nmの吸光度を0.1～ 0.2程度

になるようにする (腐植酸比色液)。 この液について分光光度計を用いて400nmと 600nmの吸光係数を測定す

る。ただし、腐植酸液の吸光度がこの範囲またはそれ以下の場合は腐植酸液そのもので測定する。

d.酸化滴定

必要に応じて適当に希釈したフルボ酸液、腐植酸液の一定量をそれぞれ200ml三角フラスコに採取する(以

下、この 2種の試料液は同じ操作をする。)。 これに1/10N過 マンガン酸カリウム溶液 (0。 lNKMn04)20mlを

正確に加え、硫酸 (1:10)10mlを 加えた後に全液量を水を用いて50mlと する。これを激しく沸騰している

湯浴中に正確に15分間浸積して加温して取 り出した後、直ちに0,lNシ ュウ酸25mlを 正確に加えて 1～ 2分間

湯浴上で温めて脱色させる。その後、1/10N過マンガン酸カリウム溶液を用いて液が淡紅色になるまで滴定

し、その消費量を求める。この消費量から、腐植抽出液とフルボ酸液 l ml当 たりの1/10N過マンガン酸カリウ

ム溶液消費量 (単位 :ml)と 腐植酸比色液30ml当 たりの1/10N過 マンガン酸カリウム溶液消費量 (単位 :ml)

を算出する。

e。 結果の表示と項目の内容

a～ dに よって求められた測定値から以下に示す項目を算出する。また、これらの結果から熊田 (1977)

の方法に基づいて腐植酸の型を決定する。これらの項目は腐植の研究に精通されていない方には馴染みにく

い項目なので、ここでは各項目の内容についても若干解説しておくことにする。

①腐植酸とフルボ酸の含量

腐植酸は土壌 lg当 たりの抽出腐植酸量 (単位 :ml)、 フルボ酸は1/10N過 マンガン酸カリウム溶液消費量

(単位 :ml)に それぞれ換算する。

腐植酸は、責褐色あるいは黒褐色の無定形の不均質な重縮合物質群であり、土壌に加えられた有機物が分

解―重縮合の腐植化過程を経て生成される。分子量は数万程度で、結晶化せず、一定の融ィくをもたない酸性

物質であり、炭素50～ 60%、 酸素30～40%、 水素 3～ 6%、 窒素 2～ 6%を含む。カルシウム、マグネシウ

ム、カリウムなどの陽イオンを保持する能力である陽イオン交換容量は200～ 800me/100gと 大きく、これは

腐植化度が高いほど増大する。腐植酸は、腐植物質の性質を代表するものであるが、腐植化度の程度によっ

て腐朽物質 (生物遺体が分解する過程における初期段階の未熟なもの)、 真正腐植酸 (腐植化度の高いもの)
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と呼ぶ。

フルボ酸は、腐植酸よりも分子量力剃 さヽな責色の物質群、および多種の物質を含む非腐植物質群からなっ

ている。この黄色の物質群は、腐植酸 と同様な構造を持っているが、腐植化の程度が低い。フルボ酸はキレ

ー ト化合物を形成して、金属元素を可給態化する能力が大きい点で、土壌中で重要な役割を果たしている。

また、腐植酸/フ ルボ酸比は、腐植化度を示すひとつの指標 となっている (三好ら,1983)。

②沈澱部割合 (PQ%)

抽出された腐植中の腐植酸部の占める割合を示すものであり、腐植酸をa(ml)、 フルボ酸をb(ml)と し

て、PQ=a/(a tt b)× 100の式により算出する。

水酸化ナ トリウムを溶媒 として抽出した場合、有機質土壌 (泥炭質あるいは黒泥質)では、この値が70～ 80

%の極めて高い値を示す。しかし、無機質土壌の表層上では、腐植の多い火山灰土壌で60～ 70%の値を示す

以外はおおむね50%内外の値を示す。ただし、腐植の著しく少ない土壌では、30%ぐ らいまで低下すること

がある。また、下層土においては一般に表層土に比べ低い値 となり、とくに腐植含量の極めて少ない土壌や

ポ ドソル性土壌などでは、10～ 20%程度の低い値 となることがある (大羽,1964)。

③色調係数 (塑 logk)

後述のRF値とともに腐植酸の腐植化度を示す指標である。И logk=10gk400-logk600の 式で算出する。И

logkが小さいほど、つまり吸光曲線の傾斜が低いほど腐植化度は高い。一般にこの辺logkと RFと の間には一

定のほぼ逆比例的な関係がある。必logk値 は、最高のRF値 をもつ火山灰土壌の腐植酸で0.48程度であり、RF

値が30～ 50程度の低い値 となる洪積層土壌や泥炭質土壌の腐植酸では、И logkは 0.9～ 1.0前後の高い値 とな

る (大羽,1964)。

④相対色度 (RF)

この値は、腐植化度の程度をあらわす指標のひとつで、この値が高いほど腐植化度は高い (大羽 ,1964)。

RF=
腐植酸比色液の600nm吸光係数 (k600)

腐植酸比色液30mlあ たりの1/10N過マンガン酸カリウム溶液消費量 (ml)

上記の式より算出する。

×1,000

(4)リ ン分析

風乾細土試料2.00gを ケルダールフラスコに紆 とり、はじめに硝酸 (HN03)5 mlを 加えて加熱分解する。

放冷後、過塩素酸 (HC104)10mlを 加えて再び加熱分解を行 う。分解終了後、水で100mlに 定容 してろ過す

る。ろ液の一定量を試験管に採取し、 リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定す

る。この測定値 と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン含量 (P205mg/g)を 求める。

第 5節 結果・考察

全体の測定結果を表 1・ 表 2に 、炭素、窒素、C/N比、腐植組成 (腐植酸、フルボ酸、PQ値、/1ogk、

RF値、腐植の型)、 リンの各遺構・ピット毎の状態を図67～ 73に 示す。また、熊日 (1977)に よる腐植酸の分

類と結果を図66に 示す。以下、各遺構・ピット毎に述べる。
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(1)C7号方形柱穴列

a。 ビットo-2(表 1・ 図67)

・炭素含量

柱痕内試料 (試料番号 1・ 2)の炭素含量と柱痕外試料 (試料番号 3・ 4)では、明らかに柱痕内試料で

高い含量が認められる。また、柱痕外試料では試料間のばらつきが大きいのに対し、柱痕内試料では試料間

の値が近似 している。

土壌中の有機炭素は、土壌腐植 (以後、単に腐植 と略記する)を構成する主要な元素であり、腐植の約 58

%(近似値)を 占める。また、有機炭素の1。 724倍が腐植量と考えられる。したがって、ここでの炭素含量の

差は腐植の差として把えることができ、柱痕内試料で腐植量が分いことを示唆する。ただし、柱痕内の覆土

が腐植を多量に含有する腐植質火山灰土 (い わゆる黒ボク土 :以後、黒ボク土と呼称する)であるのに対 し

て、柱痕外の覆上では黒ボク土に腐植含量の少ない責褐色火山灰土 (い わゆるローム)が混入している。炭

素含量の違いは、土壌の違いを反映している可能性がある。この点については、後述する腐植組成の結果 を

ふまえて検討する。

・窒素含量

炭素含量と同様に柱痕内試料と柱痕外試料に差異が認められる。これより、炭素含量と同様なことが考 え

られる。

・ Cノ/N上ヒ

柱痕内試料で高い値が認められる。C/N比は炭素と窒素の量比で表すもので、10～ 12前後の値であるこ

とが多い。しかし、有機物の分解程度の低い場合あるいは有機物の腐植化の進んだ場合は、20を 越える土壌

もある(大羽ら,1988)。 一般的に黒ボク土などは、腐植化の進んだ上壌の代表としてC/N比が高い。柱痕

内の覆上で高い原因も、柱痕内の土壌が黒ボク上であるためと考えられる。

・寓植組成

柱痕内試料では、a値、b値、PQ値、RF値 ともに柱痕外試料より高 く、И logkが低い値を示す。このこと

から、柱痕内試料の方がより腐植化の進んだ腐植物質を含有していると考えられる。ただし、これらの値は

いずれも黒ボク上の一般的な腐植組成と傾向が同じである。一方、熊田 (1977)の 方法に基づ く腐植酸の型

は、いずれもA型腐植酸であり、型の違いは認められない。したがって、柱痕内で炭素含量、窒素含量が高

い原因は、覆上が腐植含量の高い黒ボク上であることによるものと考えられる。

・ リン含量

各試料とも2.5～ 2.7P205mg/g前後の比較的近似した値を示すが、相対的には柱痕内で0.lP205mg/g程 度

高いことが認められる。しかし、一般的に腐植含量の高い土壌はリン含量も相対的に高いとされることか ら、

この差は覆土の違いによるものと考えられる。

b.ビットn-3(表 1・ 図68)

。炭素含量

柱痕内試料では、ピットO-2の柱痕内試料 とほぼ同じ含量が認められる。しかし、試料番号 3ではその

約半分の値を示 し、両者に明らかな差異が認められる。ただし、試料番号 3の上質は黒ボク上にロームが極

めて多く含まれている。含量の低い原因は、ローム混入によるものと考えられる。また、含量の高い 3試料

(試料番号 1・ 2・ 4)についても、ロームの混入量に応じた差異が認められる。
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試料採取層位

土壌 lgぁ たりの抽出腐植酸の1/10N
過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

2 1ogk

全炭素量 (%)

土壌 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

全窒素量 (%)

可溶性腐植あたりの

腐植酸の割合 (%)

C/N比

乾± lgぁ たりの

全リン酸量 (mg)

腐植酸単位あたりの

相対色度 分類型

第67図 C7号 方形柱穴列 O-2の上壌理化学性
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・ 窒素含量

炭素含量 とほとんど同様な結果であ り、 ピットO-2の 値 と近似 している。

・ C/N比

試料間の差は炭素含量、窒素含量と同様であり、値はピットO-2と 大きく変わらない。

・宙植組成

試料間に炭素含量の違いによる差異は認められるものの、各項目の値はピットO-2と 近似する。腐植酸

の型も、すべてA型である。

・ リン含量

各試料間にほとんど差異は認められない。しかし、炭素含量の低い試料番号 3で柱痕内試料 とほぼ同じ含

量が認められる。これは、ピット0-2とやや異なる傾向である。

12)C9号方形柱穴列

a. ビットe-2(表 2-その 1-,図 69)

・炭素含量

柱痕内試料では、含量範囲が2.52～ 5.08%、 平均値4.13%(標準偏差SD:0.657,変動係数CV:15。 9)を

示す。柱痕内試料の中で平均値よりも低い値を示す試料が柱穴の底部に集中し、あきらかに上部試料と差異

が認められる。しかし、各試料の上色からは、底部付近の試料でロームの混じり込みが顕著で、その多少に

より炭素含量が異なる傾向が示唆される。このことは、 7号方形柱穴列でも同様な結果であり、覆上の炭素

含量の違いが反映されているものと推定される。

一方、柱痕外試料では含量範囲が2.37～ 4.14%、 平均値3.40%(SD:0.6604,CV:17.8)、 柱穴底の地山

部分の試料の含量範囲が1.46～ 1.53%、 平均値1.53%(SD:0.035,CV:2.3)を 示す。両者ともに柱穴内よ

りも低い平均含量が認められる。しかし、この差異も覆上の違いに起因すると推定される。

なお、標準偏差 (以下、SDと する)と 変動係数 (以下、CVと する)は、共に統計学上の測定値のばらつき

を表す相対尺度である。今回は、この二つの尺度から測定値のばらつきを見ることにより、土壌化学成分の

濃集状態を考える。SDは、各々の値 と平均値の差の 2乗の和を標本 (試料)数でわつた値の平方根で求め

る。一般に浪1定値が非常に多いときは、平均値を原点にとると吊り鐘状の左右対称の曲線を描 くことができ

る。これは確率論によると測定値が平均値土標準偏差の間にある確率は68.3%で、平均値± 2倍の標準偏差

の間にある確率は95.4%と なる。とくに後者の範囲をはずれる測定値は極希な現象とされる。CVは平均値に

対する標準偏差の割合をパーセント (%)で表したものである。標準偏差が大きかったり刻ヽさかったりする

のは、平均値の大きさに左右されることから、平均値に対する標準偏差の割合を%で表した方がよいことが

ある。

・窒素含量

柱痕内試料では、範囲が0.26～ 0。 40%、 平均値0.31%(SD:0.043,CV:13.6)を 示す。柱痕外試料で

は、範囲が0。 18～ 0.39%、 平均値0.26%(SD:0.057,CV:21.9)を 示す。柱穴底の地山試料 (試料番号底

1～底 3)では、範囲が0。 13～ 0。 15%、 平均値0.14%(SD:0.012,CV:8.1)を示す。

柱痕内外での窒素の含まれ方は、炭素含量でのそれと類似しており、炭素含量と同様なことが推定される。

・ C/N士ヒ

柱痕内試料では、範囲が 9～ 17、 平均値13(SD i2.3,CV■ 7.3)を 示す。柱痕外試料では、範囲が
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試料採取層位

土壊 lgぁ たりの抽出腐植酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

И logk

土壊 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

全炭素量 (%)

腐植酸単位あたりの相対色度

全窒素量 (%)

可溶性腐植あたりの

腐植酸の割合 (%)

C/N比

乾± lgぁ たりの

全リン酸量 (mg)
分類型

第68図 C7号 方形柱穴列 n-3の上壌理化学性
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11～ 14、 平均値13(SD:1.0,CV:7.7)を 示す。柱穴底の地山試料では、範囲が10～ ■、平均値 10(SD:

0.6,CV:5,6)の 数値 を示す。

各試料 ともにC/N比 が20を 越えるものはな く、未熟な有機物を含む状態の土壌ではな く、黒 ボク上であ

ることカラ庶唆される。

・筏植組成

柱痕内試料では、a値の範囲が8.63～ 24.85m1/g、 平均値 15。 71m1/g(SD:4.799,CV:30.5)、 b値の範

囲が1.39～ 8.89m1/g、 平均値5,78m1/g(SD:1.920,CV:33.2)、 PQ値の範囲が66～ 94%で平均値73%

(SD:6.3,CV:8.7)、 И logk値の範囲が0.524～ 0.553、 平均値0.535(SD:0.0092,CV:1.7)、 RF値の

範囲が126～ 150、 平均値139(SD:6.8,CV:4.9)を 示す。柱痕外試料では、 a値の範囲が2.96～ 16.23m1/

g、 平均値10.41m1/g(SD:4.401,CV i42.3)、 b値の範囲が2.31～ 6.02m1/g、 平均値4.92m1/g(SD:

1.140,CV:23.2)、 PQ値 の範 囲が56～ 76%、 平均値66%(SD:7.1,CV:10.7)、 И logk値 の範 囲が

0.527～ 0.557、 平均値0.540(SD:0.oo88,CV:1.6)、 RF値の範囲が128～ 172、 平均値143(SD:13.4,CV:

9。 4)を示す。柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)では、 a値の範囲が0.07～ 0.10m1/g、 平均値0.08

m1/g(SD:o.o15,CV:18.3)、 b値 の範 囲が0.74～ 1.07m1/g、 平均値0.95m1/g(SD刊 。185,CV:
19。 4)、 PQ値の範囲が 7～ 9%、 平均値 8%(SD:1.2,CV i13.9)、 И logkの 範囲が0.626～ 0.659、 平均値

0.645(SD:0.0171,CV:2.6)、 RF値の範囲が76～ 93、 平均値82(SD:9.8,CV:12.0)を 示す。

以上の結果から、a値、b値、PQ値では平均値において柱痕内試料で高い傾向が認められる。しかし、こ

れらの値は炭素含量と同様にロームの混入量によって左右されている。すなわち、柱穴内における有機物の

供給の差ではなく、覆土そのものの腐植組成を示 しているみのと推定される。言い換えれば黒ボク土の腐植

組成そのものが現れているとみられる。この′くについては、И logk、 RF値などの腐植酸の光学的性質が各試

料 とも類似 していること、あるいはそれから区分される腐植酸の型が黒ボク上のA型 と同じであることから

も推定される。

・ リン含量

柱痕内試料では、範囲が2.45～ 2.82P205mg/g、 平均値2.65P205mg/g(SD:0.lo9,CV:4。 1)を 示す。

柱痕外試料では、範囲が1.99～ 2.73P205mg/g、 平均値2.42P205mg/g(SD:0.258,CV ilo.6)を 示す。柱

穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)では、範囲が2.85～ 2.88P205mg/g、 平均値2.86P205mg/g(SD:

0.0153,CV iO.5)を 示す。

平均値だけで比較すると注穴底の地山試料 (試料番号底 1～ 底 3)で最も高く、次いで柱痕内試料、柱痕

外試料の順である。しかし、柱痕外試料ではCV値からもわかるように値のばらつきが大きく、柱痕内試料 と

有為な差があるかは疑わしい。また、柱痕内試料においても木材の成分の残留を示唆する特徴的な濃集は認

められず、覆土本来の含量を反映しているように思われる。

C.ビ ットm-2(表 2-そ の 2-, 図70)

・炭素含量

柱痕内試料の含量範囲は4.27～ 4.82%、 平均値4.56%(SD:0。 173,CV:3.8)を示す。各試料 とも近似 し

た値を示 し、柱穴内での有為な差は認められない。柱痕外試料の含量範囲は3.27～ 4.34%、 平均値3.69%

(SD:0.353,CV:9.6)で ある。柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)では0.92%を 示す。

両者ともに柱穴内よりも低い平均含量が認められる。 しかし、各試料のロームの混入状態を見る限 りでは、
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この差異はe-2と 同様に覆上の炭素含量の違いが反映されているものと推定される。

・窒素含量

柱痕内試料の範囲は0.27～ 0.31%で平均値0.29%(SD:0.011,CV i3.9)、 柱痕外試料の含量範囲は

0.22～ 0.29%、 平均値0.25%(SD:0,o24,CV:9.3)、 柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)では0.08%を 示

す。

柱痕内外での窒素の含まれ方は、炭素含量でのそれと類似しており、炭素含量と同様なことが推定される。

・ Cノ/Nlヒ

柱痕内試料 9′くの範囲は15～ 16で平均値16(SD:0.4,CV:2.8)、 柱痕外試料の範囲は14～ 16で平均値

15(SD:0。 7,CV:4.6)、 柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)は 11の数値 を示す。各試料 ともにC/N比が

20を 越えるものはなく、未熟な有機物を含む状態の上壌ではなく、黒ボク上であることが示唆される。

・腐植組成

柱痕内試料では、 a値の範囲が12.17～ 23.34m1/g、 平均値18.72m1/g(SD:3.768,CV:20.1)、 b値の

範囲が6.26～ 9.45m1/g、 平均値7.97m1/g(SD:0。 975,CV:12.2)、 PQ値の範囲が60～ 74%、 平均値70%

(SD i3。 9,CV:5.7)、 И logk値 の範囲が0.526～ 0.530、 平均値0.528(SD:0.Oo16,CV:0.3)、 RF値の

範囲が129～ 151、 平均値141(SD:6.9,CV i4.9)を 示す。柱痕外試料では、 a値の範囲が8.65～ 18.65m1/

g、 平均値12.83m1/g(SD:3.611,CV:28.2)、 b値の範囲が4.98～ 6.93m1/g、 平均値5.67m1/g(SD:

0.764,CV:1315)、 PQ値 の範 囲 が62～ 79%、 平 均値69%(SD:4.8,CV:7.0)、 Z logk値 の範 囲 が

0.520～ 0.544、 平均値0.530(SD:0.oo79,CV:1.5)、 RF値の範囲が84～ 147平均値132(SD:17.9,CV:

13.6)を 示す。柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)では、 a値が0.06m1/g、 b値が1.09m1/g、 PQ値が5%、

И logk値が0.824、 RF値が25を 示す。

このように、柱痕内試料ではa値・b値の平均値があきらかに高い。 しかし、Z logk、 RF値にみられる腐

植酸の光学的性質は柱痕内外に大きな違いはなく、黒ボク土の組成を反映していることが示唆される。また、

腐植酸の型も底 2の試料をのぞき、すべてA型である。

・ リン含量

柱痕内試料では、範囲が2.29～ 2.64P205mg/g、 平均値2.41P205mg/g(SD:0.128,CVi5。 3)、 柱痕外試

料では、範囲が2.16～ 2.75P205mg/g、 平均値2.58P205mg/g(SD:0.177,CV:7.0)、 柱穴底の地山試料で

は、2.84P205mg/gを 示す。

平均値だけで比較すると、柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)が最 も高 く、次いで柱痕外試料、柱痕内試

料の順である。しかし、柱穴内外に有為な差は認められない。また、柱痕内だけをみても木材の成分の残留

を示唆する特徴的な濃集は認められず、柱材の成分が残留しているとは考えにくい。

d.ビ ットc-2(表 2-その 3-,図 71)

・炭素含量

柱痕内試料の含量範囲は2.18～ 3.67%、 平均値2.94%(SD:0.405,CV i13.8)を 示し、柱穴内での差が

認められる。しかし、ここでも土色などから判断してロームの混入量の違いによるものと推定される。

一方、柱痕外試料の含量範囲は1.97～ 4.29%、 平均値3.29%(SD:0.848,CV:25.7)で ある。また、柱

穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)の含量範囲は1.53～ 1.68%、 平均値1.58%(SD:0.084,CV:5.3)

を示す。
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試料採取層位 全炭素量 (%) 全窒素量 (%)

可溶性腐植あたりの

腐植酸の割合 (%)

土壌 lgぁ たりの抽出腐植酸の1/10N
過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

土壌 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

乾± lgぁ たりの

全リン酸量 (mg)/10gk 腐植酸単位あたりの相対色度 分類型

第70図  C9号 方形柱穴列m_2の 上壌理化学性
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ここでは柱痕内よりも柱痕外で平均含量の高い値が認められるが、CV値などのばらつき、ロームの混入量

を考えると有為な差とは認めにくい。

・窒素含量

柱痕内試料の範囲は0。 19～ o.25%で平均値0.22%(SD:o.o16,CV i7.4)、 柱痕外試料の含量範囲は

0.20～ 0.31%、 平均値 0.25%(SD:0.041,CV:16.3)、 柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)の範囲

は0.17～ 0.20%、 平均値0.18%(SD:0.o15,CV:8.3)を 示す。

柱痕内外での窒素の含まれ方は炭素含量と類似 しており、炭素含量と同様なことが推定される。

・ C//N士ヒ

柱痕内試料の範囲は11～ 15、 平均値13(SD:1.2,CV:8.8)で ある。柱痕外試料の範囲は10～ 15、 平均値

13(SD:1.6,CV:12.5)で ある。柱穴底の地山試料の範囲は 8～ 9、 平均値 9(SD:0.6,CV:6.7)を
示す。

各試料 ともにC/N比が20の数値を越えるものはなく、有機物を含む状態の上壌ではないことから、黒ボ

ク土であることが示唆される。また、柱穴内外に大きな差異は認められない。

・腐植組成

柱痕内試料では、a値の範囲が4.92～ 19.38m1/g、 平均値13.26m1/g(SD i3.930,CV:29.6)、 b値の範

囲が2.75～ 7.02m1/g、 平均値5.14m1/g(SD:1.248,CV:24.3)、 PQ値の範囲が61～ 83%、 平均値71%(SD:
5.1,CV:7.1)、 酒logk値の範囲が0.515～ 0.537、 平均値0.525(SD:0.oo57,CV:1.1)、 RF値の範囲が

124～ 162、 平均値146(SD:8.4,CV i5.8)を 示す。柱痕外試料では、 a値の範囲が3.85～ 16.02m1/g、 平

均値11.96m1/g(SD:4.119,CV i34.4)、 b値の範囲が2.73～ 7.32m1/g、 平均値5.55m1/g(SD:1.501,

CV:27.0)、 PQ値の範囲が59～ 74%、 平均値67%(SD:4.8,CV:7.2)、 /10gk値の範囲が0.522～ 0.544、

平均値0.530(SD:o.oo73,CV:1.4)、 RF値 の範囲が132～ 157、 平均値138(SD:8.1,CV:5.9)を 示

す。柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)では、 a値の範囲が0.04～ 0.09m1/g、 平均値0.07m1/g(SD:
0.026,CV i37.8)、 b値の範囲が1.15～ 1.25m1/g、 平均値1.20m1/g(SD:0.o50,CV i4.2)、 PQ値の範

囲が 3～ 7%、 平均値 6%(SD:2.3,CV:40.8)、 И10gk値の範囲が0.651～ 0.662、 平均値0。 658(SD:
0.0062,CV:o.9)、 RF値の範囲が132～ 157、 平均値138(SD:8.1,CV i5。 9)を示す。

以上のように、柱痕内試料で各値の平均値が高い傾向が認められる。しかし、これらの値は炭素含量と同

様にロームの混入量によって左右されている。すなわち、柱穴内における有機物の供給の差ではなく、覆土

の腐植組成を示していると推定される。また、腐植酸の型は黒ボク上のA型 と同じである。

・ リン含量

柱痕内試料では範囲が2.06～ 2.68P205mg/g、 平均値2.42P205mg/g(SD:o.213,CV:8.8)である。柱

痕外試料では範囲が2.26～ 2.68P205mg/g、 平均値2.52P205mg/g(SD10.138,CV i5.5)で ある。柱穴底

の地山試料では2.92～ 3.04P205mg/g、 平均値2.99P205mg/g(SD:o.o611,CV:2.1)を示す。

平均値だけで比較すると、柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～ 底 3)が最 も高く、次いで柱痕外試料、柱

痕内試料の順である。したがって、柱穴内に特徴的な濃集は認められず、覆土内に柱材の成分が残留してい

るとは考えに くい。
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土壌 lgぁ たりの抽出腐植酸のV10N
過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

土壌 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

可溶性腐植あたりの

腐植酸の割合 (%)

腐植酸単位あたりの相対色度 乾± lgぁ たりの

金 リン酸量 (mg)
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e.ビ ットo-2(表 2-その 4-, 図72)

・炭素含量

柱痕内試料の含量範囲は4.00～ 4.92%、 平均値4.59%(SD 10.306,CV:6.7)を示し、試料間に大きなば

らつきは認められない。一方、柱痕外試料の含量範囲は3.45～ 4.63%、 平均値4.07%(SD:0.403,CV i9。 9)

である。柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～ 底 3)の含量範囲は1.37～ 1.62%、 平均値1.47%(SD:0.131,

CV i8.9)を 示す。

柱痕外試料および地山試料 ともに、柱穴内よりも平均含量は低い。しかし、この差異はピットe-2な ど

と同様に覆土の炭素含量の違いが反映されているものと推定される。

・窒素合量

柱痕内試料の範囲は0.30～ 0。 33%、 平均値0.31%(SD:0.009,CV i3.0)で ある。柱痕外試料の範囲は

0.27～ 0.30%、 平均値0.29%(SD:0.014,CV:4.7)で ある。柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～ 底 3)の

範囲は0.15～ 0.16%、 平均値0.15%(SD:0.Oo6,CV:2.8)を 示す。

柱痕内外での窒素の含まれ方は炭素含量と類似 していることから、炭素含量と同様なことが推定される。

・ C/N比

柱痕内試料の範囲は13～ 16、 平均値15(SD:0.9,CV:5,9)、 柱痕外試料の範囲は13～ 15で平均値14(SD:

0.8,CV:5。 8)、 柱穴底の地山試料の範囲は9～ 10、 平均値10(SD:0.6,CV:6.0)を示す。各試料ともに

C/N比が20を 越えるものはなく、未熟な有機物を含む状態の土壌ではなく、黒ボク上であることが示唆さ

才化る。

・腐植組成

柱痕内試料では、a値の範囲が12.35～ 24.86m1/g、 平均値17.33m1/g(SD:4.216,CV:24.3)、 b値の

範囲が6.88～ 9,21m1/g、 平均値8.16m1/g(SD:0。 793,CV:9.7)、 PQ値の範囲が62～ 73%、 平均値68%

(SD:3.5,CV:5,2)、 2 1ogk値の範囲が0.516～ 0.533、 平均値0.522(SD:0.oo52,CV:0.9)、 RF値の

範囲が124～ 192、 平均値149(SD:19.0,CV:12.8)を示す。柱痕外試料では、a値の範囲が8.83～ 34.21m1/

g、 平均値17.31m1/g(SD:10,030,CV:58.0)、 b値の範囲が5。 68～ 8.07m1/g、 平均値6.90m1/g(sD:

0.838,CV:12.1)、 PQ値 の範囲が61～ 81%、 平均値68%(SD:8.0,CV i11.8)、 И logk値 の範囲が

0.517～ 0.543、 平均値0.526(SD:0.0086,CV il.6)、 RF値の範囲が■8～ 321、 平均値175(SD:66.3,CVi

37.9)を 示す。柱穴底の地山試料では、a値の範囲が0.02～ 0。 17m1/g、 平均値0.08m1/g(SD:0.078,CV:

93.2)、 b値の範囲が1.00～ 1.15m1/g、 平均値1.07m1/g(SD:0.076,CV:7.1)、 PQ値の範囲が 2～ 15

%、 平均値 7%(SD:6.9,CV:92.8)、 И logk値の範囲が0。 727～ 0,766、 平均値0。 741(SD:0.0217,CV:

2.8)、 RF値の範囲が17～ 120平均値68(SD:51.5,CV:75.8)を示す。

以上のように、ロームの混入量によって腐植組成も左右される傾向が認められる。しかし、腐植酸の光学

的性質はほとんど変化が認められない。また、腐植酸の型は黒ボク上のA型 と同じである。したがって、柱

穴内における有機物の供給の差ではなく、覆上内に柱材の成分が残留しているとは考えにくい。

・リン含量

柱痕内試料では、範囲が2.40～ 2.61P205mg/g、 平均値2.52P205mg/g(SD:0.067,CV:2.7)、 柱痕外試

料では、範囲が2.48～ 2.69P205mg/g、 平均値2.58P205mg/g(SD:0.073,CV:2.8)、 柱穴底の地山試料で

は、範囲が2.55～ 2,75P205mg/g、 平均値2.68P205mg/g(SD:0.■ o,CV:4.1)を示す。平均値だけで比

較すると柱穴底の地山試料 (試料番号底 1～底 3)で最も高く、次いで柱痕外試料、柱痕内試料の順である。
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試料採取層位 全炭素量 (%) 全窒素量 (%) C/N比

土壌 lgぁ たりの抽出腐植酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

土壊 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

可溶性腐植あたりの

腐植酸の割合 (%)

乾± lgぁ たりの

全 リン酸量 (mg)

第72図  C9号 方形柱穴列 O-2の上壌理化学性
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また、柱痕内試料においても内容物による影響を示唆する特徴的な濃集は認められない。この点からも、覆

土内に柱材の成分が残留しているとは考えにくい。

f。 ビットd-2(表 2-そ の 5-,図 73)

・炭素含量

柱痕内試料の含量範囲は3.77～ 5.12%、 平均値4.34%(SD:0.418,CV:9.6)を 示す。各試料の差は、ロ

ームの混入量の違いによるものと思われる。一方、柱痕外試料の含量範囲は3.47～ 3.76%、 平均値3.68%

(SD:0.108,CV:2.9)である。柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)では1.55%を 示す。両者ともに柱穴内

よりも低い平均含量が認められる。しかし、この差異はロームの混入状態の違いによるものと推定される。

・窒素含量

柱痕内試料の範囲は0.27～ 0。 32%で平均値0.29%(SD:0.016,CVi5.4)である。柱痕外試料の含量範囲

は0.25～ 0。 28%で、平均値0.27%(SD:0.o10,CV:3.9)で ある。柱穴底面の地山試料 (試料番号底 2)の

含量は0。 17%を 示す。

柱痕内外での窒素の含まれ方は、炭素含量でのそれと類似しており、炭素含量と同様なことが推定される。

・ C//N上し

柱痕内試料の範囲は14～ 17で平均値15(SD:0.9,CV:6.0)、 柱痕外試料の範囲は13～ 14で平均値14(SD:

0.5,CV:4.1)、 柱穴底の地山試料 (試料番号底 2)は 9の数値を示す。各試料ともに20を 越えるものはな

く、未熟な有機物を含む状態の土壌ではなく、黒ボク上であることが示唆される。

・腐植組成

柱痕内試料では、 a値の範囲が8.06～ 46.23m1/g、 平均値17.88m1/g(SD■ 0。 475,CV i58.6)、 b値の

範囲が5.96～ 9.57m1/g、 平均値7.37m1/g(SD:1.054,CV i14.3)、 PQ値の範囲が 57～ 83%、 平均値68

%(SD:7.4,CV:10.8)、 И logk値の範囲が0.502～ 0.529、 平均値0.512(SD:0,0067,CV:1.3)、 RF値

の範囲が80～ 204、 平均値156(SD:26.2,CV:16.8)を 示す。

柱痕外試料では、a値の範囲が5.28～ 14.79m1/g、 平均値8.80m1/g(SD:3.88,CV:44.1)、 b値の範囲

が5.39～ 9。 81、 平均値6.20m1/g(SD:0.838,CV:13.5)、 PQ値の範囲が48～ 65%、 平均値57%(SD:
8.2,CV:14.5)、 И logk値の範囲が0.508～ 0.521、 平均値0.513(SD:0.0046,CV:0。 9)、 RF値の範囲が

137～ 166、 平均値152(SD:11.3,CV i7.4)を 示す。柱穴底面の地山試料 (試料番号底 2)では、 a値が0.08

m1/g、  b値が1.15m1/g、 PQ値が 7%、 狐 ogk値が0.632、  RF値が88を痴Rす。

以上の結果から、a値、b値、PQ値では平均値において柱痕内試料で高い傾向が認められる。しかし、こ

れらの値は炭素含量と同様にロームの混入量によって左右されていると考えられる。また、И logk、 RF値な

どの腐植酸の光学的性質は各試料とも類似し、腐植酸の型はほとんどがA型である。

・ リン含量

柱痕内試料では、範囲が2.36～ 2.68P205mg/g、 平均値2.54P205mg/g(SD:0.079,CV:3.1)、 柱痕外試

料では、範囲が2.38～ 2.58P205mg/g、 平均値2.48P205mg/g(SD:0.075,CV:3.0)、 柱穴底の地山試料で

は、2.90P205mg/gを 示す。平均値を比較すると柱痕内試料、柱痕外試料 ともに有為な差異は認め られない。

また、柱痕内試料においても木材による影響を示唆する特徴的な濃集はない。したがって、覆土内に柱材の

成分が残留しているとは考えにくい。
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試料採取層位 全窒素量 (%) C/N比全炭素量 (%)

土壌 lgぁ たりの抽出腐植酸の1/10N
過マンガン酸カリウム消費量 (ml)

土壌 lgぁ たりの抽出フルボ酸の1/10N

過マンガン酸カリウム消費量 (ml)
可溶性腐植あたりの腐植酸の割合 (%)

И logk 腐植酸単位あたりの相対色度 分類型 乾± lgぁ たりの全 リン酸量 (ng)

第73図  C9;方 形柱穴列 d-2の上壌理化学性
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第 6節 柱材の痕跡について

今回は、柱材が柱穴内で自然に朽ちたと仮定して、C区 7号・C区 9号の各方形柱穴列の柱穴覆土を対象

として土壌理化学分析を試みた。その結果、柱材の痕跡を積極的に示唆する分析結果は得られず、むしろ周

囲の上壌と同様な傾向が認められた。したがって、現段階では柱材が柱穴内で自然に朽ちた可能性は低いと

′考える。

このような分析調査事例は、これまでにほとんど行われておらず、試料の採取方法や分析項目の選択など

調査方法に関しても検討の余地が残される。今回は上記のような問題を解決するための端緒として、土壌理

化学的な資料を得ることができたと考える。今後、他の方形柱穴列 も対象として、同様な土壌理化学分析調

査事例 を蓄積する必要がある。また、分析手法ばか りでなく、土質工学、建築学などの観点からも検討を加

え、堆積構造を理解して、今回の調査結果を再評価する必要があろう。
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第Ⅶ章 阿久尻遺跡の地形地質

第 1節 阿久尻遺跡の地形的な位置

阿久尻遺跡は茅野市の中心部から南東へ 4 km、 市のはずれに位置し、原村との境界部にある。付近一帯は

八ヶ岳の裾野に広がる広大な火山麓扇状地の最末端部にあたる。遺跡のある丘は火山麓扇状地面では最高位

にあたり、第 1段丘面 (茅野市史自然編)、 または茅野面 (東郷正美,1987)・ 1面 (藤森孝俊,1991)な ど

と呼ばれている (第74図 )。

火山麓扇状地は放射谷によって開析が進んでおり、遺跡の南側には阿久川、北側には大早川がある。遺跡

の西端部では放射谷が宮川に向かって落ちこんでいるため、谷が急激に深 く掘 り込まれ、火山麓扇状地が分

断され、河間地に取 り残された馬の背状の丘陵地形になっている。なお、阿久尻とは原村の阿久遺跡から300

m余離れた位置にあり、阿久の丘の尻にあたるところから名前が由来したという。

阿久尻の末端は糸魚川―静岡構造線 (以下、糸静線と記す)に よってたち切られ、宮川に面する急崖でも

って終わっている。糸静線までは150m余の近距離にある。

第74図 諏訪盆地周辺の糸魚川―静岡構造線 と阿久尻遺跡の位置

(原図は金子,1972に もとづ き、松田,1992に より加筆されたもの)

糸魚川―静岡構造線がA一 Bと C―Dの ように雁行している。地盤が矢印よりに (左ずれに)動いているた

め、BC間の距離が長くなり、その間が引っ張られて陥没する。こうして諏訪盆地 (諏訪湖)がつくられた。

阿久尻遺跡はC―D断層の茅野市街地の南東に位置している。
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第 2節 阿久尻遺跡に発見された地割れ群

遺跡は、ゆるくうねった馬の背状の台地上にあり、長さ400m、 幅80mの広がりを見せ、縄文前期前半とさ

れる住居l■群および方形柱穴列群からなる。柱穴列群が中央に、それをとりまいて住居址群が配置されてい

る (第 75図 )。

台地の表層は数mに達する風成のテフラが被覆 している。テフラのことを一般に “赤土"と 呼んでいて、

遺跡調査は表土から赤土までを争」ぎとるように進められる。表上が系Jぎ取られ、一面に赤褐色の赤土が現れ

たとき、住居址や柱穴列の部分だけ黒っぽい土によってその存在が認知できる。阿久尻の場合、ひときわ目

立つのが柱穴列で、黒上がつまった円形の柱穴が赤土とのコントラス トによって鮮やかに確認できる。

こうした状況の中で、地割れが発見された。赤土を割るようにして黒上がつまっている。たぶん、赤土の

台地にぱっくりと割れ目が口をあけ、割れ目の中を黒上が充摸してしまった。これは、自然現象による割れ

目であることが判然としたものである。さらに、調査が進むと地割れがあちこちに走っており、阿久尻台地

の一帯に広がっていることがわかったのである(写真 2、 第75図 )。 こうした地割れは、地震によって生 じる

ことがおおい。

阿久尻台地は東西に細長 く伸びている。その伸びの方向に地割れ群の伸びの方向もほぼ一致していて、西

北西―東南東の走向を示 している。

写真 1 調査地の全景。東から西方を見る◇

背景は南アルプス側の山地。

写真 2 地割れ調査のため重機で掘 る。

写真中央は10号柱穴列で地割れを充填する黒土

帯が手前から、柱穴列に向かってのびている。

この走向はN70Wで、地割れの一般走向を表 し

ている。
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第 3節 地割れの形態

(1)C10号方形柱穴列 を切 る地割れ

方形柱穴列群の中央部にC10号方形柱穴列がある(第75図 )。 柱穴は一辺が 5本の柱からなる正方形で、北

側の柱穴列を地割れが切っている(第 76図、写真 3～ 7)。 C10号の場合、地割れが柱穴の底面を切 り、約20

cmの落差があらわれている。このことから、阿久尻地割れ群は方形柱穴列群より新 しいことを示 している。

地割れの発生年代がわかれば阿久尻遺跡の年代がそれより古いということになる。

(2)開 口落下型の地割れ―C18号方形柱穴列の場合 (写真 8～ 14、 第77図の a)

18号柱穴列の トレンチ調査では幅 2m余、深さ3.4mの トレンチを掘った。この地割れは幅が1.1～ 1.3mの

開口落下型の地割れで、両側のクラックが並行するように深部へ伸び、クラックにはさまれた部分は下方に

落ち込んでいる。3.4m下 の トレンチの底のにも生々しい黒上が充損する8～ 10cm幅 のクラックが走 り(写真

く目業_

く

上

―

―

D_~駁蘊ぞ③ 00// 開口割れ目
第76図 阿久尻遺跡 C10号方形柱穴列 を切る地割れの平面図

0    1   2m

(茅野市教育委 員会原図 )

写真 3 10号柱穴列を通る地割れを西方から見

る。

地割れは手前正面から奥に向かってのびている。

走向はN70W。
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写真 4 写真 3の手前の部分で柱穴を切る地割

れの断面を示す。

トレンチの深さは約 2m。

写真 5 写真 4の右側部分 を示す。

地割れは北落ちで落差約40cmを示す。この割れ

日は図76で西恨Jの柱穴底を落差20cmで切る。

写真 6 写真 5の割れ目をアップしたもの。

写真 7 写真 5の左根Jの割れ目をアップしたも

の。

この割れ目の上部左側で、図76に 示されるよう

に北側柱穴列 を北落ちの落差約20cmで切ってい

る。
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写真 8 18号柱穴列①

壁面をねじり鎌でクリーエングする山梨大学の

今泉俊文先生

写真 9 18号柱穴列②、クリーニング終了。

トレンチの深さ3.4m、 幅 2mでぁる。地害」れは

底まで達していて下限はわからない。写真右恨U

が1ヒ。

写真10 18号柱穴列③、壁面で見られる地割れ

の全容。

クラックが 2本平行 して底まで達 し、 2本のク

ラックの間の赤土が菱形のブロックに くだけて

下に落ち込んでいる。

2本のクラックの幅は1.1～ 13mぁ り、底へ向

かってだんだん狭 くなる。
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写真11 18号柱穴列④、 トレンチの側面と底面までの全容。

トレンチの底は深さ3.4mで、そこに御緑一三岳スコリア層をはさんで

いる。スコリア層はクラックをはさんでくいちがっている。 2本のク

ラックにはさまれた中央部分は60cm下 に落ちこんでいることがわかる。

写真12 18号柱穴列⑤

地割れの底部で深さ3.4mの 部分。南側のクラッ

クは 8-10cmの 幅に開いており、新鮮な黒土が

つまっている。そこの黒土 (サ ンプルNo l)か

ら適量のAT火 山ガラスが検出された (第 3

表)。

写真13 18号柱穴列⑥、

サンプルNo 3は南倒クラ

地割れの上部。

ックで、深さ lm、 AT
の混入は僅少。

サンプル 4と 5はヨヒ側 クラックでATの混入は

ほとんどなし。

12)、 地割れの底はどこまで達しているかわからない。地割れは想像以上に深いものだと実感できる。底部で

の両クラックの幅は約50cmで害1れ 目がだんだんせばまっている。底部の近 くに御岳三岳テフラのスコリア層

があり、クラックによって切られている。スコリア層のくいちがいにより、地割れの間が60cm落ちているこ

とがわかる。
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a 18号柱穴列の トレンチ

(開 口落下型)

b Nα 4ト レンチ C No 6ト レンチ

|※ 斡  刊

d 14号住居址のトレンチ (北落ち正断層型)
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第77図 地割れのスケッチと広域テフラ試料採取地点(1)
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写真14 18号柱穴列⑦、地割れの下部。

サンプルNo 2は 深さ2.8mで、北側のクラック。

サンプリングの上下に御嶽一三岳スコリヤがあ

る。Nα 2の黒土から月ヽ量のATが検出された。

地割れによって開日した菩Ь分には黒上がつまっている。特に地表部では陥没部 を埋めて大量の黒土がつま

っている。深部へのびている両側のクラックではところどころに空隙ができている。地割れは電光型に屈曲

しており、二系統に走るクラック系によって菱形のような赤土の大小ブロックが乱雑につまったような見か

けを呈している。広域テフラの姶良Tnテ フラ (以下、ATと 記す)は深さ3.4mの クラック内でAT降下層

準に匹敵する量の混入があった。反面最上部の黒土内ではATの混入が極めて微々たるものであった。

※テフラの名称は火山灰アトラス (町田・新井1992)に よる。

俗)正断層型の地割れ一C14号住居址の場合 (写真15～ 18、 第77図の d)

14号住居址も地割れ群によって切 られている。ここでは幅 5m余、深さ3.8mの トレンチを掘って観察 し

た。床面を切る2本の地割れと床の南縁をかすめるものと計 3本の地割れがあり、さらに分岐するものも含

めて地下では 4本の地割れがある。 トレンチ内の深さ2.0～ 2.6m付近に御岳三岳テフラがはさまれており地

割れの部分でテフラ層が くいちがっている。どの割れ日でも北落ちの落差が認められ、割れ目ごとに階段状

に下がっている。こうした様子から正断層型の地割れとした。

地割れの 1本 ごとの幅は月ヽさい。地表部で30～ 40cmあ るが、赤土のなかでは20cm以下である。割れ目の届

曲もあまりはげしくない。北側の地割れの深さ2.6mか ら採取したNo10サ ンプル中には少量のAT火 山ガラス

が混入している。この地割れではNα 8～ 10の 3点からATが検出されており、AT火山ガラスの混入度が良

Vヽ 。

写真15 14;住居址①、住居jIを切る地割れの

全容。

床面を2本の地割れが通り、どちらも北側が落

ち込んでいる(写真左が北)。 南側で深 2mの と

ころに御嶽一三岳スコリヤ層がある。
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写真16 14号住居址②、北側の地割れ。

深26mの位置、ポールの右側 とクラックの左狽」

とで三岳スコリヤが落差15cmで北側に落ち込ん

でいる。サンプルNo10の黒土か らAT火山ガラ
スが検出されている。

写真17 14号住居址③、床面を切る南側の地割
れから分岐したクラックが中央部をとおってい

る。

写真は深さ22mで三岳スコリヤ を切 るクラッ

ク。ここでもスコリヤ層の くいちがいにより、

北落ちで落差 5 cmである。

写真18 14号住居址④、床面を切る南側の地割

れの下部。

深さ2.6m、 地害1れ をはさんで、三岳スコリアが

はいっており、そのくいちがいによって北落ち

で30cmの落差がある。地割れ最下部がサンプル

Nα 13。 僅少のATが検出された。

写真19 16号柱穴列①、AT火 山ガラスのサン

プノL/Nα16を採集した地割れ。

開口型の地害よれで、割れ日の向きが北傾斜。

す|=
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螂， 一一一一．一一

写真20 16号柱穴列②、サンプルNo16、 採取部

を示す。

採取部の下の深さ2.lmの ところに二岳スコリ

ヤがある。三岳スコリアは割れ日の北側で数cm

落ちている。

写真21 16号柱穴列③、サンプルNo16、 採取部

をアップしたもの。

地割れの中の赤土のブロックとその間のすき間

を充壊する黒上の様子を示す。

写真22 17号柱穴列①、開口型の地割れで、左

右のクラックの間の幅は80cm。

写真23 17号柱穴列②、サンプルNα18がポール

の右側、No19が ポールの左側。

18は 深 さ2.lmで ATが検出された。深さ2.6m

に三岳スコリヤ層があり、スコリヤ層は左右の

クラックの中で20cm落 ちている。
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f 17号柱穴列の トレンチ

舛 謗

e 16号柱穴列の トレンチ

g 9号柱穴列の トレンチ (2組の開口落下型地割れ)
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第78図 地割れのスケッチと広域テフラ試料採取地点(2)
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第 3表 地割れを充損する黒上の分析結果

採

点

料

地

試

集
トレンチの場所

主 な 鉱 物 火山ガラス
その他

重  鉱  物 軽鉱物 bw pm

1 18号柱穴列 hy>mg>auttho fl>qz 0

18号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>qz ●

18号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>qz

18号柱穴列 hy>mg>auttho fl)>qz 0

5 18号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>q多 ● br

6 18号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>qz ● br

7
18号柱穴列

(On Mt)
hy>mg≫>au

8 14号住居址 hy>mg>au>ho fl>qz ●

9 14号住居址 hy>mg>au)>ho fl>qz ●

14号住居llL hy>mg>au>>ho fl>qz ● br

14号住居址 hy>mg>au>hO fl>q7

14号住居址 hy>mg>au>ho fl>qz ●

14号住居址 hy>mg>au>ho fl》 qz ●

No 4ト レンチ hy>mg>au〉 >ho fl>qz 0

Nα 4ト レンチ hy>mg>au>ho fl>qz ●

16号柱穴列 hy>mg>au fl≫>qz 0

No 6ト レンチ hy>mg>au〉 >ho fl≫>qz

17号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>qz ●

17号柱穴列 hy>mg>au≫>ho fl≫>qz

9号桂穴列 hy>mg>au fl>qz 0

9号柱穴列 hy>mg>au>ho fl>qz ●

9号柱穴列 hy>mg>auttho fl>qz 0

几  例

〔鉱物〕ol iかんらん石 au:普通輝石 hy:し そ輝石 ho:角 閃石 di:黒雲母

mg:磁鉄鉱 qz:石英 fl:長石

( )は ごくわずか含まれるもの

〔火山ガラス〕bw iバブル型火山ガラス pm:軽石型火山ガラス br:褐色ガラス

ガラスの含有量 ● 10%以上 。 1～ 10% ・ 1%以下

-154-



試料採集地点 トレンチの場所 火山ガラスの含有量 ガラスの届折率 同 定

1

2

3

8

9

10

13

15

16

17

18

20

21

22

18号柱穴列

18号柱穴列

18号柱穴列

14号住居址

14号住居址

14号住居址

14号住居址

No 4ト レンチ

16号柱穴列

Nα 6ト レンチ

17号柱穴列

9号柱穴列

9号柱穴列

9号柱穴列

中

稀

非常に稀

稀

稀

稀

非常に稀

稀

非常に稀

非常に稀

稀

稀

稀

稀

1498´-1.501

1497-1500

1.497-1499

1498-1501

1498々ヤ1.501

1.498-1.501

1498-1.500

1.498-1500

1.500±

1499々-1.500

1.498-1501

1.498-1.501

1.498-1500

1.498-1501

AT
AT
ATP
AT
AT
AT
AT
AT
AT
AT
AT
AT
AT
AT

第 4表 地割れを充損する黒土中の火山ガラスの屈折率

(浪1定及び同定は東京若Б立大学町田洋教授による)

“

)地割れ と広域テフラの産状

広域テフラの分析は トレンチ調査をした7ヶ 所の地割れにつまっている

黒土から、22個の試料採取をおこなった (第 3・ 4表 )。 すべての試料から

AT火山ガラスが認められる。しかし、ATの混入量からみると、割れ日

の中の下の方からおおく検出される傾向があらわれた (第 5表 )。 反対に、

割れ目の上部からはごく僅か検出されるのみ、または検出されないのもあ

った。地割れができる前に表層にあった黒土層は約40cmの厚さである。地

割れ発生によって、この黒土層が割れ目の中へ落下したと思う。AT降下

層準にあたる下層の黒土層ほど深 く落下したのではないかと推測される。

第 5表のように、AT火山ガラス層準は平均的に約2.3mほ ど落下している。

第 5表 地割れに落ちこんだ

AT火 山ガラスの深さ

(0 2組の開口落下型地割れが並ぶ―C9号方形柱穴列の場合

C9号柱穴列を横切る幅 7m、 深さ3.5mの大きな トレンチを掘った (写真24～ 29、 第78図の g)。 この壁

面には 2組の開口落下型地割れがみられる。南側の地割れ (試料採取Nα21と 22の地割れ)は、南へ傾斜した

2組のクラックが底部に向かって伸びており、底部に向かうにつれて間隔がせばまっている。地表部の幅は

1.5m、 3.5mの 深さで0.5mと なる。それぞれのクラックとも、上部ほど幅が広い。約 3mの深さの層準に御

岳三岳テフラのスコリア層がある。このスコリア層にくいちがいが認められ、開口部が30cm落 ち込んでいる

ことを示している。

北側の地割れ (試料採取Nα20の地割れ)は、地表部が北側柱穴列の部分 と一致している。この開口落下型

地割れは地表部の幅が1.4m、 3.5mの 深さで0.8mと なる。御岳三岳テフラ層の層準では落下部が40cm落 ちて

いる。北側の地割れと南側の地割れの中間では 3本のクラックがある。 2mの深さの部分で、それらのクラ

ックが口をあけている。開口地割れの部分でも、同じレベルでクラックが広がっている傾向を示す。これと、

試料 NO. 深 さ (m)

ユ

平  均
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写真24 9号柱穴列①、このトレンチは幅 7m
深さ3.5mと 大きく掘ってみた。

左右に開口型の地割れが並んでいる。

写真25 9号柱穴列②、北側の柱穴列の部分に

開口型の地割れがある。

3mの深さに三岳スコリヤ層があり、開口部で

40cln落ち込んでいることがわかる。

写真26 9号柱穴列③、テフラ調査のサンプリ

ング位置を示す。

北 (左)よ り南 (右)へ Nα 20、 21、 22の順であ

る。

写真27 9号柱穴列④、北側 (左)のNo20の位
置より下側をアップしたもの。
ポールのところと写真右側のクラックの間で二

岳スコリヤ層が40cm落 ち込んでいる。
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写真28 9号柱穴列⑤、写真27の三岳スコ

層の部をアップする。

40cmの落差が見えている部分。

写真29 9号柱穴列⑥、テフラサンプルNα 21と

22の位置の下の部分。

ここの開口割れ目の中は、三岳スコリヤ層によ

って30cm落 ち込んでいることがわかる。

AT火山ガラスの落下部位とが一致しているようにも推測される。

第 4節 地割れの傾向

阿久尻遺跡の地割れはどんなものか気づいたことをまとめる。

① 台地状の調査地一帯に分布する。一部、斜面にも認められるが、平坦な台地上に集中する。地割れの

一般走向はN70°Wで東西に近い。

② 調査 した地割れの大部分は開口落下型で開口部の幅は地表で 1～ 1.5mぁ り、下に向かってだんだんせ

ばまっていく。 トレンチは深さ3.5mま で掘ったが、地割れの底には達 していない。3.5m付近での開口部の

幅は0.5～ 0.8mく らいである。もし、開田部が単純なクサビ型モデルとする

ならば、地割れの深さは7～ 10mに達するものと推定される。

③ 開口した地割れの間は落下している。深さ2～ 2.5mの部分に御岳三岳

テフラのスコリア層がはさまれている。このスコリア層によって、その深さ
 寸

での落ち込み量がわかる。大小さまざまの落下量を示 し、 5～ 60cmが確認さ

れた。開口部の幅がせ まいと落下量が大 きく、幅が広い場合は落下量が小さ

いといえそうな傾向を見せている。つまり、開日した割れ目がせまいと、割

れ目が並行していて地下深くまで達している可能性を示している。

④ 前項と同様な傾向を示す資料としてAT火 山ガラスの落下量がある。

ATは地表をおおう厚さ40cmの 黒上の下位がその層準と推定される。 C18号 第79図 雁行状割れ目の配列

右が
］

左�
駒
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柱穴列の地割れでは深さ3.4mの ところにAT集中の黒上があったので、ATの落下量は3mでぁる。この地

割れは、地下深くまで達しているものと想像される。

⑤ 地割れ群の並び方

阿久尻遺跡の地割れ群の並び方は「杉型」である (第79図 )。 地割れの分布を第75図で見ると杉型に配置し

ているからである。こうした割れ日は右ずれ雁行割れ日とも呼ばれており、右ずれの引張力で生じる。阿久

尻の場合、遺跡のある尾根状の台地の北側は右へ向かって引張られ、南側は左へ向かって引張られたために

生じた地割れである。

第 5節 地割れはいつできたか

(1)地割れ内を充填する黒土中の広域デフラ

2節で記述したように地割れの発生源は地震であり、その震源となったのは、糸魚川一静岡構造線の活動

であろうと推定するのが、もっとも妥当と考えられる。地割れが地震による開口割れ日とすると、まさに“地

震の化石"に ほかならない。では、いつの地震であろうかという課題が重要な問題となってくる。

地割れのできた年代を決め出したいため、地割れの中を充填する黒土を採集し、黒土中に混入する広域テ

フラを分析した。予想としては、南九州姶良カルデラ起源のATが多分検出されるであろう。さらに、南九

州鬼界カルデラ起源の鬼界アカホヤテフラ (以下K― Ahと 記す)が検出されるかどうかが年代を決める鍵

になりそうである。何故なら、K一 Ahの噴出は約6,300年 前であり、阿久尻遺跡の縄文前期前半とされる年

代と一致してくるからである。

試料の収集は、 7地点の地割れから22試料と地表での試料を加えたものである。地割れでの試料収集個所

は第77・ 78図に示してあり、各試料の分析結果は第 3。 4表のようである。各試料とも広域テフラであろう

と予想されるバブル型火山ガラスが混入している。その中で15試料の火山ガラスの届折率を測定した。AT

かK― Ahかの決定はガラスの屈折率を測定するのが確実で手っとり早い方法である。測定は東京都立大学

の町田洋教授にお願いした。第 4表の結果から明らかなように、15試料の火山ガラスの屈折率は各試料とも

ATの屈折率である1.498～ 1.501に一致している。K一 Ahの屈折率である1.508～ 1.516に相当する火山ガ

ラスは皆無である。

K― Ahが地割れの中に入っていないことから地割れ (地震)は K― Ahの降下期より前であることが判

明した。K― Ahの年代は6,300年 前であるから、6,300年 前より古いことが確認できる。またATの存在か

ら2万 1,000年前よりは新しいことになる。

遺跡が縄文前期前半であるとされていることから、地割れは遺構を切っているため、地震発生の年代は

6,300年 前より、わずかに古いと推定できる。

修)阿久尻遺跡のテフラについて

遺跡では4m以上のテフラによっておおわれている。地割れ調査のための14号住居址 トレンチでは3.4mま

でのテフラの断面が観察できた(第80図 )。 最上部は約40cmの 黒土で、その下位にAT火山ガラスが含まれて

いる。深さ2～ 2.5mの ところに御岳三岳テフラがあり、そこまでが新期御嶽テフラの上部層である。下部層

は御岳三岳テフラの下から出ているが、調査地点では御岳第1テ フラまでは掘られていない。遺跡の南側斜

面で御岳第1テ フラが確認できた。したがって、阿久尻遺跡における風成テフラ層は4～ 5mの厚さがあり、

御岳第1テ フラまでが見られる。阿久尻遺跡から原村菖蒲沢に通じる道路ぎわで、中央道より200m西側にテ
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柱状図 特 徴
主 な 鉱 物 火山ガラス

その他
重  鉱  物 軽鉱物 bw pm

黒 土 hy>mg>au>hO fl>qz 0 br

褐色火山灰 ハー ド

hy>mg>au≫ hO fl,》 qz

hy>mg>au≫ ho fl≫qz

褐色火山灰 ややソフト

hy>mg>au≫ hO fl参>qz

hy>mg>au≫ hO fl》 qz

hy>mg>au≫ ho fl≫ qz

hy>mg>au≫ hO 岩片十

hy>mg>au≫ hO 岩片十

hy>mg>au≫ hO 岩片十十

hy>mg>au 岩片+

hy>mg>au 岩片十

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

赤褐色スコリア

On―Mt
hy>mg fl

責褐色火山灰 ややハー ド

hy>mg>ho≫ au 軽鉱物多

hy>mg>ho≫ au fl 軽鉱物多

黄褐色火山灰 ソフト

hy>mg>ho≫ au 軽鉱物多

hy>mg>ho 軽鉱物多

凡  例

〔鉱物〕ol:か んらん石 au:普通輝石 hy:し そ輝石 ho:角 閃石 bi:黒雲母
mgi磁鉄鉱 qz:石実 ai長石
( )はごくわずか含まれているもの

〔火山ガラス〕bw iバブル型火山ガラス pm:軽石型火山ガラス br:褐色ガラス
ガラスの含有量 ● 10%以上 0 1～ 10% 。 1%以下

〔柱状図〕△ 軽石 ▲ スコリア :,砂～泥 O礫  ■角礫 No黒土
白抜きは火山灰

第80図 C14号住居祉の トレンチにおけるテフラ柱状図
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フラの自然露頭がある(第81図 )。 ここでは道路面に御岳伊那テフ

ラがあり、その上に、御岳辰野テフラ、御岳三岳テフラが重なる。

黒土までの全層厚は2.45mで ぁる。

阿久尻は八ヶ岳山麓の火山麓扇状地面にあたり、当地域の地形

面としては一番古 く、茅野市 。原村から富士見町一帯にかけて御

岳第 1テ フラ層以上が風成テフラとして被覆している。

ムご
フ

ロ

フ

ト
テ
層

フ
期
部

ソ
新
上

黒 土

新期テフラ下部層

軽石密集

軽石散在

軽石層 〔御岳―辰野On― Tt〕

入る

軽石散左

軽石層 〔御岳―伊那〕

粘土混じり

スコリア層
〔御岳一三岳 On一 Mt〕

‐ 下部層と上部層
との境界

第 6節 阿久尻遺跡の地害Jれ群 と

糸魚川―静岡構造線の活動

(1)糸魚川―静岡構造線 と諏訪盆地の形成

本州を横断している糸静線は活断層として活発な動きを持つ代

表的な断層である。諏訪盆地は地震をおこしながら沈降を続けて

きた歴史をもっており、沈降量が大きいので入ヶ岳山麓から流れ

集まる宮川や上川の水が盆地内に貯水され、諏訪湖となっている。

諏訪湖のボー リングによれば (山崎ほか,1987)、 諏訪市渋崎に

おいて深度250mま で砂・シル トの互層を主としており、泥炭層や

宮川から流入した軽石や安山岩礫もふくまれている。深度66.3mに は南九州からのAT火山ガラスが含まれ

ており、 2万 1,000年 間の堆積速度は1,000年 あたり3.lmと なる。深度210.5mに は御岳第 1テ フラが含まれ

ており、8万年間の堆積速度は1,000年 あたり2.6.mと なる。下の地層ほど、圧密作用をうけているのでだん

だんと堆積速度が増したとはいえない。平均して 3mく らいの堆積が進行 してきたのではないかと述べられ

ている。これを裏がえしていうならば、諏訪湖を中心にして1,000年 間あたり約 3mずっ沈降し続けていると

いえる。

同じく、渋崎での天然ガス調査ボー リングによると(本島ほか,1953)、 深度371mま で砂・米占上が くりかえ

されており、基盤岩には達 していない。岡谷市下浜では深度400mま で砂・粘上が続いている (市川,1954)。

こうした事実から、諏訪湖、つまり、諏訪盆地は地震による盆地の沈降と湖面の拡大、続いておこる砂・

粘土などの堆積作用で湖面が徐々に縮小していく、こうした過程を何回となく、 くり返すことによって現在

の姿が生まれてきたのである。

山崎ほか (1990)に よれば、渋崎周辺のボー リング調査によって珪藻化石分析が行われている。湖が拡大

したときは浮遊性の珪藻が大量に含まれてくる。深度70m(約 3万年前)ま では河成氾濫原が今より拡大し

ており湖水域は縮小 していた。しかし、この期間に数回の湖の拡大が認められる。特に最近の 4～ 5,000年 前

に湖水域が拡大し、現在は徐々に縮小 している。こうしたサイクルは気候変動より短周期で起きており、湖

水域の変化は盆地縁辺部での断層運動、つまり、地震活動を反映していると推定されている。

こうした諏訪盆地はいつごろ誕生したのであろうか。諏訪盆地の中には400m以上の厚い堆積物がつまって

いる。長い間の造盆地運動の結果として厚い堆積物がつもり積 もったわけであるから、盆地底をつ くる基盤

が見つかれば沈降運動がいつから始まったかがわかるが、今のところボー リングでは見つかっていない。盆

地周辺の山地には、古い火山砕層岩類からなる塩嶺累層が広 く分布している。諏訪盆地の開裂は塩嶺累層の

堆積後であって、120～ 150万年前ごろからはじまったと考えられている (藤森,1991)。

諏訪湖の成因は古 くから火山説が有力だった。火山説を否定し、断層説が主張されはじめたのは60年前こ

道路のアスファルト

第81図 阿久尻遺跡近傍のテフラ露頭

(中央道より200m阿久尻より)
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ろからである(三沢,1930)。 諏訪盆地は北東縁 と南西縁の山麓に断層が生 じ、断層にはさまれた盆地部が沈

降をくり返して諏訪湖ができたと説明されるようになった。

現在、一般的に認められているところの、糸静線の動きによる横ずれ堆積盆 (プルアパー トベイズン)と

して諏訪盆地が沈降したという提唱は金子 (1972)に よる。いまから20年前である。

金子 (1972)に よれば、諏訪盆地は糸静線の屈曲部が左横ずれ断層の動 きによって生 じた横ずれ堆積盆で

あると明確に図示されている(第 74図 )。 阿久尻遺跡のす ぐ横を通っている糸静線は今まで述べたような諏訪

盆地の形成とかかわって活動を続けてきた代表的な断層である。

修)茅野市を通 る糸静線の茅野断層について

糸静線の主断層は茅野市の市街中心部を通 りぬけ、阿久尻遺跡から150m離れた南西側を通過 している。こ

の主断層は東独I(1987)に よって茅野断層と命名されている。茅野断層についてはさらに藤森 (1991)、 藤森・

太田 (1992)に より報告されている。藤森によると茅野断層は左横ずれ変位を示 し、平均変位速度は1,000年

あたり8～ 10mに達 し、日本で最大級の変位速度をもつA級活断層と指摘されている。なお茅野断層の縦ず

れ変位速度は1,000年 あたり0.2～ 0.4mで、横ずれ変位速度の1/20～ 1/50と されている (藤森,1991)。

諏訪地区の糸静線は、左横ずれ変位をもつ活断層であることが知られている。左ずれ変位がもっとも明瞭

に示されている事実 として中央構造線の左横ずれ変位量の12kmが ある。12kmの 変位量は諏訪盆地が開口を開

始したと考えられる120～ 150万年前から今までの総変位量となる。そうしたとき、茅野断層の変位速度であ

る1,000年 あたり8～ 10mは 矛盾 しない変位速度である。

茅野断層でみられる変位量は藤森 (1991)に よると、茅野市坂室において550mと されている (第82図 )。

この変位量は 6万5,000～ 5万5,000年前から開始されたものとしている。6万5,000年前というのは、御岳三

岳テフラの降下年代に相当するから、同テフラが降下した頃、ないし、その直後から茅野断層の変位が地形

に記録されているということになる。坂室における変位地形から、糸静線の左横ずれ変位がはっきりするわ

けであるが、諏訪盆地周辺において、坂室のように明確な変位地形を残 しているところは他にない。坂室は

阿久尻と近接する場所で、しかも、糸静線を代表する茅野断層による変位地形が唯―明瞭に残っている場所

として重要である。

現左、坂室では茅野断層に沿ってJR中央線と、国道20号線が通っていて地形改変が著しいけれど、坂室

の観音堂のある小山 (830m)は茅野断層による閉塞丘 (シ ャッター リッジ)と して学術的価値が高く、地形

景観 として保全すべきものである。この閉塞丘の北西側 と20号線との間の谷は茅野断層による載頭谷であっ

て典型的な横ずれ谷の形態を残している。こうした閉塞丘と載頭谷をセットにした景観保全指定が望ましい。

●)阿久尻の地割れ群 と糸静線活断層系の活動について

阿久尻遺跡に地震による開口割れ目があることが、茅野市教育委員会からの依頼で1991年 6月 3日 に現地 ,

を予察してみてわかった。その後、市教委では地震考古学の寒川旭氏に連絡、 7月末に同氏が現地を訪たた。

この結果は寒川 (1992)に より簡単にふれられている。

地割れの本調査は遺跡調査終了後の 8月 9日 に重機を入れ、 トレンチを掘っておこなわれた。このときは

われわれ 2名のほかに、数回にわたる糸静線の トレンチ調査に加わっている山梨大学の今泉俊文氏も参加さ

れた。こうした経過で実態を見せた地割れ群について、特に活発な活動をくり返している糸静線とどのよう

にかかわっているのか考察する。
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諏訪郡内の糸静線は何ヶ所かで トレンチ調

査が実施されてお り糸静線活断層系によるイ

ベントが明らかになっている。この成果 と阿

久尻遺跡の発生年代を対比したのが第 6表で

ある。これからつぎのような興味深い “古地

震"が示唆される。

① 阿久尻の地割れと同じ年代に並ぶので

はないかと推定されるイベントが金沢の大沢

断層 トレンチにおける5,500～ 6,500年前のも

の、富士見の若宮断層 トレンチにおける7,000

年前以後のものである。仮に、一致した場合、

3者の年代がそろうのは6,300～ 6,500年前と

なる。

② 阿久尻の地割れは茅野断層の活動によ

るものと推定されるから、茅野―富士見間が

セットになって糸静線が活動したと考えられ

る。

③ 岡谷市 中島断層 トレンチにおけ る

4,000～ 5,000年 前のイベントは、諏訪市湖南

野荒神山遺跡の縄文中期半ばの住居址床面を

切る活断層と一致するかも知れない。糸静線

活断層系の活断層は岡谷―諏訪間がセットに

なっている可能性がある。事実、中島断層―荒神山断層は諏訪湖の開裂をおこしている同一系列の断層系で

ある。これに対し、茅野―富士見間では糸静線の活動によって横ずれ性の変位丘陵 (テ クトニックバルジ)

第 6表 糸静線 トレンチ調査等で識別されたイベン ト年代 と阿久尻の地割れ年代 との対比

(1万年前より新 しいイベン トのみ対比した)

坂室の閉塞丘Aは Aア に連続 し

ていた丘陵にあたり、この間の

変位置が550mと なる。

横ずれ性の

年 代
岡谷市今井
中島トレンチ

茅野市金沢
大沢 トレンチ

富士見町
｀
若宮 トレンチ

古文書および荒神山遺跡と
同久尻の地割れの推定年代

より新しV

22〕

:00_―
――・――――かも

40!100+

900100詩

1200  -

55!!00_―――十――――

9300       1
～14000  1

7000      ↑

以後

841 ‐―――中――――

(承和8)信濃国の大地震①

4500

6300
以前

―
 秀擢餅悟あ

↓
阿久尻の地割れ

文  献
岡谷断層発掘

グループ (1988)

糸静線発掘調査

研究グループ (1988a)

糸静線発掘調査

研究グループ (1988b)

①

②

続日本後記

松島・伴 (1979)
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列をつくりだしているというように、地形をつくる変動の様式が全く異なっている。

④ 大沢断層の最新の活動は1,200年 前と推定されている。糸静線発掘調査グループによればこのイベント

イよ F続 日本後記』に記される “承和 8年 (841A.D.)2月 の信濃国地震"に あたる可能性があると述べてい

る。

⑤ 糸静線の トレンチ調査で検出されたすべての断層・活断層による変位地形・住居址床面を切る断層な

どこれらすべての断層は左横ずれ変位を示 している。

は)地割れの成因と糸静線 との関係

阿久尻の地割れ群は杉型割れ日で、右ずれの引張力場のもとで開裂 したものである。開裂は日本で最大級

に活動的だとされている茅野断層の動きと関連しているかどうか、その可能性を検討したい。そこで、地割

れが生 じている周辺の地形を調査 した。

丘陵状に残っている火山麓扇状地は阿久尻遺跡の北側から大早川・阿久川・菖蒲沢・矢口沢などによって

下刻され、先端部が尾根状になって宮川に面する急崖で切られている。阿久尻の南側には阿久川が流れてお

り、遺跡のある台地の末端部付近から急に北西へ向きを変え、台地を深 く侵食しながら木舟集落の北端で宮

川に流れ込んでいる。この流路のとり方は奇妙であって、阿久川の末端部が500mに わたり茅野断層とほぼ平

行 して流れている。阿久尻遺跡と阿久川をはさんでのびてきた南側の扇状地も、その末端部が阿久川の屈曲

により、阿久尻遺跡の西側にへばりつ くように北西へ400mに わたって細長 くのびている。こうした地形配列

は茅野断層と平行する副断層ができていて、その断層の影響で阿久川が屈曲したと推定できるような状況で

ある。

遺跡のす ぐ西側の阿久川屈曲部をさらに調べると、河床に沿う崖に火山麓扇状地を構成 している火山角礫

岩層や砂礫層が露出している。それらの地層の上に御岳第 1テ フラも重なっている。御岳第 1テ フラの位置

は遺跡での標高より低い。だから、阿久川の流れは御岳第 1テ フラの降下年代より前に、すでに、現在のよ

うに屈曲した流れ方をとっていたことになる。

阿久尻遺跡の分布する馬の背状の火山麓扇状地の末端部は、茅野断層の通る宮川の河谷によって直線的に

切断され、扇面と40m以上の標高差ができている。こうした末端部の扇面上を注意してみると複雑で微妙な

微地形がみられる。注目すべき微地形は宮川の崖に面してごくわずかの高まりをもつ小丘列が茅野断層と平

行 して並んでいることと、刻ヽ丘列の東側に微低地アJが同じように平行 して並ぶことである。こうした、微妙

な地形のセットは阿久尻台地の北端部から1.5kmほ どにわたって断続的に続いている。扇状地面を下刻する大

早川から矢口川までの間にあたる。この間の茅野断層は木舟集落から矢口川の出合いにかけてわずかな湾曲

を示している。南西に凸面を向けた31Kを 描いている。扇状地末端部の微地形列 もこの弧に調和 して並んでい

る。

阿久尻遺跡の位置は茅野断層が示すゆるやかな弧の中央部内側に位置する。そして、茅野断層から鋭角に

派出する形で地割れ群が並んでいる。地割れは右ずれ割れ日として生じていることから、茅野断層の左横ず

れ変位に伴って副次的に生じた引っ張 り断裂系として説明できるのではないだろうか (第 82図 )。

横ずれ断層に伴う変形の事例は世界各地で数多く研究されている。主断層の活動に伴って阿久尻の地割れ

のような変形があり得るのであろうか―一、この疑間を解 くためにPriceoCosgrove(1990)を 調べてみた。

その結果を第83図 に示す。

a,主圧縮方向とそれぞれ30° の方向に横ずれ断層 (左ずれ)と 横ずれ断層に対する補足的なねじれ (右ず
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れ)が初生的に生じる例。

b,横ずれ断層 (左ずれ)か ら約60° で派生する生断層

ができる例。

第83図のモデルは茅野断層と阿久尻の地割れについて

合致する事例である。その理由を次に記す。

① 茅野断層にたいし阿久尻地割れ群は一般走向約

60°く養 岐している。

② 地割れが示す右ずれ雁行割れ目は左横ずれ断層に

伴って生じたねじれとして説明できる。

③ 地割れ群は北落ちの正断層系としてあらわれてい

る。その場合も横ずれ断層に対 し、約60°の関係である。

④ こうした分岐断裂系が生じる原因は横ずれ断層が

微妙な曲がりをもっているためである。

第 7節 ま と め

阿久尻遺跡の地割れ群は地震による開口割れ日と断定

できる。震源となった断層は遺跡と近接 している糸静線

活断層系の中で、もっとも活動的な茅野断層と想定され

る。地震の発生年代を推定するため、地割れ内を充損す

る黒土を分析し、含まれている広域テフラの検討を行っ

た。その結果、全試料から姶良Tnテ フラ (AT)が検

出された。反面、鬼界アカホヤテフラ (K― Ah)は検
第83図 主断層と副次的に生じる断裂系

(Priceと cOsgroveに よる)
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出されなかった。このことは、地震発生が6,300年前より古いと決め られる。これまで糸静線活断層系の中

で、阿久尻に近い茅野市大沢断層 と富士見町若宮断層で トレンチ調査が実施 されている。 2ト レンチで検出

されたイベン トの年代 と阿久尻の地割紀年代 とが合致するのは6,300～ 6,500年前 となる。 したがって、この

年代が地割れを発生させた地震の年代であると推定 したい。
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第Ⅷ章 ま と

第 1節 縄文時代前期前半の住居址

本遺跡からは、A区で16軒、 B・ C区で24軒の住居址が検出されている。この中にはA区の平安住居址 1

軒 (A9号住居址)、 BoC区の縄文早期住居址 1軒 (B4号住居llL)、 縄文中期住居jlL 7軒 (C17・ C19～ C

23・ B25号住居址)を含んでいる。それ以外の住居址は C12号住居址・C14号住居l■の様に、地文に縄文を

もつ神ノ木式期かと思われるものもあるものの、いずれも縄文時代前期前半の中越式上器を伴っている。特

に、A14号住居l■は、唯―の石囲炉をもつ住居l■でもあった。

(1)平面形態

住居llLの 平面形は、円形のもの、隅九方形のもの、隅丸長方形のもの、楕円形に近いものなどがある。こ

絶らの住居l■はすべて中越期のものと考えられるが、重複 しているものはないものの、かなり近接している

ものがあることから、ほIF同一時期 と考えられるものの、何回かの位置を変えての建て替えが行われている

ものと思われる。また、同一場所での拡張と考えられる住居址 も、A3号住居址とB3号住居llLの 2軒が確認

されている。A8号住居l■ も4本の主柱穴中の 3本に近接する柱穴が検出されていることから、拡張された

可能性がある。

各住居ldLの 主柱穴は、斜面にあって、半分以上が流失してしまっており、柱穴が検出できなかった例 もあ

るが、基本的にはどれも4本であったと考えられる。例外と考えられるものもあるが、それについては後述

する。

支柱穴としたものには、幾つかの住居址で規則的な支柱穴の在 り方を示し、主柱穴と共に住居址の上屋構

造をなす上に、無 くてはならないと考えられる配置を示すものと、その在 り方が不規則で、主柱穴の補助的

な役割を示すのではないかと考えられるものの二者がある。

遺物の検討はほとんど行なってないものの、平面形態その他の気づいたことをまとめてみたい。

A区の縄文時代前期前半の住居址

A区の住居址の平面形には、円形のもの、隅丸方形のもの、隅丸長方形のもの、楕円形に近いものなどが

ある。

A■・A14・ A5・ A4・ A16号住居址は、円形ないしやや胴の張る隅丸方形を呈する住居址で規則的な

支柱穴をもたないと考えられるものである。A12号住居lurは 3本の主柱穴が確認されただけであるが、断層

によって失われていると考えられ、これも4本の主柱穴をもつ住居上になると考えられる。A5号住居l■に

は、北側壁際に 2本の支柱穴があるが、上屋構造に関わるものではなく、入口施設になるものと考え、同一

に扱っている。周濤の認められないもの、一部に認められるもの、全周するものの三者がある。

隅丸方形または隅九長方形の住居l■ は、A3・ A6・ A7・ A8号住居l■の 4軒である。長軸方向もほぼ

同じで、台地の平坦面に菱形をなすようにきれいに配置されている。規模 も、円形の住居l■に比してやや大

きめである。また、掘 り込みも深 く、しっかりした住居l■であった。A3号住居址には、北側の短辺壁際中

央で支柱穴が検出されている。また、A6号住居l■では、南側の短辺の両隅で支柱穴が検出されている。

A15号住居址は、南半分が流失しており、全体の支柱穴の構成は不明であるが、壁際に 2本の支柱穴が検

出されている。
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第86図 A区住居址の規模 第87図 B・ C区住居l■の規模

A10号住居址は、南側が流失 しているが、長円形を呈 し、 4本の主柱穴の他に、長軸に沿って 2本の支柱

穴が検出されている。

Al号住居 l■は、 4本の主柱穴の他に、各壁の中央近 くに、支柱穴をもつ。調査時には、各主柱穴の建て

替えと理解していたが、上屋構造に関わるものかもしれない。

A13号住居址は、柱穴が 2本検出されただけである。断層によって切 られているため、全体の構造がつか

めないが、主柱穴は4本なかった可能性 もある。

A2号住居址は、柱穴の本数は多いものの、円形からどちらか というと胴の張った隅丸方形に近い形態の

中で、各壁の中央付近にあるため、主柱穴のない支柱穴による 4本柱 としたが、これが上屋を支えていたと

考えられることから、酉己置の異なった 4本の主柱穴による住居 としてもよいものである。

BoC区 の縄文時代前期前半の住居址

BoC区 の縄文時代前期前半の住居 l■は、すべて隅九方形あるいは隅丸長方形の住居址であり、A区の様

な円形を呈する住居址は検出されていない。 しかし、住居址の支柱穴の配置や、長軸方向などから、さらに

細分できる。

主柱穴が 4本で、規則的な支柱穴をもたない住居 l■はBl・ B2・ B3・ B5・ C■・C12・ C15。 c16・

B24号住居址の 9軒である。 Bl・ B2・ B5号住居址の 3軒は、主柱穴が壁際近 くにあり、他 と異なって

いる。 B5・ C ll・ C15,C16号住居l■からは周濤は検出されていない。また、C15。 C16・ B24号住居址

は南斜面にかかるところに位置し、平面形態がやや台形に近いこと、長軸方向が東西方向を向いていること

などの違いも認められる。

C13号住居址は、支柱穴が北側にある短辺の東西隅と、東西の長辺の中央、南側の短辺の中央の 5本が検

出されている。

C7・ C9号住居址は、主柱穴 4本の他に、各壁際の各辺中央で支柱穴が検出されている。

B6。 C8・ C10号住居址は、主柱穴が 4本ある他に、壁際の四隅 と各壁の中央に支柱穴が検出されている。

C14号住居址は、本遺跡で唯―の石囲炉をもつ住居 l■であるが、主柱穴の内側に 2本の支柱穴が設けられ

ている。

主柱穴が、他の住居址の主柱穴と同様屋根を支える柱だとすれば、壁際にある柱穴は、何に用いられたも

のであろうか。壁際中央の柱穴は棟持ち柱としての役割も考えることが出来ようが、それ以外に壁際の四隅

にある柱穴の存在と合せて、壁際で屋根を支えたのではないだろうか。そこからは屋根と地表の間にある壁
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第88図 A区住居址の長軸方向

を強 く感 じることが出来る。

第89図 B・ C区住居址の長軸方向

12)長軸方向

A区の住居址の長軸方向を見ると、Al・ A5号住居址の様に西を向 くものもあるが、これ以外はA ll号

住居址のN-13°一Eか らA4号住居址のN-57°一Eま で広がっている。この中に、前述の隅九方形あるいは

隅九長方形の住居 l■が 4軒ある (A3・ A6・ A7・ A8号住居址)が、長軸方向も北から東へ23～ 35度 と似通

った数値 を示 している。この 4軒の住居址を除いて長軸方向を見てみると、A2・ A ll号住居l■の様にほぼ

北を指す住居jhと 、A4・ A10。 A12・ A14号住居址の様に、ほぼ45度東を指すものに分けることが出来る。

B・ C区の住居 l■の長軸方向を見ると、北側斜面にかかる 5軒の住居址を含めて、C13号住居l■のN-3° 一

Eか らBl号住居址のN-43°一Eに まで方向が広が り、これといった特徴 を見出せない。ただ、北側に広が

る 2つの谷に挟まれたところに張 り出したB2号住居址が、ほぼ北を向 くとはいえ、やや西向きである。ま

た、C15・ C16号住居址は、南斜面にかかる住居址であるが、58度から68度西を指 してお り、長辺が南北に

ある形 となっている。 C12・ C14号住居址は、出土遺物に他 よりもやや新 しいと考えられる縄文施文土器を

伴出した住居JILであるが、27度から32度東を向いてお り、他の多くの住居 l■ と異なった様子は認められない。

13)覆上の状態

まず、A4号住居址 とA5号住居l■の覆上の堆積状態に注目したい。 どちらも中間層にロームブロックの

層が堆積 している。このロームブロック層の上下に一括土器の出上が見 られたが、このロームブロックは人

為的な投込み と考えられる。おそらく、この住居址の廃絶後、隣接地に住居を構築 した人々が、掘 り上げた

ロームをこの住居 l■に投込んだのではないか と考えられる。遺物の分析が行われていない中での推測に過 ぎ

A4号住居址 A5号住居址

第90図 A4・ 5号住居址覆土堆積状態
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第91図  C8。 9号住居址覆土堆積状態 (1/120)

ず、それより新 しい住居 l■がどれと特定できないが、少な くともこれより新 しい住居llLが存在すると考えて

よいであろう。

また、C区の北斜面にある住居址 (C8・ C9号住居址)の覆上の堆積状態も、他の住居l■ と異なった堆

積状態を示している。住居l■はどちらも自然堆積 と考えられるが、壁際の上層の堆積状態について他の住居

址と際だった違いが見られた。南壁際の、ロームヘの掘 り込みが深 く、壁が高い箇所については、壁の崩れ

によると考えられるロームブロックやローム粒子の温入が少なく、逆にロームヘの掘 り込みが浅い北壁際に

ロームブロックやローム粒子の混入が著しく夕い状況を観察できた。通常、同じ条件の中で壁の崩落が起き

た時には、ロームの壁の高い方に多くのロームブロックやローム粒子の混入が多いと考えられるが、逆とな

っている。このことから北側の、斜面の下にあたる箇所に多くのロームが存在していたと考えられる。ロー

ム面までの争Jぎ取 りを行なってしまっているので想像するしかないが、斜面での構築の場合、掘 り上げたロ

ームを斜面の低い側に壁面の高さを同じ位にまで積み上げて土壁としていたのではないかと思われる。その

上壁が崩れたため、ロームの壁面が最初から充分あった南壁側はそれほどローム粒子の混じうた上層の堆積

が見られず、逆にローム壁の低かった北壁側にロームブロックやローム粒子の混入の多く見られる主層が堆

積 しているのではなかろうか。なお、台地中央の比較的平坦な所に構築された住居址では、それぞれの壁面

に均等にローム粒子の入った土層が見られる。

これら北側斜面の住居址は、平面形態の項でも述べているように、壁際に支柱穴が存在 していた。こうした

支柱穴が、盛 り上げたロームを支えただけのものであるか、更にその上にまで壁が延びていたのかは明らか

でないが、ここでは積極的に壁の存在を考えておきたい。

第 2節 方形柱穴列

(1)方形注穴列の名称

方形柱穴列とは柱穴が数個ずつ方形に並ぶ為付けられた名称で、かつて阿久遺跡では方形柱列と呼称され

ていた。方形酉己列土坑と呼称されることもあるが、その中に柱痕を有するものもあるので、柱穴と考えて間

違いないものと思われる。また、長方形となるものについては、掘立柱建物址などとも呼称されている。今

回、茅野市の各遺跡で検出されているものと同様に方形柱穴列の名称を用いたが、特に固執するつもりはな
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い。将来、方形柱穴列の具体的な構造や用途が明らかになったとき、改めて名称について考えていきたい。

しかし、掘立柱建物址という名称には、柱穴間をその長さは別 として 1間 と数えて何間×何間などという

言い方を思い浮べる。しかし、阿久尻遺跡の方形柱穴列には、柱穴間が極めて狭いこともあって、所謂、何

間という言い方がそぐわないように感じられるのである。今回検出された方形柱穴列の連続した柱穴からは、

柱だけしか思い浮かばない。

は)方形柱穴列の時期

本遺跡で検 出された方形柱穴列には、遺物が出土する例はなく、時期を特定するのは難しい。しかし、本

遺跡で状 出された住居址を見ると、縄文時代早期 と考えられる住居l■ と平安時代に属する住居址が各 1軒、

縄文時代中期 と考えられる住居址が 7軒で、その他の住居l■はすべて縄文時代前期前半の中越の時期である。

また、方形柱穴列のすべてがその環状に広がる住居址の内側に位置している。このことから、本遺跡で検出

された方形柱穴列の時期は、縄文時代前期前半としてよいものと考えられる。また、方形柱穴列同志で重複

している例はないものの、かなり近接しているものも見られること、 C ll号方形柱穴列とC16号住居llLが重

複することから、ある程度の時間幅の中で、建て替えられていたものと考えられる。

(働 調査の方法

阿久尻遺跡で検出された方形柱穴列について、次の様な調査方法を取った。

①平面で各ピットに柱痕が有るか無いかを確認する。

②柱痕が確認されたら、その平面形を図化 した後、ピウトを柱痕の中央が通るように半我し断面を図化する。

また、この段階で柱痕が確認できなかった時には、ピットの覆土を維に 5～ 10cmの間隔でスライスし、柱痕

が確認できた段階で断面図を作成する。

特に平面で柱痕を確認できないものについて、覆土のスライスという方法で柱痕の確認を行ったが、平成

2年度の調査では、断面で柱痕が確認できた時′くで断面図を作成し、残 りを全掘するという方法をとった。

しかし、柱痕が二つ存在するピットがあることで分かるように、その後もスライスを継続していけば、違う

柱痕が検出された可能性がある。そのため、平成 3年度の調査では柱痕が確認された後もスライスを継続し

てイ子なっている。

スライスの仕方については、平成 2年度は辺に直交してスライスを行い、平成 3年度は辺に平行 してスラ

イスを行っている。検出された柱痕の左 り方を見ると、柱穴の内側で検出される例や、辺に直交して 2本の

柱痕のある例が多い。このことから、辺に平行 してスライスを行 うより、直交してスライスを行 う方が、良

かったのではないかと思われる。

但)柱穴数 と規模

I 柱穴数

長辺及び短辺の柱穴数によって、 6に分類が可能である。

3-1型 柱穴数が長辺 3本、短辺 1本のもの。C6号方形柱穴列がこれにあたる。

3-2型 注穴数が長辺 3本、短辺 2本のもの。Al・ B3。 C8・ C12・ C19号方形柱穴列の 5棟がこれにあたる。

4-2型 柱穴数が長辺 4本、短辺 2本のもの。C15号方形柱穴列がこれにあたる。

4-3.型 柱穴数が長辺 4本、短辺 3本のもの。Bl・ B2・ B4・ C ll,C13・ C17号方形柱穴列の 6棟がこれ

にあたる。

5-3型 柱穴数が長辺 5本、短辺 3本のもの。C5・ C7。 C10。 C14・ C16・ C18号方形柱穴列の 6棟がこれ

にあたる。

L__
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5-4型 柱穴数が長辺 5本、短辺 4本のもの。C9

号方形柱穴列がこれにあたる。

3-1型、 4-2型 、 5-4型 はそれぞれ 1棟ずつ

検出されただけであり、 3-2型 、 4-3型 、 5-3

型が基本になるのであろうか。

2規 模

規模は、柱穴数の最 も少ない 3-1型のC6号方形

柱穴列が 1辺 2m余 と最 も小さく、柱穴数の最も多い

5-4型のC9号方形柱穴列が 1辺 6m程 と、最 も大

きい結果となっている。

複数の類例をもつ 3-2型 と5-3型が、ある程度

似通った規模を示すのに対 し、 4-3型 は規模にバラ

つきが見られる。柱穴数に関係なく、1辺が 4m以下の

ものと、4.5m以上のものに大きく分れる可能性もある。

規模の大きいものは、各柱穴の掘 り方も大きく、中

には柱痕が 2個検出されたものもあった。また、柱穴

規模の小さいものは、住居址の柱穴と同じくらいの規

模のものもあった。

(0 構造上の特徴

o5-4型

口 5-3型

△ 4- 3型

2型

2型

1型

０

　
　
日
　
　
▲

方形柱穴列の隣接する柱穴 と柱穴 との間隔が非常に狭い。中には柱穴が連続 してお り、濤状 となっている

ものがあるが、建て替えによるものの他に、意識 してつなげてあるのではないか と思われるものもあった。

また、四隅に柱穴がなく、面取りされたような感じとなっている。長辺と短辺の柱穴の本数が異なるにも

かかわらず、平面形態はほぼ方形となっている。

俗)長軸方向

方形柱穴列は、全体図で見るとその方向は比較的一

定しており、整然と並んでいるかの印象を受ける。し

かし、これの長軸方向を見ると、北から44～ 68度西へ

向くもの (C14・ C13・ C7・ C6。 C12・ C9・ C

19号方形柱穴列)と 、15～ 42度東へ向くもの (Bl・

B3・ B4・ B2・ C10,C5。 C16・ C■・ C15・

C17・ C18・ C8号方形柱穴列)の二者に分れるよう

第95図 方形柱穴列の長軸方向

である。Al号方形柱穴列はN-8°一Wを差し、特異な存在になっている。二者に分れたものの片方を90度

ずらし、短軸方向で見ると、両者はほとんど同じ方向となるのであるが、柱穴数によって、上部構造が異な

るとすれば、素直に二者 (Al号方形柱穴列を含めれば三者)に分れている現象を捉らえるべきであろう。

前述の柱穴数による分類毎に見ると、 3-1型 はC6号方形柱穴列の 1例であるが、西を向いている。ま

た、 4-2型のC15号方形柱穴列は東を向き、 5-4型 のC9号方形柱穴列は西を向いている。複数の類例

があった、 3-2型 は西を向くものが C12・ C19号方形柱穴列の 2例、北を向くものがAl号方形柱穴列の

1例、東を向くものがB3・ C8号方形柱穴列の 2例あり、 4-3型 は西を向くものがC13号方形柱穴列の
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1例、東を向 くものが Bl・ B2・ B4・ C ll・ C17号方形柱穴列の 5例あった。 5-3型 は西を向 くもの

がC7'C14号 方形柱穴列の 2例、東を向 くものが C5・ C10・ C16・ C18号方形柱穴列の 4例あった。

以上見たように、柱穴数と長軸方向との関係も様々に分れており、一定の傾向を見て取るまでには至らな

各柱穴の掘 り方

各柱穴の形態には、円形のもの、隅丸方形のもの、隅丸長方形のもの、隅丸の三角形のものを始め、様々

な形態が認められる。壁の状態を観察すると、ほとんどの注穴が、方形注穴列の内側 となる壁が直立気味で、

他の壁は緩やかに傾斜している。柱痕の検出できた場所も内側が多いことから、各柱穴の壁面の状態が、柱

を立てた場所 と密接な関係にあることが窺える。

俗)柱 痕

調査時において、柱穴の覆土を観察すると、周辺にロームブロックやローム粒子が非常に多く、中央にロ

ームの混入の極めて少ない黒色から黒褐色の上層が検出された。また、暗褐色土でローム粒子やロームブロ

ックを含んでいるものの、他 と比べればロームブロックの入 り方が少ない程度のものも見られた。これらを

柱の立ち腐れ、あるいは抜き取 り痕ではないかと考え、本文ではどちらも柱痕 と表現している。これについ

ては、パ リノ・サーヴェイ株式会社に分析を依頼 し、第Ⅵ章で報告が為されている。詳細な分析については

本文に譲るが、我々が調査中に柱痕と考えた上層と、埋土と考えた土層との間には、視覚以上の差が見出せ

なかったようである。今後、より多くの調査例の分析を繰 り返 し行 うことはもちろんのこと、今回イ子った各

種の分析以外の方法も考えていく必要があるものと考える。

ここでは、調査時に柱痕と考えたものについて、その左 り方を考えてみたい。

柱痕は、方形柱穴列の内側に検出される例が分い。また、 1つの柱穴に 2つの柱痕が確認されたものも有

る。この場合は、辺に対して並列するものは少なく、直交するものが多かった。

まず、ピットの中に二つの柱痕が確認されたものが有ることについて注目したい。特に平面で柱痕を確認

できないものについて、覆上のスライスという方法で柱痕の確認を行ったが、断面で柱痕が確認できた時点

で断面図を作成し、残 りを全掘するという方法をとったが、柱痕が二つ存在する柱穴があることぐ分 かるよ

うに、その後もスライスを継続していけば、違う柱痕が検出された可能性がある。また、柱痕が 2個確認さ

れたことにより残 りを全掘した場合も有 り、 3個以上の柱痕の有る可能性を見逃しているとも言える。

見学会の時に同じ柱穴内にある柱痕は同時存在である可能性だけでなく、建て替えの可能性もあると指摘

されたが、柱がある状態であっても、引き抜かれてしまった状態であっても、新たに柱穴を掘る行為は繰 り

返されると考えられるので、柱痕が 2つ検出されることはないであろう。余程大きな柱穴でない限り、一つ

の柱穴に複数の柱痕が検出された場合には、同時存在 と考えてよいものと考える。

O)柱 穴以外の施設

方形柱穴列の柱穴以外の付属施設についてであるが、平成 3年度の調査においては、遺構確認面を前年に

比べて30cm以上高いところにおいている。層位的には平成 2年度がローム面であったのに対し、平成 3年度

はローム漸移層よりも高いところにおき、人力によって掘 り下げながらプランの検出を行なっている。本遺

跡の層序は耕作土層の下はほぼローム漸移層となっており、遺物包含層がほとんどない状態であるため、す

でに削平されている可能性はあるが、柱穴の内側や周辺には炉などのイ寸属施設は検出できていない。また、

遺物の出土状態も特に方形柱穴列の内側に出上が多いなどの状況は認められなかった。
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10 方形柱穴列の性格 と上屋構造

各方形柱穴列からは、柱穴以外の代民施設が検出できていない。柱穴間も狭 く、壁の存在を意識すること

が難しいのであるが、柱だけが林立する姿を想像 してみても異様なものを感 じてしまう。やはり、方形柱穴

列には何等かの上屋構造があったと考えるべきであろう。

また、阿久尻遺跡からは、31軒の同時期 と考えられる竪穴住居l■が検出されており、方形柱穴列 との性格

の違いを考えねばならない。方形柱穴列からは、炉址等の検出はなく、遺物の出土状態も極めて少なかった

ことは前述の通 りである。方形柱穴列が高床式の建物であったとしても、住居 としての生活空間があったと

すれば、何等かの遺物が出土するものと考えられる。それが祭万日に関わるような建物であったとしても、そ

れに関わる何等かの遺物は出土するのではないだろうか。方形柱穴列には土器や石器、その他の遺物の存在

しない建物を考えるべきであると考える。望楼等の考えもあるようであるが、BoC区に至っては竪穴住居

址を上回る数の方形柱穴列が検出されていること、台地平坦面に広 く分布することなどから、否定せざるを

得ない。住居址に取 り囲まれた広場にあり、地面に他の施設を持たず、土器や石器などの生活用具を有 しな

い建物には、主に食料を貯蔵する高床式の倉庫などの施設が考えられよう。狭い間隔で立てられた柱穴は、

屋根を支えると同時に、床をも支えていたと考えられる。

第 3節 阿久尻遺跡における縄文時代前期前半の集落

平成 3年度の調査で、A区の西側で、平成 2年度に トレンチ調査によって、遺構はないであろうと推測さ

れたA区 とB区の間についても全面表土を剥ぎ、遺構確認を行なったが、遺構の検出はなく、阿久尻遺跡は

ほぼ同じ時期 と考えられるA区 とB・ C区の集落に大きく分けられることが確認できた。

A区は住居址の数が B・ C区 とほぼ同じであるにもかかわらず、方形柱穴列は小形のものが 1基だけであ

る。これに対 してBoC区 は住居址を上回る数の方形柱穴列が検出されている。また、A区は平坦面のご く

狭い範囲に方形柱穴列 を中心 とした住居群が検出されているのに対 し、 BoC区 では広い平坦面の内側 を方

形柱穴列群が占め、その外側の北斜面や南斜面にかかるところ、あるいは台地先端から住居址群が検出され

ている。

各区で検出された遺構が、同時に存在 したのではないであろうことは今 まで本文で述べてきたとお りであ

るが、A区は 1基の方形柱穴列を中心 としてその周 りに住居 l■が回っていること、 B区からC区にかけては、

台地中央の平坦面に方形柱穴列が19基存在 し、その周辺である台地北斜面、商斜面及び台地先端付近に住居

址が分布 しているという、まった く異なった集落構造を窺い知 ることが出来た。

BoC区には円形の住居址が検出されておらず、すべてが隅丸方形あるいは隅九長方形の住居址であるこ

とから、そこに存在する方形柱穴列もこれらの住居上のどれかとグループをなしていくことは明らかである

が、A区の方形柱穴列は、隅丸方形を呈するA7号住居址とAl号方形柱穴列が近接しすぎていることなど

から、隅九方形あるいは隅丸長方形の住居址ではなく、むしろ円形の住居l」r_の いずれかとグループをなすの

ではないかと考えられる。

また、隣接する阿久遺跡にも同時期の集落があることから、これも含めて、近接する3つ の集落が、時期 を

ほぼ同じくして存在 していたことになり、興味深い。

第 4節 阿久尻遺跡の縄文時代中期の遺構について

阿久尻遺隊で検出された縄文時代中期の遺構は、南斜面に限られている。平坦な部分で検出された遺構の
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中で、時期の明らかでない土坑からも中期の遺物の出土したものはなかった。すべての住居lll_は 南側を流出

してお り、全体の規模を明らかに出来るものはなかったが、規模はかなり刺ヽさそうである。また、すべての

住居l■が南側を流失していることから、縄文時代中期においては現在よりも斜面の傾斜はかなり緩 く、阿久

川の浸食によって観在の地形が形成されていったものと考えられる。原地形においては阿久川は今より高い

ところを流れており、集落を営むに適 した環境であったのではなかろうか。

第 5節 阿久尻遺跡の断層について

阿久尻遺跡からは、台地に沿って東西に走る何本もの濤状の落込みが検出された。調査の過程でこれらが

断層であることが判明したが、かなりの段差をもって上下にずれるものや、ほんの数cmの地割れまであった。

これらの断層については、第Ⅷ章で松島信幸先生、寺平 宏先生により詳細な報告が為されている。なお、

降下火山灰の分析は東京都立大学理学部地理学教室の町田 洋先生にお願いした。

断層に落ち込んだ土層中の降下火山灰の調査は、約6,300年前とされる鬼界カルデラの降下火山灰であるア

カホヤの検出を目的として行った。阿久尻遺跡で検出された断層が、アカホヤ降下時期以前に埋没している

とすれば、断層内に落ち込んだ土層中からはアカホヤは検出されないであろう。また、アカホヤ降下時期以

後に断層が生じた場合には落ち込んだ土層中からもアカホヤが検出されるはずである。分析によると、断層

に落ち込んだ土層から採取した試料の、どれからもアカホヤは検出されなかった。

このことから、地震による断層や地割れは、少なくともアカホヤの降下する以前に埋没を終わっていたと

考えることが出来る。今回検出された阿久尻遺球の縄文時代前期前半の中越期は、6,500年ほど前と考えられ

ることから、断層は中越期以後、鬼界カルデラのアカホヤが噴出した6,300年 前までの間に生 じたと考えられ

る。想像を膨らませるなら、阿久尻遺跡の縄文時代前期前半の中越期の集落は、この時の地震 とそれによる

断層によって壊滅的な打撃を受け、集落を放棄した可能性も考えられる。

少なくとも、阿久尻遺跡に再び人々の痕跡が現れるのは、縄文時代中期になってからのことである。また、

ほぼ同時期の集落があった阿久遺跡でも、やはり中越期の後、一時期集落が途絶え、再び大 きな発展を見せ

るのは黒浜期である。

第 6節 下原山茂佐久保遺跡について

長野県教育委員会による詳細分布調査、茅野市教育委員会による今回の発掘調査 と行われる中で、縄文時

代早期・中期 。後期の遺物が出上している。その量はごく僅かで、 C・ D地点の遺構 。遺物の検出状態から

遺跡の主体は農道を挟んだ原村側の平坦面にあるのではないかと推測した。

平成 4年度、この原村地籍が原村教育委員会によって調査されたが、遺物が僅かに出土しただけで、遺構

等は検出されなかったようである。尾根の北側を西流する大早川はかなりの比高差をもっていること、南の

阿久川へは谷と阿久尻遺跡の立地する尾根を越えねばならないことなどが、この下原山茂佐久保遺跡に人々

の痕跡が少ない理由の一つに上げられるのではないかと考えられる。
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あとがき

本遺跡は、国史跡阿久遺跡に隣接することから、調査開始当初から注目され、その関係に関心が寄せ られ

ていた。また、原村教育委員会で行った阿久遺跡の範囲確認調査 も、この地が茅野市に含まれることから調

査が及んでおらず、更に範囲の拡大する可能性も残されていた。

調査の結果、阿久遺跡と本遺跡との間には、約300mに わたって遺構や遺物の検出されない箇所のあること

が確認されたものの、本遺跡からも阿久遺跡で検出された縄文時代前期前半の住居址や方形柱穴列が多数検

出されるに至 り、本遺跡と阿久遺跡とが密接な関係にあったことが実証された。また、阿久遺跡の調査範囲

の夕くの箇所が、縄文時代前期後半の遺構検出面で調査を終わっているため、阿久遺跡の縄文時代前期前半

を理解する上にも、本遺跡の重要性は高 く評価された。

その様な中で、遺跡の全面保存とまでは至らなかったが、事業関係者の理解のもと、阿久遺跡に近いA区
4,000ぽ を保存して頂 くこととなった。A区の保存にあたっては、事業者である県商二部振興課・県土地開発

会社を始め、東洋バルヴ株式会社に御理解頂き、設計の変更を行って頂いた。特に記して感謝したい。なお、

保存のための盛土工事は、平成 3年 9月 に行われた。

その間、長野県教育委員会文化謀には、事業者と調査 を行 う市教育委員会の間に入 り、保護協議 を繰 り返

し行って頂いた。また、長野県考古学会は、本遺跡の重要性を早 くから取 り上げ、部分的な保存になってし

まったものの、A区の保存に大いに貢献頂いている。

茂佐久保遺跡の調査では、長野県埋蔵文化財センターからは、多忙な中 2名の調査研究員をlヶ 月間にわ

たり派遣頂いている。また、炭化材の保存についても調査研究員の指導を受けている。

茅野市教育委員会では、平成 2年 6月 30日 に研究会「阿久尻集落の方形柱穴列をめ ぐって」を開催 してい

る。今回、残念ながらその記録は、本報告書には掲載できなかったが、研究会の開催にあたり、宮坂光昭氏、

石井 寛氏、秋元信夫氏、南 久和氏、小杉 康氏の各氏には、御多忙中にもかかわらず、快 く講師の依頼

を引き受けて頂いた。また、コーディネーターを務めていただいた戸沢充則明治大学教授には、調査におけ

る指導ばか りでなく、研究会の講師の選定から始 り、多大な御協力を頂いた。また、長野県考古学会からは、

研究会の後援を頂いた。合せて感謝いたします。

この他、調査期間中度々遺跡を訪れ、指導・助言頂いた、地元の多くの研究者のみなさまに感謝いたしま

す。

遺物の詳細な検討もないまま、遺構についてのみ記述してきたが、遺物を検討することにより、更にこの

阿久尻遺跡の性格が明らかになって行 くものと思われる。今回の報告書作成にあたって、当初執筆 を予定 し

ていた各調査員が、その後に担当した遺跡の調査や報告書の作成等、多忙を極め、執筆が困難となってしま

った。しかし、阿久尻遺跡の重要性は、それぞれの調査員 も十分認識しているところであり、今後少 しずつ

でも公表していきたいと考えている。

今後とも、御指導・御助言をお願いしたい。
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方
形

N-
34
°
一 E

地
床

炉
中
央

全
周

し
て

い
る

未
焼
成
粘

土
塊

な
し

前
期
前
半
中
越

C
7

南
北
に
長
い

隅
丸
長
方
形

43
0

N-
25
°
一 E

地
床

炉
中
央
や
や
商
寄

り
北
西
隅
が
流
夫

し
て
い

る
が
、
全
周

し
て
い
た

も
の

と
考

え
ら
れ
る

な
し

前
期
前
半
中
越

主
柱
穴
の
内
側
が
周
辺

よ

り
硬

く
な
っ
て
い
る
。
南

壁
で
土
坑

と
重
視
す

る
が

、
本
住
居
址
が
新

C
8

南
北
に
長
い

長
方
形

N-
17
°
一 E

地
床

炉
中
央

北
束
隅
で
僅
か
に
切
れ

て
い
る
他

は
、
全
周

し

て
い
る

磨
石

封と
に

2
前
期
前
半
中
越

主
柱
穴
の
内
側
が
周
辺

よ

り
硬

く
な
っ
て
い
る

C
や
や
南
北
に

長
い
隅
丸
方

形

N-
23
°

一 E
地
床

炉
中
央
や
や
西
寄

り
東
壁

と
南
壁
及
び
北
壁

の
東
半
分

に
見

ら
れ

る

司ヒ
に

1
前
期

前
半

中
越

主
柱
穴
の
内
側
が
周
辺

よ

り
硬

く
な
っ
て
い
る

C
長
方
形

N-
10
°

一 E
地

床
炉

中
央

北
側
の
掘

り
込
み
が
浅

く
、
北
壁
の
東
半

と
西

壁
の
北
側

で
切
れ
て
い

る
が
、
全
周

し
て
い
た

と
思
わ
れ

る

床
面
直
上
南
壁
寄

り

に
一
括
土
器

な
し

前
期
前
半
中
越

主
柱

穴
の
内
側

が
周
辺

よ

り
硬

く
な

っ
て

い
る
。
北

側
1/
3は

流
失

し
て
お

り

、
周
溝
と
柱
穴
が
残
る
だ

イ ナ
C

隅
丸
方
形

N1
5°

一 E
地
床

炉
中
央

な
し

北
西
柱
穴
脇

に
1

前
期
前
半
中
越

中
央
が
や
や
凹
ん
で
い
る

。
住
居
址
の
中
央

を
東
西

方
向
に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ

て
お

り
、
焼
土
や
遺
物
が

落
込
む

C
や
や
南
北
に

長
い
隅
丸
方

形

N-
27
°
一 E

地
床

炉
中
央

北
。
東
・
南
壁
の
す
べ

て
と
西
壁
の
南
半
に
見

ら
れ

る

一
括
土
器

に
縄
文
施

文

南
北

に
各

1
前
期
前
半
中
越

焼
夫
住
居
。
東
西
方
向
に

2本
の

ク
ラ
ッ
ク
が
入

る

C
南
北
に
長
い

隅
九
長
方
形

N-
03
°

一 E
地

床
炉

中
央
や
や
西
寄

り
北
壁

と
東
西
壁
の
北
半

に
あ
る

凹
石

な
し

前
期
前
半
中
越

北
壁
近

く
を
断
層
が
東
西

に
走
っ
て
い
る

C
隅
丸
方
形

P
N-
32
°

一 E
石

囲
炉

中
央
や
や
北
寄

り
北
壁
及
び
東
西
壁
の
北

側
に
あ
る

磨
石

縄
文
施
文

な
し

前
期
前
半
中
越

北
側
の
主
柱
穴
の
内
側
が

一
段
低

く
な
っ
て
い
る
。

東
西
に

2本
の
断
層
が
走

っ
て
お

り
、
斜
面
の
下
側

で
あ
る
南
側
の
方
が
、
若

干
高

く
な
っ
て
い
る

C
や
や
東
西
に

長
い
隅
丸
方

形

N-
68
°
一ヽ
V

地
床

炉
中
央

な
し

磨
石

な
し

前
期
前
半

中
越

南
東
隅
が
や
や
広
が

っ
て

い
る
。
床
面
は
傾
斜

し
て

お
り
、
北

と
南
で
は
25

cm
ほ

ど
の
差
が
認
め

ら
れ

る
。
南
西
隅
で
、
焼
土
の

≪
こ
の

レ
コ
ー

ド
は
次

ペ
ー

ジ
に
続

き
ま
す

。
>
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地
区

番
号

平
面

形
帥 ぐ ｃｍ，

鰤 ｍ
鮪 ｍ

長
軸

方
向

入
口

炉
址

炉
位

置
周
 

溝
遺

物
特
殊

遺
物

平
石

時
 

期
備

 
考

多
量
に
入
る
土
坑
が
重
複

す
る
が
、
そ
の
焼
上
の
分

布
か
ら
土
坑
が
新

C
や
や
東
西
に

長
い
隅
丸
方

形

N-
58
°
一 W

他
の
住
居
址
例
か
ら

ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、

C■
方
形
柱
穴
列

と
重
複
し
て
お
り
、

検
出
で
き
な
か
っ
た

な
し

柱
穴

aか
ら

ミ
ニ
チ

ュ
ア
土
器

な
し

前
期

前
半

中
越

１ 複

Ｃ 重

l号
方
形
柱
穴
列

と

C
円
形

P
流
失
し
て
し
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る

な
し

黒
曜
石

の
集
中

中
期

C
不
整
形

な
し

な
し

な
し

欠
番

C
円
形

P
地

床
炉

中
央

な
し

な
し

中
期

南
半
が
流
失
。
C2
0号

住
居
址

と
重
複
す

る
が
、

新
旧
関
係
は
不
明

C
円
形

?
未
検
出
で

あ
る
が
、

流
失

し
た

中
央
部
に

あ
っ
た

も
の

と
考

え

ら
ヤ化

る

な
し

な
し

中
期

南
半
が
流
夫
。
C1
9号

住
居
址
・
土
坑

と
重
複
す

る
。
住
居
址

と
の
新

旧
関

係
は
不
明
、
土
坑

と
の
新

旧
関
係

は
土
坑
に
落
込
ん

だ
礫
の
状
況
か

ら
上
坑
の

方
が
新

C
円
形

P
未
検

出
で

あ
る
が
、

流
失

し
た

中
央
部
に

あ
っ
た

も
の

と
考

え

ら
イを

る

な
し

磨
石
が
床
面

よ
り

11

cl
n上

で
出
土

な
し

中
期

南
半
が
流
失

C
円
形

P
27
7

地
床

炉
中
央

な
し

な
し

中
期

南
半
が
流
夫
。
C2
3号

住
居
址

と
重
複

し
、
本
址

の
方
が
新

C
円
形

?
地

床
炉

中
央

な
し

な
し

中
期

南
半
が
流
夫
。
C2
2号

住
居
址

と
重
複

し
、
本
址

の
方
が
古

B
不
整
形

地
床

炉
中
央

北
壁

と
東
南
隅
に
認
め

ら
ヤt
る

な
し

前
期

前
半

中
越

床
面

の
凸
凹
が
激

し
い

B
円
形

P
32
5

未
検

出
な

し
な

し
中
期

南
半
が
流
失
。
上
坑

と
重

複
し
、
土
坑
が
新
。
東
西

方
向
に

ク
ラ
ッ
ク
が
入
る



第 8表 方形柱穴列一覧表

区 番号
長辺柱

数 (本 )

短辺柱

数 (本 )

長軸規

模 (cm)

短軸規

模 (cm)

長軸方向 備 考

A 1 2 N-8°一W

B 1 4 3 N-15°一E

B 2 4 3 N-20°一E

B 3 2 N-16°一E

B 4 3 N-17°一E

C 5 5 3 N-22°一E 東西に断層が走る

C 6 1 210 N-61° 一ヽ「ヽ 北辺の a・ b・ cは 、東西に断層が走り切られている

C 7 3 570 N-56°一W 東西に断層が走る

C 2 N-42°一E

C 9 4 N-68°一W 北辺に東西に断層が走る

C 3 N-20°―E 北辺に東西に断層が走る

C 3 N-37°一E C16号住居址と重複する

C 2 N-63°一W

C 3 N-50°一W

C 3 550 N-44°一W

C 2 N-37°一E

C 3 N-30°一E

C 3 N-40°―E

C 3 N-41°一E

C 2 N-68°一W

-185-



― ― ド ∞ ω ｌ ｌ

第
9表

 
方

形
l■

穴
列

佃
別

柱
穴

一
覧

表

区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

A
円

形
陰

回
は

半
で

は
な

く
、

先
糸
田
り

と
な

っ
て

し
Aる

A3
4号

土
坑

A
1

b
円

形
底

面
は

北
偵
Jに

寄
っ

て
お

り
、

】
監
肇

が
亡

立
A3
5;
土

坑
A

1
C

東
2つ

が
重

複
し
て

お
り
、

ハ
ー

ト
型

。
西
側

が
断

iク
で
、

吏
イ酬

が
古

ぃ
西

側
の

新
し
い
柱

穴
の

方
が

一
段

低
く
な

っ
て

い
る

A3
6号

Jと
坑

A
1

d
円

形
雨

北
の

壁
の

傾
斜

は
緩

い
A3
7号

土
坑

A
e

東
Il
形

底
面

は
中

央
に

あ
る

A3
8号

土
坑

A
苗

喝
丸

方
形

A3
9号

土
抗

A
1

楕
円

形
A3
号

土
坑

A
1

h
西

惰
円
形

内
側

の
中
段

に
稜

が
あ

り
、

広
が

っ
て

い
る

A4
号

土
坑

A
1

西
楕

円
形

A5
号

土
坑
。
北
側

で
,と

桓
結

A
1

J
西

円
形

A6
号

土
坑

。
南

側
で

iと
:車

結
B

1
方

形
衰
面

は
二

段
に

な
っ

て
お

り
、

内
側

が
深

い
。

壁
は

ほ
ぼ

直
立

し
て

お
り
、

特
に

内
側

で
あ

る
雪
肇

は
乖

菅
に
折

い

2個
が

東
西

の
壁

際
に

あ
る
。

覆
土

は
締

り
が

な
く
、

中
央

の
硬

く
良

く
締

っ
た
上

と
明
確

に
区
別

で
き

る
B

l
b

方
形

2個
が

南
北

壁
際

に
寄

る
B

1
C

方
形

柱
痕

か
切

り
合

い
か

は
不

HH
B

1
d

東
隅

丸
方

形
西

壁
と
北

壁
が

直
立

明
確

な
柱

痕
は
検

出
で

き
な
か

っ
た
が
、

掘
り

下
げ
途

中
で

は
中
央

の
西

壁
寄

り
に

い
く
な

ん
黒
褐

色
～
黒

色
で

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
の

な
い
箇

所
が
見

受
け

ら
れ

た
。

線
引

は
出
来

な
か

っ
た

が
、
柱

痕
の

あ
っ
た
可

台
砕
14
が

あ
る

B
東

塙
丸
方
形

壁

`よ

ほ
tF
百

立
2個

が
南

北
壁

際
に

あ
る

B
東

喝
丸

方
形

内
側

で
あ

る
西

壁
が

特
に

直
立

西
壁

際
に

各
る

B
1

更
覇

ヨ
し
に

長
い

長
円

形
、

屋
血

は
円

形
西
壁

と
南

壁
が

直
立

す
る

B
1

h
南

束
西

に
長

い
長

円
形

内
側

の
北

壁
に
張

り
出

し
が

あ
る
が

、
底

面
ま

で
は
至

っ
て

い
な

い
北
壁

際
に
寄

る
。
径

30
cm

B
1

1
南

北
側

が
張

り
出
す

隅
丸

三
角

形
。

底
面

は
東

西
壁

が
張

り
出

し
て

お
り
、

東
西

に
長

い
隅
丸

長
方

形
の
穴

と
、

北
側

に
あ

る
円
形

の
穴

が
重
複

1´
て

い
る
感

iL

2個
が

南
北

壁
際

に
寄

る

R
商

や
や

百
北

に
長

い
岳

円
形

内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

B
1

k
西

南
北

に
長

い
長

円
形

。
底

面
は

円
形

西
壁

・
北

壁
の

中
程

に
段

を
有

す
る
。

東
壁

は
l■

tぞ
盲

す

B
l

1
西

方
形

底
面

は
東

半
分

が
一

段
低

く
な

っ
て

い
る

径
22
cm
の

柱
痕

が
、

東
壁

か
ら
6c
m離

れ
て
立

つ

北
側

で
mと

連
結

B
l

西
方

形
底

面
は

南
側

が
一

段
低

く
な

る
。

一
段

高
く
な

っ
て

い
る
箇

所
は

ほ
ぼ

同
一

レ
ベ

ル
で

nの
底

面
ル
繋

が
っ

て
ぃ

る

径
18
cm
の

柱
痕

が
、

東
壁

か
ら
7c
m離

れ
て
立

つ

南
が

1、
 
北

が
nと

主茎
結

B
l

n
西

円
形

外
側

で
あ

る
西

壁
は

ゆ
る

い
傾

斜
で

底
面

に
至

る
が

、
II
r壁

・
東

怪
ι士

古
†

径
30
cm
の

柱
痕

が
、

東
に
寄

っ
て
立

つ
南

が
mと

連
結

B
l

O
西

為
丸

長
方

形
西

壁
が

や
や

傾
斜

す
る
他

は
直

立
径

17
cm
の

注
度

が
、

東
時

中
央

に
寄

ゐ
B

2
a

え
西

に
長

い
長

円
形

西
肇

・
百

讐
が

直
立

な
し

b房
車
結
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

B
b

円
形

P廣
而

lt
 a
■

リ
ー

露
祇

ぃ
西

壁
は

aと
運

結
ぃ

そ
れ

以
外

は
百

立
な

I
a/
1軍

締

B
C

形
浅

い
な

し

B
d

東
西

壁
が

東
壁

よ
り
も
長

い
隅

丸
の

台
形

獅
壁

が
ほ

ぼ
直

立
な

し
南

で
eと

連
結

す
る
が
境

ヲ
壁
イ寸

日
月
扉
密

B
e

東
隅
丸
長
方
形

壁
は

4面
と

も
直

立
な

し
II
ヒ
壁

が
d、

 
南
壁
が

fと

連
結
す

る
が
、
境

界
は
明

確
B

f
東

南
北

に
長

い
隅
丸

長
方

形
壁

は
4面

と
も
直

立
な

し
北

壁
が

e、
 
南
壁

が
gと

連
結

す
る
が

、
境

界
は

明
確

B
2

g
東

円
形

。
底

面
は
西

壁
側

が
一

段
低

く
な

っ
て

お
り
、 

君憲
】
ヒ

|こ

`こ

い
ft
tF
El
】
杉

西
壁

が
直

立
中
央

に
あ

る
確
認

面
で
、
柱

を
支

え
る

止
う
に
礫

が
斜

に
立
つ

B
2

h
南

南
北

に
長

い
長

円
形

。
底

面
は
北
側

が
や

や
低

く
な

っ
て
お

り
、 
2つ

が
琶

を
っ

た
藤

iL

な
し

B
2

1
南

塙
丸

方
形

。
西

壁
中
央

に
張

り
出

し
が

あ
り
、

苗
北

に
2つ

ム
る

士
う
に

草ゝ
耳
ブ

ム
内
側

で
あ

る
北

壁
は

直
立

な
し

B
2

]
南

喝
丸

長
方

形
。

底
面

は
二

段
と
な

っ
て

お
り
、

朱
佃
‖で

あ
る
苗

4H
lが

深
ぃ

な
し

R
2

k
西

鳩
力

t長
方

形
か

ら
長

円
形

堅
は

ほ
ぼ
E立

。
符

に
東

壁
と

西
蟹

が
直

立
覇

辱
際

に
あ

る

B
2

西
偶

苛
三

角
形

殉
側

で
あ

る
東

壁
が

盲
立

気
昧

覇
壁

際
に

あ
る

R
2

西
長

円
形

南
壁

は
直

立
面

軽
障

に
あ

る
B

2
西

隅
丸

方
形

更
肇

た
南

壁
は

首
立

な
iン

B
3

東
西

に
長

い
長

円
形

、
底

面
は
北
壁

と
東

壁
及

び
南

壁
の
一

部
が
一

段
高

く
な

っ
て

お
り
、

南
西
隅

が
長

円
形

で
一

段
低

く
な

っ
て

い
る

東
壁

は
傾

斜
し
て

bと
連

結
す

る
が

、
他

の
3

壁
は
直

立
2個

B
3

b
方

形
西
壁

は
傾
斜

し
て
お

り
、
上
部

で
aと

連
結
す

る
。
北
・
東
・
南

の
3壁

は
直
立

東
壁

際
に

あ
る

B
3

C
床

北
西
側

が
張

り
出
す

卵
形

。
底

面
に
月ヽ

ピ
ッ

ト
が

3個
耳

.ム
カ

_る

な
し

B
3

d
東

平
面

形
は

円
形

、
底

面
形

は
隅

丸
方

形
ほ

ぼ
直

立
な

し
B

3
e

東
平
面
形

は
円
形
、
底
面
形

は
隅
丸

方
形
。
底

面
に

/J
ヽ
ピ

ッ
ト
4個

を
有
す

る
な

し

B
3

F
南

や
や

東
西

に
長

い
長

円
形

北
壁

は
直
立
す

る
が
、
商
壁

は
傾
斜

を
も
つ
。

南
壁
上
面

の
広
が

り
は
、
崩
れ
に

よ
る

こ)
の

か
な

し
土

器
1点

B
3

g
南

平
面

形
は

円
形

、
底

面
も
円

形
で

、
西

に
寄

っ
て

い
る

北
壁

・

か
東
壁

の
広

が
り
は
、
崩

れ
に

よ
る

も
の

な
し

B
h

西
平

面
形

は
、

北
東

部
が

崩
れ

て
お

り
、

不
整

形
東

壁
・

南
壁

は
直

立
す

る
が

、
北

壁
は
上

方
で

な
だ

ら
か

に
傾

斜
し
、 
iと

連
結

。
南

北
2個

の
ピ

ッ
ト
の
合

わ
さ

っ
た

も
の

か

南
壁

際
に

あ
る

B
1

西
平
面

形
は
隅

丸
方

形
、

底
面

は
南

東
に
寄

っ
て

お
り
、

円
形

北
壁

は
緩

や
か

に
傾

斜
し
、  
jと

連
結

す
る
。

苗
壁

も
直

立
し
た
後

、
hと

距
結

す
る

束
壁

際
に

あ
る

B
]

西
平

面
形

は
円

形
、

底
面

は
北

狽
Uに

寄
っ

て
お

り
、

円
形

南
壁

が
傾

斜
し
て
、 
iと

連
結

。
他

の
3壁

は
首

寸

な
し

R
平

面
形

・
底

面
形

と
こ)
円

形
束
壁

が
bと

連
結

h
半

由
彬

・
厩

由
彬

″
I、
7f
彬

面
F_
Fが

,■
ば

百
V^
 
内

B_
Tが

a″
揮

驚



― ｌ ｗ ∞ ∞ ― ―

区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

B
4

平
面

形
・

底
面

形
と

も
長

方
形

壁
は

4面
と
も
直
立

柱
痕

の
下

と
思

わ
れ

る
箇

所
の

底
面

に
赤

化
し

た
礫

が
あ

る

B
4

d
東

平
面

形
・

底
面

形
と

も
方

形
。

底
面

は
段

が
あ

り
、
三

段
と
な

っ
て

い
る

西
壁

は
ほ
ぼ

直
立

す
る
。
東

壁
側

が
浅

く
、
西

壁
際

が
深

い
^苗

雖
が
e/
禅

結
B

4
東

平
面

形
・

底
面

形
と

も
長

方
形

西
壁

は
ほ

ぼ
直
立

す
る
。
北

壁
が

d、
南

壁
が

f

と
連

結
B

4
f

東
平
面

形
・
底

面
形

と
も
方

形
。
西

壁
が
や

や
短

か
く
、

台
形

に
近

い
北
壁

が
eと

連
結

B
4

吏
平

而
形

・
度

雨
形

ル
草ゝ

隅
当

三
角

形
壁

は
ほ

ぼ
直

立
B

4
南

1ヒ
壁

は
直
線

的
で

あ
る
が

、
平

面
形
・
底

面
形

と
も
円
形

北
壁

は
ほ

ぼ
直

立

B
4

1
南

平
面

形
・

底
面

形
と

も
隅

丸
長

方
形

北
壁

は
ほ
ぼ

直
立

断
面

の
ス

ラ
イ

ス
を
繰

返
す

が
、

柱
痕

は
検

趾
で

き
な
か

っ
た

B
4

苗
平

面
形

・
底

面
形

と
も
隅

丸
方

形
耳
ヒ
ヨ
置
は

ta
tF
下

三
二
と

陰
出

で
蒸

/4
・
か

つ
/‐

B
4

西
壁

は
ほ

ぼ
直

立
。

北
壁

の
上

部
は

1と
連

結
検

出
で

き
な

か
っ

た

B
4

西
平

面
形

は
長

方
形

、
底

面
形

は
台

形
南

壁
が

k、
北

肇
が
mと

揮
結

B
4

西
底

面
形

は
方

形
面

獲
が

1、
〕
r軽

が
n/
揮

結

B
4

両
底

面
形

は
長

方
形

南
群

が
mと

揮
結

C
5

C
5

b
bo
Cは

つ
な

が
っ

て
い

る
1

C
5

C
5

d
東

西
壁

は
直

立
C

5
e

東
e・

f間
に
は
内
側

に
わ
ず
か

に
ブ

リ
ッ
ジ
か

践
る
が
、
つ

な
が

っ
て
い

る
C

5
f

東
fは

底
面

か
ら
25
cm
の

所
に
平

石
を
お

い
て

い

る
。

f・
g間

に
は

内
側

に
わ
ず

か
に

ブ
リ
ッ
ジ

が
残

る
が

つ
な
が

っ
て

い
る

C
5

東

C
5

h
栞

内
側

と
外

側
で
25
cm
程

の
段

差
が

あ
る
。

外
狽

!

の
深

い
方

に
平

石
が

お
か

れ
る
が

、
そ

の
レ
ベ

ル
が
浅

い
内
側

の
レ
ベ

ル
と
同

じ
で

あ
る

こ
と

か
ら
、

重
複

し
て

い
る
内
側

の
方

が
新

し
い

と
考

え
ら
れ

る
C

5
1

南
内
側

で
あ

る
北

側
が

浅
い
。 
i～

kの
間

に
は

ブ
リ

ッ
ジ

の
痕

跡
が

内
佃
‖
に

あ
ず

か
に

残
る

百
内
側

で
あ

る
Jヒ

偵
」が

浅
い

C
k

雨
内
側

で
あ

る
耳
ヒ 側

に
中
場

が
2ヵ

所
あ

り
、

建
て
巷

え
が

2度
行

わ
れ

た
互
睛
協
′ 1
4ヽ

あ
る

C
l

西

C
両

C
西

C
西

C
つ

西
2個

に
別

/L
る

か

C
a

隅
丸

方
形

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
b

1ヒ
壁

は
古

立
ク

フ
ッヽ
ク
が

干
る

r
C

医
面

は
長

方
形

ハ
芥
ギ
欠

2個
の

並
rバ

か
ク

ラ
ッヽ
ク
が

十
る
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

桂
痕

備
考

C
6

d
東

質
面

は
不

整
形

。
底

面
に

段
差

が
あ

り
、

東
側

bヾ
溝

ぃ

C
6

南
罠
惰

円
形

。
柱

穴
2個

か
栞
壁

は
直

立
C

6
f

苗
医

面
は

長
方

形
に

折
い

C
6

苗
円

形
も

し
く
は

隅
労

`方
形

内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

C
6

西
底

面
は

円
形

内
側

で
あ

る
東

壁
が

直
立

気
味

C
7

隅
九

方
形

内
側

で
あ

る
南

壁
と
西

壁
が

直
立

気
味

、
北

壁
は
緩

く
傾

斜
中
央

に
径

26
cm
の

柱
痕

C
7

b
円
形

に
近

い
。

底
面

中
央

が
や

や
低

い
内
側

で
あ

る
商

壁
が

直
立

気
味

、
北

壁
は

緩
く

lL
H斜

径
40
伽

の
注

痕
が

、
内
側

で
あ

る
南

壁
際

に
寄

る
C

7
C

東
辺

の
中

で
は

す
こ

し
外

側
に

は
み

出
し
て

い
る

内
側

で
あ

る
南

壁
と
東

壁
が

直
立

気
味

、
北

壁
は
緩

〈
傾

斜
径

40
cm
の

柱
痕

が
東

南
側

に
寄

る

C
7

南
に
広

が
る
台
形

内
側

で
あ

る
南

壁
が

直
立

気
味

、
北

壁
は

緩
く

俺
斜

径
35
～

40
cm
の

柱
痕

が
東

南
側

に
寄

る

C
7

e
底
面
が
二
段

と
な
っ
て
お

り
、

内
側

で
あ

る
南

1目
‖
が

溝
い

内
側

で
あ

る
南

壁
が

直
立

気
味

、
北

壁
は

緩
く

隠
斜

睡
40
cm
の

柱
痕

が
、

内
側

で
あ

る
南

壁
際

に
寄

ム
C

7
f

軸
線

か
ら
底

面
が

は
ず

れ
る

壁
面

は
直

立
気

味
槍

出
で

き
を

か
‐ D
カ

東
騒

画
は

隅
女

】方
形

。
本

詢
に
の

中
で

景
早ゝ

ガ
、
押

潜
階

り
鉢

状
。

壁
面

は
ど

れ
ヽ

緩
〈

傾
斜

検
出

で
き

な
か

っ
た

C
h

東
輩
面

は
直

立
気

味
検

出
で

き
な
か

っ
た

ク
ラ

ッ
ク
が

走
り
、

横
ズ

レ
1シ
て

い
る

C
7

I
南

内
側

中
央

を
向

く
内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

気
味

で
あ

る
が

、
礼

ル
/r
力

_ほ
′
キ

t主
な

ぃ
径

20
cm
の

柱
痕

が
中
央

に
あ

る

C
7

]
南

内
側

が
広

が
る
隅
丸

台
形

内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

気
味

で
あ

る
が

、
他

と
そ
れ

ほ
ど
差

は
な

い
径

30
伽

の
柱

痕
が

北
東

側
に
寄

る

C
7

k
南

底
面

は
南

北
に
長

い
隅
丸

長
方

形
内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

気
味

で
あ

る
が

、
拠

と
そ
れ

ほ
′
葬

ι主
な

い
径

40
cm
の

柱
痕

が
、

内
側

で
あ

る
北

壁
際

に
寄

る
C

7
I

南
底
面
形

は
隅
丸
長
方
形

内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

気
味

で
あ

る
が

、
他

と
そ
れ

ほ
ど
差

は
な

い
。

南
壁

は
底

面
か

ら
緩

や
か

に
立

ち
上

が
り
、

上
方

で
直

立

検
出

で
き
な
か

っ
た

C
7

m
南

質
面

形
は

円
形

内
側

で
あ

る
北

壁
が

直
立

気
味

で
あ

る
が

、
他

と
そ
れ

ほ
ど
差

は
な

い
検

出
で

き
な

か
っ

た

C
7

西
氏
面

形
は

内
側

に
広

が
る
隅

丸
台
形

内
側

で
あ

る
東

壁
が

直
立

気
味

。
上

方
は
や

や
萌
れ

て
い

る
睡
50
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
東

壁
際

に
寄

る

C
7

O
西

長
楕

円
形

。
東

南
隅

に
は
径

25
cm
の

凹
み

内
側

で
あ

る
東

壁
が

直
立

気
味

。
上

方
は

や
ヽ

崩
れ

て
い

る
医
40
～

50
cm
の

柱
痕

が
、

内
側

で
あ

る
東

壁
際

こ
寄

る
C

7
p

西
内
側

で
あ

る
東

壁
が

直
立

気
味

。
上

方
は
や

や
崩

れ
て

い
る

縦
方

向
に
覆

土
を
分

層
で

き
た
が
、

他
の
注

穴
に
見

ら
れ

る
土

層
と
は
異

な
っ
て

お
り
、

ど
ち

ス
I、
れ
痛

>′
ヤ
差

,去
力

/F
l′

、
C

8
a

底
面

は
隅

九
長

方
形

底
面

か
ら
壁

半
ば

ま
で

は
直

立
す

る
。

壁
面

は
ど
れ

モ)
崩

れ
て

い
る

C
8

b
半

画
待

・
辰

南
各

/Υ
bゝ呂

苛
方

形
壁

面
は

ほ
ぼ

直
立

す
る

C
8

C
東

不
整

形
壁

面
は

ど
れ

も
崩

れ
て

い
る
。

西
壁

は
ほ

ぼ
直

立
す

る
が

、
他

の
壁

は
半

ば
ま
で
直

立
し
、

上
方

は
広

が
る

C
8

d
東

平
面
形

は
惰

円
形
、
底
面
形

は
長
方
形

壁
面

は
ど
れ

も
崩

れ
て
お

り
、
上
方

で
広
が

っ
て

い
る
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区
番

サ
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

C
8

e
東

e・
f間

の
内

側
に
別

の
柱

穴
が

あ
る
。

底
面

形
は
椿

円
形

ク
ラ

ッ
ク

が
東

西
に

走
る
。

西
壁

で
gと

連
結

C
8

f
南

f・
g間

の
内
側

に
別

の
柱

穴
が

あ
る
。

底
面

形
は

椿
円

形
北

壁
が

直
立

気
味

ク
ラ

ッ
ク

が
東

西
に

走
る
。

東
壁

で
e、

西
壁

で
宮

広
車
結

C
8

g
南

底
面

形
は
半

円
形

。
西
側

に
別

の
柱

穴
が

あ
る

北
壁

が
直

立
気

味
径

30
cm
の

注
痕

が
、

内
側

で
あ

る
北

壁
際

に
笥

る
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
走

る
。

東
壁

で
gと

こ
結

C
8

h
西

平
面

形
は

橋
円

形
、

底
面

形
は

円
形

壁
面

は
ロ
ー

ム
中

は
直

立
、

漸
移

層
に

な
っ
て

広
が

る
が

、
崩

力
や

編
り
十

ぎ
掌ゝ
ム

る
か

C
西

平
面

形
は
不

整
形

、
底

面
形

は
隅
丸

方
形

壁
面

は
ロ
ー

ム
中

は
直

立
、

漸
移

層
に

な
っ
て

広
が

る
が

、
崩
加
や

編
り
十

ぎ
Iゝ
ム

る
か

C
〕

西
隅

丸
長

方
形

、
底

都
は

長
円

形
底

面
か

ら
壁

半
ば

ま
で

は
直

立
し
、

上
方

は
広

が
る
^壁

雨
ι童

′
カ

ギゝ
崩

力
て

い
る

a
平
面

形
は
不

整
形

。
段

差
は

ほ
と
ん

ど
な

い
か

、
横

ズ
レ
が

20
cl
n以

上
あ

る
南

壁
は

ほ
ぼ

直
立

、
北

壁
は
傾

斜
し
上

方
で
大

き
く
広

が
っ
て

い
る
。

東
壁

と
西

壁
に

は
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り

1よ
っ

き
り

Iク
を

い
が

、 
tt
tt
F亡

す

14
5

ほ
ぼ

中
央

に
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
b

使
ズ

レ
が

認
め

ら
れ

る
が

、
段

差
は

ほ
と
ん

ど
な

い
南
壁

。
東

壁
は
直

立
、

北
壁

と
西

壁
は
傾

斜
。

北
壁

は
上

方
で
大

き
く
広

が
っ
て

い
る

径
50
cm

ク
ラ

ッ
ク
が

や
や

耳
ヒ
偵
Jを

東
西

に
走

る
C

C
内
側

で
あ

る
商

壁
側

は
直

線
的

で
、

北
壁

側
は

巾
繰

的
萄
壁

は
や

や
袋

状
と

な
る
が

ほ
ぼ

直
立

、
東

壁
・

西
壁

ギ】
ほ

ぼ
亡

立
す

る
が

、
北

壁
t主
悔

斜
径

30
cm
ほ

ど
の
柱

痕
が

、
底

面
中
央

に
あ

る

C
d

底
面

は
東

西
に
長

い
隅
丸

長
方

形
、

北
壁

側
は

丸
み

を
帯

び
る
。

南
東

隅
か

ら
北

東
隅
へ

の
ク

ラ
ッ

ク
が

走
り
、

南
側

が
10
cm
程

低
い
。

ま
た

、
底

面
の

北
壁

寄
り
に

も
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

南
側

が
10
cm
程

低
い
。

ど
ち

ら
も
若

干
の
横

ズ
レ
が

訳
あ

兆
如

る

南
壁

は
直

立
し
て

お
り
、

や
や

袋
状

と
な

る
。

他
は
や

や
傾

斜
径

40
cm
ほ

ど
の
住

痕
が

、
南

東
壁

寄
り
に

あ
る

C
9

隅
丸

方
形

南
壁

は
直

立
、

東
壁

は
直

立
し
た
後

や
や

広
が

る
。

西
壁

は
傾

斜
し
て

お
り
、

北
壁

は
内
湾

気
味

に
立

ち
卜
が

る

径
30
cm
の

柱
痕
が
、
底
面

中
央

よ
り
や
や
東
寄

り
に
あ

る
ク

ラ
ッ

ク
が

中
央

よ
り
や

や
北
側

を
東

西
に
走

る

C
9

f
東

隋
円
形

西
壁

・
北

壁
・

束
壁

は
直

立
よ

り
も
袋

状
に
近

い
ハ

苗
壁

は
傾

斜
ク
ラ

ッ
ク
が

中
央

よ
り
や

や
北

狽
J″

東
西

に
走

る
C

9
東

長
楕

円
形

西
壁

は
直

立
し

た
後

や
や

広
が

る
。

北
壁

・
南

母
は

ほ
tF
首

立
、

東
壁

t主
樋

斜
C

9
東

ク
ラ

ッ
ク
が

底
面

と
南

壁
の

間
に

入
る
。

東
西

の
壁

面
上

半
に

か
な

り
開

い
て

お
り
、

壁
面

は
第
れ

て
い

る

そ
れ

ぞ
れ

の
壁

面
は

直
立

し
て

い
る
が

、
東

理
は
上

方
で
広

が
っ
て

い
る

C
9

1
東

平
面

形
は
不

整
形

。
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
走

り
、
東

壁
で
約

25
帥

、
西

壁
で
約

50
cl
n開

い
て

い

る
。

南
半

分
は

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
か

な
り
崩

れ
て

い
る

西
壁

は
直

立
よ

り
も
袋

状
に
近

い
。
他

は
傾

網
し
て

お
り
、

上
方

で
広

が
る

C
9

苗
平

面
形

は
楕

円
形

、
底

面
形

は
隅

菟
1方

形
壁

は
ど

れ
ヽ

盲
立

に
折

い
ク

ラ
ッ

ク
カ
彰
紅
西

に
干

る
C

9
南

楕
円
形

北
壁

は
や

や
袋

状
と
な

る
が

ほ
ぼ

直
立

、
東

壁
>西

壁
ギ
、
ほ

tF
古

す

径
50
cm
ほ

ど
の

柱
痕

が
、

内
側

で
あ

る
東

壁
寄

り
に

ム
る

C
9

l
南

楕
円
形

を
呈

す
る
。

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
南

北
に

広
が

る
北

壁
は
や

や
袋

状
と
な

る
が

ほ
ぼ

直
立

、
他

の

壁
は

緩
や

か
に

広
が

る



１ ８ Ｐ Ｉ

区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

C
9

南
隅
丸

方
形

北
東

壁
と
南

西
壁

コ
ー

ナ
ー

が
袋

状
12
5

径
30
cm
の

柱
痕

が
、

内
側

で
あ

る
東

壁
寄

り
に

あ
る

C
9

n
商

惰
円
形

南
壁

を
除

い
て

直
立

ま
た

は
袋

状
径
40
cm
の

柱
痕

が
商

壁
寄

り
に

あ
る

C
9

O
西

ク
ラ

ッ
ク

に
よ

る
横

ズ
レ

と
段

差
。

底
面

形
は

不
整

円
形

で
北

壁
側

は
直

線
に

近
い
。

底
面

東
名
幸
り
に

牟
恥
15
0m
う
つ

p■
入

北
壁

・
東

壁
。
南

壁
が
袋

状
で
、

西
壁

が
直

立
し
た
後

広
が

っ
て

い
る

径
40
cm
の

柱
痕

が
南
壁

寄
り
に

あ
る

C
9

p
西

底
面

は
西

か
ら
中
央

に
向

か
い
傾

斜
し
て

い
る

。
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
横

ズ
レ

東
壁

は
直

立
、

南
壁

は
直
立

気
味

C
9

q
西

ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

か
な

り
の

段
差

と
横

ズ
レ

が
認

め
ら
れ

る
。

底
面

の
段

差
は

北
が

低
く
、

25
cm
t蛋

ど

東
壁

は
直

立

C
西

東
壁

か
ら
南
壁

に
か

け
て

は
袋

状
に

な
っ

た
後

直
立

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
ク

ラ
ッ

ク
に

よ
り
】
ヒ 側

が
大

き
く
落

込
む

覇
肇

は
ほ

tF
古

†
C

b
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
耳ヒ
狼
」が

二耗
き

く
▼客

扶
‡

雨
壁

は
ほ

ぼ
直

立

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り

J監
イH
ll
が

,た
善

で
穆
鶉
入
す

o
面

肇
は

,三
tr
盲

す

C
d

東
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
北
側

が
大

き
く
落

込
む

西
壁

は
直
立

、
南
壁

は
傾

斜
。

北
壁

は
は

っ
き

り
し
な

い
C

東
喝
丸

方
形

西
壁

・
北

壁
。
東

壁
は

ほ
ぼ

直
立

、
南

壁
は

わ
ず

か
に
傾

斜
径

45
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
西

壁
際

に
寄

る

C
f

東
や
や

東
西

に
長

い
隅
九

方
形

西
壁

は
直

立
、

東
壁

は
直

立
し
た
後

わ
ず

か
に

広
が

る
径
45
伽

の
柱

痕
が

内
側

で
あ

る
西

壁
際

に
寄

る

C
g

束
西
壁

は
直
線
的

で
、
東
壁

は
丸

み
を
帯

び
る

西
壁
は
直
立

し
て
上
方
で
わ
ず
か
に
広
が

る
。

他
は
わ
ず
か
に
傾
斜
。
東
壁
上
方
は
掘

り
す

ぎ
か

径
45
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
西

壁
際

に
寄

る

C
h

東
南

北
に
長

い
隅
丸

長
方

形
。

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り

南
北

に
10
～

15
cm
開

く
西
壁

は
直

立
、
他

は
直
立

し
た
後

広
が

る
径

45
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
西

壁
際

に
寄

る

C
1

南
塙
九

長
方

形
。

北
壁

は
直

線
的
、

南
壁

は
丸

乃
を
帯

び
る
。

内
側

中
央

力
向

ぐ
北
壁

は
直

立

C
〕

南
隅
丸

長
方

形
。

北
壁

は
直

線
的

、
南

壁
は
丸

み
を
帯

び
る

北
壁

は
直
立

C
k

南
ほ

ぼ
円
形

。
西

壁
は
耕

作
の
畝

で
検

出
で

き
な

い
北

壁
は

直
立

径
45
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
北

壁
際

に
寄

る

C
l

西
内
側

中
央

を
向

く
。

中
央

に
ク

ラ
ッ

ク
が

入
る

が
形

状
は

変
わ

ら
な

い
東
壁

は
直

立
、

南
壁

も
ほ

ぼ
直

立
、

北
壁

・
西

壁
は
傾

斜
C

西
底

面
は
二
段

と
な

っ
て

お
り
、

内
側

で
あ

る
東

XH
Jが

深
い

北
壁

・
東

壁
は
直

立
、

南
壁

も
ほ

ぼ
直

立
、

西
壁

は
内
湾

気
味

に
立

ち
上

が
る
。

西
壁

上
半

は
畝

に
よ

っ
て

削
ら
れ

て
い

る

径
42
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
東

壁
際

に
寄

る
ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
西

噴
面

は
二

段
と

な
っ

て
お

り
、

内
側

で
あ

る
東

隕
Jが

深
い

東
壁

は
ほ

ぼ
直

立
、

西
壁

上
半

は
畝

で
削

ら
れ

て
い

る
径

36
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
東

壁
際

に
寄

る

C
西

南
側

が
高

い
の

は
ク
ラ

ッ
ク
の
所
為

か
。

15
cm

の
段
差
が

あ
る

南
壁

は
直
立
、
西
壁

は
緩
や

か
に
傾
斜

医
45
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
東
壁

際
に
寄

る
ク
ラ

ッ
ク
が
走

る

C
p

西
ク
ラ

ッ
ク
が

走
る
が

、
段

差
は
少

な
い
。

北
壁

。
東

壁
・

南
壁

は
直

立
、

西
壁

は
傾

斜
し
て

い
る
。

東
壁

上
半

と
西

壁
上

半
は
畝

に
よ

り
削

ら
ん
て

い
る

北
壁

・
東

壁
。
南

壁
は

直
立

、
西

壁
は
傾

斜
10
3

睡
33
cm
の

柱
痕

が
内
側

で
あ

る
東

壁
際

に
寄

る
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

C
11

円
形

い
す

れ
の
壁

も
緩
や
か

に
傾
斜

し
て
お

り
、
直

立
Iク

た
壁

が
な

い

C
11

b
東

西
に
長

い
長

円
形

い
ず

れ
の

壁
も
緩

や
か

に
傾

斜
し
て

お
り
、

直
ヤ

lフ
オ
壁

が
な

い

C
11

C
い
ず

れ
の
壁

も
緩

や
か

に
傾

斜
し
て

お
り
、

直
立

し
た
壁

が
な

い

C
11

d
来

三
角

形
。

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る
が

、
段

差
は
少

な
い

西
壁

・
北

壁
は

直
立

、
東

壁
と
南

壁
は
傾

斜

C
11

e
東

隅
丸

方
形

。
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

段
差

は
5 
cn
l

ほ
ど

東
壁

・
西

壁
は
直

立
、

北
壁

・
南
壁

は
傾

斜

C
f

東
底
面

は
不

整
形

。
ク
ラ

ッ
ク
の
所

為
か
。

元
は

隅
菟

1方
形

か
C

g
東

南
北

に
長

い
長

円
形

西
壁

は
直

立
、

南
壁

は
内
湾

気
味

に
立

ち
上

が
る
。

東
壁

は
傾

斜
。

北
壁

は
fと

の
ブ

リ
ッ
ジ

が
イ氏

く
、 
5 
cm
ほ

ど
C

h
商

買
内

に
岳

い
格

円
形

曇
は
す
べ

て
ほ

ぼ
直

立
C

11
南

東
西

に
長

い
楕

円
形

北
壁

は
直

立
、

南
壁

は
傾

斜
、

東
壁

・
西

壁
は

耕
作

に
よ

る
攪

乱
の
為

、
壁

の
検

出
は

出
来

な
い

C
苗

拝
,こ

′
卜
秀

〈
y手

ψ
、

a壁
と

東
壁

が
直

立
気

昧
、

仙
は

傾
斜

C
11

k
西

南
北

に
長

い
隅

九
長

方
形

東
壁

と
南

壁
は
直

立
、

北
壁

は
わ
ず

か
に
傾

斜
。

西
壁

は
わ
ず

か
に
傾

斜
し
た
後

上
方

で
広

が
る

C
11

1
西

面
北

に
長

い
隅

苛
,侵

方
形

東
壁

は
直

立
、

他
は
傾

斜
C

m
西

南
北

に
長

い
隅
丸
長
方
形

東
壁

は
直

立
、

北
壁

。
南

壁
は

わ
ず

か
に
傾

斜
、

西
壁

は
緩

や
か

に
傾

斜
C

西
南

北
に
長

い
隅

丸
長

方
形

。
底

面
は
二

段
と
な

っ
て

お
り
、

内
側

で
あ

る
東
側

が
深

い
。

高
い

方
の
西
側

の
高

さ
は

k・
1・

mと
ほ
ぼ

同
じ

北
壁

。
東

壁
は

ほ
ぼ

直
立

、
南
壁

は
わ
ず

か
に

傾
斜

。
西

壁
は

中
段

か
ら
下

は
内
湾

気
味

に
立

ち
卜
が

り
、
 「

方
は
盲

立
C

来
西

に
長

い
長

円
形

南
壁

は
直

立
、

東
壁

・
西

壁
は
傾

斜
、

北
壁

は

傾
斜

し
て

立
ち
上

が
り
、

中
ほ

ど
で

大
き

く
広

が
る

b
1ヽ

4昏
■
夕̂

 
ノ
ト
さ

く
、 

デ
勇
しヽ

北
壁

は
中

ほ
ど

で
大

き
く

広
が

る

C
C

隅
丸

方
形

。
確

認
面

で
、

礫
2個

が
出

上
し

て
い

る
南
壁

は
直

立
、

東
壁

も
ほ

ぼ
直

立
す

る
。

西
壁

I!
柄

斜
 
」B

撃
オ寸

由
,千

ガ
外

云
庁
坊ヾ

ス

C
d

不
整

形
壁
は

い
ず

れ
早)

1フ
っ
か

り
1シ
て

お
ら
ず

、
浅

い
C

東
示

啓
形

1ヒ
壁

は
直

立
し
、
他

は
わ
ず

か
に
傾

斜
C

f
南

東
西

に
長

い
長

円
形

。
底

面
は
段

に
な

っ
て

お
り
、 

吏
カ
ツ

駅
、 
F巧

力
哺
義
い

北
壁

と
東

壁
は

直
立

、
西

壁
は
傾

斜
し
、

西
に

大
き

く
広

が
る

C
南

平
面
・
底
面

と
も
円
形

】
ヒ
壁

と
南

壁
は
直

立
し
、 

し
っ
か

り
し
て

い
る

が
、

南
壁

は
上

方
で
広

が
る
。

東
壁

・
西

壁
は

あ
ず

か
に

TL
E斜

^ 
f・

hに
'|
ク

て
澳

い
C

南
円
形

、
底

面
形

は
隅
丸

方
形

北
壁

と
南

壁
は

直
立

し
、

し
っ

か
り

し
て

い
る

東
壁

。
西

壁
l■

わ
ギ

か
に
栢

斜
C

1
西

民
円

形
呼

は
東

警
の

面
か

ら
首

壁
に

か
け

て
ほ

ビ
盲

す

≪
こ
の

レ
コ
ー

ド
は
次
ペ
ー

ジ
に
続

き
ま
す
。
≫
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

す
る
が

、
他

は
傾

斜
し
な
が

ら
立

ち
上

が
り

卜
/4
で

成
が

る

C
]

西
ほ

tF
円

形
壁
は

い
ず

れ
も

し
っ
か

り
し
て

い
な

い
。

浅
く

、
底

面
も
凸

凹
が

激
し
い

C
a

不
整

形
、

底
面

は
隅

九
長

方
形

北
壁

は
わ
ず
か

に
傾
斜

す
る
が
、

ほ
ぼ
直
立
、

他
は

ク
ラ

ッ
ク
が
入

り
、

し
っ
か

り
し
て
い
な

い
C

b
b・

Cは
つ

な
が

っ
て

お
り
、

さ
ら
に
別

の
柱

穴
が

あ
る
の
か

間
が
一

段
低

い
。

底
面

は
bが

Cよ
り

1段
低

い

北
壁

は
直

立
、

西
壁

は
傾

斜
。

南
壁

は
ク
ラ

ッ
ク
の
為

し
っ
か

り
し
て

い
な

い
。

東
壁

の
上

方
は
大

き
く
崩

れ
る

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る

C
C

北
壁

・
西

壁
は

ほ
ぼ

直
立

、
南

壁
は

内
湾

気
味

に
立

ち
卜
が

る

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る

C
d

栞
壁

と
北

壁
は
傾

斜
。

東
壁

と
南

壁
は

ク
ラ

ッ
ク
の
所

為
か

し
っ
か

り
し
て

い
な

い
ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る

C
e

東
底

面
が

2段
と
な

っ
て

お
り
、

内
側

で
あ

る
匹

イ印
|が

30
cn
ti
′

イ氏
v、

西
壁

は
直

立
、

東
壁

は
傾

斜

C
f

東
医
面

が
2段

と
な

っ
て

お
り
、

内
側

で
あ

る
匹

隕
」が

30
cm
lよ

ど
イ氏

しヽ
西
壁

は
直

立
、

東
壁

は
傾

斜

C
東

肇
L方

が
広

が
る

の
は

崩
加

と́こ
上

る
草、

の
か

西
壁

は
直

立
、

他
は
傾

斜
C

h
南

楕
円

形
。

内
側

中
央

を
向

く
。

底
面

は
2段

と
な

っ
て

お
り
、

ヨ
ヒ

IH
‖
が

祇
ぃ

北
壁

は
直

立
、

他
は
傾

斜

C
南

隅
丸

方
形

で
、

外
側

で
あ

る
南

側
が

や
や

張
り

出
十

壁
は
す
べ

て
ほ

ぼ
直

立

C
]

南
馬
丸

方
形

。
底

面
内
側

に
張

り
出

し
が

あ
り
、

た
い

ら
で

な
い

壁
は
す
べ

て
ほ
ぼ
直
立

C
k

南
内
側

中
央

を
向

く
。

上
方

は
い
ず

れ
も
大

き
く

弱
れ

て
い

る
南

壁
・

斜

北
壁

は
直

立
、

東
壁

・
西

壁
は
緩

く
傾

中
央

に
は

ク
ラ

ッ
ク
が

走
ム

西
璃

丸
.方

形
ぅ

減
い

壁
は

す
べ

て
緩

ぐ
樋

斜

C
m

西
内
側

が
直
線

的
で
、
外
側

が
丸
み

を
持
つ

東
壁

は
ほ
ぼ

直
立

す
る
が

、
上

方
で
広

が
る
。

仙
は
緩

ぐ
傾

斜
C

n
西

元
は
南

北
に
長

い
隅

丸
長

方
形

か
。

浅
い

J印
Jに

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る
C

隅
丸

長
方

形
ぅ

内
側

中
央

″
向

く
肇

は
,二

ぼ
盲

立

C
b

lf
R九

方
形

南
壁

は
直
立

す
る
が

、
北

壁
は

内
湾

気
味

に
大

き
く
傾

斜
。

東
壁

・
西

壁
は

中
ほ

ど
で
袋

状
と

な
る
。

南
壁

際
が

4 
cm
ほ

ど
高

く
な

っ
て

い
る

の
は
、

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る

ヽ
の

か

東
西

に
小

さ
な

ク
ラ

ッ
ク

が
走

る

C
C

隅
丸

方
形

壁
は
す
べ

て
ほ

ぼ
直

立
中

央
を
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク

が
tる

C
長

円
形

南
壁

・
束

壁
及

び
西

壁
は

ほ
ぼ

直
立

、
北

壁
は

緩
く
傾

斜
中

央
を
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク

が
干

る
C

長
円

形
壁

は
す
べ

て
ほ
ぼ
直
立

中
央

を
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク

が
キ

ス

C
f

束
南
側

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

上
面

で
80
cm
、

底
面

で
25
cm
ほ

ど
広

が
っ
て

い
る
た
め

平
面

形
は

不
明

西
壁

と
北

壁
は
直

立
し
た
後

、
上

方
で
広

が
っ

て
い

る
。

東
壁

と
南

壁
は
傾

斜
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

条
さ

柱
痕

備
考

C
g

東
中
央

を
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク
が

走
り
、

平
面

形
は

不
明

】
ヒ 側

に
ク
ラ

ッ
ク
が

あ
る
た
め

か
、

1ヒ
壁

は
袋

状
と
な

る
。

西
壁

は
直

立
、

東
壁

・
南

壁
は
傾

斜

C
h

東
隅

丸
長

方
形

。
中
央

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

底
面

で
15
cm
ほ

ど
ひ

ら
い
て

い
る
が

、
段

差
は

な
し凸

西
壁

と
北

壁
は
直

立
、

東
壁

と
南

壁
は
直

立
し

た
後

広
が

る

C
1

南
楕

円
形

北
壁

は
直

立
、

東
壁

と
西

壁
も
直

立
気

味
で

あ
る
が

、
商

壁
は
傾

斜
南
壁

際
に

ク
ラ

ッ
ク
が

走
ス

C
J

南
隅

丸
長

方
形

苛
壁

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
。

北
壁

は
直

立
、

東
警

・
両

群
I、

吉
す
il
lk
 

古
辟

I寸
傾

斜

C
k

南
長

円
形

、
底

面
は
隅
丸

長
方

形
。

南
側

は
一

段
高

く
な

っ
て

い
る
が

、
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る

も
の

か

1ヒ
壁

は
直

立
、
他

は
傾

斜

C
1

南
不

整
形

。
中
央

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

北
が

深
い
^殿

羊

`主

★
善

で

"師
tニ

ガ

北
壁

は
直

立
、

他
は
傾

斜

C
南

不
整

形
。

ク
ラ

ッ
ク

に
よ

る
段

差
は

大
き

く
24

cm
tX
だ

北
壁

と
西

壁
は

直
立

、
他

は
傾

斜

C
n

円
形

東
壁

は
直

立
、

他
は
傾

斜
C

西
南
側

は
大

き
く
開

口
し
て

お
り
、
壁

面
観

察
が

出
来

な
い
。
仙

は
傾

斜
12
5

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る

C
西

南
北

に
長

い
隅

丸
方

形
東

壁
は

直
立

、
北

壁
・

南
壁

も
直

立
気

味
、

西
壁

は
拒

斜

C
長

円
形

壁
面

は
い
ず
れ

も
緩

く
傾
斜

中
央

に
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
走

る
C

b
長

円
形

。
東
側

に
浅

い
掘

り
込

み
が

重
複

し
て

い
る

壁
面

は
い
ず
れ

も
傾
斜

南
側

に
ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
C

東
鳴
九

長
方

形
壁
面

は
い
ず
れ

も
傾

斜
。
西
壁
が
や
や

直
立
算

昧
か

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
2本

十
ム

C
東

隅
丸

方
形

。 
C,
dに

か
か

る
浅

い
掘

り
込

み
が

あ
る

西
壁

・
北

壁
。
南

壁
は

直
立

、
東

壁
は
傾

斜
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
2本

を
ス

C
東

椿
円

形
、

底
面

形
は

隅
女

,長
方

形
西

壁
は

直
立

気
味

、
他

は
傾

斜
C

東
長

円
形

壁
は

い
す

/1
_h
 t
tV
 I
ク

オ
傍

原
が

る
ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る
C

g
南

橋
円

形
北

壁
と
西

壁
は

直
立

し
た

後
広

が
る
。

東
壁

と
苗

警
は
樋

斜
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
走

る

C
h

円
形

壁
は

い
す

れ
ギ
j傾

斜
ク

ラ
ッ

ク
が

十
る

C
西

隅
丸

方
形

東
壁

は
直
立

、
他

は
傾

斜
。

西
壁

と
筒
側

は
ク

ラ
ッ

ク
で
掘

り
す

ぎ
C

J
西

隅
丸

方
形

東
壁

と
北

壁
は

直
立

、
南

壁
と
西

壁
は
傾

斜
。

西
に
大

き
く
広

が
/D
が

掘
リ
ー 十

ぎ
か

C
k

西
隅

丸
方

形
東

壁
は

直
立

、
他

は
傾

斜
。

西
に

広
が

る
が

掘
り
す

ぎ
か

C
1

西
隅
丸

三
角

形
。

底
面

の
南

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
る

東
壁

と
北

壁
は

直
立

気
味

、
西

壁
と
南

壁
は
傾

斜
北

壁
と
西

壁
は
傾

斜
、

東
壁

は
直

立
し
た
後

C
長

円
形

。
底

面
で

27
cm
ほ

ど
の

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
干

る
広
が

る
。
内
側

で
あ
る
南
壁
が
大

き
く
傾
斜
す

ス

≪
こ
の

レ
コ
ー

ド
は
次

ペ
ー

ジ
に
続

き
ま
す

。
≫
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

が
、

ク
ラ

ッ
ク
の
所
為

か
。

底
面

は
】
と
が

平
ら

で
首

に
侮

斜

C
b

楕
円
形

。
東

西
に

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る
他

、
横

ズ
レ

も
認

め
ら
れ

る
。

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る
段

差
は

10
～

15
cm
、

幅
は
30
cm
ti
が

北
壁

と
西
壁

は
直
立

し
た
後
広
が

る
。
東
壁

と
南
壁

は
傾
斜

C
C

東
西

に
ク

ラ
ッ

ク
が

走
る
他

、
横

ズ
レ

も
認

め
ら
れ

る
。 

ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る
段

差
は
大

き
く
、

10
cm
以

上
。

底
面

は
商

が
直

線
的

で
、

北
が

曲
線

的

壁 斜
北 傾

東
壁

及
び
西
壁

は
直

立
気

味
、

南
壁

は

C
d

東
橋

円
形

北
壁

と
西

壁
は
直

立
し
た
後

広
が

る
。

東
壁

と
苗
壁

は
傾

斜
C

更
ζ 九

方
形

a壁
と
西

壁
は

直
立

、
東

壁
と
苗

壁
は
傾

斜
C

f
東

隅
苛

`方
形

ハ
底

面
に

川ヽ
ピ

ッ
ト
2が

ム
ム

1ヒ
壁

と
西

壁
は

直
立

、
東

壁
と
南

壁
は
傾

斜
ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

東
惰

円
形

蜘
壁

は
直

立
、

他
は

傾
斜

C
h

東
1円

形
西

壁
は

直
立

、
他

は
傾

斜
C

1
南

惰
円
形

。
東

西
壁

北
側

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
。

底
面

に
ピ

ッ
ト
1が

あ
る

北
壁

は
直

立
の
後

広
が

る
。

他
の
壁

は
傾

斜
。

底
面

北
東

隅
が
一

段
低

い
が
、

ク
ラ

ッ
ク

に
よ

る
も
の

か
C

J
南

脂
円

形
北

壁
は

直
立

の
後

広
が

る
。

他
の
壁

は
傾

斜
ク

ラ
ッ

ク
が

北
側

を
走

る
が

/J
ヽ
さ
い

C
南

喝
丸

方
形

北
壁

・
東

壁
及

び
西

壁
は

直
立

の
後

広
が

る
。
特

に
東

壁
は
袋

状
と
な

っ
て

い
る
。

南
壁

は
傾

斜
C

1
西

惰
円
形
。

中
央

に
ク
ラ

ッ
ク
と
段
差
が

あ
り
、

北
が

10
伽

ほ
ど
低

い
。
東
側
上
部

が
広

が
る
の

は
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る
掘

り
す

ぎ
か

東
壁

は
直

立
、

南
北
壁

も
直

立
気

味
で
、

西
壁

は
傾

斜

C
m

西
円
形

、
底

面
は
隅

丸
長

方
形

い
ず

れ
の
壁

も
直

立
の
後

広
が

る
C

n
西

不
整

形
東

壁
は

直
立

の
後

広
が

る
。

南
壁

は
傾

斜
。

北
壁

か
ら
西

壁
に
か

け
て

は
直
立

気
味

で
、

特
に
北

壁
は
袋

状
と
な

っ
て

い
る
。

ク
ラ

ッ
ク
の
所
為

か

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

C
O

西
不

整
形

、
底

面
は

ハ
ー

ト
型

。
小

さ
い

ク
ラ

ッ
ク
が

入
っ

て
お

り
、

そ
の

為
に

ズ
レ

た
可

能
性

ギゞ
バ

る

東
壁

は
直

立
、

北
壁

は
袋

状
、

南
壁

と
西

壁
は
傾

斜
し
て

い
る

C
p

西
平
面

・
底

面
と

も
隅
丸

長
方

形
。

北
側

に
ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
が

、
底

面
へ

の
影

響
は

な
さ
そ

う
1ヒ
壁

と
東

壁
は
直

立
の
後

広
が

る
。

南
壁

と
西
壁

は
傾

斜
C

17
a

不
整

形
だ
が

、
下

半
は

円
形

。
底

面
北

壁
際

に
ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

雨
壁

は
直

立
、
他

の
壁

は
直

立
し
た
後

広
が

る
C

17
b

長
円

形
萄
壁

は
直

立
、
他

の
壁

は
直

立
し
た
後

広
が

る
中

央
に

ク
ラ

ッ
ク
が

東
匹

に
走

る
C

C
隅
丸
長
方
形
。
西
側

に
一
段

高
い
箇
所

が
あ

る
ぅ
東
側

の
広
が

り
は
崩
落

に
よ
る

I】
の
か

中
央

に
ク

ラ
ッ

ク
が

東
匹

に
走

る
C

d
東

惰
円
形

西
壁

は
直

立
、

南
北

壁
は

直
立

気
味

に
立

ち
上

が
っ

た
後

広
が

る
。

東
壁

は
傾

斜
し
て
広

が
っ

た
後

、
さ

ら
に

中
段

弁
持

っ
て

広
が

る
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

捕
考

C
東

不
整

形
北
壁

と
西
壁
の
北

2/
3は

直
立
、
南

1/
3は

ク
ラ

ッ
ク
の

た
め
か

し
っ
か

り
し
て

い
な
い
。
東

壁
は
逆

に
北

2/
3が

傾
斜

を
持

ち
、
南

1/
3は

直
立
気

味
。
商
壁

は
直
立

C
f

東
隅

丸
方

形
。

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

っ
て

い
る

が
、

形
状

を
変

ブ
る
ほ

ど
で

は
な

い
西

壁
は

直
立

、
他

は
傾

斜
し
て

い
る
が

、
特

に

東
壁

は
「

方
で

さ
ら
に

広
が

っ
て

い
る

C
g

東
惰

円
形
。

中
央

と
南

の
2ヵ

所
に

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

る
。

底
面

の
東
側

が
深

く
な

っ
て

い

る
が

、
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
る

も
の

西
壁

と
南

壁
は
直

立
し
て

い
る
が

、
北

壁
と
東

壁
は
傾

斜
し
て

い
る

C
h

南
不

整
形

。
中
央

に
ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

り
、

わ
ず

か
に
横

ズ
レ

し
て

い
る

北
壁

に
か

か
る

よ
う
に
大

き
な

ク
ラ

ッ
ク
が

入

る
。

壁
は

い
ず

れ
も

し
っ
か

り
し
て

お
ら
ず

、
順
斜

ぅ
商

壁
は

中
段

に
中
場

を
持

つ
C

1
南

塙
九

長
方

形
。

中
央

と
北

壁
に
か

か
る

よ
う
に

ク
ラ

ッ
ク
が

走
る

北
壁

は
ほ

ぼ
直

立
、

他
は
傾

斜

C
J

南
隅
丸

方
形

。
ho
iで

底
面

中
央

を
走

っ
て

い
た

ク
ラ

ッ
ク
は
】
hr
tt
lに

止
る

北
壁

は
ク

ラ
ッ

ク
が

入
り
、

検
出

で
き

な
▼

/1
tの

障
l■

r
rH
斜

C
k

西
楕

円
形

。
遺

構
確

認
面

で
東

壁
南

で
70
cm
、

西

壁
南

で
50
cl
aの

ク
ラ

ッ
ク
が

入
り
、

形
状

を
大

き
で
秀

ブ
て

ぃ
る

北
壁

・
東

壁
・

南
壁

が
傾

斜
、

西
壁

が
途

中
ま

節
斜

し
た
後

広
が

っ
て

い
る

C
l

西
底

面
に

ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
。

東
で

2本
の

ク
ラ

ッ
ク
で

あ
っ

た
も
の

が
、

中
央

で
交

わ
り
、 
1

本
の

ク
ラ

ッ
ク

と
な

っ
て
西
へ

抜
け

て
い

る
。

底
面

西
側

が
一

段
祇

く
な

っ
て

い
る

東
壁
・

南
壁

は
直
立
、
北
壁

と
西
壁

は
直
立
気

味
で
わ
ず
か

に
傾
斜

C
西

不
整

形
。

nと
っ

な
が

っ
て

い
る

東
壁

と
南

壁
は
直

立
、

西
壁

は
直

立
気

味
に
立

ち
上

が
っ

た
後

広
が

る
掘

り
下

げ
当
初

は
mと

n

は
ロ
ー

ム
の

ブ
リ
ッ
ジ

で

別
れ

て
い

た
が

、
埋

め
ら

れ
た

ロ
ー

ム
で

あ
り
、

つ

な
が

っ
て

し
ま
っ

た
。
建

て
替

え
が
行

わ
れ

た
可

能
性

も
あ

る
C

n
西

不
整

形
。
mと

は
っ

な
が

っ
て

い
る
が

、
底

面
I!
一

砕
梧

で
井

ぅ
― r
ス

東
壁

は
ほ

ぼ
直

立
、

北
壁

は
直

立
し
た
後

上
方

で
広

が
る
。

北
壁

は
内
湾

気
味

に
外

へ
広

が
る

C
a

円
形

南
壁

及
び
西

壁
は

ほ
ぼ

直
立

す
る
。

北
壁

は
直

立
し
た
後

広
が

る
。

東
壁

は
ク
ラ

ッ
ク
が

入
り

1ま
っ

き
り
し
な

い
が

、
か

な
り
傾

斜
。 

ま
た
、

上
方

で
広

が
る
が

、
耕

作
に

よ
り
壁

が
削

ら
れ

、
崩

カ
オ

草ゝ
の

中
央
や

や
南

に
ク

ラ
ッ

ク
が

東
西

に
走

る

C
b

不
整

形
。

辺
に

そ
っ
て
長

い
。 
2個

の
柱

穴
に

別
れ

る
可

能
性

も
あ

る
。

東
壁

は
な

く
、 
Cと

つ
な
が

っ
て

い
る
。

底
面

は
Cよ

り
も
一

段
高

南
壁

及
び
北

壁
は

ほ
ぼ

直
立

す
る
が

、
西
側

は
や

や
傾

斜
す

る
。

西
壁

は
内
湾

し
な
が

ら
立

ち
上

が
る

底
面

東
側

か
ら
円
礫

が
1

個
出
土
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区
番

号
柱

穴
辺

平
面

形
断

面
形

平
長

平
短

底
長

底
短

深
さ

柱
痕

備
考

C
隔

円
形

南
壁

は
直

立
、

北
壁

と
東

壁
は
直

立
し
た
後

わ
ず

か
に
広

が
る
。

西
壁

は
な

く
、

bと
つ

な
が

る
が

、
bの

底
面

と
Cと

の
間

に
わ

ば
か

に
残

る
西

壁
上

場
と
の

間
に
、

緩
く
傾

斜
す

る
中
場

が
あ

る
C

束
平

面
形

・
底

面
形

と
も
楕

円
形

。 
2個

の
重

椴
か

ほ
ぼ

す
べ

て
の
壁

面
が

直
立
。

南
壁

及
び
北

壁
は

わ
ず

か
に

内
湾

気
味

C
東

平
面

形
・

底
面

形
と

も
隅

丸
方

形
。

底
面

商
に

は
/1
ヽ
さ
な

ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
が

、
形
状

に
は
影

響
を
与

ブ
て

い
な

い

西
壁

は
直

立
で
、
他

の
壁

も
ほ

ぼ
直

立

C
f

東
不
整

形
。

南
北

に
段

差
が

認
め

ら
れ

る
の

は
ク

ラ
ッ

ク
に

よ
る

も
の
。

底
面

の
北

束
に
一
段

高
い

中
場

が
あ

る

西
壁

は
直

立
、

南
壁

も
ほ
ぼ

直
立

す
る
が

、
北

壁
及

び
東

壁
は
傾

斜
。

東
西

に
ク
ラ

ッ
ク
が

走
り
南

北
に
20
cm
程

広
が

り
、
段

差
も
20
cn
ほ

ど
あ

る
。

ま
た
、
横

ズ
レ

も
認

め
ら
れ

る
。

段
差

イま
ヨ
ヒ
が

高
く
、 

首
が
イ氏

い
C

g
東

不
整

形
西
壁

は
直

立
、

北
壁

は
内
湾

気
味

に
立

ち
上

が
り
、

中
程

よ
り
上

で
や

や
袋

状
と
な

る
。

東
壁

か
ら
南
壁

に
か

け
て

ク
ラ

ッ
ク
が

入
っ
て

お
り

、
壁

の
状

態
は
悪

い
C

h
東

楕
円

形
北

壁
は

ク
ラ

ッ
ク
が

入
リ
ズ

レ
て

い
る
。

西
壁

と
東

壁
は
直

立
、

南
壁

は
内
湾

気
味

に
直

立
。

南
壁

際
に

も
小

さ
い

ク
ラ

ッ
ク
が

入
る
が

、
形

状
を
変

え
る
ほ

ど
で

は
な

い
C

南
根 く

北 き
に

ク
ラ

ッ
ク
が

東
西

に
走

り
、

底
面

を
大

広
げ

て
い

る
北
壁

は
内
湾
気
味

に
直
立
す

る
。
他

の
壁

は
内

湾
気
味

に
直
立

C
J

南
平
面

形
・

底
面

形
と

も
隅

丸
方

形
。

北
側

に
ク

ラ
ッ

ク
が

15
～

20
cm
の

幅
で
差

っ
て

い
る

化
壁

は
直

立
、

東
西

の
壁

も
直

立
気

味
で
、

南
壁
は

わ
ず

か
に
傾

斜
C

k
南

内
面

で
あ

る
北

壁
側

が
直

線
的

で
、

外
側

の
商

壁
側

が
曲
線

的
。

北
側

に
20
～

25
cm
幅

で
ク
ラ

ッ
ク
が

走
っ
て

い
る
。

大
き

く
形
状

を
変

え
て

お
り
、

不
整

形

北
壁

は
直

立
、
他

は
わ
ず

か
に
傾

斜

C
1

西
南
北

に
長

い
隅
丸

長
方

形
東
壁

・
北

壁
。
南

壁
は
直

立
、

西
壁

は
直

立
し

た
後

広
が

る
が

、
ク

ラ
ッ

ク
に

よ
る

ギ)
の

か
葛
側

に
ク

ラ
ッ

ク
が

走
る

C
m

西
や

や
東

西
に

長
い

隅
古

方
形

呼
は

す
べ

て
盲

立

C
西

隅
丸

方
形

。
ク
ラ

ッ
ク
に

よ
り
多
少
横

ズ
レ
が

課
め

ら
抽

る
C

西
隅
丸

方
形

壁
は
す
べ

て
直

立
。

北
壁

は
わ

ず
か

に
袋

状
と

な
る

C
西

や
や

商
北

に
長

い
隅

苛
.方

形
壁

は
す

べ
て

直
立

C
不
整

形
壁

の
状

態
は

罠
く

な
し

C
b

平
面

形
・

底
面

形
と

も
椿

円
形

雨
壁

は
巨

立
し

、
他

は
他

斜
C

C
不

率
形

等
の

状
R鷺

は
喜

く
な

い
中

央
に

ク
ラ

ッ
ク
が

入
る

C
d

吏
喝
丸
】方

形
壁

は
い

ず
れ

ギ)
傾

斜
ク

ラ
ッ

ク
が

入
/D

C
1ヽ

零
形

'琵
しヽ

ク
ラ

ッ
ク
が

入
る



謗
緻

辺
平

面
形

断
面

形
平

長
平

短
底

長
繭

深
さ

柱
痕

備
考

C
南

T形
。
底
面
は
タ
ア
ッ
ク
が
^り

、
凸
凹
が
澤

1_
い

壁
は
北

西
側
が

直
立

32
28

不
攀

形
は

,と
幾

が
直

立
で
t仙

は
傾
斜

42
28

22
44

ク
ラ

ッ
ク

が
入

る

不
整

形
や
報

Vヽ
が

! 
ク

ラ
ッ

ク
09
所

為
力

|
44

西
円

形
漉

ぐ
、

郎
聟

∫
1ラ

う
力
二

'1
フ

て
い

な
い

路

C
J

西
P3
形
。
底
面
は
タ
ラ
ッ
タ
が
入
り
、
い
凹
が
溺

1l
vヽ

壁
は
北
壁

が
直
立

で
、

1他
は

わ
ず

か
に
傾

斜
52

48
34

30
52
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図版 2

(1)A区全景

(2)B区全景



図版 3

(1)BoC区全景

(動 Al号住居址 (南西から)



図版  4

誉
　
　
　
　
．

，
・一

．！

野登自白

"―

:本
'i l

(2)A2号住居士di造 物卜H li状 態

とか

11)A2号住居剤

(3)A2号住居址遺物出土状態

(1)A2ケ住|ど|〕刊:造 物出上状態 い)A2ケ住)ド れi選 物出 i状 態



i,=―
|・  言|

:Ⅲ

I:1下

:―

i;|;好

i沖 |

(1)A3号住居址 (北 か ら)

|=iil挙華&遼
諜

G)A3号住居址炭化柱

僻)A3号住居址礫出土状態 (5)A3号住居址



I

すぎ
i■■メ|デ

IIⅢ l

ｉ
荘
イ 一一一．一一．一一一一一一一一一一一一一一一

一
ィ一一二十
二

， 一争

一，

■‐||I II

一
イ
●
す

募
，

一

一
■
〓一．す

一
持

綾



|ミ
1滝

顧筵 1■
(1)A5号住

'ポ

丸L

修)A5考住居l■投げ込みロームの状態 (3)A5号住居址遺物出土状態
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(1)A6号住居址 (南 か ら)

(2)A6号住居址遺物出土状態
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(1)A7号住居址 (南 から)

(2)A10号 住居址 (南 西から)
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(2)A13号 住居址黒曜石集中個所
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(1)A15号 住居址 (南西から)

(2)A16号 住居址
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(1)Bl号住居址 (南から)

(2)B2号住居址 (南 か ら)



(1)B3号住居址 (南から)

(劾 B4号住居址 (南から)
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(1)B5号住居址 (南から)

修)B6号住居址 (北から)



(1)C7号住居址 (北から)

(2)C8号住居址 (北から)
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(1)C9号住居址 (北から)

2)C13号住居址 (北から)
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(1)C10号 住居tlli(北 から)

確)C10号住居址遺物出土状態 (北から)
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(1)C12号 住居llI焼 土掘 り下げ前 (北から)

(動 C12号住居址 (北から)
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(1)C14号 住居址 (南から)

12)C14号 住居址 (北から) (働 C14号住居址遺物出土状態 (北から)

催)C14号住居上部分 (東から) 15)C14号住居址炉
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(1)C17号 住居址 (南から)
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(1)C19。 20号住居址 (南から)

(動 C19。 20号住居址土層断面 (西から)



図版 28

(1)C21号 住居址 (南から)

(劾 C21号住居址土層断面 (西から)
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(1)C22・ 23号住居址 (南 か ら)
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(1)C24号 住居址 (南から)

修)C25号住居址 (南から)



図版 31

(1)Al号方形柱穴列 (東から)

(2)Bl号方形柱穴列 (西から)
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(1)Bl号方形柱穴列 aピ ント断面柱痕確認 (2)Bl号方形柱穴列 bピ ット断面柱痕確認 (西 から)

(3)Bl号方形柱穴列 cピ ット断面柱痕確認 (束 から) 僻)Bl号方形柱穴列 eピ ット平面柱痕確認 (東から)

Bl号方形柱穴列 eピ ット断面柱痕確認 (東から) (6)Bl号方形柱穴列 gピ ット断面柱痕確認 (南から)

(8)Bl号方形柱穴列 hピ ット断面柱痕確認 (西から)(7)Bl号方形柱穴列 hピ ット断面柱痕確認 (東から)
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(射 Bl号方形柱穴列 iピ ット断面柱痕確認 (西から)

O Bl号方形柱穴列ioi(前 )ピ ット断面柱痕確認 (東から)糀 )Bl号方形柱穴列 ,②ピット断面柱痕確認 (西から)

Bl号方形柱穴列 n・ m・

ぶ一ェ゙
ｒＴ，

(1)Bl号方形柱穴列 iピ ット断面柱痕確認 (東から)

Bl号方形柱穴列 kピ ット断面柱痕確認 (西から)

⑭ Bl号方形柱穴列 n・ m 1ピ ット断面柱痕確認 (西から)
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(2)B2号方形柱穴列 gピ ット断面柱痕確認 (東から) 13)B2号 方形柱穴列 kピ ット断面柱痕確認 (西から)

(5)B2号方形柱穴列 mピ ット断面柱痕確認 (西から)
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但)B3号方形柱穴列 bピ ット断面柱痕確認 (北から) (5)B3号方形柱穴列 iピ ット断面柱痕確認 (北から)



図版  36

i tttl甚甚 鷲娘轟戯轟振巌|

卜lil● IⅢ!|

響 華鑢 ―
t

↑一一・一
オ一一穂

苺
簿

■
=織

■

番ざ|よ _i義

鸞 騨 t,

．■
一一

'.ゞ

■

.1轟

ホ競

!ⅢI翌Fb

(1)Bl～ 3号方形柱穴列 (南 から)
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(2)C6号方形柱穴列 (東 から)
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(1)C7号方形柱穴列 (北から)

(D C7号方形柱穴列 aピ ット断面柱痕確認 (北から) 儡)C7号方形柱穴列 bピ ット断面柱痕確認 (北から)

14)C7号方形柱穴列 cピ ット断面柱痕確認 (北から) (O C7号方形柱穴列 dピ ット断面柱痕確認 (北から)
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(2)C9方形柱穴列 dピ ット断面柱痕確認

(1)C9号方形柱穴列 (北から)

(3)C9号方形柱穴列 kピ ット断面柱痕確認

い)C9サ方形柱穴列mピ ット断面柱痕確認 (5)C9号方形柱穴
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(1)C12号 方形柱穴列 (束 から)
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(2)C13号 方形柱穴列 (北から)
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(1)C14号 方形柱穴列 (北から)

(動 C14号方形柱穴列 iピ ット断面柱痕確認 (a C14号 方形柱穴列 iピ ット断面柱痕確認 (南から)

い C14号方形柱穴列 mピ ット断面柱痕確認 (南から) (9C14号方形柱穴列 pピ ット断面柱痕確認 (西から)
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(1)C15号 方形柱穴列 (北か ら)
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(1)C17号 方形柱穴列
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(2)C17号 方形柱穴列mピ ット断面柱痕確認 (西 から)
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(1)C18号 方形柱穴列 (北か ら)

(動 C19号方形柱穴列 (北から)
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(2)A33号土坑 (東から)

(3)Bl号土坑完掘 (南から)
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(7)B6号土坑 (北か ら) (81B7号土坑 (西から)
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(1)C18号 土坑 (2)C19号 土坑 (南 から)

(3)C20号 土坑

(5)C22号 土坑 (北から) C23号土坑 (北 から)

(7)C24号 土よ九 (Lか ら) 囲 C25号土坑 (南か ら)
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(1)C10号 方形柱穴列断層 (束 から)
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(1)断層調査

(2)断層調査
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(1)断層調査

② Cll号住居址 (東から)
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(1)C9号方形柱穴列 cピ ット土壌サンプルの採取前 (2)C9号方形柱穴列 cピ ット土壌サンプルの採取 (北 から)

(3)C9号方形柱穴列 dピ ット土壌サンプルの採取 は)C9号方形柱穴列 eピ ット土壌サンプルの採取

(5)C9号方形柱穴列mピ ット土壌サンプルの採取前 (南から) C9号方形柱穴列mピ ット土壌サンプルの採取後 (南から)

(7)C9号方形柱穴列 oピ ット土壌サンプルの採取前 (西 から) (8)C9号方形柱穴列 oピ ット土壌サンプルの採取後
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